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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校こう則そく法ほう

第百二十条一文

・平時において、各教きよう導どう院いんは領域内の交通管理権限を持ち、管理、保全する役目を持つ。

第百二十条二文

・各教導院の交通管理権限は聖せい譜ふ記述の指定範囲に基もとづき、上下も準ずるものとする。
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　空の高い位置から光が届いてくる。

　初夏の午後の陽光だ。

　暖かさよりも、刺すような暑さを持った光は、大地に陰いん影えいを強く作る。

　そうやって生まれた影が波となるのは、地面の上、森に囲まれた三キロ四し方ほうの草の広場だ。

　今、僅わずかな風が、刈り込まれた草の広場を洗い、波打たせている。

　が、波には切れ間があった。広場の半なかばを南北に渡る小川だ。

　影かげ色いろの水を流す小川の南側、下流の北きた河が岸しには、二つの陰影が座っていた。水面に膝ひざ下したを差して涼んでいるものは、しかしどちらも人の形をしていない。

　一方は、脚あしの生はえた少女キャラのシーツであった。もう一方は抱き枕まくらであった。

　抱き枕は、素すの膝下を振って水を軽く蹴け立たてていた。身み軽がるな動きであった。長年の知ち己きという動きで、抱き枕はシーツの方に空気穴を向けた。

「うわあ、まだ午後でも水が冷たいね！　童どう心しんに返るよコニたん！」

「ええ、予備暫ざん定てい議ぎ庁ちよう舎しやから抜け出せたのが私達だけとは勿もつ体たいないくらいです。ノブたん！」

　うむ、とお互いは座ったまま、身体からだを左右に揺らして動画アニメのOpソングを唄った。

「♪そんなに自分を　下に見ないで　下げ克こく上じようで上を見る　申し開きは超ちよう余よ裕ゆう　信じていれば　夢は叶かなうよ　不如帰ほととぎす　行き詰まったら　ピュアを示すの　HA・RA・KI・RIで～♪」

　唄って、抱き枕が一息ついた。そして抱き枕は、不ふ意いに、背後としている北の方を見る。

　後ろ、身を隠かくす背の高い草の向こうには、白と黒の姿が幾いくつかある。武蔵むさしの紋もん章しようがついた大型輸ゆ送そう艦かん群だ。陽光を受けるそれらを見た抱き枕が、ふと、こう呟つぶやいた。

「──武蔵が関かん東とうIZUMOの武蔵専せん用よう浮うきドック・有あり明あけで改かい修しゆう中ちゆうのため、改修に関わらない居きよ住じゆう者や施設、企業を外に持ち出した、か」
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　抱き枕は、言葉を続けた。

「──我々、暫定議庁舎の面々も、一般会議においては、そこの武蔵むさし野の担当艦かん群ぐんと共にこの第一陸りく港みなとの予備暫定議庁舎を使っている訳だが……」

　言っている間に、風が動いた。北側の陸港に停てい泊はくしている艦群の内、幾つかが十数メートルの上じよう昇しようを掛けたのだ。

　だがそれは、艦をある程度の高さに浮かべただけで停まる。

　そして抱き枕とシーツが見る視線の先、上昇した艦群の甲かん板ぱん縁べりや側そく部ぶハッチから、貨物が運び出されていく。艦と艦を結ぶ太ふと縄なわ通路上を、上昇高度差さを利用して貨物輸送する流れだ。

「……午後の始まりの輸送開始、か。本来は各かつ国こく向けに分割されているここ水み戸との陸港を、武蔵八はち艦かん分ぶんの別べつ居きよを担当する輸ゆ送そう艦かん群ぐんにそれぞれ分け与えたわけだ。おかげで現在、武蔵むさしの各都市は、輸送艦に各かく横よこ町ちようを組み替えた上で、森に隔へだてられた陸りく港みなとに着ちやつ港こうしている」

　そして武蔵本ほん体たいは、と、抱き枕まくらが更さらに北を見た。

　遠く、緑の山がある北面。二十キロほどを離れた位置の空がある。

「奥おう州しゆうの入り口、白しら河かわ。……有あり明あけは、あの位置で武蔵を改かい修しゆうしているのだな」

「北方、奥おう州しゆう東部を押さえる伊だ達てが、〝現在多た忙ぼう〟を理由に、それ以上の北上を許しませんからね。奥州西部シベリア担当の最上もがみ、上越露西亜スヴイエート・ルーシの上うえ杉すぎも、判断保ほ留りゆうを掲げてます。時間ばかりが過ぎますよ」

　吐と息いきを含んだシーツの声に、それも悪くはない、と、抱き枕が言った。

「時間は有用だ。武蔵の改修はそろそろ終わりを迎えつつあるし、この八はち分ぶん割かつの仮かり住ずまいもそれなりの〝馴なれ〟を生んでいるのだからな。──三み方かたヶ原はらの敗戦を受けた生徒会の判断としては、悪くはないものだ」

　ですねえ、と、シーツが、先ほどとは違う吐息で身を揺らした。

「……受けた損害を目にさせないよう、武蔵から離した上で、ネガティブな団結をされないように八分割。地上に降りることも可能になった一方で、不ふ慣なれな忙しい生活を与えることで、心しん機き一いつ転てんをさせつつ、やはりネガな感情に浸ひたらせるのを避ける、と」

「艦を降り、水み戸との城じよう下か町まちに住まう選択も与えているな。……また、各かく生産区では、武蔵改修用の部品を作らせたり、改修参さん加か希望者は特別手当付きで武蔵に戻ることが出来たりと、逃げ場を与えることも、団結力の回復も逃してはいない」

「正まさ純ずみ君の判断で？」

　大体はな、と抱き枕が告げた。だが、

「しかし、一部の手配は、正純によるものではない。生徒会の後こう輩はい衆しゆうによるものだ」

「成なる程ほど。──大おお久く保ぼ、加か納のうというあたりですか」

　ああ、と抱き枕は頷うなずく。そして、

「大久保君の娘だな。……三み河かわが人ひと払ばらいする前、大久保の姓かばねを襲しゆう名めいしていた同どう輩はいの娘だ。人払い後、私と同どう様ように武蔵に来て、しかし目立たぬ生活をしていたと思ったが、娘自体は大久保・忠ただ隣ちかと長なが安やすの二重襲名をする程になっていた。三河からついていった襲名の自動人形、加納も含め、有能であることは間違いない。──正純とまでは行かないが、二年の注目株かぶだぞ」

「く、……コネがあることを仄ほのかに知らせるその言い方、口くち惜おしいですぞ……」

「聖せい譜ふ記き述じゆつでは本ほん多だと大久保は政せい争そうを行う二家だがな。正純と仲良くやっているなら、私にとってはいろいろと得だ。だが、……政治とは国内だけではない。そうだな？　コニタン」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……南、江え戸どにて朝ちよう鮮せん侵しん攻こうの歴史再さい現げんゆえに北上を止めた羽は柴しばの戦せん士し団だんの動きと、それに対応する伊達、最上、上杉や、関かん東とう勢ぜいの動どう静せいですな？」

「そうだ。……それに先立ち、三方ヶ原の戦いで、義よし経つね公こうが何と告げたか憶おぼえているか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とシーツが頷うなずいた。シーツは空気穴あなを抱き枕まくらに向け、

「──伊だ達て、上うえ杉すぎを味方につけろと」
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「──ということで、伊達、上杉を率そつ先せんして味方につけていった方がいいんだ」

　と、黒板にチョークで奥おう州しゆうの図を描いた眼鏡めがねの少年が言う。

〝書しよ記き　ネシンバラ・トゥーサン〟という腕わん章しようを半はん袖そでに着けた彼は、

　……まあ、大体は解わかっていると思うけど。

　と、まばらな着席がされた教室内を見渡す。ここは武蔵むさしの中央後こう艦かん・奥おく多た摩まの後部にある武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの三年梅うめ組ぐみだ。視線を動かす先、窓の外には、武蔵の全体が見えている。そして武蔵が沈み入っている、専せん用よう大型ドック・有あり明あけの内部全ぜん容ようも、だ。

　ここから見る有明は広大なホールだった。左右を渡る大型陸りつ橋きようや、壁や天井を伝うリフトがあるが、全体像ぞうとしては屋根のついたIZUMO陸りく港みなとというのが近い。

　その中に埋まっている武蔵は、しかし、今までと違った。八艦の表面は幾いくつもの覆おおいが掛けられたり、足あし場ばに囲まれたり、または何もなく、抜けている。

　……改かい修しゆう中だ。それも、今回は武ぶ装そう付つき、でね。

　各国の傭よう兵へい活動に従じゆう事じする、という建たて前まえで踏み切った改かい造ぞうは、各所のカバー下で行われている。それらは防ぼう御ぎよのためのものも含み、試し験けん段階にまでこぎ着けてはいるらしい。

　どうなるかなあ、格かつ好こう良くなるといいなあ、砲ほうとか名前があるといいなあ、とネシンバラが思っていると、横から女の声がした。ジャージの上着を脱いだオリオトライだ。彼女は、武蔵表ひよう層そう部ぶや内部にあった食事処どころの引っ越し先さき一いち覧らんを情報草ぞう紙しでチェックしながら、

「ハイハイ、自じ習しゆう利用した状況会かい議ぎだからって余よ所そ見みは駄だ目めよ？　浅あさ間まやミトツダイラ、正まさ純ずみや、仕事持ちのはちょっと用件で出てもいるけど、こっちはこっちでしっかりね？

　──で、どうなの？　ネシンバラから見て、上杉である上越露西亜スヴイエート・ルーシと組む、というのは」

　あ、Ｊｕｄ．、とネシンバラは言葉を続けた。

「──聖譜テスタメントによれば、関せきヶ原はらの際に伊達は松まつ平だいら側につき、上杉は羽は柴しば側につくので、上杉を味方につけるのは至し難なんというのが基本的な思し考こうでしょう。間に最上もがみという大国もありますが、これは関ヶ原後ごに縮しゆく小しようしていく国家なので、時限的な協きよう働どう、という狙ねらいならば有用です」

　と、教室の奥から言葉が来る。金の六枚翼よく、ナイトだ。彼女は、外で物ぶつ資しの輸送を行っているナルゼと術式陣マギノフイグーアによる遣やり取りをしながら、

「流れとしては、最上が衰すい退たいして、伊達が奥州の覇は者しやになるんだよね？　だったら伊達にはここで武蔵の後ろ盾だてになって貰もらって、その威いを借りて上杉を味方につける……、そんな感じ？」

「単純には行かぬで御ご座ざろうなあ。伊達、最上、上杉の上越露西亜は、昔から繫つながりがあり、談だん合ごうによって歴史再さい現げんを進めていた三さん国ごくに御座るし……」

　と、言ったのは、英国イギリス式しきの夏服を着たメアリの横、並んで座るクロスユナイトだ。

　彼は、天井側、皆に見えるように表示枠サインフレームを出す。そこに映るのは、関かん東とうより北、奥おう州しゆうから上じよう越えつまでの鳥ちよう瞰かん概がい要よう図ずだ。だが、その図には、大きな赤い円や幾き何か学がく図ず形けいが幾いくつも載のる。

「……奥州と上越露西亜スヴイエート・ルーシの名物。多量重じゆう奏そう領りよう域いきで御ご座ざる」

　その数は奥州と上越露西亜の殆ほとんどを埋め尽くす。概要図は、赤い色に覆おおわれていない方が少ないほどだ。真ま上うえ近くに見上げた御お広しろ敷ひきが吐と息いき付つきで言うには、

「上越露西亜も最上もがみも伊だ達ても、この自然の防ぼう備びの奥にて守りを固めてますねえ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、重じゆう奏そう神しん州しゆうで培つちかった、極ごつ寒かん地ちの生活技術。それを利用して、敢あえて広大な重奏領域の中で生活を行う……。武蔵むさしですら、回かい廊ろう伝つたいではないと近づけぬ厄やつ介かいな土地に御座る。

　重奏神州崩ほう壊かいの際、先に崩れた幾いくつかの地域は、このような状態になっている訳で御座るが、とりわけ奥州はその傾向が高いもので。自じ給きゆう自じ足そく率りつの高い土地に御座る」

　そう。武蔵の貿易力りよくが活かしにくいんだよね、とネシンバラは頷うなずいた。

　……奥州は、昔から、それ以外の土地の者に対し、ガードが堅い。

　ずっと昔に、因いん縁ねんの歴史があり、だから談だん合ごうが為なされたりもするのだ。それは、

「……黎れい明めいの時代、聖せい譜ふが生まれる前、奥州は極きよく東とうの領土を取り合う戦争における、最大の激げき戦せん区くになったと言われてる。その争いは、後における歴れき代だい朝ちよう廷ていの東とう征せい運動の前倒し再現と扱われ、極きよく東とう側がわでは比ひ較かく的平和な時代が続いたが、鎌かま倉くら幕ばく府ふ成立のいざこざや、重奏統合争そう乱らんによって、また厄やつ介かいな土地になってしまった。……特に、重奏領域の多量崩ほう落らくは、共鳴によって周囲にある極東側への地ち脈みやくにも影えい響きようを与えてしまっている。本来は起きないはずの同どう調ちよう化かが起きて、極東側の土地ですら、寒かん冷れい地ちになってしまっているんだ」

　だから、

「本来なら、武蔵が入りにくい土地ゆえ、暫ざん定てい議員や委員長達たちが先行して入っていく。

　しかし、今回は武蔵が改かい修しゆう中ちゆうで対外的に動く余よ裕ゆうがないから、担当を各国に出すことが出来ない。──今、武蔵は実じつ質しつ的てきな国交断だん絶ぜつ状態だ」

「それってやべえの？」

　全ぜん裸らが水泳パンツで座っていた。
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　ネシンバラは、無視しようかと、そう思った。

　だが、芸能神しんの奏そう者しやは芸を奉ほう納のうすることで内ない燃ねん拝はい気きがたまる。これは恐らくそれだ。単なる趣味じゃない筈はずだ。そうだとも。と、そんな事を思いつつ、ネシンバラは馬鹿に応じる。

「もう、三週間ほど、武蔵は国交を持ててない。初期物ぶつ資しを助けてくれた奥州藤ふじ原わら、平ひら泉いずみの隠かくれ里ざとも、あれ以来、静せい観かんだ」

　そっか、と口を尖とがらせて考え込む馬鹿を見て、ネシンバラは内心で微笑する。

　彼は、ここのところ、随ずい分ぶんと、こういう会議に食いついてくるようになった。

　勿もち論ろん、まともに聞いているようには見えない。彼自身も、内容を理解しようとしているというよりも、人がどれだけ関わり、どう動いているかに興味があるようだ。しかし、

　……どうなんだろう。

　昔、彼は、皆の夢を叶かなえる国を作りたい、と言った。そして今、姫を救うことを手始めに、そのように動き出しているが、各国の王達の為なすべきを見たり、人狼女王レーネ・デ・ガルウから話を聞いたり、また、三み方かたヶ原はらの敗戦を超え、

　……どうなんだろうなあ。

　今、自分達は、三み河かわから始まった彼の〝世界征せい服ふく〟と〝大罪武装ロイズモイ・オプロの奪だつ回かい〟を掲げている。

　動き出しているがゆえ、そこには、ある意味、彼がいない。彼が掲げた目的は不動であり、彼は見ているだけでいいからだ。

　だけど、とネシンバラは思う。もしも、彼が、見ているだけではなく、関わってくる方法を見つけたならば、三方ヶ原の敗戦の時のようなことは、起きなくなるんじゃないかと。

　どうだろう。ヒーロー指向の行きすぎだろうか。だが、ここのところ、いつものように覗のぞきや馬鹿をやっている彼は、こういう場に出てきて、やはりいつも通りで、ずっと笑っていたり、変なことをしているのだが、

　……どうなんだろう。

「うん」

　頷うなずき、ネシンバラは言葉を作った。息を吸い、気を改め、一いつ瞬しゆんだけ彼に視線を送ってから、

「いろいろヤバいけど、国交など断だん絶ぜつ状態でも、伝つ手てってのはあってね？　奥おう州しゆうとは、かつてから抵抗の土地だったけど、親しくなれば家族づきあいだ。──商人達たちは、それこそ向こうも商売あがったりにならないよう、密ひそかに貿易してるんだろ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とハイディが教きよう卓たくの正面近くで頷いた。彼女は、現場で仕事をしているシロジロの補ほ佐さを通つう神しん越しに行いながら、

「私達は食品関係が主ね。で、一番お金になるのは、やっぱり奥州産の賢鉱石オレイ・メタロなんだけど、そっちは暫ざん定てい議会の小こ西にし様が大だい体たい持っていっちゃってるのよね。

　──少しくらい奪えないかなあ、ってこの際だから頑がん張ばってるんだけど、さ」
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「まだまだ生徒会などには負けませぬぞ。私の得とく意い取引でもありますからな。伊だ達てと最上もがみの〝跡地〟からIZUMOに下ろす賢鉱石。改かい修しゆうの現在では潤うるおいまくりでありますし」

　と、小川に脚あしをつけたシーツが作る言葉に、横に座った抱き枕まくらが小さく頷いた。

「まだまだ私達が上だと見せつけておかねばな。──しかしコニタン、視し聴ちよう覚かく室しつで皆と踊る前、言いかけていたな？　伊達家に何があった？　……二週間前、伊達、最上、上越露西亜スヴイエート・ルーシに、羽は柴しばから〝歴史再さい現げんの確認〟があり、P.A.Odaの柴しば田たの侵しん攻こうを受けている上越露西亜スヴイエート・ルーシは別として、最上もがみも伊だ達ても、それぞれの動きを閉じてしまったな？

　それは当然、奥おう州しゆうの彼らにとって、我々の武蔵むさしが当てにならず、羽は柴しばが脅きよう威いとなったことを示すものではあるが──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とシーツが言って、水を蹴けった。

「……伊達家は現在、最上側にも動きを見せておりません。ただ、観かん測そく情報によれば、たびたび、夜などに莫ばく大だいな雷らい雲うんが発生し、航こう空くう艦かんの行き来も出来ない、とか。また……」

「また？」

「Ｊｕｄ．、これは別件なのですが、二週間ほど前に、伊達と最上から、南……、安あ土づち城じようの方へと、喪も章しようをつけた艦がそれぞれ向かったとか」

「……伊達と最上で、死亡した誰かを、羽柴の元へ送った、と？　羽柴の脅威に対して、責任をとった者でも出たというのか？」

「解わかりません」

　シーツは、全身を緩く横に振った。

「ただ、呼こ応おうするように、羽柴の勢せい力りよく下かから関かん東とうへ来た艦があります。〝聚じゆ楽らく第だい〟、解りますか？　……あれは、まだ襲しゆう名めい者のいない筈はずの羽柴の甥おい、羽柴・秀ひで次つぐの居きよ城じようです。つまり──」

「皆まで言うな。襲名者が決まったのだろう。──羽柴・秀次の、な」

　と、抱き枕まくらが、不ふ意いに冷えた言葉を作った。

　成なる程ほどな、と彼は言い、ゆっくりとシーツに身を向ける。

「……貴き様さまも、解っているのだろう？　はは、それが厄やつ介かいな絵え図ず面めんだと」

「ええ。……これはまた、厄介な、しかし、歴史の激げき動どうに触れる機会だとも」

　ははは、と抱き枕が身を折って笑った。

「羽柴の気き遣づかいか、浅せん慮りよか、どちらにしろ、歴史は動いて、伊達も最上も羽柴に首元を押さえられたようなもの、か。正まさ純ずみ達が頑がん張ばるしかあるまいな」

「Ｊｕｄ．、私の調べている限りでは、あの女め狐ぎつねの動きも含め、実際は逆の──」

　と、そこまでを告げたときだった。

　北側、草原の方からあるものが飛んできた。

「お？」

　と見れば、破は魔まの矢を芯しん弾だんとした祓禊みそぎ砲ほう撃げきだ。

　急ぎ身構えたたシーツと抱き枕は、飛ひ来らいする光こう撃げきに対して震しん脚きやくを踏み、

「切せつ腹ぷくバリアー[image: ]」

　やった後で、二人はお互いの空気穴を見合わせ、

「……逃げろ!!」

　炸さく裂れつした。
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「浅あさ間ま、仕し留とめたか？」

　水み戸と領地、第一陸りく港みなとの森から跳び出した正まさ純ずみは、ふと、陽光の強さに目を瞬まばたかせた。

　声を掛けた先、先行して草くさ群むらに立った夏なつ服ふく姿の弓ゆみ矢や持もちは、残ざん身しんを戻しながら首を傾かしげた。走狗マウスのハナミともども、黒の髪かみを微び風ふうに揺らす彼女は、

「うーん、やっぱり正しよう体たい不明なので追つい尾び系けいが甘いみたいです。範はん囲い的に吹っ飛ばしましたけど、当たったとは言い難いですね。死体の確認をしないと」

「Ｊｕｄジヤツジ．、手を掛けさせてすまんな。市民からの通報で、予備庁ちよう舎しやで白い影が踊っていると通報があったもので。──恐らく新あら手ての怪かい異いだと思うんだが」

「同感です。武蔵むさしが改かい修しゆう状態になり、町が八はち分ぶん割かつされた時点で、うちの加か護ごも分割状態ですからね。ここの地元、鹿か島しま神じん宮ぐうのフォローもあって何とかなってますが」

　ええ、と頷うなずいた浅間は弓を折り畳たたんで、サイドスカートの内側にスリットから仕し舞まう。

　その動作を見る正純は、夏服になってから忙しくなったなあ、と、しみじみ思う。

　夏服と言っても、自分の場合は上着が無くなって、半はん袖そでになっただけだ。

　だが、去年までは男物のインナースーツだったため、胸回りなどに余よ裕ゆうがあったし、腰こし下したはズボンだった。それに比べると、

[image: ]

　……男性用はスースーしてた気がするけど、女性用は女性用でハっとする涼しさだなあ。

　身体からだにフィットした女性用のスーツは、外気に冷える汗あせ肌はだの感覚を際だたせる。日ひ陰かげに入ったときの温度差さの体たい感かんは、こちらの方が強いと正まさ純ずみは思う。

　……向むか井いが、音だけじゃなくて周囲の温度なんかも知ち覚かく出来るのは、このインナースーツの御お陰かげってのもあるのかなあ。

　他の連れん中ちゆうは気にしないのかな、と思いつつも、正純は横の浅あさ間まを見て、

「……さて、着ちやく弾だん現場に行こうか」

　浅間が、ええ、と頷うなずく。その瞬しゆん間かんだった。こちらと彼女の間に一つの影が立った。

　いきなりの出現だ。自分が、お、と声をあげている間に、相手は銀色の大おお振ぶりな髪かみを搔かき揚あげてリセット。こちらに振り向く金の瞳ひとみは、

「第五特とく務む、ネイト・ミトツダイラ、副会長の警けい護ごに来ましたわ。──私の領地とはいえ、少し勝かつ手てに前に出過ぎですのよ？」

　注意の台詞せりふを放つミトツダイラの口く調ちようは、しかし苦く笑しようのそれだ。腰の左右のハードポイントに給きゆう鎖さのオベリスクをつけた彼女は、浅間とこちらを見てから肩をすくめ、

「ですけど、副会長や浅間神じん社じやが平へい穏おんのために働いている、というアピールは現状必ひつ要ようですわね。ネシンバラが言うには、生徒会支し持じ率りつの低下も下げ止まりに入ったそうですし」

「下がる要素は出切った状態だからな。後は経けい済ざい活動の動く地区から自然に挽ばん回かいだ」

「ふふ、ハイディの受け売りですのよ、それ」

「忙しいから頼れるところは頼れるだけ頼る方針なんだよー」

　一息をつき、正純は用よう水すい路ろの南なん端たん、破壊の跡あと地ちを指さす。その指示に従って、ミトツダイラが前に出て、浅間が続き、自分が並ぶ。

　歩き出す。
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　正純が見る現場は、思ったより荒れていなかった。

「空中で破は裂れつさせたので、川は壊こわれてない筈はずです。地上、草が消えたくらいで」

「……川かわ縁ふちの草くさ群むらが、高さ二センチくらいしか残ってませんわよ」

　よく解わからないがミトツダイラの表情からするに大した精せい度どなのだろう。

　ともあれ、浅間が右目を覆おおって義ぎ眼がんで周囲を確認し、ミトツダイラが鼻を動かし出す。その間、こちらは手持ち無ぶ沙さ汰たで辺りを見回すだけだ。

　……しかし、広い土地だなあ。

　この、陸りく港みなとを含む広大な土地は、水み戸と松まつ平だいらであるミトツダイラの所しよ領りようだ。ミトツダイラが武蔵むさし在ざい住じゆうであるため、領地の手入れが甘かったものを、今は整備の上で使用している。

　水戸松平の土地として聖せい連れんに認にん定ていされているため、ここは実質、〝松平家けが天下を取った後の領土〟ということになるのだが、

　……それ以前の時代の人間である羽は柴しばは、ここに容易たやすく干かん渉しよう出来ない。

　そういう判断もあっての水み戸とへの避ひ難なんだ。

　コネだなあ、と正まさ純ずみは思うが、その一方で、ミトツダイラがいなければ現状はどうなっていただろうかと考え、ぞっとする。ミトツダイラは苦く笑しようするだけだが、

「──こちらとしては、なかなか割り切りが、な」

　自分は、世せ話わになりっぱなしだとも思う。政治判はん断だんと交こう渉しよう担当の自分は、奥おう州しゆうや上越露西亜スヴイエート・ルーシとの交渉糸口がない今のところ、二に番ばん手て以下の存在だ、と。

　そして正純は、ミトツダイラの髪かみの匂においが届くあたりまで近づくと、

「そういえば、各かく艦かんの陳ちん情じようは？」

「え？　あ、ええ、そちらは午後からメアリと第一特とく務むが回る予定ですの。あの二人ならば各艦の住じゆう民みん代表からもちゃんと聞き取りをして来られると思いますし」

「Ｊｕｄジヤツジ．、私だと、その場で説得に入ってしまいそうだしなあ」

　苦く笑しようが二つ聞こえ、正純は頰ほおに僅わずかな熱を感じる。自分を解わかっているって思ってくれよ、と思し考こうするが、子供扱あつかいされてるような気もする。だが、

「メアリを利用してしまっているかなあ、私。適てき材ざい適てき所しよと思うが吉なんだろうけど」

　言うと、浅あさ間まがこちらに顔を向けた。

「メアリも第一特務補ほ佐さなんて役につけて、喜んでいると思いますよ？」

「Ｊｕｄ．、それは解ってるけど、主しゆ観かんと客きやつ観かんの違いってのはあるもんでさあ……」

　だったら、とミトツダイラの声が飛んできた。

「ネガティブな主観もおやめなさいな、正純」

　ええ、と、ミトツダイラが、前を見たまま言う。笑みの無い、真剣な顔で、

「──ネガティブなものは、全て我が王に任せてしまいなさいな」

　あれにか……、と正純は思う。だが、その一方で、

「……王か」

　葵あおいはこのところ、いつも通りだと正純は思う。ずっと笑っていて、馬鹿をやっていて、仕事の手伝いなのか妨害なのか解らないことをしている。場を和なごませているといえばそうだが、相変わらずといえば相変わらずだ。しかし、彼を見ていると、こう思うのだ。

　……しっかりしないとな。

　馬鹿に対してではない。自分に対してだ。

　三み方かたヶ原がらの戦いで、自分は、葵に諭さとされた。いつもの自分になってない、と。

　あれからずっと、いつもの自分を試す機会がない。

　そして心には、敗戦の言葉がのしかかっている。

　解るのだ。皆が、武蔵むさしの改かい修しゆうや、陸りく港みなとにていつもの生活を営み、そこに不平が少ないのは、自分達の意い図ともあれど、不安を口にしないだけなのだと。だから、

「しっかりしないとな」

　いずれまた、自分は交こう渉しようや会議の場に出ると思う。その時、葵あおいに諭さとされるような事が無いようにしたいと、そう思う。そして、

　……お前も、どうなんだ？

　三み河かわで自分を支持し、引っ張った馬鹿は、三み方かたヶ原はらの敗戦で何を思っただろうか。

　それが聞けるならば、聞いてみたいとも思う。だが、その前に、

「やることをやろう。……まずは武蔵むさしの改かい修しゆうと、国交への復帰だな」

　言っている間に風が来た。山側からの微び風ふうだ。髪かみや、夏服を通して涼しさを感じるが、

　……何だろうな。

　上う手まく言葉に出来ないが、〝まだ違う〟というような思いが心の底にある。

　涼しい風ではない。欲しているのは、きっと、違うものだ。

　三方ヶ原の敗戦からこちら、忙しく、ろくに寝てもいないが、まだ違う。

　……何だろう。

　燻くすぶっている己おのれを、どうすべきなのか。他人をどう思うべきなのか。

　欲するのは涼しい風ではない。ならば、

「私は──」

「え？」

　隣となり、浅あさ間まが驚いたように振り向き、正純は慌あわてて言葉を飲んだ。ただ、浅間は首を傾かしげ、

「どうしたんです？　正純、またおかしくなったとか」

「また、って何だあ──!?」

　ミトツダイラも引いた顔をするな。

　だが、次の反応を誰かがする前に、南の方に残った草くさ群むらから影が来た。それは、

「──あ、父とうさん？　小こ西にし様も」
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　浅間は、正純が身を正すのを見た。彼女は胸に手を当てて頭を下げ、

「予備暫ざん定てい議ぎ庁ちよう舎しやからこの周辺に、怪かい異いと思われる存在二に体たいが逃げて来たとのことで。──お二人とも、大事が有りませんでしたでしょうか」

「正純、推すい察さつが足りぬな。──何な故ぜ、私達がここにいると思う」

　正純の父は、口にしていた葉は巻まきを手に取り、口から鋭く煙を吐いた。煙の匂においに対し、僅わずかにミトツダイラがこちらに下がって来ると同時、小西が腕を組み、

「私達の方が、先にそれを追っていたわけですな」

「え？　じゃ、じゃあ、さっきの砲ほう撃げき、大だい丈じよう夫ぶでした？　巻き込まれは……」

　いえ、よく考えましょう浅あさ間ま・智とも。巻き込まれていたら無事な筈はずがないです。そのくらい本気でしたとも、ええ。だから今、こちらがすべきは営業スマイルで、

「巻き込まれた筈がないですね！　ええ、全ぜん然ぜん無関係！　射しや撃げき地点の確認ミスとか、そんなことありませんでしたよね！　そんな感じで！」

　言うと、二人の大人おとなは無表情な顔をこちらに向け、

「…………」

　痛ぁ──!!　沈ちん黙もく返し痛ぁ──[image: ]

　ヤバめの汗をこちらが流していると、正まさ純ずみの父が、ふと、正純に視線を向け直した。

「ともあれ、その怪かい異いは消えてしまったようだ。退たい治じはまた、だな」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純が会え釈しやくする。

「お二人とも、大事な身ですから、あまり無む理りをなさらないようお願い致します」

「はは、正純。心配は無用だ。──私達とて、学生だった時期があるのだから」

　確かに、と浅間はそう思う。極きよく東とうの学生時代は十八歳さいで終わるが、その後に暫ざん定てい議員に至る道を得られたとするならば、

　……学生時代に、力を充分としていたからですね。

　うん、と浅間は頷うなずいた。それは、きっとこういうことだ。つまり、

「ええ、つまり、──今後はお二人を気にせず砲ほう撃げきぶち込んでいいってことですよね」

　嫌な顔をされましたが、その態度、さっきの言げん動どうと矛む盾じゆんしてませんか。ええ。ミトも正純も同じ顔でこっちを見たらいけませんよ？　ええ。

　話をずらそう。

「……ともあれ、怪異の方は消えてしまったわけですね。──今度は仕留めないと」

「あの、智？　何だかいい空気吸すってるようですけど、始し末まつが済んだなら戻りません？」

「──え？　あ、はいはい、戻りましょうか」

　Ｊｕｄ．、と大人二人も頷いた。だが、不ふ意いに正純の父が口を開いた。

「正純、ここはお前の指示の下、私達が何とかしたと、そのように市民には伝えておくといい。点数は稼かせいでおけ」

「Ｊｕｄ．、そうさせて頂きます。あとは──」

　と、正純が東の頭上を仰いだ。

　直後。来たものがある。風と共に飛ひ来らいしたのは、大きな人ひと型がたの影だ。

　傍かたわらへと舞い降りてくるがゆえ、わあ、と浅間が見上げたのは、青の犬いぬ顔がおをした重じゆう武ぶ神しんだ。それは背の翼を閉じもせず、表示枠サインフレームを顔かお横よこに出す。

　映し出されるのは仮想の操そう縦じゆう席せきと、そこにいる長ちよう寿じゆ族ぞくの少女だ。どう見ても和室の四よ畳じよう間に座っている彼女を見て、正純が頷いた。

「里さと見み生徒会長、調子はどうだ？」

『義よし康やすでも別にいいぞ。──義ぎの調子は悪くはない。早く乗れ。生徒会室が片づいたそうだから、昼休み中に確認して欲しいそうだ』

　生徒会室？　と浅あさ間まは首を傾かしげ、しかしすぐにその場所に思い当たった。

「ああ、校舎正面玄げん関かんの真上の部屋ですね。トーリ君が嫌がらせのため、朝に全ぜん裸らで窓まど際ぎわに立ちながら牛乳飲のんだりしているあの部屋。確実に穢けがれてますよね」

「智とも！　智！　私達、学校にいるときは今後そこを使いますのよ！」

　祓禊みそぎの仕事ゲット！　と内心で拳こぶしを握った浅間だったが、ふと、正まさ純ずみを見た。

　視線の先、正純が眉まゆから力を抜いているのを見て、

「……少しは、気が楽になりました？」

「自分達の居い場ば所しよがあるというのは、今こそ有用だからな」

　さて、と正純が、手を差し出してくる義康の武ぶ神しんに足を向けた。

　そのときだ。不ふ意いに、正純の顔かお横よこに表示枠サインフレームが展開した。そこに映るのは、

・○べ屋：『正純？　こっちハイディ。ちょっと通つう商しよう関係の方から連絡きたんだけど、何だか、伊だ達て家が極ごく秘ひに会談持もちたいって』

　は？　と疑問した正純だが、ちらりと父達を見る。すると、彼女の父は確かに頷うなずきを返し、有あり明あけがあるであろう空を指さした。

「急ぎ戻れ。──状況が、ようやく安あん寧ねいを選ばなくなったのだ。

　奥おう州しゆうと露西亜ロシア、そして関かん東とうと、何よりも武蔵むさしを巡る状況が、一いつ斉せいに動き出すぞ。

　まずは抵抗と談だん合ごうという結束の土地、黎れい明めいの争いを経た奥州を相手に行くがいい」

「上越露西亜スヴイエート・ルーシも、となると大変ですな」

　ほほ、と小こ西にしが小さく笑って言った。彼はこちらに対し、口くち横よこに手を立て、

「対P.A.Odaのため、上うえ杉すぎは内部を刷さつ新しんし、〝愛の人〟直なお江え・兼かね続つぐを副長兼けん副会長に、……対伊だ達て、最上もがみとして勇ゆう将しよう本ほん庄じよう・繁しげ長ながを第二特とく務むにしましたが、火ひ種だねが中にありましてな」

「それは……」

　こういう喋しやべりの人、隠かくそうとして隠さないですよねー、とミトツダイラと目め配くばせするが、小西も承しよう知ちの上なのだろう。彼は、手で北西を示すと、

「いいですか？　上越露西亜の西に、IZUMOのような大型浮ふ上じよう都市ノヴゴロドというのがありましてな。八年前に上越露西亜総そう長ちようの〝雷らい帝てい〟イヴァン四世によって大だい粛しゆく清せいされて以降、武蔵は寄港していないのですが、……この、都市が、P.A.Odaの柴しば田た勢ぜいと激げき突とつするとか」

「──奥州から上越露西亜に関われば、やがて柴田勢と相まみえる可能性もある、と？」

「恐らくは。……江え戸どにも、まだ襲しゆう名めい者しや不在だった筈はずの羽柴・秀ひで次つぐの居きよ城じよう、〝聚じゆ楽らく第だい〟が入ってきたとの情報がありますしなあ。──まあ、頑がん張ばるといいですぞ。うむ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純が頷うなずき、

「このような場で重要な情報を有り難う御ご座ざいます」

　と、軽く頭を下げた。だから自分達も同じようにして、

「行ってきます」
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「うむ。──抵抗の歴史を持つ土地だ。慎しん重ちように行くがいい」

　という父の応答を正まさ純ずみは聞いた。

　昔には無かったものだ。少しは自分も認められているのだろうかと、そんなことを思うが、

　……否、まだだな。逆に、気き遣づかわせているのかもしれん。何しろ、三み方かたヶ原はらの敗戦の影は、未だに武蔵むさしからは抜けていないのだから。

　有あり明あけに戻れば、改かい修しゆう中ちゆうの武蔵むさしがあり、働く皆や、訓練する仲間達がいる。

　戻ろう、と正純は思った。敗戦から、復帰の道みち筋すじを探る場所へ。そして、そのための道みち標しるべとなりそうな案あん件けん、伊だ達て家けとの機き密みつ会談の是ぜ非ひを確かめに、

「戻ろう。浅あさ間ま、ミトツダイラ、里さと見み生徒会長、──今はあの、有明に、だ」

　馬鹿も待っているだろう。

　自分達の王。

　そして、支持されている筈はずの自分が、気遣わせてしまった王が、だ。







[image: 第一章『不明足場の先見者達』]
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　午後の光が、人工的に作られている場所がある。

　広大な空間、有あり明あけ内部だ。四し方ほうの壁が、遠く霞かすんで見えるほどの広い鉄の場所だった。

　全体は縦に長く、内部には八つの掘り込み式のドックがある。巨大なゴライアスクレーンや、更さらにそれを上回る大だい規模橋きよう架かが跨またぐドックの中には、〝武蔵むさし〟という表ひよう記きを前に、各かく艦かんの名前が書かれた八はち艦かんが存在した。

　有明内に窓はない。代わりに、天井や壁、各ドックの周囲には、外を映す表示枠サインフレームが並んだり、外の時刻を元にした人工の環境光こうが、灯とう光こう術じゆつ式しきによって作られている。

　今、武蔵の改かい修しゆうを行う有明は、初夏の夕刻の光を有していた。

　聞こえる音の多くは、資材を運ぶクレーンや連れん結けつ式しき大だい八はち車ぐるまの移動する音に、武蔵各かく艦かんの各所を覆おおう幌ほろや、工事用の木造プレハブの中から響ひびく工作の音だ。

　槌つちの音も、溶接の音も、鋸のこやドリルの音も、貨物を置き、引きずる音もある。そして時たま、工作の完成した場所から歓声が聞こえる。

　そこに、更なる音が追加された。

　それは、横よこ町ちようの幾いくつかを抜かれて表ひよう層そう部ぶが穴だらけになった奥おく多た摩まの後部。武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんが鳴らす鐘かねの音だ。

　既すでに放課後の始まる時刻は過ぎている。響く鐘は授業の終始ではなく、午後五時の時報だ。

　宙から照らす人工の光は、段々と傾かたむきを帯びていく。が、しかし仕事の音は停まらない。帰宅する者はおろか、早めの夕食に行く者もいない。行くとしても、仲間達の分も含めた買い出しに行く姿があるだけだ。

　誰も彼も、まるで意地を張るように、現場を保ち続けていた。

「なあ、いいか」

　現場のどこからも、時とき折おり、そういう呼びかけで始まる会話がある。それは、誰かが頷うなずきを見せなくとも、まるで自分に問うように、こう続くのだ。

「これで、俺達、勝てるようになるかな」

　答えるパターンは幾つかある。だが、多くの場合は、

「当たり前だろ、何言ってやがんだよ」

「そんなこと考えずに、ただ義務を果たせ」

　という、このような二つの答えのどちらかが選ばれる。ときたま、無言で苦く笑しようしたり、ちょっとした冗じよう談だんで誤ご魔ま化かされるときもあるのだが、最後はこのように締まるのだ。

「──やることやってねえと、後で後こう悔かいするからな」

　ああ、と応じてからは雑談だ。この先に何が待ち構えているか、将来どうなっていくのかを、紛まぎらわせ、しかし視野の隅すみに入れておく。

　そんな雑談を繰り返せる場所があるならば、人はそこから離れがたい。だから皆に賑にぎやかに、

「なあ、里さと見みの生徒会長、やはり編入したのか？」

「……俺達は同じ趣味だと思っていたが、袂たもとを分かったようだな」

「ち、違うよ！　まさかお前、俺にあらぬ嫌けん疑ぎを掛けて〝浅あさ射いて〟の既き刊かんを全部奪うばおうという所しよ存ぞんで御ご座ざるな……!!」

「……おい、二人とも、刀かたな抜ぬいて向き合うのやめて資材運はこんで来いよ」

　と声の行き交う現場の一つ。高たか尾おの表ひよう層そう部ぶで、作業用の軽量武ぶ神しんが起き動どうした。

『ほーい、東ひがし艦かん３ｂ-26隊、行くぞー』

　皆はそれに続いたり、武神のテールバラストから頭の上に飛び乗って移動する。

「なあ」

　皆、始まりはそればっかりだ。

「里見生徒会長、いいよな……」

「はあ!?　一コ年上で同どう等とう以下で眼鏡めがねの逸いつ材ざいを見逃してんのかお前!?」

「でもこのところ、直なお政まさの姐あね御ごが機き関かん部によくいるから、俺のおっきい系信しん仰こう度どはクラスチェンジ前まで行ったよ。ここ最近は姐御の部隊に部品届とどける合間にミニゲームやってる。結けつ構こうボリュームあるよな、この武蔵むさし改かい修しゆうっていうミニゲーム。いつまでやっても終わらねえ」

「班長！　俺以外が危険です！」

　などと言いつつ、しかし皆、ドック上に出ると、確実に辺りを見回す。

　ドックの床よりも高い武蔵の各かく艦かんだが、

「あと、二割ってところか……。中身急いそいで詰めねえとな」

　確実に、改修は進んでいる。今も工事の音は聞こえているが、

「段々と、要所の集中が強くなってきたのは確かだ。スパートってところだぜ」

　だから、

「どうするかな」

「ああ、改修が済んだら、どうすんのか。……そろそろ決めねえとな」

　と、誰かが言った。そのときだ。

　皆の頭上を、高く越えていくものがあった。人ひと影かげだ。あれは、

「──立たち花ばな夫妻か。毎朝と夕の、戦せん闘とうしながらのランニングだな」
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　立花・宗むね茂しげは、最近、夕食を外で摂とることに決めていた。

　武蔵内での住居は多た摩まの地下二階。学生寮りようの一角で、右隣どなりの横よこ町ちように地下自然区く画かくもある場所だ。近所には英国イギリス王おう女じよと第一特とく務むも住んでいるためか、近所づきあいも緩やかで、

　……いい場所です。

　だが、そこで時間を費やすよりも、やるべき事がある。

　訓練ではない。鍛たん錬れんだ。

　ここはドックの床から八十メートルの高さの場所。武蔵むさしの中央前ぜん艦かん、武蔵むさし野のの右外がい縁えんだ。

　今、宗むね茂しげが誾ぎんと二人で行うのは、リハビリだった。強きよう化か木材の甲かん板ぱん上を走る足に実感を確かめ、誾と二人で長ちよう剣けんを模した鉄材を振り抜き合い、火花を散らす戦闘訓練だ。

「……っ」

　ともすれば、隣となりを走り、攻撃と防ぼう御ぎよを交わし合う誾を置いて、宗茂は、全力を試そうとする体を意志で抑える。

　まだ自分は完全に復調していない。筋肉量りようなども、三み河かわ戦せん以前の状態には戻っていない。こんな状態で全力を望めば、かつての自分を思い描く記き憶おくとの齟そ齬ごによって、余よ計けいな負ふ荷かを得たり、戸と惑まどいを貰もらうことになる。だから、

　……抑えます……！

　燻くすぶりが体の中に生まれてくるが、己おのれを制せい御ぎよしているのだと、そういう思いでその燻りを飼い慣らす。己を制御出来ているならば、復調ということも容易たやすいだろう、と。

　宗茂は走る。誾の攻撃を飛び越え、身を翻ひるがえしてかわし、こちらの攻撃を送り込む。

　ランニング中とは言え、誾の攻撃に遠えん慮りよはない。一いつ瞬しゆんでも気を抜けば新たな負傷を得る速度の攻撃が、自分の〝弱い〟と思うところに的てき確かくに来る。

　こちらを信頼しているが故ゆえだ。

　こちらの弱点を潰つぶそうとしてくれているが故だ。

　……私の事を──。

　再び、西さい国ごく無む双そうという居い場ば所しよに送ろうとしているが故だ。

　それが充分に解わかるので、宗茂も手を抜かない。

　足音を、全身の下から上に通し、一歩一歩を確かに踏む。そして思う言葉は、自然と口からもこぼれ落ちた。

「誾さん」

「何でしょう、宗茂様」

「ろくに動けなかった頃を思うと、今は幸いですね」

「まだまだです。ほら、そこの踏み込みに確固たる力が」

　おっと、と脚あしを下ろすのではなく、踏み込む。そして跳ねた直後に、先ほどまで足があった場所を鉄てつ剣けんが抜いた。誾は無表情に、

「言ってから攻撃して間に合わないとは。私も未み熟じゆくですね」

　静かに言う誾は、朱しゆ色いろのジャージ姿で、小さく首を下に振った。

「ただ、幸いなのは事実です」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずきながら、首に来た一いち撃げきをかわしながら宗茂は思う。ここから先は、勝つという選択しか無いのだと。何な故ぜならば、

　……極きよく東とう、この武蔵むさしは、後が無い状態ですからね。
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　宗むね茂しげは思う。

　三週間前、三み方かたヶ原はらの戦いにて、武蔵は多くの損失を得た、と。

　羽は柴しばが関かん東とうに持ち込んだ安あ土づち城じようは、未だに江え戸どと里さと見みの上に居い座すわっている。武蔵と同等クラスの巨大航こう空くう戦せん艦かんは、今は相模さがみからの補給を受けつつも、関東の南を押さえているのだ。

　……万ばん全ぜんな状態と、言っていいでしょう。

　対し、今、自分達がいるのは第五特とく務むであるミトツダイラ家の領りよう地ち上空。そこにステルス防ぼう護ご結けつ界かいを作って浮かぶ武蔵専せん用よう巨大ドック、有あり明あけの中だ。

　武蔵の住人のほとんどは、居住区く画かくを輸ゆ送そう艦かんに組み込まれ、水戸領地の所有する陸りく港みなとに降りて生活している。各かく艦かんごとに降こう下か陸港を分ぶん割かつしているため、

　……市し民みん全体が不満を連れん鎖さすることや、反抗を企くわだてるということにはなってませんね。

　ただ、と、宗茂は走りながら、誰にともなく小さく呟つぶやいた。誾ぎんの直ちよく突づきを剣の柄つか頭がしらで弾はじき、

「……後が無いです」

　これは梅うめ組ぐみの者達を見ていても同どう様ようだ。状況が状況だけに皆が忙しく動き回っているが、誰も彼も、時とき折おりに、見える筈はずのない南の方へと視線を向けるときがある。

　それが、羽柴に対する怯おびえではなく、挑ちよう戦せんの意志であって欲しいと思うくらいには、自分は今、この八はち艦かんでの生活に馴なれている。

　しかし、後が無いのは確かだ。だから動く。そして今、片手打ちであった誾が両手を遂ついに用い、双そうの鉄てつ剣けんを放ち始めた。ゆえに、対するこちらも二本の鉄剣で弾き打って返して行く。

　動いている。

　だが、動くといっても、実際の動きではない。実際の動きをとったとき、勝っていくための、準備としての動きだ。それが今、自分達がやるべきことだ。だから、

「──誾さん、殺さつ気きを御願いします」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷いた誾の目が細くなり、攻撃が連続となった。

　緩い物ではない。着ちやく地ちの足や、関かん節せつの裏などを狙ねらってくる本気の攻撃だ。宗茂は、それらをかわし、捌さばきながら、

「誾さん、ナイス殺気です！」

　誾が、笑みを作った。殺気の乗った冷たい笑いだ。

　素晴らしい、と宗茂は思う。共に生活するようになってから、こういう顔を見る機会が少なくなったというのに。武蔵に来て良かったと本気で思う。

　走る。跳ぶ。体を動かしていく。そこに充実を宗茂は感じる。帰宅してもこれは続くのだ。戦術の最さい先せん端たん技術を示す書物や通神帯ネツトの情報を見て、最先端の武器もチェックして、

　……ええ。することが多くて有り難いです。

　皆がそうなのだろう。武蔵むさしを修しゆう復ふくする者はそれに従じゆう事じし、彼らを支える者はそれに従事し、武蔵を〝動かす〟者はそれに従事する。

　三週間前だ。

　三週間前の敗戦の際、良いか悪いかは計れぬものとして、宗むね茂しげはあるものを見た。

　今の、この世界を動かす者達が、しかし、それ以上を望んで、己おのれを従事した光景を、だ。

　自分も、かつては、彼らのような襲しゆう名めい者しやだった。

　今は違う。

　また、ああなれるのか。なって、あのようなことを、または、あれ以上のことを為なして行けるのだろうかという思いを、疑ぎ念ねんを、宗茂は走りを踏む感覚で抑え込む。

　体の燻くすぶりを意志で抑え、意志の燻りを体で抑え込む。それを繰り返していれば、

「誾ぎんさん」

「何でしょう」

「私は、前よりも強くなります。誾さんに告白したときのように」

「──あれは強いと言うより〝勝つまで諦あきらめない〟です」

「それはまた、気付きませんでした」

「強きよう者じやの余よ裕ゆうというものでしょう」

　誾が頷うなずき、不ふ意いに剣を収めると、横に並んだ。そして彼女は、腰のハードポイントにつけていた藤とう籠かごを開け、中にある水すい筒とうと握り飯めしの笹ささ包づつみを見せた。

「宗茂様、そろそろ、今日の御お夕食です」
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　誾は、巨大な義ぎ腕わんで包みを取り上げた。

　握り飯は特製だ。何しろこの義腕で作っていない。本来の腕をベースにした義腕を、朝の内、宗茂が起きる前に出して作っている。

　あの腕をこちらに与えた彼に対し、隠かくすものではないと思うし、武蔵副ふく長ちようとの戦せん闘とうで使用もしている。自分の中での特とく殊しゆ感かんは薄れているが、

　……まだ、人ひと目めに晒さらすのを躊躇ためらうのは、自じ意識過か剰じようでしょうか。

　しかし、今後、後がない自分達や武蔵にとって、出せる手を躊躇うことは危険でしかない。だから少しずつ、表おもてに出すのを馴なれていこうとしているが、理由付けを必要とする自分がどうしようもない。

　……だから全ては、宗茂様のせいです。

　理由付けとして万能。流石さすがは宗茂様。

　よって現状、あっちの義ぎ腕わんは戦せん闘とう用兼握り飯めし用よう義腕となっているが、それもまた、ものごとの移り変わりというものなのだと思う。ものごとも、人も、思った通りになることもあれば、そうならないこともある。自分と彼の関係が正まさにそうだ。あれほど固まっていた己おのれの襲しゆう名めいの先、あるべき運命は、彼の介かい入にゆうと、武蔵むさしの介入で、大きく変わって、しかし、

「今日は、宗むね茂しげ様の好きな半はん熟じゆく卵たまごと鶏とりハムの握り飯が主です。親おや子こ握にぎりりですね」

「いいんですか、卵の配給は限られてきていますが」

「礼を言って下さい」

「Ｊｕｄジヤツジ．、有り難う誾ぎんさん、──頂きます」

　Ｊｕｄ．、と誾も頷うなずいた。そして、ちらりと辺りを見回し、

「先程、第一特とく務むから連絡がありましたが──」

「Ｊｕｄ．、私達が知って良いものかとも思いましたが、……とうとう、動きが生まれ始めたようですね。──伊だ達て家の代表が、今夜、非ひ公式の会談に来るとか」

「Ｊｕｄ．、その準備として夜に集合を掛けると、要よう請せいがありました。宗茂様、……私達も彼らの一派となったと、そう言うことなのでしょうか。一切断ことわりが無かったように思いますが」

「あの人達は、誰も彼も、自分達の仲間として認めてしまうように思いますよ」

　確かに、と誾は吐と息いきした。自分には、理解の出来ない考え方です、と。

　しかし、誾は、このところで宗茂と共に集めている周囲各かつ国こくの情報を思い出し、感情に俯うつむき掛けた顔を上げた。

「奥おう州しゆうは、清しん武たけ田だの力、そして未来における松まつ平だいらによる安定を方向性の基礎としていたため、談だん合ごうに近い、比ひ較かく的てき平和な歴史再さい現げんが行われていました。しかし──」

「しかし、奥州の西を支配する最上もがみ家けも、東の伊だ達ても、上越露西亜スヴイエート・ルーシも、動きを止めましたね」

　つい先日のことだ。それはつまり、と誾は走る視線を上げ、外の光を再現する表示枠サインフレームを見み据すえた。

「三週間前の敗戦によって、……奥州は、未来に見ていた松平の安定に対して、その信頼を捨てたということです」

「本来の歴史再現、……戦せん国ごく時代が、奥州にも来たというわけですね」

　言って、宗茂が笑みを見せた。

「ならば今度は、私達で、決まりかけた運命を崩しに行く番ですよ」

　かつて、それをやってくれた彼に言われると、信用するしかない。

　誾は、ゆっくりと息をつき、そして一つ、納なつ得とくのための頷きを得た。

「では、御お夕食にしましょうか」

　言うなり、誾は、駕か籠ごの中の水すい筒とうと笹ささ包づつみを義腕に載のせると、

「……！」

　高く、前方へと強く放り投げた。
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　宗むね茂しげが見たのは、前まえ上じよう方ほうに向かっての、滞たい空くう時間の長い夕食放り投げだ。

　誾ぎんの義ぎ腕わんによる投とう擲てきは、しかしなかなか落下軌き道どうに入ろうとしてこない。その間に、宗茂は誾に会え釈しやくを送ると、

「先に行っていて下さい、誾さん」

「Ｊｕｄジヤツジ．、私の方は私のルートがありますので、宗茂様はお構いなくどうぞ。私の方は後で幾いくつか挨あい拶さつをいたしますが」

　会釈で言う彼女の額ひたいに汗を見つけると、笑みを向けられた。

「お構いなくと、言いましたよ？　宗茂様」

「いえ、活発な誾さんが見られるのも、武蔵むさしに来て良かったと思えることの一つなので」

　言うと、誾は眉まゆを歪ゆがめ、しかし僅わずかに口元を波にした。頰ほおを赤くして、

「見られぬよう、もっと高く遠くに投げておくべきでした」

「大だい丈じよう夫ぶです。視力はいいので」

「知りません」

　と、誾が、しかしこちらに改めて会釈して右に跳んだ。

　高さ八十メートルの位置から、誾は迷い無く宙に身を投じる。

　落ちていく誾が、空中で身を伸ばし、輸送の魔女テクノヘクセン達に宙で一礼するのが見えた。

　直後に、

　……十字砲火アルカブス・クルス。

　空くう砲ほうが震動し、誾の体が跳ねるように宙を移動する。行き先は、右う舷げんの向こう、多た摩まの方に渡る太ふと縄なわ通路の上だ。

　同じタイミングで、宗茂も走り出した。

　全力ではない。足あし裏うらに意識を送り、一歩一歩を大事に走った。まず、踵かかとから足をつき、膝ひざの曲げで身を前に引き寄せる。そして身体からだのバランスが前に傾かたむいたのに合わせて、足裏のアーチを利用して爪つま先さきまでをついた。あとは足の指、親指を床に乗せ、抉えぐるようにして踏み、

「……！」

　確実な加速を、宗茂は己おのれに灯ともした。
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　焦ることなく。急ぐことなく。宗茂はただ一歩一歩を憶おぼえるように加速し、前に行く。

　左手側に、左さ舷げん外がい縁えん部縦たて町まちの輸ゆ送そう区が見えてきた。

　そして夕食が落ちていく。落らつ下か位置は、

　……外縁外側ですね。

　手が届かない位置。周囲には太ふと縄なわ通つう路ろなども無い位置だ。だが、

「……面白い足場を狙ねらいますね。流石さすがです誾ぎんさん」

　宗むね茂しげは、加速から跳ちよう躍やくした。

　左足を上げ、跳ぶ。

　まず向かうのは、輸ゆ送そう区く画かくにある倉庫の一階屋根だ。置いてある小型の木箱に、左足を掛けるようにつき、そのまま踏み台に、

「……っ」

　踏み越える動きで、宗茂は倉庫の屋根へと大きく跳躍した。

　改かい修しゆうのために働いている運うん輸ゆ関係の人々の頭上を、空中側そく転てん入れて飛び越え、

「失礼します」

　おお、とか、すげえなあ、という声に片手を上げて返す頃には、屋根の上に足がついている。

　着ちやく地ちの動きで、宗茂は同時に身を一いつ瞬しゆん前に沈ませ、身体からだを発ば条ねとする。

　身体が溜たまったと、そう思えた瞬しゆん間かん。

「と」

　屋根を横に蹴けって、宗茂は宙で一回転。足を下に回すタイミングを合わせ、向かいの倉庫の三階屋根上にまで跳躍した。

　着地する。身体を前に倒す。右足を出し、屋根上を夕食に向かって走り出す。

　停まらない。すぐに身は外がい縁えんに向かう屋根縁べりへと辿たどり着き、

「さて」

　外縁の外側。虚こ空くうの中へと、宗茂は高い位置から跳び込んだ。

　足下から、全てが消える。風の動きが変わる。

　危険とも言える行為だが、宗茂にとっては懐なつかしいとも思える動作と風だ。

　……〝超祝福艦隊〟の準備にも、関わっていましたからね。

　大艦隊上の移動や、艦かん間かん白はく兵へい戦せんの訓練は、アルマダの海かい戦せんを歴史再さい現げんに持っていた三征西班牙トレス・エスパニアでは必ひつ須すともいえるものだった。

　懐かい古この思いを感じながら、空中に手を伸ばす。

　誾の作ってくれた夕食があった。

　取る。摑つかむ。引き寄せて指し運うんで笹ささ包づつみを開けて手て結むすびの握り飯めしを摘つまみ、口に入れて、

　……おお、醬しよう油ゆ味あじのトルティーヤ風ふう味み。

　素晴らしい、と感じながら、身を空中で回し、足を下にする。降こう下か姿し勢せいに近い状態を保ち、行く先は、

「失礼します」

　輸送艦を武蔵むさしの舷げん縁えんに押しつけるためのタグボートがいた。誾の夕食投とう擲てきは、この船を見越したものだろう。宗茂は、その舳へ先さき縁べりに並べられた衝しよう撃げき緩かん衝しよう用の注連縄しめなわに足をつけ、次の跳ちよう躍やくの準備として身を縮めながら、

「──どうも有り難う御ご座ざいました」

　乗員達が、おお、と手を挙げるのに片手で応え、宗むね茂しげは跳んだ。

　行く先は武蔵むさし野のの外がい縁えん、その外がい壁へきだ。

　……壁に着ちやく地ちして……。

　駆かけ上る。武蔵第一特とく務むの教えてくれた鍛たん錬れんは、今、その段階まで行っていた。だが、

「……おや」

　武蔵むさし野のの外壁、半なかばあたりの作業足あし場ばに、見知った人ひと影かげがある。

　本ほん多だ・二ふた代よだ。
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　二代は、壁となっている武蔵野外壁に足を掛けた。

　ここから上部甲かん板ぱんまで四十メートル。足だけで昇るとすると、

　……大体十メートルあたりから〝壁〟になるで御座ろうか。

　しかし、

「それは、この壁かべ登のぼりが出来ておらぬということに御座るな」

　初速が失われた後、昇ることが出来ないならば、それは、最初の蹴けり足だけで、壁を昇る動きもバランスも何も出来ていないと言うことだからだ。

　簡単なようでいて、意い外がいに難しい。これを教えてくれた忍にん者じやは、人差し指を立てて、

「宗茂殿も、毎日欠かさずやって鍛きたえて御座るよ？」

　などと、インチキ通販のようなことを言っていた。だが、

「────」

　上を見れば、確かに宗茂がいた。
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　二代から見る宗茂は、

　……上空を通過するタグボートから、壁へと飛び移ったようで御座るな。

　こちらの頭上、約十五メートルの位置だ。

　壁に、上下に足を開くような姿勢で、彼は立っている。こちらを見ている。見下ろしてはいない。確かな視線がこちらを捉とらえている。

　来られるか、と言われているように感じるのは、自惚うぬぼれだろう。

　どうせ、昇ってみるつもりだ。

　鍛錬をしたいと、そう思っている。自分なりの訓練はいつも行っているが、それとは別の、何と言えばいいかは解わからないが、追加としての鍛錬をしてみたらどうで御座ろうか、と、そんな事を最近は思い始めている。

　ただ、どのような訓練を追加でしていいか、解わからない。自分がいつも行っている鍛たん錬れんの派は生せいを、幾いくつかのプログラムとして追加すればいいのではないかと、そんなことも思うが、

　……どうで御ご座ざろうか。

　何と言えば解らない。ただ、

　……自分を、強くするための方法とは、何で御座ろうか。

　曖あい昧まいとしたものだ。自分に何が不足しているかも解らない。

　してはならないのは、己おのれの強さに直結しない鍛錬を行ってしまうことだ。極きよく東とうの副長でいられる期間も、現状における武蔵むさしの得られる安全な期間も、どちらも短い。だから、忍にん者じやに聞いたのだ。己と戦ったことがある宗むね茂しげや誾ぎんが行っている鍛錬を教えてくれと。

「────」

　二ふた代よは上を見た。十五メートルの位置に、宗茂がいる。こちらを見ている。

　来られるか、と言われているように感じるのが自惚うぬぼれであるならば、彼は何な故ぜ、こちらを見ているのだろうか。

　解らない。だが、

「──参る」

　二代は、初速を己に入れた。
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　宗茂は、二代が来るのを見ていた。

　本気ですね、と、最初に抱いたのはそんな感想だ。

　彼女の持つ加か速そく術。祓禊みそぎによって加速に余分な物を全て払っていく〝翔しよう翼よく〟は、現在展てん開かいしていない。素すの力と、技術だけで来るつもりだ。

　来た。

　二代の身が、落ちてくるような勢いで上がって来た。

　一気に、七メートルほどを詰められる。手が届きそうな感覚は、錯さつ覚かくだ。彼女の接せつ近きん速度から、自分の位置までやってくることを予測したが故ゆえの錯誤に過ぎない。

　だが、彼女は確かに来る。

　足先を壁に置き、膝ひざも前に沈み込ませる。そうやって加重を壁に掛け、

「──ふ」

　息を一つ吐いて力を抜き、壁に引っかけ乗せた足で、己の身体からだを引っ張りあげる。必要なのは、下に蹴けるのではなく、上に引き寄せる足の動きだ。

　三メートルを一歩で追加。あと、二歩ほどでこちらと並ぶ。

　だから宗茂も、

　……さて。

　見ているだけでは駄だ目めだ。自分とて、鍛たん錬れんの時間なのだから。

　先ほど、彼女に気付き、何をしようとしているかを悟さとったとき。ある事を感じた。

　口にすれば、自惚うぬぼれと捉とらえられかねない、そんな感情だ。

　だから、敢あえて心の中で言葉にせず、底に封じた。そして今為なすべきこととして、宗むね茂しげは、

「……！」

　宗茂は、いつも通りの鍛錬の一いつ環かんとして、壁を駆かけ上り始めた。
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　二ふた代よは、宗茂が先行するのを見た。

　試されているようだ。無視されているようだ。ついてこいと言われているようだ。

　……他にも──。

　解わからない。ただ、今の自分にとって一つ言えることは、先に行く相手が、襲しゆう名めい者しやであったということだ。

　襲名という言葉を、二代は思う。

　今まで、襲名者と幾いく度ども戦い、辛からくも勝利を拾ってきた。父も襲名者であり、いろいろと戦せん闘とうの訓練や教えを得てきた過去がある。だが、

　……どうなので御ご座ざる？

　二代は思う。襲名とは、どのような意味を持つのか、と。
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　二代が知る襲名とは、最近まで、教科書的な扱いのことだった。

　教科書では、歴史や世界を動かすことに関わり、責任を持つ者になる行為、として書いてあるだろう。父がそうであったが故ゆえに、幾いく度ども確認したことだ。彼らは、世界の歴史を記しるした自動更こう新しん型の歴史書、聖せい譜ふに記された歴史の通りに生きている。

　聖譜の歴史再さい現げんが、彼らの全てだ。

　聖譜の歴史は長い。

　……遙か昔。

　人々がこの星に下りたとき、世界は、環境神しん群ぐんのいる極きよく東とう以外、全て過か剰じよう修しゆう復ふくされており、人が住めるのは極東だけとなっていた。だから人々は土地争いを起こし、再度の滅めつ亡ぼうをしかかったのだと言う。そして、その反省として、人々はもはや世界の動どう静せいを人ひと任まかせにせず、先例としてある歴史に従うことに決めたのだと、二代は授業などでそう教えられている。

　襲名者のルールもそのとき作られ、彼らの指示書である聖譜は、百年先の歴史までを自動更新することで、必要以上の権けん益えき確保が生じないようにされた。

　人々が滅びることなく、また天に昇れるよう、発展すること。

　その運動を〝非衰すい退たい調律進行〟と言い、聖せい譜ふも、環かん境きよう問題のクリアのために極きよく東とう住人以外の人々が向かった異い相そう空間の極東〝重じゆう奏そう世界〟も、その運動によって作られた。

　そして、聖譜は、歴史をその中に閉じる前、後の大国となるであろうと判断された国々の祖先に配られ、襲しゆう名めい者しや達は、世界の再発展と保護のために己おのれの役を果たしていくようになった。

　昔、父に聞いたことがある。

　何な故ぜ、襲名や、歴史再さい現げんなど、面めん倒どうくさいことをやっているのかと。技術開発に集中し、すぐに天へと昇った方がいいのではないかと。

　そのとき、父はこう応じた。

「──おい、鹿か角づの、何で？」

　解わからないことは解らないと言う素直な父で御ご座ざった。ただ、鹿角が完全な見み下くだし目で父を見た後、正せい座ざして言うには、

「競争を行うと、争いが生じるのです。そして有ゆう利り不利があります。何しろ、当時は極東のみが無事な土地であり、他は今以上に過か剰じよう修しゆう復ふくで、人の住めた土地ではなかったからです」

「全員が一いち丸がんとなれば良いのでは御座らぬか？」

「だよな二ふた代よ？　我もそう思うぞ鹿角。──って、何で我だけ睨にらむんだよ!?」

「──二代様」

　鹿角は、父を示して言った。

「この家においても、家か長ちようがおります。一応」

「Ｊｕｄジヤツジ．、父のことで御座るな」

「Ｊｕｄ．、では、二代様。──世界の命運を懸かける集団を作り、一丸となる場合、その家長は、どのように選出されるのでしょうか。そして、その選出は、万ばん人じんにとって満足というものになるのでしょうか。その選出が、絶対に、人々を天に昇らせることが出来ると、確かく証しよう出来るのでしょうか。更さらには──」

　更には、

「技術推すい進しんを行っても、事業は幾いく代よも掛かりましょう。しかし、それを為なす集団の家長を決めたとして、──幾いく代だいも、満足な家長を選出し続けることが出来ますか？」

「それは、やってみないと解らぬのでは……」

　と、そこまで言って気付いた。

　それをやってみようとして、争いが生じ、滅めつ亡ぼうをしかかったのだろう、と。だから、言葉を止めてしまったこちらに対し、鹿角は珍めずらしく笑みを見せて、こう言った。

「お解りですね？　当時の人々は、後代の人々への責任として、〝俺がリーダーになる〟というような高こう名みよう心しんを捨て、自分達以い外がいのものに己おのれの運命を委ゆだねたのです。

　先の時代、確かに天上に昇れた人々の歴史。それを参考にしよう、と」

　そういった理由をベースに、父達は世界を動かしていたのだ。

　三み河かわに住む父の友人達も、襲しゆう名めいを得た自動人形達も。誰も彼も。しかし、

　……何な故ぜで御ご座ざろう。

　父が消えた三河消しよう滅めつは、歴史再さい現げんではなかった。父達は何を考えていたのか。更さらには、

「────」

　二ふた代よは思う。

　歴史再現に逆らった父も、従った者達も、

　……いなくなったので御座る。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズのアンヌとリュイヌも、P.A.Odaの松まつ永ながも、清しん武たけ田だの義よし経つねも、里さと見みの義よし頼よりも、それぞれ、歴史再現に従ったり、従わなかったりもしたが、己おのれの選択の結果として、父同どう様ように、自分達の前から去っていった。

　……どうなので御座ろうか。

　襲名者とは、聖せい譜ふに従い、歴史と世界を動かすことに責任を持つ者の筈はずだ。だが、

「どうなので御座る……？」

　二代は、先を行く元もと襲名者の背に、己おのれにしか聞こえない声で問うていた。

「襲名し、世界や歴史に準じることは──」

　問う。

「死を前ぜん提ていとしろと、そういうことなので御座るか？」
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　二代は加速した。

　前に、上に身を振り、一直線に壁を駆かけ上がる。

　正面には宗むね茂しげの背が見えている。

　追いつく。もう少しだ。が、重い。右手に持っている物が重い。

　蜻蛉とんぼ切ぎり、ではない。関かん東とうIZUMOが用意してくれた、スペアだ。機能は疑ぎ似じ再現で、人じん工こう知能も、オリジナルを基礎としたものでしかない。

　ただ、重さは、配分から何から、本物だ。

　……偽にせ物もので御座ろうに。

　偽物なのに、重さだけは本物だ。それは、

　……まるで……。

　何に似ているのか。それを一いつ瞬しゆん思ったときだった。

「────」

　足が、昇るべき壁を捉とらえ損そこなった。

「っ」

　壁から、踵かかとを支点にして後ろへと身体からだが仰のけ反ぞった。

　戻らない。

　落ちる。身が、背を底にして、

「く……」

　瞬しゆん間かん。宗むね茂しげが振り返った。

　こちらに手を伸ばしてくる。その手を、二ふた代よは摑つかみ返そうとして、

　……違う。

　何が違うのか解わからないが、確かにそう思った。

　直後。二代は落下した。

　失敗したのだ。
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　誾ぎんは、太ふと縄なわ通路を行った先、多た摩まの左さ舷げん甲かん板ぱんからそれを見ていた。

　二代が落下し、下にある足あし場ばへと背中から激げき突とつしたのだ。

　その出来事に、足場にいた人々が振り向き、タグボートも動きを止める。しかし、宗茂が壁に足を止め、皆に片手を上げている。

　訓練の一いつ環かんだと、そういうことを伝えているのだろう。それは事実であるし、今の武蔵むさしにとっては副長のメンツを護まもることは重要だ。だが、

「……三み方かたヶ原はら以来、どことなく気が抜けたような感がありましたが」

　誾は、眉まゆをひそめて呟つぶやいた。

「引きずっていると、ここから先がありませんよ」
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　二代は、硬こう化かした竹ちく材ざいと板の足場の上で、仰あお向むけになっていた。

　息が荒い。鼓こ動どうが速くなっている。予期せぬミスと、背側という〝見えぬ方〟に落ちるという恐きよう怖ふ感から来る呼吸と鼓動だ。

　参った、と、そんな言葉が脳のう裏りに浮かんでくる。

　どうにもこうにも、何か引っかかりが心の中にあり、時とき折おり、身体を支配する。肝かん心じんなとき、決断するとき、それが目の前を遮さえぎるように横切っていくという、そんな感覚だ。

　何だろうか、この引っかかりは。

　解わからない。

　仰向けになっている視し界かいには、武蔵むさし野のの右う舷げん側そく壁へきと、トラス構造に支えられた有あり明あけの天井が見えている。背には呼吸に揺れる板いた床ゆかがあり、段々と、痛みが熱として伝わってくる。

　そして、手に触れているものがあると、今いま更さらながらに気付いた。

　蜻蛉とんぼ切ぎりのスペアだ。伸しん縮しゆく機き構こうもついており、術じゆつ式しきによる擬ぎ似じ的な割かつ断だん能力も付加されているが、後者は使用したことがない。OS部分においては、本物のコンパチを作れたために、

　……この蜻蛉切が、拙せつ者しやを主人と認めなければ、使えないので御ご座ざる。

　面めん倒どうな認にん証しよう機能ではあるが、人を傷つける武器としては、その程度の枷かせが必要だ。それに、今は有あり明あけの中で生活していることもあり、敵との相あい対たいはない。

　いずれ、この蜻蛉スペアにも主人として認められ、本物が戻るのを待つつもりだった。その際には、この蜻蛉スペアの記き憶おくを本物に追加し、肌はだ身み離はなさずにいたことにしようと、そんなことを思っていたのだが、

　……どうで御座ろうか。

　三み方かたヶ原はら以い降こう、何な故ぜかは解わからないが、

「拙者は──」

　腑ふ抜ぬけてしまっていないだろうか。







[image: 第二章『隠れ空の隠れ者』]
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　夜の森がある。

　虫の鳴く、夏の森だ。月が二つ天上にあり、青白い光が木々の間から夜よ露つゆの地面へと降っていた。そして、光の落ちない場所には、青あお黒ぐろい影が満ちている。

　その青黒の中を行く影があった。

　高速で、しかし荒れることなく木々の枝や葉は群むれの上を蹴けって行くのは、

「──一体、何だってんだろうね、あんた、こんな夜に伊だ達てでの空くう域いき警けい戒かいだなんて」

「さあな。だが、航こう空くう戦せん力りよくの整った伊達家けが極ごく秘ひ警戒だ。さっき、伊達と関かん東とうの間あたりで変な雷らい雲うん現象もあった。新型ステルスの実験とか隠かくれて最上もがみと抗こう争そうとかだと面白えんだが、──うん、本気で雷らい雨う警戒とか、そんなつまらんなことじゃないといいな」

「先生方がたの御ご指し名めいで出ていってそれじゃあ、聖せい譜ふ記き述じゆつに名高い佐さ助すけと才さい蔵ぞうの名が泣くねえ」

　言葉を作りながら行く影は、二つで一つ。山さん岳がく装そう備びの小こ柄がらな男と、彼の背に寄り添った風ふう精せいの女だ。

　真田さなだ教きよう導どう院いん、猿さる飛とび・佐助と、霧きり隠がくれ・才蔵の二人だった。

　彼らは一度枝えだに乗り、身を縮めた上で前へと大だい跳ちよう躍やく。夜の影に沈んだ枝えだ葉はの間をくぐり、一段高い枝へと身を乗せ、更さらに前に飛ひ翔しようする。

　才蔵が前を見み据すえ、

「そろそろ登りが終わるよアンタ。そしたら米よね沢ざわが見えるけど──」

「土産みやげ店てんはやってないと思うぞ」

「やってたら何か買ってくれる？」

「財さい布ふはお前が抱え込んでるじゃねえか」

「気持ちだよ気持ち」

　肩を後ろから叩たたいてくる才蔵に、佐助は苦く笑しようする。

「帰りに喜き多た方かたでラーメンでも買って帰るか」

　言って、峰みねの上に立つ木々へと彼は跳んだ。才蔵が、彼を支えるように、新しい枝へと身を移す。前は米沢に至る下りの森。背後は、

「右みぎ後こう方ほう、この高さなら白しら河かわから水み戸との空も見える筈はずだ。武蔵むさしがあるだろ」

「有あり明あけはステルスだから解わかるわけ無いじゃない」

「だったら水戸見みとけ。武蔵の一般住民は、居きよ住じゆうブロックを積んだ輸ゆ送そう艦かんで水戸の陸りく港みなとに下ろされてる。各国用ようとして森の中に個こ々こ用意された陸港に八はち分ぶん割かつだ」

「敗戦に対しての世せ論ろん分ぶん割かつ？」

「お前、先生達の話、聞いて無かったろ？」

「外したかい？」

「否、当たり。〝じゃあ聞いてなくていいじゃない〟とか言うなよ？」

「Ｔｅｓテスタメント．、気が散ってたんだと思うからね。ここんとこ忙しかったし」

　ああ、と佐さ助すけが頷うなずき、宙を飛びながら手元に表示枠サインフレームを出す。非ひ発はつ光こう型がたの表示枠に描かれた時計の文字盤ばんは午後七時を示すが、

「──見えるか？」

「ああ、あれかね」

　南側に視線を向けた才さい蔵ぞうが首を傾かしげる。

　南側、遠く、幾いくつもの町や村の灯とう火かの向こうに、八つの小さな光が見えた。ともすれば見逃してしまいそうな、弱い星のような光は、夏の夜や気きに揺らめいている。

　数秒、その光を見み据すえて佐助が呟つぶやく。

「町代わりにしてる輸ゆ送そう艦かん群ぐんの内、幾いくつかが早めの消しよう灯とうしたな。戦時中というより、どっちかっていうと市民の一体感の演出だろ」

「面めん倒どうなことしてるねえ」

「一般市民の町ってことだ。戦いもする本体は有あり明あけ内ないに隠かくれてる。──生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうの連れん中ちゆうも、基本は有明内で改かい修しゆう中ちゆうの武蔵むさしに住んでるらしいが」

「真しん偽ぎのほどは、これから、ってとこだね。皆、しっかりやってるといいけど」

　ああ、と佐助が頷うなずき、視線を南から北に向けた。

　下る。

　跳ねるようにして、木々を数本移うつれば、一気に三十メートルほどを下っていた。しかし、

「空、何ともないみたいだけど……」

「伊だ達ては、領土も広ければ空も広いぞ」

「木々の間から見える夜空は狭いけどねえ」

　才蔵が言った瞬しゆん間かんだった。不ふ意いに空が広がった。

　轟ごう音おんの連続と破は砕さいの鳴り響ひびきを重ね、眼がん前ぜんの森が一気になぎ倒されたのだ。
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　……は？

　佐助の背に身を寄せていた才蔵は、起きる風と散る葉の影よりも、まず月光を感じた。

　精せい霊れい系けい異い族ぞくの彼女にとって、月の光は力を与えてくれるものだ。熱にも似た、身体からだが沸き上がるような身み震ぶるいが来て、

「く」

　口元が緩み、声が漏もれそうになった瞬しゆん間かん。佐助の肩に乗せていた左の手を、彼に摑つかまれた。

　何も言われることなく、荒れて吹いた風の中を、佐助の右みぎ跳ちよう躍やくに引っ張られた。

　彼の動きは月光から隠かくれるものだ。月光をいきなり浴びたこちらが身をすくめたことを、彼は悟さとったのだろう。

　同時に、折れ砕くだけた森が、その破は砕さいや倒とう木ばくで他の木々を折り倒していく。

　二次破壊の証明として、葉は枝えだを弾はじき散らす音が波のようにまた森の中を突っ走った。木々の間からは、ようやく鳥達や獣けものの叫び声が聞こえ、その奥からは、何かが大木の群に受け止められた音がした。

　やはり、何かが落ちたのだ。

「こっち狙ねらいじゃねえようだな」

　こちらの手を引く佐さ助すけが、右側の木々の陰に飛び込んだ。

　月光に震えてしまい、上う手まく動かない身を引っ張られる。

　御ご免めんね、と言うような間あいだ柄がらではないが、不ふ出で来きを感じるのは確かだ。だから才さい蔵ぞうは息を吸い、佐助が枝の上で身み構がまえるより先に彼の背へと寄り添い直す。そして、

「──何だいこれ、あんた」

「見て解わかれって方が無理だろ」

　言われ、彼と共に見上げた森の空が、右から左へと数百メートル刈り取られていた。飛ひ来らいした何かが、浅い落下軌き道どうで森を伐ばつ採さいしていった痕あとだ。

　……船でも落ちたかねえ。

　思っていると、佐助が、破砕痕から身を隠かくすように木の陰に回る。爪つま先さきだけで木の幹に立ち、向こうを覗のぞき込む動きだ。才蔵も彼の肩を後ろから摑つかんで、

「撃げき墜つい？　墜つい落らく？　ってか、何が落ちたのさ？」

「最後だけ当たりだろ、落ちただけだ。多分な。何しろ……」

　佐助が、こちらを背で押すようにして、木の幹に完全に身体からだを隠した。

　彼の背にいる才蔵も、身を緩めて霧きりを生んだ。己おのれの身体を霞かすみにして佐助に重なると、彼の耳と喉のどに掠かすれた手を当てた。

　二人の間にだけ通じる会話を、彼女は作る。

『──来たよ』

　言うなり、空にそれが来た。翼を持った武ぶ神しんだ。合計五機、どれも肩には伊だ達て家を示す紋もん章しようをつけている。

　だが、先頭にいる鬼おに角づのを有した武む者しや型がた武神を見た佐助が、眉まゆを歪ゆがめた。

『伊達教きよう導どう院いんの第二特とく務む、鬼おに庭にわ・綱つな元もとの〝左さ月げつ〟かよ。もっと下位のが来ると思ったぜ。

　だが、ここまで獲え物もの無なし。……さっきのは、ただ落ちた、ってとこかね』

　理由は解る。〝左月〟が下げている大おお槍やりには何の曇りも傷も無いのだ。

『戦せん闘とうしてないってことだね。……さっきの落下の際も、戦闘の音なんか全く無かったしさ。でも、そうだとしたら──』

『伊達の第二特務は、ただ落下したものと相あい対たいするために、槍やりを抜いた』

『そのくらい何さ。武蔵むさしの副長だって、あたし達相あい手てに槍やりを抜いたよ』

『解わかった上で言ってる。……つまり、落下物は、教きよう導どう院いんの上位役やく職しよく級きゆうの存在だ』

　嫌な現げん場ばになっちまったねえ、と、才さい蔵ぞうは佐さ助すけの肩に掠かすれた顎あごを落とした。

『……何だと思う？』

『大体、馬鹿げた予測はついてるだろ？　三十年前から行方ゆくえ不明となっているもの。伊だ達て家けにあるってのは出来すぎだが、噂うわさはあったし、繫つながりが無い訳じゃない』

『旧派カトリツクってことだね？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と佐助が告げた瞬しゆん間かんだ。

　正面の空が、いきなりまた広がった。
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　才蔵が理解したのは、色と速度だった。

　青の色。そして行く速度は、刈り取られた森の上を、左から右へと飛ひ翔しようし、

『……!?』

　視線で追うのが間に合わない。次に発生したのは金属の激げき突とつ音だった。

　右手側へと視線を追いつかせた時、才蔵の目は鬼おに武む者しやの武ぶ神しんに激突する青の影を見た。

　……竜りゆう!?　否いな、武ぶ神しんかい!?

　直後に風が来た。大だい質しつ量りよう物ぶつが高こう速そく移動して生まれた大気の圧あつ壁へきだ。佐助のしがみつく木が揺れ、更さらには風に乗ってあるものが来た。

　咆ほう吼こうだった。

　竜に似た武神の叫び。それも、何かの感情を明確に示すものではない。怒りでも哀かなしみでも憤いきどおりでもなく、ただ、

　……何てネガティブな……！

　震える声だった。

　負の声色が巻き起こる風に撓たわんだ直後。大気の爆ばく圧あつが激突の空中から発生した。

　咆吼の竜が鬼おに庭にわの〝左さ月げつ〟を蹴けり飛ばし、月に飛んだ。下へと打ち付けられた風に森が膨ふくらみ、才蔵は己おのれの身体からだがかき消えるような感覚を得る。だが、佐助は確かに木の幹を風ふう防ぼうとし、こちらを庇かばうようにしながら、

『逃げたのか!?』

『違うよ！』

　才蔵は知っている。月光は、異い族ぞくにだけ力を与える訳ではない、と。

　二つの月の内、手前にあるものの正体は巨大な賢鉱石オレイ・メタロだと言われている。賢鉱石は流体の凝ぎよう縮しゆくであるがゆえ、月光は流体の力を得る。存在として流体に親ちかしい異族達たちが月光に騒ぐのはそのためだが、

『武ぶ神しんだって、流体燃ねん料りようや、それを利用した各かく機関を持ってる』

　だから、

『〝左さ月げつ〟が行くか!!』
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　左月は飛ひ翔しようした。背の四枚翼よくに月光を受け、竜りゆうを真上に追う。

　対し、竜に似た武神も、両腕を左右に広げ、

『──！』

　行った。

　次の瞬しゆん間かんには激げき突とつが生じ、火花が散り、そして風が鳴った。

　竜に似た武神は、全身を振り回し、両の腕、その先にある爪つめを武器とする。

　休みのない攻撃だった。それも、敵を執しつ拗ように追い、下がらぬ突とつ撃げきだ。一回ずつの爪が、強く、しかし的てき確かくに相手を捉とらえようとし、全体としては押していく流れを作る。

　対する左月は槍やりの前後を持ち、穂ほ先さきと石いし突づきで防ぼう戦せんした。左右から来る爪を連続で弾はじき、

『おおお……!!』

　火花を散らす。

　両者は空を滑るように行き、打だ撃げきを交換した。

　流れとしては竜の武神が押していく。しかし、その方向を、槍の防ぼう御ぎよとバックダッシュで決めていくのは左月の方だ。

　二人の動きが踊りのように絡み、だが、

『……！』

　不ふ意いに青の竜が、咆ほう哮こうと共に背の翼を広げた。飛翔用ように使われる主しゆ翼よくを、敵との近きん接せつ戦せん闘とう中に用いようと言うのだ。それを見た左月が、

『瞬しゆん間かん的な大だい加速までこなすのか!?』

　そして、

『その出力源げん、何であるか貴き様さまに理解出来ているのか!?』

　問いかけの答えは、力だった。竜に似た武神が、一気に速度をぶちまけたのだ。
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　激げき音おんが空に響ひびいたのを佐さ助すけは聞いた。

　竜の加速が、左月に向けてぶつかっていった音だ。背後の才さい蔵ぞうが、

「あんた！　左月が……！」

　才蔵が肩を揺らす意味は解わかる。

　左月の搭とう乗じよう者、鬼おに庭にわは、伊だ達ての第二特とく務むだ。それが押し切られるとなると、相手の力は相当な物としか言いようが無い。実際、大型の武ぶ神しんである左さ月げつですら、既すでに防ぼう戦せん中心だったが、

「でもな？　よく見ろ。──人間には、技ってのがあんだ」

　佐さ助すけは、空を見ていた。

　いつの間にか流体の流れが、光こう風ふうのように見え始めた夜空。そこにあるのは、

「竜りゆうが、とりあえずは覆くつがえされたぞ」

　竜に似た武神が、宙を吹っ飛んでいた。

　左月が、突とつ撃げきに対するカウンターとして投げ飛ばしたのだ。
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　鬼おに庭にわは、武神の身でありながら、汗を感じていた。

　目の前で生じた敵の加速は、爆発としか言いようの無いものだったからだ。

　杖じよう術じゆつの中には、相手の攻撃を受け、払う流れから、抑え込んでいくものがある。その応用として、今、敵の攻撃を抑えようとした。

　出来なかった。

　今、己おのれの武神は、右肩の重じゆう装そう甲こうをごっそりと持って行かれ、槍やりも折られている。

　そして敵は、

『──！』

　来た。

　振り返る間もなく激げき突とつした。

　衝しよう撃げきがあり、胸きよう部ぶ装そう甲こうが歪ゆがんで表面数すう枚まいが弾はじけ飛ぶ。だが、鬼庭は見た。

　正面。青い流体光の向こうに見える敵の顔。それは、青の装甲を纏まとった、

『青せい竜りゆう……！』

　叫んだ瞬しゆん間かん。青竜が右の腕を振りかぶった。こちらへのとどめを、超ちよう近きん接せつ状態から叩たたき込もうというのだろう。だから鬼庭は、

『──撃うて！』

　指示と共に、ある判断をした。

　己の装甲を全て術じゆつ式しき火か薬やくでパージしたのだ。

　直後の正面。青竜と自分の間に爆発が起き、青竜が、

『……!?』

　戸と惑まどうような震えを見せた。その瞬しゆん間かん、吹き飛んだ装甲に押されるように、こちらの身は青竜から離れ、お互いの隙すき間まに、

『……！』

　振り返り、見た背後の視し界かい。後こう続ぞくし、控えていた武神四機が、長ちよう銃じゆうを構えている。

　既すでに射しや撃げきの火花は飛んでいた。こちらの脇を抜けていく弾だん丸がんは、

『食らえ！』
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　佐さ助すけは、それを見ていた。

　宙を突っ走った弾だん丸がんは、流体系けい防ぼう御ぎよも突き抜ける術式弾だんだ。

　光の四よん撃げきが竜りゆうに向かい、突っ走り、当たると、そう思えた瞬しゆん間かん。

『化ばけ物ものの攻撃が来るよ！』

　才さい蔵ぞうが、言うなり、こちらの背にしがみついた。同じタイミングで佐助は木の幹を突き飛ばすように跳ちよう躍やくする。

　息をつく間もなく、それが来た。二つの月が浮かぶ天上から、竜の咆ほう吼こうが来たのだ。
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　米よね沢ざわの南、森に覆おおわれた山さん渓けいに、青雷の光が突き立った。それも一本ではなく、一気に八本。更さらには全てが抉えぐる山渓を搔かき千ち切ぎるように突っ走った。

　竜たつ巻まきが駆かけるのにも似た動きで、青光の柱が弧こを描き、森が吹き飛ばされて岩が砕くだける。音は伐ばつ採さいと破は砕さいの連続となり、宙に来た四弾を食い、更さらには全てを覆おおうように、

『……!!』

　負の咆吼が、破壊を導いて響ひびき渡った。

　月光を濃くした青光が畝うねる破壊の中、しかし動くものがある。四機の武ぶ神しんを率ひきいていた鬼おに武む者しや型の武神〝左さ月げつ〟だ。

〝左月〟は、走る青光の内、数本の打だ撃げきをかわした後、腕を振り抜いていた。

　迎げい撃げきではない。打つのは、

『下がっていろ！』

　意い図とを読み、防ぼう御ぎよの構えをとった僚りよう機き全てを、〝左月〟が一いつ瞬しゆんで打ち抜く。

　大型の武神。装そう甲こうを失ってなお膂りよ力りよくを残した左月の打撃は、確実な衝しよう撃げきを四機に与え、吹き飛ばした。光こう撃げきの嵐あらしから彼らを離し、護まもるための判断だ。

　果たして四機の武神は、構えた腕の装甲を砕かれながらも、

『団だん長ちよう！』

　一人が己おのれの槍やりを左月に投げ渡しながら、四機ともども退たい避ひの初しよ速そくを得る。

　対し、青の雷らい光こうが一本、疾しつ駆くしてきた。新たに放たれた左月狙ねらいの一発だ。

　柱が向かう正面にいる〝左月〟は、

『おお……！』

　一機が投げ渡してきた槍を引き寄せると、真っ正面から来る青光の一本にその先端をぶち込んだ。

　勢いよく、しなりを帯びて穿うがたれた一いち撃げきだった。が、竜りゆうの雷らい撃げきに対しては力が足りなかった。穂ほ先さきが先端から嚙かみ砕くだかれ、鉄で出来た柄つかが即そく座ざに裂さける。

　破壊された。

　しかし、無む駄だではなかった。槍やりを叩たたき込まれた光こう柱ちゆうの動きが半はん呼吸ほど乱れていたからだ。

　だからというように、左さ月げつは次の動きをとった。

　荒れる風の中、左月は翼を一度動うごかし、砕かれた槍の柄に飛び乗った。爪つま先さきで軽く立ち、その上で武ぶ神しんは主しゆ翼よくをコンパクトな動きで振り上げた。

『参る……！』

　動きを遅くした青光の一本分。その間を垂直に突き刺すようにして、左月が飛ひ翔しようした。二つの月を頭上に置いた影。武ぶ神しんとも、竜とも見える姿に対し、

『──！』

　左右の腰に携たずさえられた二に刀とうを抜き、飛びかかった。
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　一いつ瞬しゆんの後に、光が消え、風が消えていた。

　落らつ光こうの乱らん舞ぶに千ち切ぎられ、大気の圧力に押し広げられた森の縁ふち、傾いた木々の陰にて、二つの影が空を見上げている。

　佐さ助すけと才さい蔵ぞうだ。半身で木の陰に入った佐助の背の上、身を寄せた才蔵が眉まゆをひそめる。

『どういうことだい……？』

　才蔵は、空に問いかけていた。

　青黒く深い夜の天上。二つの月を浮かべた夜の天てん蓋がいには、三み日か月づきが三つ追加されていた。

　一つは、月を背負うように飛翔し、空中で仁に王おう立だちとなった鬼おに武む者しや型がた武ぶ神しんの左右肩かた角つの。残りの二つは、その武神が両手に持つ銀ぎん弧この刃やいばだ。

　だが、先さき程ほどまで空にあったものが消えている。

『あの、化ばけ物ものみたいな武神は、どこに行ったんだい？』

　竜にも似た姿は、今、夜空の何ど処こにもない。ただ、呼吸のように肩を緩く上下させている鬼武者と、離れた低い位置で、四機の僚りよう機きが戸と惑まどいつつ、しかし四し方ほうを確認しているだけだ。

　ふと、佐助が言葉を作った。

『追えたか？』

『いや、あの武神は、何処にも逃げなかったと思うよ。あんたの方は？』

『俺にもそう見えた。──消えたというか、閉じた、というところか』

　よくわかんねえな、と、佐助が荒れた口く調ちようでつぶやいた。振り向かない彼の顔が、しかし影の中から空を見上げている。そしてただ、彼の口から自じ問もんの言葉が作られた。

『何で、あれがこんなとこに居るんだ？　あれは、噂うわさが確かだとするならば……』

　佐さ助すけと視線を同じくし、改めて夜空を見上げた才さい蔵ぞうは、彼の言葉を聞いた。

『あれは、伊だ達て家のものとなってた筈はずじゃねえのか……？』







[image: 第三章『穴あき場所の覗き屋』]
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　広い空間を満たしている灯とう光こうの下、不ふ意いに、馬鹿の声が生まれた。

「おーい、ウッキー、ノリキも、ああ、アデーレもいるか。──八時で疑ぎ似じ夜間になったし、何か二ふた代よも金マル治ち療りようで大だい丈じよう夫ぶってことだから、ここらで一つ、覗のぞきに行かねえか？」

　響ひびいた言葉に、作業をしていた面めん々めんは己おのれの動どう作さを止める。

　ここは武蔵むさし野のの表ひよう層そう部ぶ。居きよ住じゆう区く画かくの上だ。

　各かく艦かんを跨またぐように動いている鳥とり居い型のゴライアスクレーンや、武ぶ神しん達、そして山やま彦びこまでつけて響く音の中、まず手を挙げたのは、アデーレだ。

　彼女はジャージの上に着た作業用ベストにレンチを収めながら、

「二代さん頑がん丈じようですよね。……で、何です総そう長ちよう、覗きって、何なに故ゆえに自分まで？」

「は？　──参考になるだろ？」

「い、いきなりカラダネタですよこの総長！　もう少し手て加か減げんしましょうよ！」
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　アデーレは、眼前の馬鹿が、まあまあ、と手で制する動きを作るのを見た。

「折せつ角かく、浅あさ間ま神じん社じや周辺のブロックも整備して入れたんだ。久し振りにいいじゃねえか」

　どーですかねー、とアデーレは首を傾かしげる。

　……ってーか、浅間さんとこは確か……。

　ここ三週間ほど、この巨大な有あり明あけドック内で武蔵むさしの改かい修しゆうが続けられているが、

「あのー、浅間神社の泉は、このところ、使用時に天てん面めんステルス掛けてる筈はずですけど？」

「ああ、うん、それなら大だい丈じよう夫ぶ。浅間の親父おやじさんに頼んでステルス死し角かくをちょっと仕込んで貰もらったんだ。〝若いっていうのはいいなあ〟って笑ってたから大丈夫だろ」

　言っている間に、横にいるノリキが半はん目めになって、失うせろと言う手の振りを見せた。

「いいから仕事しろ」

　と、彼は顎あごで周囲を示す。

　周りの風景は、確かに誰もが仕事をしている動きを見せてくれる。それらの流れを認めるように、ウルキアガも大型レンチを杖つえのようにしつつ、

「全く、覗きなどやってる場合か。……武蔵もようやく外部装そう甲こうを貼はり直し、今は内部ブロックの組み込みだ。ここから先は人手の量が速度と直ちよつ結けつするというのに」

「はあ？　馬鹿野や郎ろう、これは仕事に対する福ふく利り厚こう生せいだＹＯ！」

「ほほう。では一つ聞くが、その風ふ呂ろ場ばに姉キャラはいるのか？　福利厚生というならばジャンル賄まかないは出来ておるのだろうなあ」

　どーですかねー、とアデーレは額ひたいに手を当て、

「いるとしたら、喜き美みさんとメアリさんと、第六特とく務むですかねえ……」

「全員巨きよ乳にゆうではないか。──拙せつ僧そう、大きいのは好みではないぞ。おっと、そうは言っても無いのもいかん。旧派カトリツクとは中ちゆう道どうを好むものでな。無いのはいかんぞ？　憶おぼえておけアデーレ」

「すいませ──ん！　誰かあー！　誰かこの半はん竜りゆう逮たい捕ほー！　逮捕して下さあ──い！」

　ノリキが背を向けて立ち去ろうとしているが、放っておくべきだろうか。それとも緩かん衝しよう材ざいにすべきだろうか。とはいえ、

「でも総そう長ちよう、何でまた覗のぞきを？」

「ああ、うん、ほら、今いま俺、女じよ装そうじゃん？」

　確かにそうだ。英国製の女子用夏服に、作業用ベストを馬鹿は着込んでいる。しかし、そう言ったところで、

「でも、何で覗きに？」

「は？　……女は女おんな湯ゆに入るだろ？　……解わかんねえの？」

「……総長、結局は男ですよね？」

「はあ？　俺はいつも女の心だよ？　だから無む罪ざいだよ」

「ええと、じゃあ、ホライゾン副ふく王おうにコクったときも女の心だったんですね？」

「何言ってんだよアデーレ。俺は男だよ。大だい丈じよう夫ぶかオマエ」

「番ばん屋やのおんまわりさあ──ん！　変な人が居ます──!!」

　何事だ、と番屋の衛えい士し達たちが数人走はしってきて、女装を見るとそのまま速度を緩めずＵターンして戻っていった。彼らはひそひそと、

「おい、……見たか」

「いや、見なかった。何も見なかった。お前はどうだ？」

「本ほん官かんも同じでありますっ。貧ひん従じゆう士しさんは可哀想かわいそうに……」

　見えてませんかねソレ、と思う横。ウルキアガが女装に言った。

「いいか馬鹿者。──姉キャラが居たら呼ぶといい」

「オメエ、厳おごそかに言えば何でも通ると思ってね？」

「ともあれ仕事しろ、お前ら」

　ノリキがそう言って、二メートルほど有る強化木もく材ざいのネジを担かつぐ。そして彼は、工こう事じ作業の進んでいく現げん場ばや、動く武ぶ神しん、そしてドック内を行く輸ゆ送そう艦かんを見て、

「……久し振りに真ま面じ目めないい風景だしな。三週間。ようやく改かい修しゆうも終わりに近づいてきて、町ブロックの搭とう載さいが主になってきたんだ」

　確かに、とアデーレも思った。
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　アデーレは考える。目の前にある風景こそが今の為なすべきの全てですよね、と。

　三週間前、武蔵むさしは三み方かたヶ原はらの敗戦を受け、しかし奥おう州しゆうの長ちよう寿じゆ族ぞく勢力に救われた。

　奥州藤ふじ原わらの家か系けいである彼らは、鎌かま倉くらの時代以い降こう、白しら河かわの山さん渓けいを本ほん拠きよとし、山さん人じんや山さん家かとして奥州の流通や諸しよ事じを司つかさどって存そん続ぞくしている。だが、その辺りを正まさ純ずみに言わせれば、

「聖せい連れんの歴史再さい現げんとして見れば、ぎりぎりの存在だろうな」

　歴史への介かい入にゆう力りよくは無い、と言っていい。そんな彼らは、義よし経つねの指示もあり、武蔵の浮きドックである有あり明あけや、江え戸どや里さと見みの市民の一時的な退たい避ひを受け入れたが、

　……奥州に武蔵が入るのを好まぬ奥州勢力もあるだろうと言うことで、武蔵と避ひ難なん民みんは、ミトツダイラさんの領地に来たわけですね。

　ふと、アデーレは眼がん下かを見た。

　三階ほど下。吹き抜け公園の再さい構こう築ちくを地じ摺ずり朱雀すざくの直なお政まさ達と行っているミトツダイラが居る。ジャージ姿の彼女は、武ぶ神しんが手にしているのと同じ大きさの庭にわ石いしを片手で掲げているが、しかしこちらに気付いて、

「どうなさいましたの？　アデーレ」

「あ、いえいえ何でもないです。公園の設計ですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ここは洋よう風ふうにしようと思っているので、細かい部分に手を入れようと」

　言って、彼女はしかし、苦く笑しようした。

「久し振りに来た下の領地も、ちゃんと手を入れたいものですけど。下の方、行ったら帰る、みたいなのが多すぎですわ」

「成なる程ほどー、下にある水み戸とは、ミトツダイラさんの領地ですしね」

　水戸。それは関かん東とうの北東側、水戸松まつ平だいらの土地だ。

　奥州の深い入り口を白河とするならば、その南の開けた土地にある水戸は、奥州への浅い入り口になる。江戸と奥州の緩かん衝しよう地帯だが、海に面していて隠かくれる場所が無い地域だ。

　ここを避難地ちにするのは賛さん否ぴがあったものの、最終的な決断はミトツダイラの告げた、

「──羽は柴しばは手段を選びませんが、一つだけルールを守りますの。それは、〝聖連が決めた歴史再さい現げんに準じた動きをする〟ということですわ。

　ならば、羽柴後ごの時代の再現、水戸・光みつ圀くにに関わる歴史再現として聖連が決めたこの水戸、羽柴は攻め込むことが出来ませんわ。それを為なすと言うことは、自分以後の時代を認めるかどうかが関わって来ますもの」

　という、そんな言げんに判断を得たのだった。これは暫ざん定てい議員達を介かいした、聖連経けい由ゆによる羽柴への牽けん制せいや確認なども得て確かく約やくとなり、今、武蔵は、

「各かく艦かんの居きよ住じゆう区くを輸ゆ送そう艦かんに搭とう載さいして下に着ちやつ港こうさせているんですよね……」

・銀　狼：『政治的な話でしたらこちらで行った方がいいですわよ？　あと、アデーレ？　下の方が気になるなら、大だい丈じよう夫ぶですわ。今はもう初期の混乱も無くなってますのよ』

　成程、と頷うなずいていると、不ふ意いにハイディからの言葉が来た。

・○べ屋：『でもまあ、それでもいろいろ不ふ穏おんはあるから気を付けた方がいいかんね？　文ぶん系けい要よう職しよくはなるべく警けい護ごつけた方がいいし。──斡あつ旋せんするよ!?』

　よく考えると、総そう長ちようと自分達が同じシフトになっているのも、そのためか。

　アデーレは一息ついて、女じよ装そうに視線を向けた。

「総長はコンセントだから、各所の流体供給のためにここんとこ出ずっぱりですよね」

「オメエもたまに結けつ構こう酷ひどくね？」

　どうだろうか。だが、彼と同じシフトだと、よくいろいろな場所に行くこととなる。変な抜け道を知っているため、時とき折おりまかれそうになるが、そういう場合は犬の出で番ばんだ。

　……最近は、出で所どころ不明だった犬いぬ達たちの家も解わかってきて充実ですけどねー。

「──でも、覗のぞきだの何だのと、総長、──あまりそー皆に気を遣つかわなくても大だい丈じよう夫ぶじゃないですかね」

「いやいや」

　女装は腰に手を当てて意い味み不明なスイングをしながら言う。

「里さと見みのペタ子が入ってくるまでは命いのち懸かけて続けねえと」

「アデーレ、拙せつ僧そう思うが、貴き様さまが義よし康やすを誘った方が風ふう紀きにはいいぞ」

「罠わなにハメる片かた棒ぼう担かつぐだけじゃないですか！　自分も貰もらい事故になりますし！」

「まあ、嫁よめ連れん中ちゆうは旦だん那ないるから範はん疇ちゆう外がいだけどよー。ほら、今日はそろそろ伊だ達てと会議とかやるんだろ？　だから早く風ふ呂ろに──、あ、おーい、セージュン」

　は？　と周辺横よこ町ちようがないために空中回かい廊ろう状態の武蔵野むさしの表ひよう層そう部ぶで、振り向く姿がある。

　横町一つ分、約十八メートル。それだけの距離をもってこちらを見たのは、制服姿すがたの、

「おーい、セージュン、どこ行くんだ？」
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　名前ではない仇あだ名なを呼ばれ、正まさ純ずみは振り返った。

　見れば、浮き橋のように見える建設中居きよ住じゆう区く画かくの上で、アデーレとウルキアガ、ノリキと、

「……？　英国イギリスの女子生徒が何用だ？」

「ち、違いますよ副会長！　これ女じよ装そう！　女装ですよ！」

　ああまたか、と正純は思った。

　関わっているとろくなことがないから、定てい型けいの返答でやり過ごそうと、彼女は追加で思考を作り上げる。

　だから正純は、笑顔で右手を掲げ、親おや指ゆびを下に向けると、

「じゃあな。忙しいんだ」

「あ、うん。──って、ま、待てオメエ！　人として今のでいいと思ってんのか!?」

　女装に説せつ教きようされるとは思わなかった。しかし、

　……コイツ、変わらないなあ。

　昼に、下で色いろ々いろ考えたのが馬鹿みたいだと思う一方で、何も思っていないはずがないか、とも思う。人の心は解わかりにくいというのは、一般論ろんであろうし、自分でもそう思う。

　三み方かたヶ原はらで、いつもと違うと諭さとした馬鹿は、今、あの馬鹿の中にいるのだろうか。

　いて欲しいとも思う一方で、表おもてに出てこられると辛つらい気もするのは確かだ。

　ならば、ここではここの付き合い方が自分にとっては楽だろう、と正まさ純ずみは内心で納なつ得とくし、

「悪い悪い」

　正純は、笑顔で両手の親おや指ゆびを下に向けて見せた。

「すまんな、中ちゆう途と半はん端ぱで。──じゃあな」

「あ、うん。──って、おいおいおいコラコラコラ、丁てい寧ねいなオマエに俺は脱だつ帽ぼうですが質問に答えなさい。何ど処こ行くんだ？　こんな時間にメシか？　一いつ緒しよにネイトにタカりに行こうぜ！」

　三階ほど下。吹き抜けの公園にて、地じ摺ずり朱雀すざく相手に置き石の位置指示をやっていたミトツダイラが、ジャージ姿で声をあげてくる。

「昨夜も下に降りて私の町で好き勝かつ手てしたじゃありませんの──！」

　見下ろした視線の先、地摺朱雀の肩上で直なお政まさが視線を逸そらしているのは、

　……昨夜は直政も結けつ構こう食ったしなあ。

　欧おう州しゆうと違い、水み戸とは野菜や穀こく物もつが豊富でつまり和食だ。正純としても、昨さつ今こんの食事のバリエーション豊富さは有り難い。だが、

「おい」

　背後からの声に、こちらが振り向くより早く、女じよ装そうが声を掛けた。

「おうペタ子、オメエも何処行くんだ？」
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　異い名みようを呼ばれ、里さと見み・義よし康やすは振り返った。

　見れば、浮き橋のように見える建設中居きよ住じゆう区く画かくの上で、従じゆう士しと半はん竜りゆうの第二特とく務むと、確かコイツらの同級生では比ひ較かく的まともなのと、

「……？　何で全ぜん裸らなんだ？」

「え!?　あ、ホントだ！　里見生徒会長が言う通り、いつの間にか総そう長ちようが女装から全裸に！」

　イリュージョンかよ、と義康は思った。

　しかし、関わっていると悪いことが起きるから、

「おい、武蔵むさし副会長。──頼む」

　武蔵副会長が、目を見開いた顔でこちらにゆっくり振り向いた。ああ、我ながら酷ひどい押しつけをしたと思うが、だが不ふ慣なれであることは確かだしなあ。

　何しろこっちは里見が羽は柴しばに制せい圧あつされ、亡ぼう命めいの身だ。いろいろと思うことはあるが、武蔵の改かい修しゆうで忙しい毎日が有り難くもあり、

　……あの馬鹿総そう長ちようとかも、こっちに気を遣つかっておるのだろうなあ。

　その一方で、誰も彼も気の遣い方の難なん度どがあまりにも高いので対たい処しよ不可能なことが多い。先日も神しん道とう加か護ごの契約変へん更こうで浅あさ間ま神社を訪れたとき、デカい巫み女こに、

「ええと、ヨッシーちゃんは武ぶ神しん乗りますから体たい温おん調整とかの生命保ほ持じ加護が必ひつ須すですね。お腹なか減へりにくいようにもしますけど、疑ぎ似じ満まん腹ぷくは清せい酒しゆ式が良いですか？　甘あま酒ざけ式？　あ、カレーは無しです。ハッサンのアレは神道じゃなくて趣味なので。で、──お酒、いいですよね？　うちのは美お味いしいですよお」

　結局は餅もち式しきにして貰もらったが、かなり食い下がられたものだ。

　総そう長ちようの姉に言わせれば「ククク、オモチャ体たい質しつってことを覚かく悟ごするのねヨッシー！」とのことだがよく解わからん。黒こく翼よくの第四特とく務むがこちらを見てメモとってたのも何な故ぜだ。

　……イマイチ不明な連れん中ちゆうだ……。だが一コ上の先せん輩ぱいでもあるしな。

　敬けい意いは払おう、とそう思う。しかし、半はん目め顔がおの武蔵むさし副会長が、馬鹿の方を見て頭を搔かいた。彼女は、自分達が何をしに行くか、説明のために口を開き、

「あー……、えーと……」

　ここまでこの女がやる気き無ないのも希け有うだな、と思うこちらの眼がん前ぜん、武蔵副会長が顎あごで軽く左を。北の方角を示した。そして彼女は、

「ツキノワ」

『まー』

　さて、と、開いた表示枠サインフレームに、武蔵副会長の言葉が流れた。

・副会長：『三時間後だが、──伊だ達ての交こう渉しよう役が非ひ公式で来ることになった』

「──え!?　イタチのまじわりぽえきがアラハムぶ!?」

　……何言ってるか本気で解らん。つーか多分最後〝ぶ〟じゃないだろ。〝しき〟だろ。

　武蔵副会長が平へい然ぜんと応答の言葉を交わしているが、どういうことだ一体。ときたまこちらを不安にさせるのはこいつらの常じよう駐ちゆうスキルなんだろうか。

　でもまあ、と見た正面。武蔵副会長が表示枠にタイプする。

・副会長：『これから浅間のところに行って風ふ呂ろ入って、どっか機き密みつの守れるところで食事しながら会議の作戦練ねろうと思ってるんだ』

・貧従士：『え!?　浅間さんとこですか!?　里さと見み生徒会長も一いつ緒しよですか!?』

　どういう食いつかれ方だ、と思い、首も傾かしげるが、義よし康やすは応じた。

・義　　：『そのつもりだが、何か？』

　いえいえ、と従じゆう士しが向こうで笑顔になって手をひらひら振った。

・貧従士：『これで風ふう紀きが保たれますね』
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　午後八時半。有あり明あけの中には薄うす闇やみが満ちていた。

　夜であっても超ちよう大型ドックの内うち天井には灯あかりが灯ともり、作業が行われている。だが、

「一いち応おう夜間は照明が大部分落おちて灯とう光こう下かになりますし、数時間、夜間作業訓くん練れんや暗あん所しよ確認として、完全消しよう灯とうの現げん場ば投とう光こうだけとなる時間がある、ということですね」

　と、上下に吹く風の中で呟つぶやく姿があった。

　奥おく多た摩ま艦かん尾び搬はん入にゆう出しゆつ港。その縁ふちに設けられた通路の上だ。天井からの光に照らされる姿は一つ。だが、床に落ちる影は、不確かな濃のう度どで、

「三人……、私を入れて四人」

　その数は、

「──真田さなだ十じゆう勇ゆう士しが半分近ちかく仕掛けにとは、大おお安やす売うりですね」
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　有明の夜の下。緩い風の中に、四つの影が立っていた。

　その内の一つが、吐と息いきとも、自じ嘲ちようともとれぬ声で言う。

「真田十じゆう分ぶんの四よん勇士、とでも言いましょうか。何とも数的には不ふ吉きつですねえ」

　そう呟つぶやいた姿に問いかけるのは、横に立つ小さな影だ。それは、女の声で、

「──穴あな山やまー、姿見せてて大だい丈じよう夫ぶ？」

「私は大丈夫ですよ伊い佐さ君。君達こそ御ご注意を。変へん装そうなどしていても、不ふ慣なれな内はミスを起こして目をつけられやすい。平時は穏おん形ぎようで、寝るときも、出来ればそれで御お願ねがいします。

　先に入っている由ゆ利り君と根ね津づ君も、ここからが本番ですから、改めて身しん辺ぺん整理しておいて下さいね？　それで、──伊佐君」

「あ、うんうん、武蔵むさしの改かい造ぞう状態を調べておいて、仕込めるなら仕込んでおくんだよね？　工科学生本ほん領りよう発はつ揮きって感じで。出来れば破壊工こう作さくも仕込んでおく？　現げん場ば判断って先生達には言われたけど」

「武蔵の外がい殻かくや内ない装そうチェック仕し様ようを確認の上で任せます。以前に逗とう留りゆうしたときは、各ブロックを担当する自動人形達たちの人じん工こう頭ず脳のうに現状スキャンが随ずい時じ為なされるというものでしたが」

「そだねー。だから一応、補ほ修しゆう材に擬ぎ装そう出来る粉ふん末まつ型の爆ばく砕さい術じゆつ式しきとか持ってきてるけど。

　とりあえず可能な範はん囲いで考えとくね。あと、──由利と根津」

「Ｔｅｓテスタメント．、何ですか？」

　と、少女の声が答え、続く流れで、少年の声が、

「何です？　僕にも用ですか？」

　ああ、と伊佐の声が応じた。

「内ない応おう、よくやったもんだねー。IZUMOで武蔵むさし援助の一般人として先せん行こう乗り込みさせといて良かったよ。まさか検けん疫えきが三度ある上に、合い言葉つきとは思わないからさあ」

「ええ、今日の合い言葉は上の句くで〝壁に耳あり障しよう子じに〟と問うたら、答えの下の句は〝あの野や郎ろう許さねえ……！〟でしたか。繫つながりがよく解わからないので暗あん記きするしかないのですが、下の句は毎回同おなじな気もします」

「ああ、先日は〝槍やりを揉もんだら〟で〝あの野郎許さねえ……！〟だったよね。うっかり普通に人じん名めい答えそうになって足がつくところだった」

「根ね津づは真ま面じ目めすぎる」

　少女、由ゆ利りの声が抑よく揚ようも無く響ひびき、すぐに次の言葉を放った。

「穴あな山やま先輩、次の指示は？」

　彼女の声に続くように、根津の台詞せりふが来る。

「……僕の上うわ役やくは筧かけい先輩だから、指示は避けて欲しいんですけど」

「根津はホントに真面目だねー」

　伊い佐さの、苦く笑しよう混じりの声がする。が、

「指示がブッキングすると迷めい惑わくなんです。僕は間違いを犯したくないので。だから──」

　ああ、と穴山が頷うなずいた。

「筧君は、ミスをしないタイプの生き方だよね」

「Ｔｅｓテスタメント．、だって、僕のミスのせいで、皆が〝要いらず〟の立場に──」

「言う必要はありませんし、思う必要もありませんよ、根津君。

　私達は、真田さなだ教きよう導どう院いんにて、充分に〝要る〟ものになっていますからね」

　ただ、

「君ではなく、私達が、忘れぬ必要はあります。有るべき舞台と時代から不要と言われたこともですが……」

　穴山は、笑みの声で、こう言った。

「その後に、私達を拾い上げようとするかの如ごとき、そんな同情の動きがあること自体が許せませんのでね。……敗者は敗者として、勝者は勝者として、その上下関かん係けいは裏返さぬ限りは永えい劫ごうに保つことが礼れい儀ぎだというのに。やはり人形には──」

「穴山先輩」

　少女、由利の声が響いた。

「切れ味が落ちますよ」

「──失しつ敬けい」

　穴山は一息を入れ、そして皆に指示を飛ばした。

「売り物を見つけましょう。見当はついているのですし、由利君と根津君の手引きもある」

　と、彼が言った瞬しゆん間かん。今までよりも濃い闇やみがドック内を満たした。

　不ふ意いの闇やみに沈んだ広大な空間と、灯ともり始めた各所の投とう光こうに対し、伊い佐さが声をあげる。

「おお、これって……。フインキだねフインキ！　夜景でモテモテな感じだよ!!」

「いずれ敵になる艦かんの補ほ修しゆう作業見みて喜ばないで下さい伊佐先せん輩ぱい。これは夜景ではなく武蔵むさしの改かい修しゆうが八割ほど過ぎたあたりから始まった、夜間運うん航こうの各かく部ぶ確認用消しよう灯とうです。各部の投光と作業の続行は為なされてますが、夜間ステルスや装そう甲こう表面の流体発はつ光こう状況、低温下かでの歪ゆがみ検けん出しゆつが行われてる御お陰かげで、普ふ段だんよりも警けい戒かいされていると思って下さい伊佐先せん輩ぱい」

「あー、御ご免めん由ゆ利り、いずれ、のあたりから頭に入って来ないんだわー……」

「伊佐先輩はそれでいて武ぶ神しんなどの工こう科かが出来るから理解不ふ能のうです」

　ともあれ、と苦く笑しよう混じりに由利が言う。

「ここから先、隙すきあらば、ぶった切ってもいいのでしょうか？」

「ええ、由利君。結果を出せたならば、ちゃんと声明文ぶんを現げん場ばに置いておいて下さいね」

　ただ、と穴あな山やまが笑み声で言った。

「やるべきことをやってから帰るのが必ひつ須すです。──為すべきを完了する前に武蔵を脱出するようなことにはならないで下さいね？」

「私達が居ると、そう解わかっても尚なお、見つからず、作戦を続行しろ、と」

「Ｔｅｓテスタメント．、──それだけのことが出来る。これは充分な宣伝になりますよ」

　だから、と穴山は、奥おく多た摩まの最後部に位置する場所から、前を見上げた。

　後部搬はん出しゆつ港こうから見えるのは、補ほ修しゆう材ざいの積まれた港と、その向こうにある巨大な壁だ。

　壁は、奥多摩後部にある船せん楼ろうだった。企業や委員会居きよ室しつも内ない包ほうした壁の向こうにあるのは、

「武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんですが……」

　穴山は、呟つぶやきを止めた。

「──私達の、新しい時代としての仕事が始まりましたよ、そこにね」

　彼の視線と言葉の先。搬はん入にゆう港こうと艦かん本ほん体たい部ぶを分ける船楼の壁の前に、数人の影がある。中央にいるのは護ご衛えいを連れた生徒会の腕わん章しよう着つきだ。各地の定てい時じ確認で回っているものだろう。

　その名前を、由利が告げた。

「……武藏アリアダスト教導院生徒会書しよ記き、ネシンバラ・トゥーサンですね」

　面白い、と彼女は言葉を継げる。

「ここからの仕事も、時代も、役割も、なかなか悪くは無いと思います」

　言うなり、影が一つ、ゆっくりと動き出した。

　始まった有あり明あけの夜の中に、影は消えていく。
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「──と、暗くなったか。こんな時間なのに、新しい仕事ばかり増やしてすまないね。君達には苦労を掛ける」

　と、薄うす闇やみの中で眼鏡めがねの少年は言葉を作った。彼は腕わん章しようの〝書しよ記き：ネシンバラ・トゥーサン〟という文字を外に見せるよう、その位置を正しながら、

「……しかしまあ、次から次へと出てくるもんだねえ」

　ネシンバラの半はん目めの視線の先にあるのは、港の一角に積まれた本や紙の山だ。雑誌もあれば、書しよ籍せきも、文庫も、同どう人じん誌しも、瓦かわら版ばんや書類の束もある。

　ネシンバラの背後にいる幾いくつかの影の内、彼と視線を同じくするものが一つ動いた。〝代表委員長：大おお久く保ぼ〟という腕章をつけた眼鏡の少女だ。

　彼女は左腰の二に刀とうを揺らしながら本の山を確認する。そして眉まゆをひそめて、

「私、風ふう紀き委員やのうて良かったですわ。……淫みだらな本が多くてあかんですし」

「大久保君なら風紀委員兼けん任にんの資格もあるけどね。でも、……どうだい？」

「どう？　とは、何でっしゃろか」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラは大久保に笑みの視線を向けた。

「ああ、出来れば君には、来年度は生徒会の方で頼みたいところだ。武蔵むさしでは珍めずらしい二重襲しゆう名めい者、……松まつ平だいらの重じゆう鎮ちん、大久保・忠ただ隣ちかと大久保・長なが安やすを襲名している人なわけだしね」

　その言葉に、彼女、大久保が苦く笑しようする。彼女は腰の二刀に触れ、

「どちらも、晩ばん年ねんや死後に寂しい扱い受けとる人達やありまへんか」

「いやいや、解かい釈しやく次第で何とでもなるし、歴史の一ページになれるよ！　なれるよ！」

「書記さん、……またいつもの病気が」

「びょ、病気じゃないよ！　れ、歴史再さい現げんに必要なことだよ？」

　何で疑問系けいなんだ……、という周囲の声に大久保が頷うなずき、肩をすくめた。

「襲名いうても、末まつ路ろを考えたら後こう代だいの損が多い役でっせ？　なり手がありまへんですわ。せやから私みたいなんかが襲名出来たった訳で」

「なかなか、それでも二重襲名は出来るもんじゃないけどなあ」

　ふふ、と大久保が小さく笑った。

　彼女は吐と息いき混じりに、

「せやったら、いずれ、もっといい末路の別の襲名を狙ねらって三さん重じゆう襲名など──」

「──御お嬢じよう様」

　抑よく揚ようの無い声が響ひびいた。大久保の背後、極きよく東とうの女子夏なつ服ふくを着た自動人形がいる。肌はだの色がやや濃い、中ちゆう東とう式の自動人形だ。

　彼女は振り向いた大久保に一礼し、

「大たい言げんが過ぎると判断します」

「ああ、すまんですわな。加か納のう君」

　振り向き、笑みで告げる大久保に、ネシンバラが感かん慨がいを含めた口く調ちようで呟つぶやく。

「大久保君と加納君、代表委員長に風紀委員長、か。──君達、良いコンビだね」
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　……本当に良いコンビだ。

　と、ネシンバラはそう思う。何な故ぜなら、

　……クールな代表委員長に、更さらにクールな風ふう紀き委い員いん長。それも名門の令れい嬢じようと、その侍じ女じよとなる自動人形なんて、ああ、何て同どう人じん誌しに相応ふさわしい……！

　本人ネタはナルゼ君に譲ゆずるとして、僕はモデルとして彼女達を使おう、と、ネシンバラは彼女達に似たキャラが満月をバックに剣けん戟げきを繰り返してるシーンを想像したが、

・眼　鏡：『定時連れん絡らくだけど、今、変な妄もう想そうとかしてない？　話してみて』

・未熟者：『決定事じ項こうかよ!?　大体、僕の妄想は健けん全ぜんだ。何故なら夢があるからね！』

・眼　鏡：『じゃあ、ボクの夢、聞きたい？』

　えっ、と、思わず現実側でネシンバラは呟つぶやいた。

　正面、大久保達が首を傾かしげるのに冷や汗を感じつつ、ネシンバラは、ゆっくりと表示枠サインフレームのキーボードから今の疑問を相手へと送る。

・未熟者：『えっ？』

・眼　鏡：『Ｔｅｓテスタメント．』

　相手は再び、こう言った。
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・眼　鏡：『──ボクの夢、聞きたい？』

・●　画：『……詰んだわね』

・○べ屋：『Ｊｕｄジヤツジ．、この飛ひ躍やくについていけないと詰みだよねマジに』

・あさま：『ああ、うん、ひょっとしていろいろと記念日になるかも知れませんから、記録はとっておくようにしますね。まさかネシンバラ君が英国イギリスの子になっちゃうなんて』

　……勝かつ手てに事態を深しん刻こく化かするなよ!!

　と、冷たく白熱する表示枠サインフレームの向こうで、加か納のうが髪かみを軽く揺らした。

「書しよ記き様、──これらの紙かみ媒ばい体たいの始し末まつは如何いかがしましょう」

「え？　あ、うん」

　仕事中だよ！　と表示枠に打ち込み、ネシンバラは眼がん前ぜんの仕事に視線を向け直す。

　加納の指し示すもの。紙媒体の束は、文字通りの山となってそこにあった。どれもこれも、

「まさか、ベッド下や畳たたみ裏うらに隠かくしていたものも含めて未だにこんなにあるとは」
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　ネシンバラは、自分の肩あたりまである書しよ籍せきや新聞の束を見た。

　……これだけ、皆、生活してきたんだなあ。

　今回の改かい修しゆうでは、各かく艦かんのほぼ全ぜん域いきを見直し、軽けい量りよう化のためにも、まず清せい掃そうを行っている。

　軽量化清掃の際、課題となるのは衣類を始めとする生活用品と、書籍類るいの重量だ。

　書籍一冊を三百グラムと見積もったとして、武蔵の全ぜん人じん口こう十万弱じやくが一人一冊持もっていれば、三十トン弱の重量となる。

　学業や仕事に必要な本、そして大切な本を別として、

「不要なものはリサイクル資し材ざいとして内部隔かく壁へきや建築資材に。また、有あり明あけは上部のバックヤードがイベント会場でもあるから、そこで古こ書しよ市いちを開いてもいい、と」

　だが、量が膨ぼう大だいだ。一回では全てを出し切れないため、今回で八度目だが、

　……〝武蔵むさし〟君達に荷か重じゆう量感かん知ちを厳きびしく見積もって貰もらったら、まあよく出るもので。

　極きよく東とうは木もく版はん印刷が活発だった国だ。製せい紙し技術もあるため、娯ご楽らく品ひんとして、各かく都市で大量の印刷物が出回ることになる。

　西せい洋ようや中ちゆう東とうから転入してきた学生達は、極東における書しよ庫この充実やその扱いの手軽さに驚くのが常であり、

　……僕が極東に来た理由も、本が身み近ぢかだからだったよなあ。

　シェイクスピアは、戯ぎ曲きよくや芝しば居いの脚きやく本ほんを身近として英国イギリスに行ったのだろう。

　文化は人を引き寄せると、そんなことを思いつつ、ネシンバラは積み重なる紙かみ群むれの規模を走狗マウスミチザネに検けん分ぶんさせていく。その折に、ふと幾いくつかを手にとって、

「あ、貴き族ぞくものの〝MASS鏡かがみ〟だ。宇宙規き模ぼで大衆の共通意い識しきが広がっていって、皆が皆で『鏡かがみ見みろテメエ』って言うんだっけ。まだ前作を読んでないんだよなあ」

　思わずページをめくりそうになるのを堪こらえるのに一ひと苦労だ。しかし、ここにあるのは古こ書しよだけではなく、回かい収しゆう作業を進める間に下の街で買ったものや、配布された瓦かわら版ばん、そして改かい修しゆうの会議や現げん場ばで使用された書類も多く含まれている。

　これらの中で、資し材ざい用のものや転てん売ばいなどを決めるのは産業委員の仕事だが、検けん閲えつとして風ふう紀き委員も関わってくる。既すでに、風紀委員長の加か納のうは、

「皆様、お下がり下さい。仕分け作業の検けん分ぶんを行いますので」

　と、彼女は管理系けいの制御情報術式プログラムの表示枠サインフレームを複ふく数すう展開している。

　あとは仕分けの後、代表委員長の大おお久く保ぼがその後の流れに移行することを承しよう認にん。それでこれらの紙かみ媒ばい体たいの行方ゆくえが決まることとなる。

　武蔵むさしの改修という大型事じ業ぎようから見れば、小さな仕事だと、ネシンバラはそう思う。が、これらの小さな積み重ねで改修作業は構こう築ちくされているのであり、こう言った小さい仕事をどれだけ短時間でこなしていけるかが全体のペースアップに繫つながる。そのためには、

　……僕達や委員長、副委員長クラスが率そつ先せんして動かないと駄だ目めだよなあ。

　と、大久保と加納を見れば、彼女達は仕分けの表示枠より実じつ品ぴんを手に取り、

「男の人って、なしてこんなん好きやの？　なあ、加納君」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──男なんてそんなもんですよ」

　御ご免めん。それ、うちの第四特とく務むが描いたやつです。ええ。ほら、女子ネタ多いでしょ？

　ともあれ検分が終わったら、次の場所へ移動だ。先ほど来た実況通神チヤツトのログでは、

・俺　　：『おい、皆、、これから青せい雷らい亭ていな。久しぶりにうちの方。八時に来いよ』

　Ｊｕｄ．、Ｊｕｄ．、とネシンバラは内心で頷うなずく。

　……久し振りだな、あの場所も。

　思い、ネシンバラは、大久保と加納、そして他の面めん々めんに会え釈しやくを送った。

「じゃ、僕は次の場所に行くから、後は宜よろしく。今度、君達にはいろいろ聞いてみたい事があるから、その時は頼むよ」

「Ｔｅｓテスタメント．書記さん。──これから何ど処こへ？」

　ああ、とネシンバラは頷いた。

「食事兼けん、会議だよ」
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　十畳じようほどの、灯とう光こうに満ちた部屋がある。

　両開きの玄げん関かんから入るダイニングルームだ。床には半面の絨じゆう毯たんが敷かれ、上にはソファや観かん葉よう植物が置かれている。その中、玄関際ぎわに立つ十数名に対し、部屋中央に立つ一人の男が静かな口く調ちようでこう言った。

「さて、今日はこの本ほん多だ・正まさ信のぶ宅たくへようこそ。暫ざん定てい議員の諸しよ君くん」

　手にした葉は巻まきを口にくわえ、正信は更さらに告げる。

「今夜は正まさ純ずみが外で会議を連続する。私達は先さき程ほどまでその手て筈はずを整えていたわけだが、つまり、今日は正純が帰ってこない」

　どうだ、

「──明日、朝帰りした正純に、私は[image: ]しかる事も嫌いや味みを言う事も出来るのだぞ。フフフ……」

「く！　う、羨うらやましい御ご身み分ぶん……！」

「ああ、そうだろうなあ？」

　正信は身を捻ひねり、玄関口ぐちにいる皆の歯がみを両の指と葉巻で指差す。

「羨ましいかあ？」

　言うなり、玄関際の中から一人が飛び出し、正信の足下に土ど下げ座ざした。靴くつ履ばきの彼の足を手に取り、キスまでして、

「ま、正信様！　ワ、ワタクシ、今回ばかりはいい鑑かん賞しよう位置を頂きたく──！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──歴史再さい現げんによれば、観かん劇げきなどにおいて、支配人である王おう侯こう貴き族ぞくは来らい賓ひんの席せき次じで〝格〟を示したそうだな。つまり角すみの倉くら、貴き様さまは今、正しい選択をしたとも……」

　正信の言葉と、振り返って口の両りよう端はしを上げた角倉の表情に皆が息を飲む。

　だが、そのときだった。鈍い音がした。玄関際の集団の中にいた小こ西にしが、無言で千せん両りよう箱ばこ型がたのバッグを床に置いたのだ。

　重量のある響ひびきに対し、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが生じた。皆の注目は、正信と小西に走った後で、バッグへとゆっくり辿たどり着く。そして一いつ拍ぱくの間の後、正信は葉巻の煙をゆっくりと口くち端はから出すと、足にくっついていた角倉を蹴けり飛ばして前に出た。

　角倉が、あひぃ、としなを作るのにも構わない。正信は小西に正せい対たいすると、

「コニタン、貴様がやはり一番だ……！」

「なあに、私はただただ、奥おう州しゆうと露西亜ロシアの動どう画が番組を寝ね泊とまり会議用に八時間分編へん集しゆうして持ってきただけですよ、ノブタン。この八時間、しっかり見ておけば、この奥州と露西亜方ほう面めんにて流行乗り遅れ状態になると言うことはありませんぞ……！」

「ほほう、では、〝知ったかぶりで通神帯ネツトにいろいろ書き込んでも大だい丈じよう夫ぶ〟な状態にまで我々を持っていけるのだな？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──なのでノブタン、あのう」

「──正まさ純ずみが今日寝ねていたソファは譲ゆずれぬ。あれは私のだ」

　く、と小こ西にしが眉まゆを歪ゆがめるが、しかし正信は頷うなずきを一つ送る。

「──私の横に座れ、コニタン。それだけの価か値ちある仕事を貴き様さまはしたのだ」

　正信は指を鳴らす。その音をコントロールとして、部屋の各所に家屋制せい御ぎよ用ようの表示枠サインフレームが出現した。玄げん関かんの扉が自動で閂かんぬきを掛け、窓のカーテンが閉じ、壁に掛かった絵画の額が回転して裏に貼はられたキャラクター版はん画がを展開する。

　自動で開いた渡り廊下のドアの向こうは、キッチンだ。

「正純が妻つま譲ゆずりの腕で和食オードブルを作って置いている。一つ三〇〇から手を打とう。そしてその上で、私達の仕事の続きだ」

　ダイニングに上がってくる小西達たちや、身を起こして居住まいを整える角倉すみのくら達に、正信は鋭い目を向けた。

「武蔵むさし内に不ふ穏おんがある。否、外にも、だ。──その洗い出しを行うぞ」
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　ネシンバラは、薄うす闇やみに満ちた通りを歩いていた。

「会議の場所は、右う舷げん側がわか。久し振りだ……」

　今は武蔵むさし野のの後部側がわ。後部の船せん楼ろう壁へきの内側は資し材ざいのバックヤードとなるところだ。数十メートルの高さにまで至った資材の山が壁となり、迷めい路ろのような通路を造っている。

　周囲には建築の音があった。薄闇であれど、作業は続いているのだ。連続的な槌つちの音が床に開いた穴の底から幾いく重えにも反はん響きようし、その上で鋸のこやドリル、溶よう接せつの火花を散ちらす音ね色いろも来る。時とき折おり、金属の焦こげた匂においが鼻に届き、食欲とは別の現げん場ば感かんを与えてもくる。

　そんな音や匂いに満ちた通路を行くネシンバラは、ふと、苦く笑しようした。

「こういう場所で刺し客かくに襲おそわれるとか、安い小説や漫画であるよね。それで、相手を確認して〝お、オマエは……！〟とか言ってやられるの」

　と、目の前を見ると、人ひと気けのない資材間かんの長い通路には、幾つもの影が落ちていた。

「……は？」

　資材置き場周しゆう辺へんは、資材が壁となっていて人の目が届きにくい場所が幾つもある。床や壁を外したりするため、自動人形達たちの検けん知ちも行き渡っていない。だから警備の者達が定期巡じゆん回かいをしているのだが、

「おい、君達」

　通路に倒れているのは、番ばん屋やの制服姿すがただ。

　巡回の四名。誰も彼も影の中で床に伏し、動かない。

　攻撃を受けたのだ。
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　事件だ、とネシンバラは思った。

　そしてネシンバラは判断した。まずはこのことを報告すべきだと。だから表示枠サインフレームを開き、番ばん屋やへと音声通つう神しんを飛ばす。だが、

「……通じない？」

　ミチザネが首を横に振りながら差し出す表示枠サインフレームには〝権けん限げん無む効こう〟の四字がある。

　通神権限がこの場から失われているという、その意味もだが、周囲に倒れている者達を見て、ネシンバラは違い和わ感を憶おぼえた。右みぎ手て指ゆびを動かし、術じゆつ式しき鍵けん盤ばんから言葉を作りながら、

　……おかしい。

　倒れている番屋の者達は、皆、背や腰のあたりに攻撃を受けている。出血があるが、床に広がる量から見て、敵の犯行はつい先ほどだ。ならば、

「──まだ、近くにいるということか」

「そうとも、振り向けば見える位置です」

　背後から響ひびき、更さらには近づいてくる声に、ネシンバラは振り返らなかった。

　ただ右手を動かし、己おのれの創そう作さく術式〝幾いく重え言葉〟の表示枠を展開。術式鍵盤から走らせる文字の流れは、

《回かい避ひをする》

《右に身を捻ひねり、背後へと右手に宿った力を叩たたきつける》

《爆発が生じ、風が揺れた》

　しかし敵は、己の動きとして風を進ませている。

《避けられたのか》

《否、そうじゃない》

《──外してやったんだよ。何な故ぜなら……》

《こちらが一歩前に出れば、相手の顔を横に見ることが出来るからだ》

　いた。そこに、フードを被かぶった姿がある。女子だろうか、と見当がつくのは足音が硬く小さいからだ。顔は見えない。

《言っておく》

「僕のサインが欲しかったら、顔を見せて色しき紙しを出して御お願ねがいしますと言ってくれ」

　攻撃が来た。おかしい、色紙じゃなくて刃は物ものとは。

　何かこうなるようなことを僕はしただろうか。身に覚えがない。だから、

《言葉を作り、打だ撃げきする》

《余よ裕ゆうはある》

《敵の攻撃をぎりぎりでかわし、スリルを楽しむ》

《そして返す動きで攻撃を連続し、一発を多発にして、重じゆう連れんする》

　しかし、敵もそれらを身を捻ひねり、くねらせて滑るようにかわし、追つい撃げきを放ってくる。

《いい動きだ》

《攻撃を送り、回かい避ひを貰もらう》

《走り、壁を跳ね、宙を舞って、虚こ空くうにおいて──》

　轟ごう音おんをかわし、敵が追ってくる。だが、宙に高く跳び、

《振り向く》

　するとそこに、フードと長ちよう衣いの姿があった。敵もまた、跳ちよう躍やくして刃やいばを振りかざしている。だが、空中では回避などしようがない。しかしこちらは、

《文字をナメたな》

《カウンターとして、風で打だ撃げきを叩たたき込む》

　ぶち込んだ。その直後、ネシンバラはあるものを見た。

「──!?」

　敵が消えたのだ。否、フードと、着込んでいた長衣を残し、

　……落ちた!?

　下にいる。それが気け配はいで解わかる。風の動きが、確かに示している。敵は、空中でこちらの風を食らう前に、身を翻ひるがえして故意に失速。下へと落ちたのだ。

　最初から狙っていた動きとすれば、こちらを追った跳躍はフェイントだ。

《ならば自分は、届く位置の資し材ざい、壁を蹴ける》

　上に跳ぶ。時間稼かせぎとしてではない。

《起き点てんだ》

《資材の壁に揺れを作る》

《敵にとって不幸だったのは、資材の積せき載さいに不備のあることだった》

《頭上から、高こう重量の大型装そう甲こう板ばんが何枚も落ち、こちらの下で構えた敵に直ちよく撃げきした》

　その通りのことが生じた。
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　言葉は具ぐ現げんを呼び、七十メートルの高さから降ってきた鉄板は確かに細い通路に突き立った。

　激げき音おんが響ひびき、通路が周囲の構こう造ぞう体たいごと沈んで跳ね上がる。軋きしみの音が鳴り、事態を悟さとった区く画かく管理の制御情報術式プログラムが有あり明あけの宙に警けい報ほうの表ひよう示じを展開した。

　高重量物の落下によって生じた風を浴びながら、ネシンバラはこう思う。

　……ぎりぎりだったが、決まったな……。

　無む言ごんで、振り返らず、悠ゆう然ぜんと立ち去るべきだろう。番ばん屋やへの連絡は通つう神しん環境が整った場に出てだな。今、背後で爆発が起きれば尚なお良しだ。あ、倒れてる人達は救きゆう護ごしないといけないね。

「──と、あれ？」

　一つ、違う音がした。今、響ひびき始めた、騒そう動どうに気付いた者達が起こす猜さい疑ぎや駆かけつけの音ではない。落下した資し材ざいの一枚、五メートル四し方ほうの装そう甲こう板ばんが、今になって床に激げき突とつした音だ。

　落下が遅れた訳ではない。幾いく重え言葉は現象を起こす術じゆつ式しきなので、遅らせるには〝遅れた〟という現象を描かねば成り立たないからだ。ならば、

　……何かの要因で、落下が遅れたものが一枚あった!?

　衣きぬ擦ずれの音を強く立て、鋭いステップ着きでネシンバラは背後に振り返る。

　しかし、誰もいない。あるのは通路に突き立ち、資材の山に倒れかかった装甲板の群だ。

　ただ、後から落ちた装甲板の下に一つの形が見えた。

　刀だ。負ふ傷しようした警けい備びの者が使用していた刀が、折れている。それも、装甲板の落下を支えられる位置で、だ。

　何者かが、警備の者から外し、落下を避けるクリアランスを稼かせぐために使ったのだ。

　ならば、と即そく座ざにネシンバラは動いた。

《背後へと大きく跳んだ》

　敵のいる位置が不明だ。だからネシンバラは、現場から遠ざかろうとする。

　直後。ネシンバラの視し界かいは、あるものを見た。背後から眼がん前ぜんに回ってきた刃やいばを、だ。

　……鎌かま!?

　何者かが、こちらの背後にいる。そして、こちらの跳ちよう躍やくに合わせて跳びながら、首を搔かき切ろうとしているのだ。

　回かい避ひをしなければ、と思った瞬しゆん間かんだった。

「急ぎだ。これで始末としてくれ」

　女の声が聞こえた。だがそれは、背後からではなかった。

　左の資材の向こう。肉抜きされたフレーム材の山の向こうに、人ひと影かげがある。

　影は、己おのれの武器を振りかぶっていた。

　資材の穴の向こうに見えるその姿、振り上げられた武器を見て、ネシンバラは叫んだ。

「お、オマエは……！」

　一いち撃げきで、これからの全てを決める攻撃が来た。
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「新しい御お仕事ですか？」

　と、薄うす闇やみの中で女の声が問いかけた。

　資材が左右に積まれた武蔵野の道を行くのは、英国イギリスの女子夏なつ服ふくを着た金の髪かみだ。着替えなどを入れた手て桶おけを胸下に抱え、髪揺ゆらす姿は、左を歩く影を見る。

　青の瞳ひとみが向くのは、極きよく東とうの男子夏服を忍にん者じや仕し様ようにした少年だ。彼は、右に並ぶ金きん髪ぱつを見て、

「まあ、仕事といえば仕事で御ご座ざるなあ」

「ふふ、そうなんですか。点てん蔵ぞう様も、次から次へとお仕事ばかりですね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、確かに現状、仕事をすることが自分らにとっては大事に御座る。早く武蔵むさしを改かい修しゆうし、まずは奥おう州しゆう列れつ強きよう、伊だ達てや最上もがみとの協力をとりつけなければならぬで御座るからな」

「まあ、点蔵様、随ずい分ぶんと政治関係にお詳しそうな」

「Ｊｕｄ．、このところの座ざ学がくは、そのあたりに集中して御座るしなあ。だが──」

　と、点蔵は横の金きん髪ぱつに顔を向けた。

「メアリ殿どのの真似まねはやめて欲しいで御座るよトーリ殿」
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　点蔵は、馬鹿が、はっとした顔をこちらに向けるのを見た。だが構っているとつけあがるのも確かなので、押さえの台詞せりふを送っておく。

「大体、メアリ殿と、顔全まつたく違うで御座るし」

　言葉を投げかけた先、金髪の女じよ装そうは、抱えた桶おけで偽にせ巨きよ乳にゆうを持ち上げていた動きを止める。そして馬鹿は、そのまま桶を通路に落とし、恐らく悲ひ劇げき的らしいポージングをした上で、

「何が駄だ目めなのＹＯ──!?」

「いや、メアリ殿では御座らんし。サイズも揺れも違うで御座るし。頭おかしいで御座るし、ちょっと傷つけそうなので遠とお回まわしに言うと──、否、やめておいた方が良いで御座ろう……」

「オ、オマエは、立て続けに言うだけ言うな！　特に最後の気き遣づかいに俺は傷ついたぞ！」

　馬鹿は、Sigh……、と悩みのポーズをとった後で、

「──そういう意味で俺も心の〝傷有りスカード〟なのでオマエの嫁よめです」

　いつも通りキモいのでスルー必ひつ定じようで御座るな、と点蔵は冷静に判断した。話を変えるべきで御座ろうとも思い、

「──何なに故ゆえにここに？　集合場所が場所だけに、先に行っておくべきでは御座らぬか？」

「ああ、浅あさ間まのトコの女風ぶ呂ろを覗のぞきに行ったら命狙ねらわれてさあ」

　つと上を見ると、浅間神社から弾だん道どう予測放ほう物ぶつ線せん付きで幾いくつもの照しよう準じゆん型がた表示枠サインフレームが放たれ、武蔵上空から獲え物ものをサーチしている。点蔵はそれを確認し、照しよう準じゆん下かに入った人達が、わあ、と逃げるのも見てから、

「ちょ、ちょっとトーリ殿！　あれ対たい亜あ竜りゆう用よう射しや撃げきの照準に御座るよ！　巻き込まれるの嫌だから離れて欲しいで御座るよ!!」

「え～。金きん子こ、一人で死ぬのいやあ～」

「……トーリ殿、いやいやシェイクで胸を揺らすときは、もっと、こう、こうで御座る」

「おう、俺、このところ浅間とか見ながらエア巨乳で自主トレしてたんだが、まだ駄だ目めか！」

「Ｊｕｄ．、意識しすぎで御座るな。そう、控えめに。──Ｊｕｄ．、宜よろしい、習しゆう得とくしたで御座るな。では一人で死んで下され」

「オ、オマエ、さっきから人の話聞いてないだろ！」

　やかましい、と両腕振ふり上げ飛び跳ねて言う馬鹿の抗議を点てん蔵ぞうは無視した。大体、飛び跳ねたときの揺れの制せい御ぎよが出来て御ご座ざらぬ。

　しかし、と点蔵は改めて女じよ装そうに視線を向け、

「トーリ殿は、相変わらずで御座るなあ」

　否、そう振る舞っているだけであろうか。以前の敗はい戦せんについて、この女装だって何も思わない訳が、うん、流石さすがに何も思ってない筈はずが、否、うん、だ、大だい丈じよう夫ぶ、女装でも、う、うん？　大丈夫で御座るよね……？　いや、で、でも馬鹿だし？　どうで、ご、御座るかな？

「ん～、テンゾオくうん？　どうしたでちゅかあ～」

「く、こ、この男……！」

　ともあれ、馬鹿に付き合っていてもしょうがない。

「──つーかトーリ殿どの、護ご衛えいについていたアデーレ殿は？」

「ああ、俺と一いつ緒しよに覗のぞいて、今は格かく差さ社会の不ふ条じよう理りについて思し考こうしながら風ふ呂ろ浸つかってる筈」

　アデーレ殿も心しん労ろうが尽きぬで御座るな、と点蔵は思った。以前の戦せん闘とうで破は損そんした彼女の機き動どう殻かくは、何な故ぜか武蔵むさし王のヨシナオが整せい備び知識に詳しく、その補ほ修しゆうを行っているが、

　……昨さつ今こんは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズからパーツを取り寄せているとか。

　ここが水み戸とで、仏蘭西フランスに関係する土地だからか、手て筈はずは整いつつあるようだ。かく言う自分も、マクデブルク周辺で遭そう遇ぐうした前まえ田だ・利とし家いえの〝百ひやく万まん獄ごく門もん衆しゆう〟（ネシンバラ命名）との戦闘経験から、幾いくつかの装そう備びを関かん東とうIZUMOに発注している。

　自分達だけではない。他、多くの皆が、装備や術じゆつ式しき、そして己おのれの強化に努めている。だが、……悪く言えば、不安の裏返しで御座ろうな。
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　点蔵は思う。ここでの強化が、どれだけの意味を持つのか、と。

　敵はP.A.Oda、織お田だ家け、そしてその跡を継いで極きよく東とう制せい覇はの歴史再さい現げんを持つ羽は柴しばだ。羽柴は、P.A.Odaの主しゆ教きよう導どう院いん、P.A.O.M.のバックアップを受けているだけではなく、欧おう州しゆう列れつ強きようの一つ、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の半はん権けんを持ち、更さらにはK.P.A.Italiaを制せい圧あつして教きよう皇こう総そう長ちようをも手に入れた。

　実質的に、聖せい連れんの支配権を持ったと言っていい。

　……敵は強大に御座る。

　対し、自分達は何をしているのか。

　武蔵の武ぶ装そう強化は、敵と戦うためのものだが、実際に勝てるかどうかは不明だ。

　恐らくは、皆、不安を払ふつ拭しよくするとりあえずの方法として、武蔵や自分達の強化に努めている。言うなれば、

　……ぎりぎりで、自分らは信頼をされているので御ご座ざろう。

　武蔵むさしの強化と、それをもって現げん方針の継続を打ち出しているのは女じよ装そうを筆ひつ頭とうとする生徒会だ。今、明確な反抗が生じないのは、各かく艦かんの居きよ住じゆう区くを地上側に分ぶん割かつして下ろしたことや、世せ論ろんの意味を理解しているネシンバラが通神帯ネツトの情報を管理していることもある。だから、

「……早い内に、次の動きを取りたいで御座るなあ」

「テンゾー」

　女じよ装そうが笑みをこちらに向けた。馬鹿は、両の肘ひじで偽にせ巨きよ乳にゆうを挟んで持ち上げながら、

「焦あせるな。……いいか？」

「──何がで御座るか？」

　と、一応付つき合っていると、行き先の向こう、通路の角に立っていた影が振り返った。

「点てん蔵ぞう様」

　呼びかけに視線を向けると、本物がいた。

「メアリ殿どの」

　すると、横の馬鹿がこちらの右腕にしがみついてきた。馬鹿は身をくねらせ、

「やっだあ、点蔵様ぁ、あの女誰だれぇー!?」

「まあ、ウエットマン様、今日は女性の姿で御ご降こう臨りんですか？」

「予測はしてたが全くききゃしねえ……」

　馬鹿のうなだれを引っ張るように合ごう流りゆう位置に歩いていくと、メアリが小さく喉のどで笑った。

「ふふ、ウエットマン様は、少々お疲れのようですね」

「……そうなので御座るか？」

「おい、テンゾー、何だオマエその意い外がいなものを見る目は。俺だって疲れるぞ。詳しくは言えないが、その、あの、ええと、深夜とか？　うん？　だよなあ？　ね？」

「聞きたくないこと聞かされる身になったこと、あるで御座るか？」

　まあまあ、とメアリが苦く笑しようで割って入る。彼女は一度女装を見て、

「Ｊｕｄジヤツジ．、──身体からだを覆おおう流体が、このところ、そういう色をしてらっしゃいますから」

　ええー？　と女装が眉まゆをひそめるが、強がりか無む自覚かは解わからない。が、上位精せい霊れいの血を引き、精霊遣つかいでもある彼女が言うなら確かなのだろう。

「ではメアリ殿、これ連れて、早めに行って食事などしようでは御座らぬか」

「Ｊｕｄ．、それで集合場所は──、青雷亭ブルーサンダーですよね？」

　だから、と横に並んだメアリが右う舷げん側がわ、多た摩まの方に視線を向ける。

　ふとそちらを見た点蔵は、

「……？」

　メアリが行こうとするのとは、別の方向に気を奪われた。

　左さ舷げん後部側がわの資し材ざい置き場の方で、立ち入り禁止と警けい報ほうを告げる大型表示枠サインフレームが幾いくつか展開し始めているのだ。

「あれは……」

　……資し材ざいの倒とう壊かいでもあったので御ご座ざろうか。

　思い、点てん蔵ぞうは自分の表示枠サインフレームを展開した。総そう長ちよう連れん合ごうの第一特とく務む麾き下か構成員に、現げん場ば調査の指示を出して、一息をつく。そして、こちらと同じ方向に視線を向けたメアリが、

「青雷亭ブルーサンダー、……多た摩まに行く途と中ちゆうで、あちらの資材置き場を検けん分ぶんして行きますか？」

「あ、いや、今、手配をしたから大だい丈じよう夫ぶで御座るよ。それより、行き先は多摩に御座らぬ」

「……？　でも青雷亭は……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──そこにあるで御座るよ」

　歩く先、居きよ住じゆう区くの通りの右手側に、一軒の住居兼けん店てん舗ぽがある。店の部分は小さいが、その軒のき先さきに掛かる鉄の看かん板ばんは、メアリの唇くちびるが告げる通りに、

「青雷亭……？」

「Ｊｕｄ．、BLUETHUNDER名めい義ぎの無い〝青せい雷らい亭てい〟。──そこがトーリ殿、葵あおい家けの自宅に御座るよ」

　それは、

「別名、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽ。──今日は、ここでこれから、夜に来る伊だ達て家に対する会議と、今後の方ほう針しん確認などを行うわけで御座るな」







[image: 第六章『二重在所の会合人』]
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　そこは、バターと、焼けた小麦の匂においが染しみついた空間だった。

　四人掛がけのテーブルと、二人掛けのテーブルがある軽けい食しよく屋やだ。今、テーブルの間を、

「おい、葵あおい、オマエの格かつ好こう……」

　正まさ純ずみが呼びかける先、女じよ装そうが、裸はだかエプロンで給きゆう仕じしている。それを、四人掛けテーブルについている正純は半はん目めで指さし、どう言おうか迷って、

「正気か……？」

　……頼むから違うと言ってくれ。その方が気が楽だ。

　今、部屋の入り口側に立っている浅あさ間まが、半はん目めで番ばん屋やに何か書面を送っているが、それはこれから起きる会議後の手て配はいだろうか。

　だが、女装エプロンはテーブルの上にロングタイプのピザを置いて行き、

「まあ、食っとけ。一応はまあ、俺のオゴリってやつになるんだろうけどよ」

「……オマエの店、ってわけじゃないのか？　ここ」

「いんや、正確にはうちの母かあちゃんが元々使ってた店。俺バイト店長」

「成なる程ほど……」

　と頷うなずいたのは、左さ舷げん側のテーブルをクロスユナイトと挟んでいるメアリだ。彼女は、葵とクロスユナイトを交互に見て、

「来るときに教えて頂きました。ここは、ウエットマン様が、多た摩ま青雷亭ブルーサンダーの方に行かなかった時代、気の紛まぎらしも含めて再開した場所だと……」

「そうそう。元々、母ちゃんがこっちで、向こうは別でやってたんだけどな。訳わけ有ありで向こうが空くことになっちまったから、母ちゃん、ここ閉じて向こうを使うことにしてさ。

　だから一時期は向こうで朝食ってたんだよ。ホライゾンがいなくなってから行くのやめて、……でも、中ちゆう等とう部ぶあたりで放課後ごブラブラしてんのも何だしさ」

　そうねえ、と受けたのは、来ている皆にジンジャーエールのグラスを配っている葵姉あねだ。

　彼女は、カウンターとなっているキッチンの上、調味料と、そして窓から浅間に視線を振り、

「いろいろあったわね、ここも。それで、どうしようか、って愚ぐ弟ていと思ってたら、役所の方が〝表ひよう層そう部ぶにある建物はなるべく役目を持つように〟って来るしね。

　だから初めは、母さんの在庫を売ってたんだけど、設備はあるから焼き始めて……」

　成程なあ、とメアリのように正純も頷うなずく。

　この姉弟の過去の話は、三み河かわの時に聞いているが、自分もここを知ったのは今日だ。先ほど、葵と会わなければ、ここに来る機会は、

　……遠ざかったと、そう思える程度にはなっているか。

　やはり、人は解わからないものだな、と改めて思う。理解しているようで、足りない、と。だから正まさ純ずみは、ふと、葵あおいを視線で追い、

「お前も、いろいろ考えているのか」

「おう、ネタとかいろいろなー」

　と、女じよ装そうエプロンが、タルトをテーブルに並べていく。

　ふふ、と続く声を作ったのは、横に座るミトツダイラだ。彼女はメアリに顔を向け、

「以前、マルゴットがメアリに昔のことを話したとき、ここだと解わかってませんでしたのね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、驚きです……。つまりここは、皆さんの隠かくれ家がだったんですね」

「そうそう。テンゾーもメアリに話しとけよ。俺への気き遣づかいいらねえから。メアリだったら変な邪じや推すいとかもしねえだろうし」

　いやあ……、と頭を搔かくクロスユナイトに、メアリが笑みを見せる。

「点てん蔵ぞう様のそういう御お気遣いの部分、私は有り難く思いますよ？」

「そういって頂けると有り難いもので御ご座ざる……」

　はは、と女装が笑い、ピザを追加で置いていく。

　和やかな空気だと、正純はそう思う。そして、

　……これが、本来のこいつらの雰ふん囲い気きなんだろうか。

　いつも学校や、戦せん場じよう、それに近い場で集まることが多いが、こういうプライベートな場で集まったのは、

　……ああ、三み河かわで勝利したとき、青雷亭ブルーサンダーの前で集まったな。

　今度も、場所は違えど青雷亭だ。

　だが、まだ、いつものこいつらではないだろう、と正純は思う。今の武蔵むさしと、その周しゆう囲い状況を思ったとき〝いつもの〟という言い方が適用されるとは思えない。

　少なくとも、

「再起に向かっていかねばなあ……」

　それをするのが自分の仕事だな、と思いもする。と、馬鹿がこちらの頭を一回叩たたく。

　何するんだ、と思ったが、

　……あ。

　思い出したのは、三み方かたヶ原はらの時、馬鹿にウイッグを被かぶせられたことだ。だから、

「────」

　正純は肩から力を抜こうと思う。もう二度と、ああいう、信頼を失うようなことにはなりたくない、と。

　うん、と内心で思う眼がん前ぜん。馬鹿が向かいに座るホライゾンに、ピザカッターを手渡していた。そして馬鹿は、彼女の手を握った上で、

「これで切るんだぞ？　いいな？　ホライゾン、俺がビビるような変な真似まねすんなよ？」

「ほほう、メシが不ま味ずくなるので手を離して頂けませんかトーリ様」

「ちぇー、と、冷めちゃいけねえ。つーわけで、ホライゾンもネイトもベルさんも、──そっちのメアリともう一人も遠えん慮りよ無く食っとけ。あとは──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と壁かべ際ぎわで表示枠サインフレームを相手にしていたハイディが片手を挙げる。彼女は外を指さし、

「この後も予定あるのね。……あ、会食だから気にしないでいいかんね」

　立たち花ばな夫妻も、宗むね茂しげが笑みで、

「私達は来る前に済ませて来ましたので」

「じゃあ、テキトーに、出したのと同じタルト包んどくから、帰ったら食っとけ」

　有り難ー、というハイディは、つまり会食の席であまり手をつけないということなのだろうなあ、と正まさ純ずみは理解する。

　そして、ホライゾンの右横、座っている鈴すずが、ホライゾンの差し出すピザの皿を受け取りながら、小さく笑った。

「トーリ君の、タルト、……久、し、振り、私も、いい？」

「ああ、オッケオッケ、五つくらいスペース使って焼いといたから希望者ー」

　全員が手を挙げる気け配はいだったので、正純も挙げておいた。

　すると、そんなこちらの動きに応じるように、部屋の中央に表示枠が来た。

・●　画：『私達の分も取っといてよね！　仕事終わったらすぐ行くから！』

・俺　　：『仕方ねえ。最さい近きん研究中の餃子ぎようざもつけといてやろう……』

・●　画：『いらんわあ──！』

　いやいる、というナイトの言葉に頷うなずくエプロン着用の全ぜん裸らは、

「んー、じゃあ切り分けとくか。ベルさんそれでオッケー？　ベルさんとこの親父おやじさんと母かあちゃんの分はテイクアウト用でキープしとくけど」

「え!?　あ、う、うん、オ、オッケー」

　手を横に慌あわてて振っているのはどういう意味のジェスチャーなんだろうか。

　ともあれ、ハイディ達の横に立つ立花夫妻の内、誾ぎんが、巨大な義ぎ腕わんの手を下げた上で、今度は首を傾かしげた。

「……しかし、呼こ集しゆうされましたが、私ども、ここにいる意味があるのでしょうか」

　彼女の問いかけは、横に立つ宗茂も同様であるらしい。二人の疑問を含んだ、余よ計けいなことを言わぬ態度に対し、正純は、

「Ｊｕｄジヤツジ．、あるとも」

　正純は、宗茂に視線を向けてこう言った。

「この緊きん急きゆう会議最初の用件だ。──立花・宗茂、現在一いつ般ぱん生徒である君を、武蔵生徒会と総そう長ちよう連れん合ごうは、臨時の副長補ほ佐さとして推すい挙きよしたい。推挙なので、まだ決定ではない。ただ、その用意があるということを理解しておいてくれ。つまり……」

　つまり、

「君達を、前ぜん線せんに出せるならば出したい。それが私の本音だ」
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　こちらが告げた内容に、まず反応したのは、宗むね茂しげではなく誾ぎんだった。彼女は三征西班牙トレス・エスパニアの夏なつ服ふくの特とく徴ちようである小しよう帽ぼうを揺らして、

「──三征西班牙トレス・エスパニアを、武蔵むさしの復ふつ権けんのために取り込もうというのですか？」

　……やはり警けい戒かい心しんがあるよなあ。

　そう思いつつも、正まさ純ずみは、内ない心しんで用意しておいた対応を告げる。

「三征西班牙の元第一特とく務むと第三特務が武蔵の副長補ほ佐さになることが、復権になると？」

　言った内容は、予想通りのものだったのだろう。誾は、成なる程ほど、と言っただけで姿勢を正した。それが解わかっていれば充分だ、というように。

　そして、生まれた沈ちん黙もくを、吐と息いき混じりの声が破った。

「……ランク差が、どう見られるかは人それぞれですわね」

　と、言うのは、向かいの席、ホライゾンの左横に座るミトツダイラだ。彼女はピザをつまみながらも、女じよ装そうエプロンの運んでくる卵と菠ほう薐れん草そうのポットに鼻を動かし、

「目的は純粋な戦せん力りよく強化ですのよね？　何しろ……」

　彼女は、ホライゾンが馬鹿から受け取ったポットやプレートを手で扇あおいで匂においを漂わせるのに引かれた。が、ややあってから、

「──失しつ敬けい、ええと、正直言いますと、うちの副長が主しゆ武器を失ってますもので。マクデブルクで柴しば田た・勝かつ家いえを相手に並んだ力を借りたいんですの」

「Ｊｕｄジヤツジ．、成程……」

　誾が、表情を消して呟つぶやいた。

「蜻蛉とんぼ切ぎりの修しゆう復ふくは？」

　問い掛けの答えは、こちらの左手側、彼女達の対面の壁に背を預ける直なお政まさが告げた。

「関かん東とうIZUMOに預けているが、目め処どがつかないさね。一応、この武蔵IZUMOもデータを持ち寄っているが、何分、三み河かわ特製さ。心しん臓ぞう部ぶの破は損そんとなると、その修復は大罪武装ロイズモイ・オプロを作り直すようなものに近くて──」

　苦く笑しようを響ひびかせ、直政は肩をすくませた。そしてこちらを見て、

「──二ふた代よはどこさね正純？　技術屋として残念な報を知らせるべきか留めておくべきか、こちとらこれでも逡しゆん巡じゆんしてたんだけどさ」

「ああ、二代なら間違えて多た摩まの方に行った。──何だ全員、そのうつむきは」

　一応口くちで説明はしたんだけどなー。結けつ構こう、思し考こうが堅い部分もあるから、こっちが勘かん違ちがいをしているとでも思ったのだろうか。しかしまあ、

「今からこっち来ても面めん倒どうだから、そっちでメシ食ってるように言ってある。──浅あさ間ま」

「ええ、会議のログはとってありますので、関係者全ぜん員いんに防ぼう護ごつけて送ります。流石さすがに表示枠サインフレームによる会議参加だと、覗のぞかれる可能性もあるので」

「？　智とも、通神帯ネツトに覗き見が？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは応えつつ、首を横に振った。さっきの向むか井いのジェスチャーもこういう意味なのかな？　と内心で苦く笑しようを絡め、

「本来なら、生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうの会議の多くは代表委員や暫ざん定てい議会、各かく関係委員会や、各かく特とく務む麾き下かの構成員にも通達されてる」

「……あまり考えたくないで御ご座ざるが、自分らの外げ道どう言動が見られてるので御座るな……」

「クロスユナイト、会議の場合、大体は私が主になっているんだが……」

　Ｊｕｄ．、とホライゾンが頷うなずいた。彼女は無む表情に、

「気にすることはありません正純様。滑ったところで、何かが失われるわけでは……」

　言葉が消えていき、ホライゾンが無表情のまま妙みような汗をかき始めた。ややあってから、彼女は壁かべ際ぎわに立つ浅あさ間まに視線を向け、

「フォローをお願い致します。面白いのを。ええ、正純様の人生のために」

「ええ!?　な、何で私ですか!?　私、面白い女じゃないですよ!?」

「浅間様は随ずい分ぶんと基準が高いようで。──さあ」

「え？　さあ、って、あの、ちょっと」

　皆の意識の集まりを感じたのか、浅間は赤せき面めんして背を壁に貼はる。が、彼女は、ややあってから、自分の胸を抱いて、両の立体と中央のパーティングラインを強調すると、

「ほうら、──胸にお尻しりが」
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・●　画：『……この女、巫み女こなのに何でそんなネタ振り思いつく訳？　メモるわよ？』

・貧従士：『あの、表おもてで警けい備び中ですが、舌した打うちしていいですか』

・義　　：『こっちも警備中だが、それよりお前ら、早く話を進めたらどうだ』

・あさま：『あううう何だか全面的にすいません……』
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　そうだなあ、と正純は告げた。ピザを口に入れ、風ふ呂ろには後で入った方が良かったかな、と案じながらも、

　……とりあえず、総長連合と生徒会の皆は、現状を共きよう有ゆう出来ているようだな。

「書しよ記きのネシンバラがいないが……、話を始めるか」

　Ｊｕｄ．、とハイディが頷いた。

「ネシンバラは、予定だと、奥おく多た摩ま後部の資し源げん回かい収しゆうの確認に行ってからこっちに来る筈はずだね。同どう人じん誌しとか物ぶつ色しよくしてるのかな」

「オゲちゃん、ネシンバラはそんなヤツじゃねえよ。──物色するんだったら、テンション上がった実況してくる筈はずだぜ絶対。何か別件で引っかかってんだろ」

「んー、何やってんだろ」

　肩上に上がってきた走狗マウスのエリマキとともに首を傾かしげたハイディに、隣となりのシロジロが告げる。

「ハイディ、貨物の、諸しよ処しよの手配と付け替えを」

「Ｊｕｄジヤツジ．、アサマチ、あと五秒したら会議始めていいかんね？　──ハイ、良好ー」

　表示枠サインフレームの承しよう認にんマークを叩たたいたハイディの笑みに合わせるように、浅あさ間まが会え釈しやくした。

「じゃあ、この部屋と周辺に結けつ界かい掛けます。ナイトとナルゼは到着すれば自動的に組み込まれるようになってますので」

・金マル：『りょーかいー』

・ハナミ：『じゃあ　けっかい　はるよー　拍手──』

　幾いくつかの表示枠の咲き誇りと共に、ふと、周囲が明るくなったような感覚を正まさ純ずみは得た。そして、どこか遠くから、笹ささの葉が重なり揺れるような音が聞こえてくる。

　……情報遮しや断だんの結界か。

　思うなり、浅間の声が響ひびいた。

「あ！　すいません！　それです！　ちょっと、ちょっとそのままにしておいて下さい!!」

　振り返れば浅間がこちらを指さしている。彼女の示す先、ミトツダイラや直なお政まさが視線を向けた先端にあるもの。それは、

「ホライゾンの表示枠です！」
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　浅間の目は、それを捉とらえていた。ノイズ混じりに、しかし消えずに、鳥とり居い十じゆう字じの表示枠がホライゾンの顔かお横よこにある。

　時たま、ホライゾンの意思とは別に出現することがある表示枠だ。

　……やっぱり出ましたね!?

　ホライゾンの表示枠は、彼女の自動人形の身体からだを統とう御ぎよするOSによるもので、武蔵の神しん道とう制せい御ぎよを主しゆ管理している浅間神じん社じやのものではない。

　だから今、自分が情報遮しや断だん結界を起こしたので、ホライゾン側のOSが反応したのだ。

　並の独自OSならば、防ぼう御ぎよの制御情報術式プログラムに引っかかり、自動的に弾はじかれるはずだ。

　それが、ノイズ混じりとはいえ、強ごう引いんに無む効こう化かを掛けてきている。

　……この情報遮断結界は、武蔵むさしのステルス機き構こうと同じ形式だっていうのに……。

「これが何か？　浅間様」

　ホライゾン自体は、何も気にすることなく、こちらを知覚している。制御情報術式として見た場合、それが何を意味するか、専門の浅あさ間まには理解出来る。が、今は何よりも、

「あの、ちょっとその表示枠サインフレーム、操そう作さ出来ますか？　──ハナミ」

　ハナミが肩上からホライゾンへと跳ぶ。彼女は袂たもとから制御情報術式プログラムが幾いくつか入った表示枠を出し、ホライゾンに掲げて見せた。

「恐らく、という作りですが、ホライゾンの表示枠とこちらの通つう神しんをリンクさせるための制御情報術式です。ホライゾンのOSが三み河かわ製なら、同じ三河管かん轄かつの浅間系けいOSの祝詞のりとで同期がとれると思うので。ちょっとホライゾンの方で起き動どうと奏塡インストールして貰もらえますか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ホライゾンの管理者権けん限げんが必要な訳ですね？」

「ええ、そういうことです。その方法なら装塡出来ると思うんです」

　ただ、と浅間は一度息いきを吸ってから、ホライゾンに告げた。

「ホライゾンの自由判はん断だんにお任せします。この制御情報術式の目的は、ホライゾンの表示枠をこちらの通つう神しんと同期することで、ホライゾンの会議参加を簡かん便べんにすることです。しかし、制御情報は使い方次し第だいで別の用途も生まれるため、私やホライゾンが望まぬことになる可能性もあります。だから──」

「浅間様」

　ホライゾンはハナミが提示した制御情報術式の鳥とり居い型がたアイコンを指で宙にスライドした。そして彼女は己おのれの表示枠にそれを重ね、

「ホライゾンは、話かけられるだけの人形であることを望みません。ホライゾンの表示枠が表おもてに出てくるようになったのも、感情が馴な染じんで機き能のう強化が為なされたからでしょう。

　使用出来るようになるならば、強ごう引いんにでもした方がいいと判断します」

　言うなり、ホライゾンが重ねたアイコンと、彼女の表示枠が動いた。アイコンは幾いくつもの表示枠となり、ホライゾンの鳥居十じゆう字じ型がた表示枠はその内容を検査しながら飲み込み、


『──確認開始』



　映された文字を皆が見る。その内容は、浅間にはよく解わかるものだ。

「防ぼう疫えき検査してますね。うちが作ったものを飲み込んで良いのかどうかを探ってる訳です」


『──認にん証しよう：浅間神じん社じや主祝詞のりと』

『検査：エロ検査・未み遂すい：破は廉れん恥ち検査・未遂：Ｒ元げん服ぷく検査・未遂』



　うわあ……、と皆が引いて、浅間は鈍い汗を得る。

　……いや、規定！　規定チエックですよコレ！

　ホライゾンが意味不ふ明めいにも右の親指を挙げて見せるが、どう返答したものですか一体。

　だが、検査はすぐに終了し、術じゆつ式しきが組み込まれた。一度全すべての表示枠が閉じ、ホライゾンの表示枠も消えて、

「失敗ですか？　浅間様」

「いえ、再さい起き動どうが必要なだけです。ホライゾン、ちょっと〝人と話す〟ことをイメージしながら右手をこう挙げて下さい」

　ホライゾンが右手を挙げると、その指先に表示枠サインフレームが展開した。だが、

「浅あさ間ま神社……？」

「いえ、呼び出し用に一度こちらの術じゆつ式しきの表示枠を経けい由ゆするだけです。ほら」

　と呼びかけている間に、先に出た浅間神社一いつ般ぱん用よう表示枠が消え、ホライゾンの鳥とり居い十じゆう字じ型がた表示枠が展開する。

　おお、という皆の感かん嘆たんに内心の満足を得ながら、浅間はホライゾンに説明した。

「ホライゾンのOSに奏塡インストールしたわけではなく、ホライゾンのOSが持つ予備記き憶おく容量に奏塡して貰もらったんです。だから起き動どうは、こちらの術式が起動して、それがホライゾンの表示枠を呼び出し、安定させる、というものです。内ない部ぶ処理はホライゾンの認にん証しよう手続きを記録しただけのものですし、メインには干かん渉しようしませんので安全かと」

　へえ、と直なお政まさが眉まゆを上げてホライゾンの表示枠を見る。続く皆と重ねて、

「アサマチも、意い外がいな才能があるもんさねえ……」

「ええ、智ともがこんなことまで出来るなんて、意外ですの……」

「だよなあ……、俺も浅間がこういうこと出来るなんて、スゲー意外ってか」

「……あの、私、今、いろいろと自分を否定されてませんか」

　ホライゾンが右の親指を挙げて見せたので、浅間も同じようにして返した。

　そして、ホライゾンが、数すう度ど、己おのれの表示枠を出したり消したりしていたが、

「Ｊｕｄジヤツジ．、了りよう解かいです。……有り難う御ご座ざいます、浅間様」

「いえいえ、ホライゾンみたいな独自OSの場合、言葉を交わす手段が確かく定てい出来てる方がお互いに安全ですからね。何か不便があったら可能な限り対たい処しよしますので宜よろしくお願いします。──というわけで、ええと、正まさ純ずみ、話の邪じや魔ましてすいません」

　そこまで言って、正純がこちらに苦く笑しようの会え釈しやくを返したときだった。

「遅れて御ご免めん～」

　軽けい食しよく屋やのドアが開いた。外の空気と一いつ緒しよに入ってきたのは二つの色だ。夏服姿すがたの黒と金、それぞれ六枚翼よくの持ち主は、

「あ、ナイトとナルゼも来ましたね。──じゃあ正純、ちょっと整備すいませんでした。会議の方、お願いします」
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　よし、と正純は息をついた。

　皆の注ちゆう視し、壁かべ際ぎわに椅い子すを持っていくナイトとナルゼがこちらに意識を向けていることを確認の上で、正純は口を開く。

「これから、伊だ達て家との機き密みつ会談に向け、武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん生徒会、総そう長ちよう連れん合ごうの主力による、現状と、今後の方針における、ひとまずの確認を行う」

　内容は、皆も大体が解わかっているだろうと、そう思う。

「現状とは、三み方かたヶ原はらの敗戦が起こした各国と武蔵むさしへの影えい響きようと、それへの対たい処しよ。

　対し、今後の方針とは、奥おう州しゆうにて私達がどのように行動をしていくか、だ」

「セージュン、今後のこととか、何か決まってるのかよオメエ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは言った。

「奥州は、今まで、上越露西亜スヴイエート・ルーシと最上もがみ、伊だ達ての三国が覇は権けん争いをしている最中だった。

　だが、現状では露西亜ロシアはP.A.Odaと戦せん闘とう中。そして二週間前、三さん国ごくに羽は柴しばから〝歴史再さい現げんの確認〟があってから、最上も伊達も、動きを止めている」

　ただ、と正純は言った。

「聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、上越露西亜も最上も、関せきヶ原はら以後に衰すい退たいする。そして、代わりに伊達家けは奥州の覇は者しやとなるんだ。だから、私の現状の試案としては、伊達側と協働を持つことを最低基準としたい。そして伊達を味方につけた上で、最上や上越露西亜と合流する」

　つまり、

「今夜、これから起きる伊達との機き密みつ会談。そこで、どういう手段を用いようとも、伊達家とのパイプラインを確実とする。それが今の私が考える最さい善ぜん手しゆだ」







[image: 第七章『見えず場所の相談者』]
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　バターの匂におう軽けい食しよく堂どうの中に、声が生まれる。それは、肩にツキノワを乗せた正まさ純ずみが作る、

「私達がこれから機き密みつ会談を行う伊だ達て家けは、最終的には奥おう州しゆうの覇は者しやとなる家か系けいだ。

　聖せい連れん指定の管理地域名めい称しようは奥州シビル東部、極ごつ寒かんの重じゆう奏そう領りよう域いきに守られた奥州独どく特とくの種族分ぶん布ぷゆえ、武蔵むさし以上の多た種しゆ族ぞく構成が為なされた戦せん闘とう系けい教きよう導どう院いん、仙せん台だい伊達教導院を持っている」

「セージュン、俺にもうちょっと解わかりやすく説明してくんね？」

　馬鹿に言われて正純は少し考えた。馬鹿に通じるようにはどうしたものかと。

　……ただ、こいつもいろいろ考えているのだろう。

　邪じや険けんにしてはならんな、と正純はそう思い、笑顔を作って、こう言った。

「ハイ、じゃあ今日はまさずみ先生が極きよく東とうの北側に住む伊達家について話をするぞう。

　あれ？　葵あおい君、どうしたのかなあ、そんな格かつ好こうで。頭おかしいのかなあ？」

「こ、この野や郎ろう、小しよう等とう部ぶレベルで来やがったな……!?」

　正純は無む視しすることにした。

　最近は小等部のレベルも高いけどなあ、と思いつつ、

「──で、ええと、簡単に話をしよう。やがて奥州覇者となる伊達家の歴史再さい現げんを支持し、奥州の勢力をまとめるのが私の案だが、──まずは奥州近きん辺べんの現状理解だ」

　正純は、奥州全体から、関かん東とう、上じよう越えつの地図が写った表示枠サインフレームをツキノワに出させた。

　表示枠の対たい角かくを摘つまんで引き延ばし、裏から叩たたいて発はつ光こうを強くする。そして示すのは、

「奥州から上越、つまり極東本ほん土どの北側は、現在、三つの大だい勢力が争っている。

　一つは伊達家。これは奥州の東側、太たい平へい洋よう側を支配している」

　奥州の東沿えん岸がんを軽く叩いた上で、今度は逆、西沿えん岸がんを正純は叩く。

「もう一つはこちら、最上もがみ家け。これは奥州の西側を支配している」

　あとは、と、それらの下を横に蓋ふたするような関東北部と上越を指でなぞり、正純は告げた。

「この一帯が上越露西亜スヴイエート・ルーシとなる。──この三さん国ごくは、元々、談だん合ごうなどを用いて、表おもて向むきは争いつつも、しかし裏では平へい穏おんを望んだ歴史再現を行っていた。

　奥州の風ふう土どと、極寒の地で国くに単位の争いをする危険を避けるためだろうな」

　ふうん、と頷うなずいたのはナルゼだ。彼女はいつもの、静かな口く調ちようで、

「その三国、羽は柴しばの〝歴史再現確かく認にん〟までは、表向き、どういった敵てき対たい関係だったの？」

「元々、最上は伊達と上越露西亜に敵対していた。対する上越露西亜は、最上と東で当たりながら、西の方でP.A.Odaと敵対していた。そして、伊達は最上に対して東から衝しよう突とつしていたわけだな。無む論ろん、──羽柴の〝歴史再現確認〟以後、最上と伊達は、現状、沈ちん黙もく状態だ。

　上越露西亜も、対P.A.Odaは続けつつ、対たい最上の動きは封じてる。

　──まとめてみると、現状の勢せい力りよく関係はこうなっている」


■奥おう州しゆう勢力

・伊だ達て家け　　：支配地ち域いき・奥州東一帯：元は対たい最上もがみ、現状は非ひ戦せん。

・最上家　　：支配地域・奥州西一帯：元は対たい上越露西亜スヴイエート・ルーシ、伊達、現状は非戦。

・上越露西亜：支配地域・関かん東とう、上じよう越えつ一帯：現状はP.A.Odaと交こう戦せん中。






　つまり、と言ったのは浅あさ間まだ。彼女は手元の表示枠サインフレームで諸しよ処しよの確認をしながら、

「現在の奥州では、非戦状態の伊達と交こう渉しようするのが近いし安全、という訳でもあるんですね……。ただ、この三さん国ごく、談だん合ごうなどで繫つながってる部分が大きいんですよね？」

　彼女の疑問に継いだのは、ミトツダイラだ。彼女はチーズの脂あぶらがついた人差し指を軽く舐なめた上で、皆に対してわずかに歪ゆがめた眉まゆを見せる。

「……実際、奥州の暫ざん定てい国こつ境きようは、羽は柴しばが極きよく東とう支配を行う際と、関せきヶ原はら後の松まつ平だいら家けの決けつ済さいにて二回刷さつ新しんされますの。だから、そのあたりを見み越こし、各家は当代となる者達を交流させ、平へい和わ裏りに歴史再さい現げんを進め、収める手て筈はずを整えていた筈ですの」

「つまり、……羽柴がやってきて、三国はそういった歴史再現を談合などで平和裏に進めることが出来なくなった。そういうことさね？　しかし──」

　直なお政まさが問うた。

「最上と伊達、上越露西亜を羽柴が牽けん制せいするのは解わかるさ。うちらが三国と連れん携けいする可能性もあるしね。しかし、羽柴の意い向こうか、三国の独自の動きかは解わからないけどさ、何な故ぜ、最上や伊達が衝しよう突とつを止めたのさ？　何か理由があるのかい？」

　直政のその言葉に、正まさ純ずみを含む皆が、ふと、辺りを見回した。誰かを捜すように、皆はお互いの顔を見て、わずかな間を置いてから、

・貧従士：『書しよ記きが〝いい質問だね!?〟とか来ないのは違い和わ感かんですよね』

・義　　：『……何だその貴き様さまらの連れん帯たいは』

　……連帯じゃなくて、どっちかっていうと義務とか流れなんだが。

　アリアダスト初しよ心しん者しやには難しかろう。未だに自分も制せい限げん速度くらいが限界だしな。

　だが、皆の中、動いた者がいる。ホライゾンだ。彼女はぐるりとあたりを見渡してから、相手をロックすると無む表情に口を開け、

「──知っているのですか点てん蔵ぞう様!!　三国が何故衝突を止めたのか！」

「ええ!?　自分で御ご座ざるか!?」

　災さい難なんだなあ、と思うが、代わりになる気は全く無い。するとこちらの視線の先、メアリが笑みを点蔵に向けた。彼女は、頰ほおに手を当て、

「まあ、点蔵様、知っているのですね？　三国が衝突を止めた理由を」

「──Ｊｕｄジヤツジ．で御座るよ!!」

　クロスユナイトが、拳こぶしを握って即答した。
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　……人生に必要なのは前向きな内面の勝利に御ご座ざるな!!

　点てん蔵ぞうは力強くそう思った。向こう、ナルゼがトンボ枠わく型がた術式陣マギノフイグーアに〝まけいぬ思し考こう〟と書いて見せてくれているが、気にしないことにする。まず、ここで言うべきは、

「三さん国ごくが衝しよう突とつをとめた理由。恐らくは、羽は柴しばの意い向こうで御座ろうな。……何しろ、羽柴、それとP.A.Odaにとって、三国が衝しよう突とつするのは、少々危き険けんなので御座る」

　それは、

「──織お田だ・信のぶ長ながの暗あん殺さつに関係するからに御座る」
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　皆が静まったのを点蔵は聞いた。動きを止める者、言葉を止める者、その中で、点蔵は一人頷うなずき、

「それこそ聖せい譜ふ記き述じゆつ、と言うべきで御座ろうかな。上越露西亜スヴイエート・ルーシに対し、最上もがみや伊だ達てがぶつかる戦いは、歴史上、二度あるので御座る。だからそれを強制することは、今の羽柴には可能で御座ろう。しかし、その強制を行うと、信長関かん連れんで少々面めん倒どうなことが生じるので御座る」

　何な故ぜなら、

「歴史上存そん在ざいする、上越露西亜に対して、二度の、最上、または最上と伊達がぶつかる戦い。しかし、そのどちらの戦いも、信長公こうの死後にあるので御座る」
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　いいで御座るか？　と、点蔵は、また、指を二つ立てて掲げた。

「上越露西亜の上うえ杉すぎに対し、最上や伊達が激げき突とつした戦せん闘とう記録は、二つ。

　一つは、〝十じゆう五ご里りヶ原はらの戦い〟。これは最上の東からの侵しん攻こうに対し、上越露西亜の勇ゆう将しよう、本ほん庄じよう・繁しげ長ながが迎げい撃げきを行うものに御座る。このとき伊達は、上越露西亜に呼こ応おうして最上を攻撃するという……、少々ややこしい展開になって御座るな。

　そしてもう一つは、〝慶けい長ちよう出で羽わ合かつ戦せん〟。これは、関せきヶ原はらの決戦に羽柴側として出しゆつ陣じんしようとした上杉勢ぜいを、松まつ平だいら側についた最上と伊達が襲しゆう撃げき。先の繁長公こうを含む上杉主しゆ力りよくが迎撃を行う、というもので御座る。このどちらも、信長公の死後に行われるものに御座るな」

「えーと、ちといいか？」

　馬鹿が手を挙げた。

「信長が死んだ後の歴史再さい現げんっても、猿さる子こには別に構わなくね？　だって猿子、こっち、江え戸どや里さと見みに侵攻してんじゃん。あれ、信長の死後、猿子の晩年とかのことなんだろ？」

「上越露西亜については、柴しば田た公が関わるので御座るよ。そして……、柴田公が上越露西亜と抗こう争そうしている最中に、信のぶ長なが公こうは暗あん殺さつされるので御ご座ざる」

　つまり、

「羽は柴しばが関かん東とうに侵しん攻こうした文ぶん禄ろくの役えきのように、羽柴主しゆ体たいの歴史再さい現げんでは御座らぬ。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシや奥おう州しゆうが絡んだ歴史再現を前倒しで行えば、それに関わる柴しば田た勢ぜいの歴史再現も行わねばいかぬと、そういう状況になっていくものに御座る。

　結果として、それは、──信長公の暗殺と、柴田勢の撤てつ退たいの再現を呼ぶで御座ろう。関係国も当然、それを望むで御座ろうな」

　確かに、と呟つぶやいたのはナルゼだ。彼女は空にしたグラスを指で摘つまみ、腕を組むと、

「柴田は上越露西亜侵攻を、随ずい分ぶんと〝手て間ま取どって〟いるわよね。それが、信長の暗殺時じ期きを〝柴田が上越露西亜侵攻をしていないからまだだ〟とする意味があるならば、彼がわざわざM. H. R. R.神聖ローマ帝国の副長まで兼けん任にんした意味も解わかるわ。時間稼かせぎよ。

　マクデブルクまで足あし運はこんできたのも、歴史再現のためじゃないんでしょうね、アレ。上越露西亜侵攻を遅らせて、信長の死はまだだと、そう示していたというところかしら」

「恐らく、そうで御座ろうな」

　点てん蔵ぞうが頷うなずいた時だ。

「……我が王？」

　ミトツダイラが、トーリを見ていた。

　点蔵の視界の中、馬鹿は未だに笑みのままだ。だが、彼は先ほどから動かない。

　ミトツダイラは眉まゆを下げて彼を窺うかがっている。同じように、浅あさ間まも、喜き美みも、彼のことを見ている。そしてホライゾンが、小ピースに刻んだピザを出し、

「食べては如何いかがですか。マクデブルクで起きたこと全てが、信長公の死に対する時間稼ぎでしかなかったなど、……起きた事実に対する悲ひ観かん的てき判断でしかありませんよ。

　あの場でホライゾン達は守られ、勝利し、ええ、──アデーレ様がやはり再検査に」

・貧従士：『いやあ、マクデブルクにいた犬いぬ達たちを可愛かわいがっていたせいですかねえ。すいませんね、修学旅行の時期ズラすハメになっちゃって』

・副会長：『まあ、別に武蔵むさしが動けないから、時期ズレは構わないがなー』

　結局、何ど処こに行くことになるので御座ろうなあ、と、点蔵は思う。そして、

「トーリ殿？　先さき程ほどから、動かず、どうされたので？」

「え？　ああ、うん、大したことじゃ……、いや、あるかもしんねえな」

「それは──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と馬鹿が頷き、正まさ純ずみを見た。

「……セージュンが、夏服慣なれてねえんだろ。冬に比べて脇のカットが広いんだけどよ。袖そでの接続甘あまくて外れてて、こうピザ食うのに前まえ屈かがみになると中が覗のぞけてなあ」

　正純が慌あわてて自分の身体からだを抱いて、極きよく東とう女子衆しゆうも急ぎ脇をチェックする。

　そして、馬鹿がこちらに顔を向けた。

「でも、柴しば田たとか、噂うわさによると侵しん攻こう開始したんだろ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、露西亜ロシアの西、浮ふ上じよう都市のノヴゴロド方面に出て御ご座ざるな。……幾いくら信のぶ長なが公こうの暗あん殺さつを避けようとしても、歴史を全く進めないのは問題で御座ろうし。

　対する上越露西亜スヴイエート・ルーシも、対たい抗こう手段を構えている訳で御座るし」

「対抗出来んの？」

「もう一度言いうで御座るが、それこそ聖せい譜ふ記き述じゆつ、で御座るよ」

　説明のための表示枠サインフレームを出しながら、点てん蔵ぞうは言った。

「聖譜記述によると、上越露西亜の上うえ杉すぎ勢ぜいは、基本、織お田だに対して劣れつ勢せいで御座った。しかし、織田勢に対して、勝利、撃げき退たいをした時が御座る。それが──」

　それが、

「〝手て取どり川がわの戦い〟に御座る。──七なな尾お城じようという、上杉勢から織田側に寝ね返がえった城。その援えん護ごに向かった柴田勢が、七尾城の落らく城じようを知らず、撤てつ退たい戦とならざるを得なくなった、そんな戦いに御座るな。この後、柴田公は反はん撃げきを行っていくので御座るが、その途と中ちゆうに信長公の暗殺が生じ、最終的には撤退となる訳に御座る」

　ネシンバラ殿どのがいれば、ノリノリで御座ろうなあ、と思いつつ、点蔵は表示枠を皆に見せた。それは、今まで告げた戦いや諸しよ情報を時じ系けい列れつに並べたものだ。


『テンゾーの、御まとめ歴史帳』

・上杉領りよう内ないにおいて、七尾城が織田側に寝ね返がえるで御座る。
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・『手取川の戦い』（一五七七年）



　攻撃される七尾城の援護に向かった柴田勢が、撤退戦に追い込まれる。

　その後の柴田公は反撃を行っていくものの、信長暗殺によって撤退。

　但ただし、この後も織田側に寝返った新し発ば田た家が西側で反乱を繰り返し、東では隣りん接せつする最上もがみが衝しよう突とつを開始するで御座る。

[image: ]


・『十じゆう五ご里りヶ原はらの戦い』（一五八七年）



　先に最上と伊達の衝突が生じた際、上杉側が最上に侵攻。

　本ほん庄じよう・繁しげ長ながらによって、最上に奪われていた領りよう土どを奪だつ回かいするで御座る。
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・『慶けい長ちよう出で羽わ合かつ戦せん』（一六〇〇年）



　関せきヶ原はらの際、羽柴側として出しゆつ陣じんしようとした上杉を、松まつ平だいら側がわについた伊だ達てと最上が攻撃して止めるので御座る。なお、松平側からはこれを〝会あい津づ討とう伐ばつ〟というで御座る。

「──何で説明に御ご座ざる語ご尾びつけんのオメエ」

「いやあ、ちょっと堅いのも何かと思うもので御座って……」

　だが、大体はこの流れだ。

「手て取どり川がわの戦いの後、反はん撃げきに乗り出したP.A.Odaは、しかし最終的には上越露西亜スヴイエート・ルーシから撤てつ退たいするので御座るが、上越露西亜も、織お田だ側についた反はん乱らん勢や最上もがみ勢ぜいとの衝しよう突とつで疲ひ弊へいするので御座る。だから上越露西亜としても、簡単には織田家の撤退を促うながすことが出来ぬので御座るな」

「ならば、……最上も伊だ達ても、何な故ぜ、動かないのですか？」

　と問うて来たのは誾ぎんだ。彼女は首を傾かしげ、

「十じゆう五ご里りヶ原はらの戦いの布ふ石せきとして、最上が上越露西亜に攻撃を加えておく。……上越露西亜が手取川のタイミングを図っているにしろ、その強きよう制せい力りよくを持つ十五里ヶ原の戦いの開始条件を最上側で先に構えておいていいと思うのですが。

　これは、最上と伊達が持つ、羽は柴しば側がわへの最大の交こう渉しようカードであると思います」

「その件については、私の方で把は握あくしている」

　と、声が挙がった。正まさ純ずみだ。
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　正純は、服の脇を締め直し、表示枠サインフレームを幾いくつか開いた。昼に父と会い、その後に暫ざん定てい議ぎ庁ちようから送られてきた諸しよ情報だ。それによれば、

「羽柴は、基本的に、その武力と侵しん攻こうを示し威い力りよくにしている。……しかし、立たち花ばな嫁よめが言いたいのは、関かん東とうから奥州の地ち勢せいと風ふう土どだな」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と誾が言った。

「極ごつ寒かんの地という利がありますので、羽柴とて奥州全ぜん域いきへの侵攻は至し難なんでしょう。ならば、伊達も最上も、羽柴に対して堂々と対たい等とう交渉を出来るのではないかと、そう思うのですが」

「その件については、確かに私も、そう思う」

　だが、と言わざるを得ない。

「伊達については不明だが、最上家が羽柴に気を遣つかう理由が一つある」

　それは、

「最上家の愛まな娘むすめ、当とう主しゆである最上・義よし光あきの娘、駒こま姫ひめが、──歴史再さい現げんとして、羽柴の甥おい、羽柴・秀ひで次つぐの側そく室しつとして抱えられるからだ」
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　ミトツダイラは、正純の言葉に背を淡く震わせた。何な故ぜならば、駒姫の身分とは、

　……歴史再現に応じた人ひと質じちですわね。

　ミトツダイラは、関東に領地を得ると決まったとき、幼いながらも周辺の事情を勉強している。だから、駒こま姫ひめの処しよ遇ぐうは知っているし、その内容には同情を得たものだ。

　何な故ぜなら、子供の頃、武蔵むさしに一人派は遣けんされた自分も、聖せい連れんに対して六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが差し出した人ひと質じちのようなものだったからだ。無む論ろん、あれには母達の意図があり、周囲には紆う余よ曲きよく折せつながらも友人が生じ、己おのれの居い場ば所しよも宿る場所もあると、今はそう思えるようになっているが、

「羽は柴しばが、最上もがみに〝歴史再さい現げんの確認〟をしたのは、二週間前でしたわね？」

　その言葉に、直なお政まさが小さく舌した打うちする音が聞こえた。

　彼女はつまらなさそうに、

「……三み方かたヶ原はらの戦いの結果故ゆえ、か。そして駒姫は──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみが首を下に振った。

「今のところ、どうなっているかは不明だ。だが、江え戸どの方に、まだ未み襲しゆう名めいだった羽柴・秀ひで次つぐの居きよ城じよう〝聚じゆ楽らく第だい〟が到着したという情報を得た」

　昼に下で聞いた話だ。それを聞いた直政は、そういうことか、とただ頷うなずき、言葉を作った。

「……羽柴は、江戸と里さと見みの領地を朝ちよう鮮せん出しゆつ兵ぺいをもって制せい圧あつ。そこから最上家けを射しや程ていに入れ、歴史再現を利用して駒姫を人質にする。そういうわけさね……？　しかし正純、駒姫の身分は、羽柴の下に渡った後、どうなるのさ？」

「それは、少々厄やつ介かいですの」

　過去に勉強し、知っている奥おう州しゆうの諸しよ事情。それをミトツダイラは告げた。

「駒姫は、……夫である秀次が羽柴の怒りに触れて自じ害がいをさせられたとき、連れん座ざで自害をすることになりますの。つまり、最上は、──愛まな娘むすめの生せい殺さつ与よ奪だつ権けんを羽柴に奪われたんですわ」
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　確かに厄介で御ご座ざるな、と点てん蔵ぞうは内心で呟つぶやいた。

「……伊達家も、政まさ宗むね公こうの弟、小こ次じ郎ろうに謀む反ほんの疑い有りとして政宗公が自害を賜たまわる聖せい譜ふ記き述じゆうが御座る。それはまだ行われていなかった筈はずで御座るが、そのあたりを交こう渉しようカードに使われていたら、面めん倒どうで御座ろうな」

　そうですわね、と、ミトツダイラがこちらに視線を向ける。

「勿もち論ろん、それだけではありませんわ。聖譜記述でも、実際に、羽柴は奥州に対して侵しん攻こうしませんの。彼女の荷か担たんするM. H. R. R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクも然しかり。……ですけれども、羽柴は、ある形で奥州に関かん与よするんですの。先程も少々触れた話ですが──」

　それは、

「惣そう無ぶ事じ令れいと、奥おう羽う仕し置おき。──信のぶ長ながの死後に発はつ布ぷされた、極きよく東とう内における闘とう争そうの禁止と、それを奥州や関かん東とうで破った者達への処しよ罰ばつを含む〝領りよう土ど国こつ境きようの確定〟ですわ」

　解わかりますわね？　と、ミトツダイラが皆に鋭い視線を回した。

「羽柴は、その強大な武力と支配力を背景に、極東の闘争行為の禁止と、奥州の領土確定を行う権限まで持っているんですの」
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　本気で厄やつ介かいだな、と正まさ純ずみは心に言葉を作る。

　一時期なりとも極きよく東とうの支配者となる羽は柴しばは、支配力強きよう化かのために幾いくつかの手を打つのだ。そして、初期の内に行われた施し策さくの内、奥おう州しゆうにとって大きな意味を持つのが、

「極東内での国家間闘とう争そうを禁じる〝惣そう無ぶ事じ令れい〟と、それを奥州で違反した者達に処しよ罰ばつとして与える、国こつ境きよう確定の〝奥おう羽う仕し置おき〟。歴史再さい現げんを盾たてに領りよう土どの確定が行われるならば、奥州の諸しよ教きよう導どう院いんは羽柴に対して強い動きを取ることが出来ないだろう」

　もしもこれを覆くつがえすことが出来るとしたら、

「私達、武蔵むさしであり、松まつ平だいら勢が、関せきヶ原はらを勝利し、国境などを再さい確定することだ。

　だが、現状の、敗戦を得た武蔵むさしや私達では、各国がそれを信用すまい」

　だから、

「今は、羽柴が主しゆ導どう権けんを握っている」

　自分達は頼りないと、正純はそう思う。羽柴の死後、松平による関ヶ原後ごの領土再さい確定など、更こう新しんされなくなった予よ言げん歴史書に書かれているだけの言葉。それが遵じゆん守しゆされるという決まりだけを頼りにした、甘えたすがりつきの物もの言いいだと、そう考える。しかし、

「関ヶ原後の世界を叶かなえるための動きを、私達はこれから作っていかねばならない」

　告げた一言に、誰もが身動きを止めた。ややあってから、皆の視線だけがこちらを見る。

　期待とも、興味とも、試しとも感じられる視線の色に、正純は深く息を吸う。

　……自分達が動く事への無む力りよく感かんは、それぞれ持っていないようだな。

　ならば行動だ。と、正純は思う。だから右の手を握り、掲げ、

「行動だ。そう、行動だけに、──こう、どうしようかということをこれから話そう」

　皆が息を飲んだ。
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・ウキー：『犯はん罪ざい行為は、さて、どうしたものか……』

・○べ屋：『何で正純はいつもそうフライングするのー？』

・傷有り：『あの、すいません、今の一体どういう意味で……』

・副会長：『悪かったな！　ああ、悪かったよ！　悪かったともさ!!』

・俺　　：『しょうがねえ、口くち直なおしに何か作ってくるか……』
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　正純は、気を取り直して一息を入れた。馬鹿が厨ちゆう房ぼうに入り、正面、ホライゾンが無表情に「まだ大だい丈じよう夫ぶ」と両の平手を立てたジェスチャーを見せているが、まだって何だ一体。

「ええと、いいか？　羽は柴しばの牽けん制せいによって最上もがみも伊だ達ても動かないならば、私達の為なすべきは、両方に動きを取らせていくことだ。そして伊達と協働し、可能ならば最上、上越露西亜スヴイエート・ルーシとも手を組み、まずは──」

　大きいことを言おう。

「──信のぶ長ながの暗あん殺さつ。その歴史再さい現げんをせざるを得ない状況に、極きよく東とうを持っていく」

　そして正まさ純ずみは息を吸った。皆を見渡し、

「スタートは、奥おう州しゆうの歴史再現だ。最上と伊達を動かし、十じゆう五ご里りヶ原はらの戦いの布ふ石せきを打たせれば、あとは上越露西亜次し第だいで、P.A.Oda北側、柴しば田た勢ぜいに対する信長暗殺の準備が完了する。

　無む論ろん、暗殺の条件には他も多く関わるが、一つを詰められるのは確かだ」

　そのためにも、

「これから行う伊達家との機き密みつ会談で、お互いのパイプラインを確定したい。

　奥州覇は者しやの伊達家。その最終領りよう土どを確定するのは松まつ平だいらだ。お互いいい関係を作りたいとは思っているだろう。……ただ、そこに至るまで、信長の暗殺、羽柴の死亡、関せきヶ原はらの決戦と……、やらねばならんことが山さん積せきだがな」

　しかし、

「それをどうするかが、私の仕事ということだ」

「あ、おいおい、ちょっと待てセージュン」

　と、不ふ意いに馬鹿の声が来た。

　何だ？　と視線を返せば、馬鹿はこちらにジャガイモの揚げ物を持ってくる。品ひん種しゆによっては禁きん制せい品ひんだから勘かん弁べんしろよ？　と思うが、

「何だ馬鹿」

「ああ、オメエ、ちょっと物もの事ごと難むずかしく考えて喜ぶクセついてっから、注意しとけよ？

　大体アレだ。解わかってると思うけど、信長の暗殺っても、──殺しの強きよう制せいは無しな？」
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「────」

　痛いところを突いてくる、と正純は思った。しかし馬鹿は、うん、と頷うなずき、皿を置き、

「それ、俺達のスタートラインだったし、英国イギリスでもホライゾンが確認したもんな。

　それが俺達の大事な最初。そうだろ？　最初の分ぶん岐き点でエンディング決定してることも多々あるからホント、最初は大事に憶おぼえて──、ってホライゾン何その目つき！　新鮮だな！」

　馬鹿の戯ざれ言ごとは大部分放ほうっておこう。とはいえ、思うところがあるのも確かだ。

　……最初、か。

　そうだな、と心に言葉を作って、正純は肩から力を抜いた。正面にいるホライゾンを見て、鈴すずや、ミトツダイラに視線を向ける。そして思うことは一つだ。

　……皆、自分達の最初を、忘れていないんだろうな。

　だが、半はん人じん狼ろうの騎き士しは、細こま切ぎれのピザを摘つまもうとしていた箸はしを慌あわてて戻し、

「──どうなさいましたの？　こっち見て」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは答え、椅い子すに浅く腰掛け直した。

　……参ったなあ。

　死の強きよう制せいは無しだということを、忘れていた訳ではない。ただ、自分達にとっては当然のことだと、気にならなくなっていたことも確かだ。つまり油ゆ断だんだ。

　馬鹿に心配させてどうする、と、正純は自分を[image: ]しつ咤たする。その上で、

「基き本ほん部分は葵あおいの言う通りだ。私達のコンセンサスは、難しい部分さえ無くせば一つだ。

　──死んで当然だったなどと、そんな言葉の通じる世界を作りたくない、と」

・義　　：『ならば、この先の伊だ達てとの会議、どうするつもりだ？』

　その問いかけの答えは、もう、一つしかない。

「私は、未来を交こう渉しようカードにする。──やることは山さん積せきだが、松まつ平だいらが、この極きよく東とうを平和に導く。大変だが、それを基礎にするのが一番だろう」

　正純は、そこまで言って、一息を入れる。

「羽は柴しばは、奥おう州しゆうへの睨にらみとして私達を使った。自分達に逆らうとどうなるか、私達の敗戦をもって奥州勢ぜいに示したわけだ。遠えん慮りよ呵か責しやく無なく叩たたき潰つぶすぞ、と、そんな恐きよう怖ふを与えたんだ。

　だから私は、その恐怖を払ふつ拭しよくする。喪そう失しつをも前ぜん提ていとした歴史再さい現げんを払拭する」

　それは、

「羽柴が恐怖で未来を保証するならば、私は、恐怖の払拭で未来を保証しよう」

　言って、正純は横を見た。

　するとそこに、全ぜん裸らの女じよ装そうがエプロンを着けて立っていた。

　一いつ瞬しゆん、女子と見み間ま違ちがえる馬鹿の格かつ好こうを見て、正純は無む表情にこう言った。

「服ふく脱ぬげ馬鹿」

「い、いつもは着ろとか言うのに！　ダブルスタンダードで攻めてきやがったな!?」

　だがまあ、と馬鹿が苦く笑しようした。こちらの頭を一回叩たたき、

　……ちゃんとやれよ、とでもいうつもりか？

　思ったなり、ふと、正純は、彼のつぶやきを聞いた。

「俺もしっかりしねえとなあ」

　小さな声だ。自分の周囲の数人が聞いただけだろう。

　しかし、言葉の意味を確認するより早く、動く人ひと影かげがあった。壁かべ際ぎわのナイトだ。

　魔女テクノヘクセンは、自分の術式陣マギノフイグーアが外からの報告に踊っているのを見つけると、

「Ｊｕｄジヤツジ．、来てるよ！　上空、ステルス外にいる魔女の警けい戒かい網もうからの──」

　言うなり、ナイトが広げた術式陣マギノフイグーアから響ひびいたのは、外の音だった。堅い、硬く、そして固まって突き抜けた震えは、何かが高速で有あり明あけに激げき突とつした響きであり、

『〝有明〟より報告！　──有明天てん面めんに御ご来らい客きやくです！』

　来らい訪ほう者の正体を、自動人形の放送が告げた。

『所しよ属ぞくは伊だ達て家、副長の伊達・成なる実み様と判はん断だん致します！　──以上！』
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　その姿は白の色に包まれた空の下、やはり白の鉄で出来た広大な平野に立っていた。

　有明上じよう部ぶ天面。中央付近において、遠とお巻まきに、IZUMO系軽けい装そう甲こう装そう備びで固めた極きよく東とう警けい護ご隊たいに囲まれているのは、

「竜りゆう……？　武ぶ神しん……？　いや、それにしては小さいか」

「ならば半はん竜りゆうか？　まさか特定ジャンル好きなのか」

「厄やつ介かいなことになるぜ……」

　武器を抜かず、しかし柄つかや大おお盾だてを摑つかむ手を構えた警護隊の面々は、漏もらす言葉でそのものの形を告げあっていた。

　有明の白い天面装甲に立つのは、黒くろ緑みどりと朱しゆの色で作られた直立の装甲だった。身長は三メートルほど。鋼鉄で作られた形状は背に翼を持たないが、顔の上部、一本角づののようにつくのは、

「毛虫か……？」

『否、百足むかでと言って貰もらいたいわね。竜が基礎ではあるけど』

　と、それが応えた。響いたのは女性の声。続く言葉と動きは、

『解かい除じよ〝不ふ転てん百足〟』

　一いつ瞬しゆんだった。声に応じる呼吸より速く、直立した黒緑と朱の装甲は胴どう体たいや四し肢しが中央から咲くように割れ、


《機き動どう殻かくDDS-002B〝不転百足〟解かい除じよ：確認》



　生物的な口くち音おとにも似た響きと、打ち重なる金属音おん。そして花のように展開した装甲から出てくる全身がある。やはり白と朱の露西亜ロシア系けいインナースーツを纏まとっているのは、

「奥おう州しゆうシビル、仙せん台だい伊達教きよう導どう院いん副長、──伊達・成実。極東との非ひ公こう式しき会議に来たわ」

　黒の長ちよう髪はつを流した長身の女の背後で、〝不転百足〟が流体光こうの飛沫しぶきを上げた。己おのれを別の空間に収しゆう納のうしていくのだ。涼しげな音とともに散る光を背景に、伊達・成実は右手を挙げた。

　眉まゆと、垂れ気味の目は弓を作っており、

「成実でいいわ。仲良く、お願いね……？」

　笑み、と言える顔の横。掲げられた手は、鉄で出来ていた。

　四し肢しも全て、義ぎ体たいの姿だった。







[image: 解説　●青雷亭本舗（葵家自宅）●]







[image: 第八章『白き野の生え抜き達』]
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　夜の底に、白い大地がある。

　雪の野だ。月光に照らされている雪面は大部分が溶けて固まりつつあり、

「初夏だってのに極ごつ寒かんの重じゆう奏そう領りよう域いきで戦せん闘とうかよ。武蔵むさしの連れん中ちゆうは太たい平へい洋よう側でバカンス状態なのにこっちは上越露西亜スヴイエート・ルーシって、──学生ってのは面めん倒どうでしょうがねえな、トシ」

「何だよナっちゃん、泳げないくせに無む理りに海に行こうとして。大体、去年は〝俺は海より山だ！〟とか言ってたじゃん。だから柴しば田た先せん輩ぱいがこうして山に連れてきてくれたのにさ」

「連行されたんだあれは！　出席日につ数すうやべえのに教室までやってきて作り笑顔で〝ナルナルくぅん？　ちょっといいだろ？　来いよ馬鹿〟じゃねえよあの結けつ婚こんボケは……」

　黒くろ革かわの上着を着込み、声を挙げる浅あさ黒ぐろい肌はだの男は、隣となりに立つ赤のM. H. R. R.神聖ローマ帝国 制服姿すがたを見た。共に４の白字を服に入れた彼らの内、赤の方、足の搔かき消えている霊れい体たいの方が、

「柴田先輩の真似まね、あんまり似てないねえ、ナっちゃん」

　うんうん、と頷うなずくのは、彼の肩上に乗っている小さな霊体の少女だ。

『へたくそー』

「うるせえな。どうせ俺は戦せん場じようの経けい過か報告とかも苦にが手てだよ」

「ああ、先日も切り通しの部分の攻こう略りやくを報告したとき、〝俺がこう行って突っ込んで百ゆ合り花ばなでドドドで終わり〟とか、全く作さく図ず出来ないような言い方してたよね。あれ、後で僕が辻つじ褄つまを合わせたから、今度学食でオゴるといいよ。カレー以外」

「カレー駄だ目めか？　タンドリーもか？」

「うん、油ゆ断だん出来なくなった。少なくとも戦せん国ごく時代が終わるまでカレ禁きんだね」

「じゃあ、早めに終わらせねえとな」

「いや、別に遅くてもいいよ。どうせ当分は北回りばかりだし」

　赤の制服が苦く笑しようし、肩の少女が深く頷うなずいていると、彼らの後ろから影が来た。

「あ、いたいた、──前まえ田だとまつに、佐さつ々さ」
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　振り向いた前田・利とし家いえの視し界かいに入るのは、眼鏡めがねを掛けた女子制せい服ふくの人ひと影かげだ。

　P.A.Odaの女子制服の上に、大きめの男子上うわ着ぎを着込んだ姿は、表示枠インシヤコトブを手に摑つかんで掲げている。だが、利家は、その後ろ、黒に塗られたP.A.Oda鉄てつ甲こう船せん群ぐんの方から、白い炊すい事じの煙が幾いくつか上がっているのを見て、

「ミッチー、随ずい分ぶん余よ裕ゆうだけど大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

『よゆー』

　肩に乗ったまつの言葉に、うん、と苦笑で相手は返した。肩からずり落ちていた〝北ほく陸りく方面会計　不ふ破わ・光みつ治はる〟という腕わん章しようを上げ直し、一息をつく。その上で、

「柴しば田た先せん輩ぱいが、ああした方が大軍だって解わかるだろうから定期的にしとけ、って」

　成なる程ほど、と利とし家いえは頷うなずいた。

　……相変わらずだなあ。

　自分達の先輩、大規模戦せん士し団だんを率いるP.A.Odaの副長柴田は、実力も戦力も備わっている一方で手を抜かない。そしてその方向性は、

「ケ、見み栄えっ張ぱりの見せつけじゃねえか」

「見栄っ張りかどうかより、プレッシャー効果があるかどうかで話したら？」

　く、と唸うなる成なり政まさを無む視しして、不破が一息をついた。彼女は、遠くの炊すい事じの煙と、その匂においにつられて周囲の森から出てきた鹿しか達たちを見て、

「でも、このやり方、柴田先輩らしいっちゃらしいよね」

「何だかんだで祭好きだからね。柴田先輩も」

「戦争は祭かよ、トシ」

「Shaja、──政まつり事ごとの解かい決けつ方法の一つではあると思うよ」

　だから面めん倒どうなんだけどね、と利家は言葉を続ける。その一方で心に思うのは、

　……どうだろう。

　内心で、吐と息いきをつけて、こう感じる。

[image: ]

　……いつまで続いてくれるかなあ、この祭は。

　思ったときだった。不ふ破わが前に出た。その姿は、まず、遠く背後に山並のように並ぶ黒の艦かん群ぐんを見て、そしてぐるりと遠く、北側の白い山々を見渡す。

「上越露西亜スヴイエート・ルーシの重じゆう奏そう領りよう域いきって、寒いねえ」

「何だ、外出てねえみてえに言いやがって。引き籠こもりスキル追加か？」

「うん、実際出でてないもの。こっち来てからずっと、北ほく陸りく方面の流れを先の先まで計上しててね。窓からは見てたけど、今、二人がいたから出てきた感じ」

『がんばりすぎー』

「まつの方でしょそれ。私、前ぜん線せん出てないもん」

　は、と、不破は息を長く白く吐く。

「──寒いね」
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　ねえ、と、利とし家いえの視し界かいの中、不破が北の方の白い山脈を指さした。

「佐さつ々さ、あっち、動きある？」

「ああ？　会かい計けいで事務系けいでインドア系で体育２のオメエにゃカンケーねえよ」

「数学と現げん国こくと音楽２の人が現げん地ち会計に説せつ教きようしたあ。──あ、でも美術５だっけ」

「うん……、ナっちゃん、意い外がいな取り柄えがあるから困るよね」

　利家は、どういう意味だ、と睨にらんでくるサングラスを無む視しして、不破に視線を移す。そして、彼女が見た方角、北の方を横よこ目めで確認して、

「僕も、ここに来たからには、少しは役に立たないとね」

　頭の中に置くのは、ここに来るまでに仕入れた戦せん場じようの知識だ。地ち勢せい、勢せい力りよく図、街道などを周囲地ち形けいやその向こうに当てはめた利家は、

「……僕達が見ている限りでは、あっち、上越露西亜の方に意味のある動きはないと思うよ。ただ、あれが、ね」

　北北西の空に、巨大な雲の影がある。空に高く、まるで何かを太く巻いて立てたような雲だ。が、その上部には、

「崩ほう壊かいした町が見えるだろ？　距離にしてまだ十数キロあるけど、偉い容ようだね。──上越露西亜の西にある、露西亜ロシア最さい古この都市、ノヴゴロド」

「またこの馬鹿の語りが始まった」

『わくわくー！』

　……まっちゃんナイスフォロー！

　彼女と共に右の拳こぶしを握り、遠くに見えるノヴゴロドを利家は仰いだ。

「八年前に聖せい譜ふ記き述じゆつ通りの大だい粛しゆく清せいを受けた商業都市。どのくらいの粛清だったか知ってるかい？　──人口八万人の内、六万人が殺されたんだ」

「自分で答えてちゃ世話ねえだろ。……だけど、マクデブルクより死んだのか」

「Shaja。その暴ぼう虐ぎやくの指示をしたのは、上越露西亜スヴイエート・ルーシの総そう長ちよう、〝雷らい帝てい〟イヴァン四世だよ。

　彼は、上うえ杉すぎ・謙けん信しんの二重襲しゆう名めいもしていたが、後こう継けい問題の争いである〝御お館たての乱〟を分ぶん割かつ進行し、次代の長おさとなる上杉・景かげ勝かつを襲名するため、その事件を用いた。

　──ノヴゴロドの女おんな市長マルファと、死んだ市民に、ライバルとなる上杉・景かげ虎とらと、その部下達を当てはめ、粛しゆく清せいした。そう、聖せい連れんには報告されているね」

「酷ひどい話だけど、……でも、〝雷帝〟は先を読んでたよね」

　不ふ破わが言うのも、尤もつともだ。

「そうだね。……清しん武たけ田だの武田家けが超ちよう特急で滅びたけど、本来なら上杉だってその頃に謙信公こうが死亡し〝御館の乱〟と呼ばれる内ない戦せん状態になる。だが、〝雷帝〟は、その大たい半はん部分を先に分割進行しておいて、清武田が滅びた後、態勢をすぐに切り変えてしまった。

　古くなっていた上杉四し天てん王のうを下げ、副長と副会長に〝愛の人〟直なお江え・兼かね続つぐ。第二特とく務むに各地を転てん戦せんする本ほん庄じよう・繁しげ長ながを置き、関せきヶ原はらとその後を見み据すえた状態にシフトしたんだ。

　こっちがマクデブルクを終え、ここに来るまでには、西側防ぼう備びが固まってるなんてね」

　だけど、と利とし家いえは言った。

　夜の空。ノヴゴロドが、ゆっくりとこちらに近づいて来る。青黒く見える雲の巻き筋すじは、ゆるりと、しかし低い地じ鳴なりのような音を寄よ越こしてくる。

「……女市長マルファは、なかなか難しい人だね。八年前の粛清を自分で手配し、市民全員を自じ害がいさせ、動死体化した。今や、町は荒れた状態だが、しかし、外がい縁えんの商業部分は生かしており、相変わらず〝露西亜ロシアの西側入り口〟となっている」

「人ひと寂さびしいのかな」

「どうだろう。ただ、書面交こう渉しようしていた羽は柴しばが言っていたかな。──きっと、ノヴゴロドを守っているのでしょう、って」

「羽柴が？　あいつは何でも首くび突つっ込んでんな。仕し舞まいにゃ過労で消えるぞ？」

　疑問を作った成なり政まさに、Shajaと利家は苦く笑しようで答えた。

「話によると、ノヴゴロドの浮上都市は、その基盤を先せん史し時代に設けたらしい。黎れい明めいの時代、ってやつだね。その中ちゆう枢すうは歴れき代だい管理者によって守られてきていて、マルファですら、中を開けることはまず無いそうだ」

「箔はく付つけるための眉まゆ唾つばじゃねえのか？　どうせ、開けたら大したことねえんだろ？　大体、今じゃあIZUMOや英国イギリスとか、安あ芸きもか。浮いてる土地なんざザラにあるしな」

「まあ、ね。ただ、露西亜最さい古この都市であるノヴゴロドは、重じゆう奏そう領りよう域いきの中で、もうあの形だったらしい。大体、持ち込み元は見けん当とうついてるけど、厄やつ介かいではあるかな」

「それは──」

「極きよく東とう、抵抗の土地と言っておこうか。知っていても、現代の僕達にとっては、あまり意味が無いしね。ただ、知っておいた方がいいのは、上越露西亜スヴイエート・ルーシに粛しゆく清せい食らって、上うえ杉すぎからは後こう継けい問題の敵にされ、しかし尚なお、ノヴゴロドは上越露西亜だということだ」

　と、音が聞こえた。背後だ。

　柴しば田たの輸ゆ送そう艦かんが数すう艦、上昇し、南東へと回かい頭とうしていく。

「……関かん東とう行きか」





●






　輸送艦を見送る利とし家いえは、不ふ破わが同じ方向を見ていることに気付く。

　こちらの横。彼女は眼鏡めがねを上げ直し、

「……北ほう条じようの管理に向かった滝たき川がわ先せん輩ぱいの支援。あと、江え戸ど方面の、ね。滝川先輩にとっては、これからが面めん倒どうな時期になるよね」

「ケ、あの性格で乗り越えて欲しいもんだがな。──しかし、江戸か。流石さすがにあっちなら、現地調ちよう達たつでいいんじゃねえのか？　だって、あれだって、そうだろ？

　奥おう州しゆうの押さえに必要な──」

「そこから先は、羽は柴しばの領りよう分ぶんだよ、ナっちゃん。それに、ナっちゃんだって知ってるだろ？　二週間くらい前に、羽柴がひどく落ち込んでたの」

　言うと、成なり政まさは、こちらを一いつ瞬しゆん睨にらんだ。だが、ややあってから、

「すまね」

「羽柴に言うといいよ。ナっちゃんに言われたの気にしてたから」

「アイツは背負いすぎだ」

　成政が、ケ、と息をつけていうのに、不破とまつが一いつ緒しよに小さく笑う。

「可愛かわいい後こう輩はいだもんね。大体において、今のところは」

「……時とき折おり、訳わかんなくなるけどな。テメエらだってそうだろ？　少なくとも、羽柴自じ体たいは馬鹿げたレベルで自分追い込んで、潰つぶそうとしてる。俺達のため、ってんだったら気持ち悪ぃからやめとけ、って思うんだがな」

「やめろと言ってやめる人間が、五ご大だい頂ちようや六ろく天てん魔ま軍ぐんを預かる訳がないさ。僕としては、羽柴が終わる時、残念が無ければ──」

　不破と成政の視線に気付いて、利家は言葉を止めた。顔かお横よこ、まつが、こちらの頰ほおを叩たたいて、

『だいじょぶ』

　どちらの意味でかは解わからない。が、どちらでも大だい丈じよう夫ぶならばいいと、利家は思う。

　だから、そうだね、とまつに頷くと、不破が笑みになる。

　そして不破は、今いま更さらになって、

「あ、そういえばこれ」

　と、ここまで持ってきていた表示枠インシヤ・コトブを掲げた。

「観測からの連絡。──伊だ達て家けが武蔵むさし側がわに対して動きをとり始めた、って。重じゆう鎮ちんクラスが武蔵側との会議に単たん身しん出たそうね」

「ケ、こっちも急げってことじゃねえか」

　成なり政まさの言葉に、利とし家いえは僅わずかに考えた。ややあってから、

　……成なる程ほどな。

「道どう理りで、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 からこっちに来る途と中ちゆう、大事な客を乗せるように言われた訳だ」

「客？　誰だよ？」

「──御お市いち様よ。柴しば田た先せん輩ぱいへの弁当を三年分詰つめ込んだ氷ひ室むろ木箱コンテナも一いつ緒しよ。佐さつ々さ、さっき挨あい拶さつに来なかったのは、寝てた？」

「うるせえなその通りだよ馬鹿。つーか、マジか？　御市様？　前ぜん線せんに？」

　不ふ破わの頷うなずきに、成政が表情を変えた。彼は眉まゆを立て、背後、南に停まる黒の艦かん群ぐんを見る。

「まさか表おもてにゃ出さねえだろうけど。おもしれえ、柴田先輩、身体からだ張って本気でやるってか」

「ここから先は激げき戦せんになるだろうしね」

　何しろ、と利家は前置きする。

「上うえ杉すぎ家けとなっている上越露西亜スヴイエート・ルーシは、極ごつ寒かん地域でも活動可能な魔ま神じん族ぞくの集団だ。どいつもこいつも、並の武器ではその甲こう殻かくを抜くことすら出来ない。それなのに──」

　と利家は言って、北の雪せつ原げんに身を向けた。そして、

「来て早々、コレとはね」

　雪原に、緩い風が舞っていた。だが、風は、ただそれだけではなかった。

「──半はん空間転てん移いを用いた個人ステルス術じゆつ式しきか」

　淡く巻く大気の動きから、月げつ下かへと影かげ群むれがこぼれ落ちていた。

　敵だ。上越露西亜の魔神族戦せん士し団だんが、不ふ意いに宙から雪原に降り立ったのだ。
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　現れる敵群は増えていく。百、二百、数百から千を超えていく数を見た不破は、

「え？　ちょ、ちょっと？　三千、四千……、って、ええ？　まだ行くよ!?」

　思わぬ展開だが、しかし現実だと気付いた不破は息を詰めた。頭の中に浮かぶのは、

　……四よん桁けたクラスの敵てき襲しゆう……!?

　声を挙げ、背後の本隊に連絡を送ろうと思う。だが、眼がん前ぜんに生じた光景がそれを威い圧あつした。

　来るのだ。

　現出する影かげ達たちは、風をめくるように、脱ぎ捨てるようにゆっくり前に出る。どれも姿は身長二メートル以上を超え、四し肢し以上のものを持つ者も多い。

　魔神族だった。

　本来なら、内ない勤きんの自分が正せい対たいする筈はずの無い相手達たち。それなのに、今、数千の巨きよ軀くが、百メートルほどの至し近きんに現れ、更さらに数を増やしている。

　彼らは誰も彼も、上越露西亜スヴイエート・ルーシの制服を着込んでいた。

　そんな彼らの正確な所しよ属ぞくを告げるのは、自分の前に立つ利とし家いえと、佐さつ々さだ。利家が、指ゆび折おって敵の姿を数えながら、

「……上越露西亜の内、南面緩かん衝しよう地帯の領土を与えられている一いつ向こう一いつ揆き衆しゆう。元はムラサイの大総そう長ちようスレイマン麾き下かにいた砂漠の魔ま神じん達だったよね。今は聖せい協きようの内、土ど着ちやく信仰を受け入れる派を兼ねているんだっけ」

「上うえ杉すぎ本ほん隊たいだったら良かったのにな。俺にとっちゃあ面めん倒どうくせえ相手だ」

『めんどうー』

　不ふ破わは、まつの声に頷うなずくことも出来ない。いきなりの前ぜん線せん化に足すらすくんで動かない。

　……うわ。

　頭の中に浮かぶのは、現げん地ち会計として集めている敵の情報だ。

　……ええと、聖せい連れんが毎年実じつ施ししている全国統とう一いつ学力試験では──。

　上越露西亜の主しゆ校こう、春日山宮殿カスガガーラクレムリンの学生の平均運うん動どう能力は、百メートルにおいては術じゆつ式しき無なしで五秒台を叩たたき出している。それは時速にして約七十キロ。体重三百キロを超える魔神族ぞくの巨体は、その突進だけで人間の戦せん士し団だんを瓦が解かい出来るものだ。

　対し私は、体重五十二キロで百メートルは御ご免めんね二十一秒だったわー。遅いわー。

　だが、会計の能力で、不破はこれからのことを計算する。

　……ここから本隊までダッシュで逃げたとして……。

「さて」

　……不破さんは、これから何秒後ごに振り返って何秒後に走り出して何秒後に追いつかれて何秒後に張り倒されて何秒後にあんなことやこんなことされて何秒後に解げ脱だつサインして何秒後に通神帯ネツトにその映像をバラまかれるでしょうか（配点：盛り上がり）。

「おい、不破、何を頰ほおに手ー当ててくねくねしてんだテメエ。また空回りの馬鹿か」

「ば、馬鹿って言う方が馬鹿だもん！　それよかどうすんのこの状態！」

「ああ、うん」

　利家が、平へい然ぜんと言った。

「ミッチー、動かないでいてくれる？」





●






「へ？」

　不破は、利家の言葉に、首を傾かしげた。

　……動くな、って、無む茶ちやな。

　だが、利とし家いえはこちらへの考こう慮りよが無い。彼は指ゆび折おり数える、己おのれの指の動きを見ながら、

「うん、計算狂くるうと面めん倒どうだから。──あ、ナっちゃん突っ込んでっていいよ。こっちの計算外で直ちよく撃げき喰くらいそうになっても避けれるよね？」

「テメエはまたテキトーな戦せん術じゆつ考かんがえてやがるな……？」

　佐さつ々さの半はん目めを見た上で、不ふ破わは利家に問いかけた。

「戦術？」

「Shaja、──こっちの雪せつ原げんに、反応が出てるのは解わかってたんだよ。柴しば田た先せん輩ぱいの方でね。それで、ほら、久し振りに僕、こっち来たよね？　だから柴田先輩が〝ちょっとお前、ザコなりに下の連れん中ちゆうに俺頑がん張ばってます的なアピールしてみねえ？〟って言われてさ。

　つまりここの迎げい撃げき任されてるの。まさか柴田先輩が炊すい事じの煙をガー上げて敵を誘ってくれるとは思わなかったけどさ」

「えーと、さ、じゃあ、私は……」

　Shaja、と佐々が利家に向けていた半目をこちらに寄よ越こし、

「だからテメエが来たとき、トシが言ったろ？〝随ずい分ぶん余よ裕ゆうだね〟とよ。テメエ、柴田先輩から何も聞いてなかったのか？」

「ナっちゃん、よく考えようよ。フツー、現げん地ち会計が外に出ていくなんてあり得ないだろ？」

「だ、だって私、久し振りに二人を見たから」

『さいかいー』

　だよねー、とまつと頷うなずき合うくらいには、緊きん張ちようはほぐれている。だから不破は、

「前まえ田だが言うなら、……私、ここいて大だい丈じよう夫ぶだよね？」

「ははは、ミッチーと正せい規き会計争あらそったのが誰かお忘れかい？」

「忘れてないよ」

　ウザってえ、と苦く笑しよう混まじりに成なり政まさが一歩を前に出た。上着の袖そでをまくり、

「やるぜ」

　言うなり、応じるタイミングで真っ正面の雪せつ原げんが爆発した。

　魔ま神じん族ぞくの群が、こちらに向かって突然のダッシュを掛けたのだ。
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　いい判断だ、と利家は思う。

　魔神族の最さい前ぜん列れつが一いつ斉せいにダッシュを掛け、雪原を蹴けり削けずった御お陰かげで、彼らの後ろには横よこ一いち列れつの雪で出来た逆ぎやく瀑ばく布ふの壁が生まれている。ならば、

「その壁を影に、攻撃や、迂う回かいなどをするということだろうね」

　だけど、と利家は笑みを前に向けた。接近する前ぜん線せんと、その背後から来る射しや撃げきや突進に対し、

「──今は夜だよ生せい者じやの行進。身の域いきを知ってくれ」

　言うなり、敵が蹴け立たてた雪の壁を下から突き上げ破壊するものがあった。

　それは、群だった。

　大地から、莫ばく大だいな数で這はい出てくるのは、死者の群だ。

「とりあえず、五万行ってみようか」

　金を落とせば、死者が出る。人じん骨こつを歪ゆがめて練った死者の骨こつ勢ぜいが、それぞれの武器を持って、

「──!!」

　突進の敵に、触れれば砕くだかれるような身でありながらも大たい挙きよした。

　激げき突とつし、飲み込んでいく。そんな破は砕さいと押し寄せの波を見み据すえ、利とし家いえは笑みの口を開いた。

「さあ。ナっちゃん、前に出てよ。僕は後ろにいるから」

「砕いて構わねえんだよな？　あれ」

「十人単たん位いで砕いてくれると、上位転てん化かが進んで有り難いかな」

　使いっ走りかよ、と言いながらも、佐さつ々さが突っ走った。利家の横、一ひと蹴けり分の雪の弾はじきを柱のように立てた頃には、佐々は既すでに大跳ちよう躍やくからの一いち撃げきで魔ま神じん族ぞくを三人ほど穿うがち払っている。

「佐々、無む茶ちや苦く茶ちやね。相変わらず」

「うん、でも最近、解わかってきた。──僕達、結けつ構こう大人おとなしい方だって。

　だから、もっと自分を前に出さないと駄だ目めだよね」

　肩のまつに頷うなずかせながら、利家は腰の棒ぼう金がね刀とうの柄つかから銀ぎん貨かを下に落としていった。

　じゃあ、と敵の突進に物もの怖おじせず笑みを向け、利家は前に一歩を踏み出し、

「──とりあえず、また、追加しようか」

　頑がん張ばらないと。だって、

「武蔵むさしの連れん中ちゆうが、また、動き出しているんだものね。今は、──伊だ達て家を相手に、さ」
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「……上越露西亜スヴイエート・ルーシとP.A.Odaが北ほく陸りくにて激げき突とつを開始した？」

　有あり明あけの広大な空間。その内ない壁へき面めんを上がる大だい規模リフトの上で、正まさ純ずみはミトツダイラに問いかけていた。鳥とり居い型がたのリフトにいるのは、上じよう昇しよう操作を行う直なお政まさを始め、生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうの身み内うちだけで、ゆえに声ははばかることなく、

「これから上で伊達の副長と会談だと言うのに、突然だな。──情報源げんは？」

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国 改派プロテスタントですの」

　となると、経けい由ゆは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズからIZUMOか、と正純は内心で判断した。関かん東とうIZUMOに来た情報は、まずは水み戸と領りよう主しゆであり、総長連合特とく務むでもあるミトツダイラに通じるのが常だ。いつもはミトツダイラから点てん蔵ぞうに情報が行き、そこから全体に伝わるが、

「状況が状況だけに、第一特務には貴女あなたの許可を得てから告げますわ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──六護式仏蘭西の副長には情報経由を感謝せねばな」

「お、お母かあ様はただ経けい由ゆしただけですのよっ」

・現役娘：『あらあら、ネイトったら親の厚こう意いに照れるような年とし頃ごろになりましたのね。ふふ、そちらの老舗しにせに連絡して、御お赤せき飯はん代わりの赤あか身み肉にくを贈りますわね？』

「何で通つう神しん飛ばして来れますの──!?　あと、盗とう聴ちようしてますわね!?」

・現役娘：『まあ、盗聴だなんて、誰がそんなことしてますの？　ネイト限定で私とお父とうさんに筒つつ抜ぬけにはしてますけど』

「さ、最悪！　外げ道どうですわここの通神設せつ定てい!!」

　一応、水み戸とはミトツダイラの襲しゆう名めいもあって、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの関与地域だしなあ、と正まさ純ずみは内心で納なつ得とくする。

　正純は、表示枠サインフレームを開いて設定ページを展開し始めたミトツダイラを横に置き、

・副会長：『ともあれ六護式仏蘭西副ふく長ちよう、情報経由を感謝する。IZUMOの全ぜん座ざ長ちようとM. H. R. R.神聖ローマ帝国 書しよ記きにもそう伝えておいてくれ』

・現役娘：『あら、私は娘に地元の噂うわさを伝えただけで、別に貴女あなたに礼を言われるような憶おぼえはありませんのよ？』

・副会長：『ならば、ミトツダイラへの赤身肉の返礼として、うちの会計に頼んで何か贈らせて頂きたい。毛もう利り側解かい釈しやくで使用出来る氷ひ室むろ式しきの大型木箱コンテナなどどうだろう？　冷れい凍とう技術も昨さつ今こんは進んだから、いい肉の保ほ管かんが可能だと思うが』

・現役娘：『Ｔｅｓテスタメント．、大型木箱一個となると、置き場所を考えませんとね』

・銀　狼：『あの、お母様……？　自宅で使う気ですの？』

・現役娘：『ええ、ネイトの赤飯返がえしですもの。──じゃあネイト、これから会談に付き合うのでしょうけど、粗そ相そうの無いようになさいな？　私はこれからお父さんで忙しくて徹てつ夜やですけど、貴女も立りつ派ぱな大人おとなとして、忙しい生活を送れるように頑がん張ばるのですよ？』

　お父さん〝で〟って何？　〝忙しい〟って、何が？　と問いかけたくなったが、首を九十度近く下に曲げて肩を落としたミトツダイラを見ていると流石さすがに気まずくなった。

　と、リフトの操作を鳥とり居い型がたのインフォメーションで行っていた直なお政まさが振り向く。

「そろそろ上に出るさね。上は少し寒いから──」

　と、首のハードポイントを彼女は示す。ミトツダイラが加か護ご設定を表示枠で操作変へん更こうし始める横、こちらの肩の上では、走狗マウスであるオオアリクイのツキノワが自己判はん断だんで、

『まー』

　ふと、腰の後ろあたりに手を当てて貰もらっているような暖かみが来た。そして直政が、

「随ずい分ぶんと馴なれたもんさね」

「いろいろありすぎるからなあ。とりあえず、浅あさ間まに貰った護ご衛えい術じゆつ式しきはストックさせとくよ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあ、ここならそれで充分だろうさ。──あたしは下に控えてるから、何かあったら呼ぶといいさね。朱雀すざくは射しや出しゆつが出来るようにしとく」

「Ｊｕｄジヤツジ．、伊だ達ての副会長ではなく、副長が来てる訳だからな。そうしてくれ。……まあ、向こうも警けい戒かいしているからこそ、有あり明あけの天てん面めんで会談なんてことになるわけだけどさ」

　……だからこその、副長の参さん上じようだろうな。

　何かあっても、副長であるならばその権けん限げんで一国を預かった判断が出来るし、生せい還かん率りつも高い。

「……伊達・成なる実みか」
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　伊達家副長。伊達・成実。

　伊達家の武を預かる者だということは、正まさ純ずみも知っている。聖せい譜ふ記き述じゆつでは伊達家当とう主しゆである政まさ宗むねの従弟いとこにあたるが、歴史再さい現げんにおいては女性が襲しゆう名めいをしている。

　……確か、伊達家は血けつ縁えんの様々があって、面めん倒どうなんだよな。

　他家の事情に首を突っ込みたくはないが、聖譜記述が為なされているならば仕方のない部分もある。実際、既すでに英国イギリスではメアリとエリザベスの間に介かい入にゆうしたし、隣となりにいるミトツダイラに関しては彼女が極きよく東とう陣じん営えいにいるだけで六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとの関係を生んでいるのだ。だが、

・現役娘：『──あ、一つ、言い忘れていたことが御ご座ざいましたわ』

・副会長：『何だろうか、人狼女王レーネ・デ・ガルウ』

・現役娘：『Ｔｅｓテスタメント．、その呼び方だったら教えてあげましょう。……伊達家ですけどね？　跡あと取とり争いで何が起きるか知ってますわね？』

　Ｊｕｄ．、と正純は応答した。先ほどの会議でも話題にしたことだ。

・副会長：『伊達家当主の政宗と、その弟の小こ次じ郎ろう。二人は兄弟として生活していたものを、母が、弟の小次郎こそが当主として的確と認めたために、政宗は小次郎を殺害するのだ』

　だが、

・副会長：『その歴史再現は、まだ行われていなかった筈はずだが？』

・現役娘：『時代は変わらねばならなくなった筈ですのよ？　どこかの国の敗戦で』

・銀　狼：『お母かあ様……！』

　気にするな、と、正純はミトツダイラに手振りで指示する。

　……恐らく、この物もの言いいだと、人狼女王も確かく証しようを持っていない。

　こちらを釣って話を進めたのは、そのためだ。迂う闊かつな言げん質ちを与えないと言うことだろう。ならば、と正純は心に言葉を置き、

・副会長：『忠ちゆう告こくを感謝する、人狼女王。──もはや、今までの流れ故ゆえ、奥おう州しゆうの人々が私達に期待していたものは失われたと、そういうことなのだな』

　平へい穏おんも、P.A.Odaに対する〝壁かべ役やく〟としても、認められていない。あるのはただ、聖譜記述の約束と、

「……さて」

　眼がん下か、有あり明あけの内部では、巨大な艦かん影えいの改かい修しゆうが進んでいる。

　……これが私達の全てか。

・副会長：『では人狼女王レーネ・デ・ガルウ、そろそろ時間だ。後でまた、祝いの話をしよう』

　顔を上げると、直なお政まさがリフトを止めるところだった。緩やかな速度の低下が始まり、そして重ねるように、上部、天井のハッチが開き始める。

　白の天井が割れ、薄暗いステルス空間の天てん蓋がいが見えてきた。

　風が吹き込んでくる。が、寒くはない。

　再び始まったリフトの上昇を、軽い揺れとして感じながら、正まさ純ずみは気を入れ直した。

　……再開だ。

　伊だ達て家との非ひ公こう式しき会談という、そんなものではあるが、

「──小さな、確実なる再開の一歩として始めよう」
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　伊達・成なる実みは、有明上じよう面めんの装そう甲こう板ばん上で、相手を待っていた。

　両の義ぎ腕わんは左右に下げ、脚あしは肩かた幅はばに、わずかに右足は前だ。いつでも動くことが可能な身み構がまえを取りながら、成実は機械の足から伝わる情報を分ぶん析せきしていく。

　……リフトの揺れが停まったわね。

[image: ]

　正面にあるリフトハッチが開こうとしている。

　リフトの停止による定期的な周しゆう波は震動と、その乱れからするに乗員は八人。女性が四人に男性が四……、否、一人は女性の義ぎ腕わんつき、武蔵むさしの第六特とく務むだろう。

　同じように読みとる有あり明あけの内部構こう造ぞうは、上部四よん分ぶん割かつの底てい部ぶ八分割。資し材ざい置き場となるバックヤードは大十六に小百二十八。

　各部の改かい修しゆう稼か動どう率りつは前部側が低く、中央部が濃い、というところか。

　……左さ右ゆう舷げん一番艦かんの改修稼動率が低いのは、既すでに改修が済んでいるということね。

　輸ゆ送そう艦となる左右舷げん二に艦かんを先に改修し、資材などの倉庫や、職員の宿しゆく舎しやを設けているのだ。全面作業を行うよりも、集中して各艦を改修していくということだろう。ならば、

「武蔵の改修は、装そう甲こうなどの全面部分だけではなく、各艦ごとに特とく異いなものもあるということかしらね……」

　口の中で小さく呟つぶやいた成なる実みは、ふと、こちらを〝護ご衛えい〟として遠とお巻まきに囲む極きよく東とう警けい護ご隊たいの視線に気付いた。

「──と」

　気付かぬ内に、口の端はに笑みを浮かべていた。

　駄だ目めねえ、と笑みを自じ嘲ちようとし、成実は前を見た。

　前方、三十メートルほどの位置に、立っている相手がいる。極東の制服姿すがた、夏服の男物と、女性用のものを組み合わせているのは、

「武蔵アリアダスト教きよう導どう院いん生徒会、副会長、──本ほん多だ・正まさ純ずみだ」

「Ｔｅｓテスタメント．、奥おう州しゆうシビル・仙せん台だい伊だ達て教導院、副長、──伊達・成実よ」

　さて、と成実は思った。副会長の片かた倉くらからの注文はいろいろあって面めん倒どうだわ、と。

　だが、やるべきことは一つ。

　……伊達家の将来に、〝有利〟の二字を与えること。

　そのために、成実は薄うす紅べにを引いた唇くちびるを動かした。

「非公式だけど、伊達と松まつ平だいらの、二に国こく間かん会議を開催させて貰もらうわね」
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　正純は、右前にミトツダイラを置く。彼女が片かた膝ひざを着き、しかし銀ぎん鎖さのオベリスクの入ったケースを床に立てるのを見てから、眉まゆ根ねに浅い力を入れた顔で前を見る。

　伊達・成実との距離は十二メートル。周囲には、

・あさま：『あ、こちらで防音結けつ界かいを施ほどこします』

　すぐに、周囲から音が消えた。その上で、

・あさま：『ええと、読どく唇しん術じゆつとか使われるとマズイですか？　だったら口だけゴッドモザイクとか、ゴッド目め線せんとか、ゴッド湯ゆ気げとかゴッド磨すりガラス＋音声変へん換かんとかありますが』

・銀　狼：『何なに故ゆえにそんな充実してるんですの……？』

・傷有り：『Ｊｕｄジヤツジ．、隠かくす必要なんて、基本、ありませんのに。──ですよね点てん蔵ぞう様』


《通神帯ネツトが大おお勢ぜいの書き込みで混雑停てい滞たいしております》



　……大だい丈じよう夫ぶなのかこの会談。というか表おもてに流れてないか？

　そんなことを思いながら、正まさ純ずみはツキノワに議事録をつけることを指示。そして正面を見れば、成なる実みは変わらぬ姿勢で立っている。だから、

「すまん。退たい屈くつさせたな」

「いや、立っているだけでも充分に情報は得られるものよ」

　しかし、成実は首を傾かしげた。

「生徒会長は？」

「あれは駄だ目めだ」

　即答すると、成実が眉まゆを寄せた。ややあってから、

「総そう長ちようは？」

「それも駄目だ」

　というか同じだ、うちの場合。つまり二に倍ばい駄目だ。

　うん、と頷うなずいた正純は、だが、不意に気付いた。

　……え？　二倍って、実は相当にマズいことなんじゃないか……？

・副会長：『おい！　皆！　今いま更さらだが、うちの強大な欠点に気付いたぞ！』

・俺　　：『え!?　何？　何かヤベえの!?　俺、今、股こ間かんのサポーターのポジションをカンカン直してるから後にして欲しいんでちゅけどお』

・副会長：『お前だあ──!!』

　まあまあ、と皆がフォローに入るのを表示枠サインフレームで見ていると、その透過の向こうで成実が首を傾げていた。

「……生徒会長と総長が、駄目？」

　しまった。コンセンサス違いだ。何しろ極きよく東とうでは駄目な生徒会長と総長も、他国ではまともなことが多いのだった。残念なことにそんなのにはほとんど会ったことない気がするが。だが、しかし、

・副会長：『あ、そっか、逆ぎやく説せつ的に見て、伊だ達ての総長連れん合ごうや生徒会はまともなんだ……』

・金マル：『その情報を喜ぶ時点で全体的に駄目じゃないかな？』

・十ＺＯ：『というか、自国の弱いところを見せてはいかんで御ご座ざるよ正純殿どの!!』

　だよなあ、と思いつつ、表示枠でいろいろ確認する。そして正純は、成実に向かって、

「すまん、誤ご解かいをさせたようだ」

　正純は、言葉を選んでこう言った。

「うちの生徒会長と総長は、駄目という訳ではないのだ。つまり──」

　三征西班牙トレス・エスパニアの女子夏なつ服ふくを着た馬鹿の笑顔が、表示枠サインフレームに送られてきた。

　……この野や郎ろう、ブチ殺してやろうか……！

　無む表情に憤いきどおっていると、成なる実みが催さい促そくするようにもう一度首を傾かしげた。だから正まさ純ずみは、つまり、と言い直し、

「──凄すごく駄だ目めだ」

　最悪だ！　という皆の声を正純は無む視しする。

　……いいじゃんかよー。人間、限界があるんだよー。

　ともあれ、伊だ達ての生徒会長兼けん総そう長ちようである政まさ宗むねは、まともな人間のようだ。まともであるならば、ちゃんと交こう渉しよう出来たらいろいろ上う手まく行く気がする。

　だったら政宗を引きずり出せるよう、成実とのこの会談は上手く推すい移いすべきだ。

　……こちらの目的は、伊達との未来有ある繫つながりを構こう築ちくすること……！

　為なすべきことを強く確認し、正純は告げた。

「では、今回の会談の目的を聞きたい」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうね。一言で言うと──」

　成実が、笑みでこう言った。

「伊達家けは松まつ平だいらと縁えんを切りたいんだけど、いいかしら？」
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　伊だ達て・成なる実みの言葉。初めに放たれたものを、正まさ純ずみは心の中で一度唱となえた。

　……伊達家けは松まつ平だいらと縁えんを切りたいんだけど、いいかしら？　って……。

　意味は断絶だが、それを示す言葉には、続きがあった。その始まりは、説明としての、

「つまり、……伊達家にとって、松平は有害なの。だからまあ、絶ぜつ縁えんしておきたいのね」

　両家間かんの絶縁宣せん言げん。それは、正純の内心を一気に冷やした。

　マズい……、と正純は心の中に言葉を作る。

　まさか、初しよ手てから完全に縁えん切きり話になるとは思ってもいなかった。だが、よく考えたら、副長が単たん身しんで来ると言うことは、そういう意味を含んでのことなのだろう。

　どうすべきか。

・○べ屋：『あ！　正純！　素しろ人うとは土ど下げ座ざしちゃ駄だ目めよ！　危ないんだから、あれは！』

　やはり狂きよう人じんは言うことが違う。と、不意の動きが来た。正面に立つ成実が、

「じゃあ、話はこれで終わりね」

　言って、軽く腕を広げたのだ。そして、

「──〝不ふ転てん百足むかで〟！」

　鋭い叫びと共に、成実の背後に巨大な影が来た。身長三メートルを超える、全身を花のように展開したのは、

　……伊達家、成実用ようの機き動どう殻かくか!!

　両腕を浅く広げた彼女の動きを追つい随ずいし、咲いた機動殻が同じ姿勢を取る。後は成実がバックステップで乗り込み、機動殻が閉じれば終わりだ。

・ベ　ル：『え？　ど、どういう、こと……？』

・十ＺＯ：『決けつ裂れつ、ということに御ご座ざる！　会談を設けておきながら一方的に遮しや断だん。それゆえに〝伊達家は松平家と縁を切った〟とするので御座るよ！』

　単純だが、上う手まいやり方だ。非公式であるがゆえに、他国から真しん偽ぎを追及された場合もはぐらかすことが出来るし、

・義　　：『今後、武蔵むさしは〝伊達家との関係修しゆう復ふく〟という交こう渉しようカードを摑つかまされるぞ！』

　……その通りだ……！

　やってくれる、と、機動殻召しよう還かんの風に手をかざしながら正純は思う。

　このまま成実を逃がせば、伊達家とこれから相あい対たいしたとき、何よりもまず、関係を修復するための交渉が必要になってしまう。何しろ、向こうからの一方的な絶縁とは言え、〝友好ではなくなった〟のだから。だから、

・煙草女：『聞いておくさね。──地じ摺ずり朱雀すざくで止めるかい？』

・副会長：『いや、駄だ目めだ。それで激げき突とつすれば完全な争いになり、絶縁が証明される』

　だったら、と浅あさ間まが通つう神しんで言葉を作ったときだ。成なる実みが、不ふ転てん百足むかでに乗るためのバックステップを生んだ。義ぎ脚きやくに駆く動どう音を生じ、黒の長ちよう髪はつが伸びやかに撓たわむ。

　行くのだ。

　動きの先で、成実が、眉まゆ尻じりをわずかに下げた笑みをこちらに向けた。

　確かに笑った。そして口を開いた。

「さよなら武蔵むさし。──奥おう州しゆうは奥州のルールでやらせて貰もらうわ」

　声と共に、〝不転百足〟が彼女を包み、確立しようとする。だが、

「──待てい!!」

　咆ほう吼こうに近い声が、背後、リフトの方から響ひびき渡った。

　誰だかは解わかる。振り向かずとも理解出来る、その声の主を、正まさ純ずみは呼んだ。

「第二特とく務む、キヨナリ・ウルキアガ、──この場を頼むぞ！」





●






　成実は、逡しゆん巡じゆんした。

　眼がん前ぜん、距離三十メートルの位置に、半はん竜りゆうが出現したからだ。

　リフトと床の隙すき間まから飛び出してきた身長は、成実の見切りでは二メートル五十三センチ。希き少しよう種しゆ族ぞくである航こう空くう系の半竜で、必要とあらば高速の飛ひ翔しようも空くう戦せんも行えるタイプだ。地上戦においても、高速ダッシュとその巨きよ軀くの激げき突とつ力りよくは厄やつ介かいなものに違いない。

　現在、飛び出してきたばかりの半竜は、軽く着ちやく地ちしているが、すぐにまた飛翔することは可能だろう。お互いの初速という面で考えれば、

　……向こうの方が速いわね。

　ぶつかったならば、頭一つ分高い〝不転百足〟の敵ではない。しかし、

　……第二特務……！

　危険だわ、と成実は思った。

　何な故ぜならば、総そう長ちよう連れん合ごうの第二特務は司し法ほう役やくが主だからだ。あの半竜は、こちらの絶ぜつ縁えんが国家間かんの法的あり方として正しいかどうかを判はん断だん出来る身だろう。

　それと激突し、叩たたき潰つぶした場合、どうなるか。

「……っ」

　行くべきか、と成実は迷いを含めた思し考こうを作った。

　行くべきだ、とは思う。だが、後のトラブルを生む可能性があるのは確かだ。

　無む論ろん、そうなっても、こちらには技がある。相手を傷つけず、己おのれも傷つかぬ技が、だ。

　……しかし──。

　思いながらも、成実は機き動どう殻かくの脚きやく部ぶ内ないに義脚を置いた。踵かかとを下に踏み込めば、それがスイッチとなって機動殻は全身を包んでいく。

　だからそのようにして、〝不ふ転てん百足むかで〟に全てを委ゆだねようと成なる実みは思った。

〝不転百足〟の密みつ閉ぺいシステムはこちらの意志に通じている。だから、〝不転百足〟が閉じ切ったならば、それは、自分の意志は去ることを望み、相手もそれを止めうる言葉を放てなかったということになる。対して、そうならなければ、残ざん留りゆうだ。

　そうしよう、と成実は思い、機械の動きと判断に身を委ねた。

〝不転百足〟の脚あしが閉じ、腕が閉じ、身体からだが閉じていく。まるで本を閉じるようね、と成実が思う視し界かいの中、閉じゆく世界の向こうで、半はん竜りゆうが叫びを上げた。

「問おう」

　何を問うの、と成実は思った。

　単なる問いかけで停まるようならば副長をやっていないわ、とも。

　どうせならここでこちらに激げき突とつでもして、伊だ達て家を無理矢理むりやりにでも交こう渉しようの場にとどめようとすべきではないか。何を半竜の身で安全運うん転てんな質しつ問もん行為をしているのかしら。だが、

　……そうね。

　去るべきだ、と思いつつ、自分は、引き留められることを望んでいるのかもしれない。

　理由は、ある。今の伊達家に絡んでいる、複雑な、しかし、ただ力を必要とする問題だ。それがあるがゆえに、

「──無む駄だよ」

　成実は、心に浮かんだ微かすかな感情を、切り捨てるためにそう言った。

　そして成実は、飛ぶことをイメージに入る。後は不転百足が閉じ切れば、飛ひ翔しよう関係のシステムが起き動どうして終わりだ。しかし、

「問おう！」

　再び声が来た。それは、

　……何？

　どのような言葉がこちらに来るのか。成実は、ここが離り脱だつと残留の分ぶん水すい嶺れいだと思いながら、飛び立つ間ま際ぎわの意識を集中した。

　そして半竜が、こう言った。

「──貴き様さまに弟か妹はいるか!?」
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　正まさ純ずみは、成実の機き動どう殻かくが膝ひざを抜かしたように一いつ瞬しゆん姿勢を落とすのを見た。

　……ああ、良いリアクションだな。理解不ふ能のうで機動殻側がコケたか。

　冷静にそんなことを思っていると、機動殻周しゆう辺へんに表示枠サインフレームが幾いくつも現れ、機動殻が途と中ちゆう再さい起き動どうを始める。そしてアジャストのため、再び咲き開いた四し肢しと胴どう体たいの中では、埋まるような形になっていた成実が体を起こし、眉まゆを浅く立てていた。

　彼女は、左右をあたふたと見回すとこちらの前に出たウルキアガを見み据すえ、

「え？　ちょっ、何!?　今の！」

・副会長：『おい、ウルキアガ、変なこと言うなよ』

・ウキー：『フ、安心しろ正まさ純ずみ、今のは陽よう動どうであるからな。本ほん論ろんはここからだ』

　そしてウルキアガは、左右の腕を大きく広げ、成なる実みに対してこう言った。

「──貴き様さまは誰かの〝姉〟なのかと、そう問うているのだ」

「同じだあ──!!」

　こちらの叫びに、ウルキアガの背が答えた。

「ははは、何が同じか。否、断じて否だぞ正純……！」

「力りき説せつされてもなー」

「いいか？」

「何が？」

　こちらが半はん目めになっても、半はん竜りゆうは背を向けているので見えないらしい。彼は肩に力を込め、一歩を成実の方に踏み出して言葉を作った。

「いいか？　──先さき程ほどの問いかけ、弟と妹がいるかどうかの答えはな？

　そう。……兄であってもいいのだ。それでは駄だ目めだろう？　んン？」

　こんな話を聞かされるこちらに対し、ミトツダイラが、恐らく、同どう情じようの視線を向けてきた。いや、でも、お前も聞かされてる訳だしな？

　だが、半竜は、また一歩を踏み出しながら、持じ論ろんを続けた。いいか？　と再さい前置きし、

「姉だと思っていたのに兄であったなどと、そんな失しつ態たいはさあ大変。そうならぬ為ためにも、ここは条件絞しぼり込みとして、再疑問しておくべき時間帯だろうが……！　なあミトツダイラ」

「あの、私、今は正純に同情してるので、話掛けないで下さいません？」

　無む茶ちや苦く茶ちや同意だ。しかし、ウルキアガは、本ほん来らい話し掛けるべき相手を逃していなかった。彼は、動きを止めた成実に対し、再び問いかけたのだ。

「さあ、答えろ。──貴様は誰かの〝姉〟なのか？」

　答えは、すぐに来た。ん？　という疑問の声を先につけつつも、

「別に、──妹も弟もいないわ」
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　成実は、内心で頭を抱えていた。

　……外がい交こうってこんな話するの!?

　想像していたものと大きく違う。もっと、国の在り方とか立場とかを示し合い、根ね回まわしなど含めて大人おとなの会話をするものではなかったか。

　しかし現在、〝不ふ転てん百足むかで〟は外交場で姉云うん々ぬんという余よ計けいな判はん断だん条件を理解不ふ能のうとなって再さい起き動どう状態に入っており、自分はすぐに立ち去れない。

　どうしたものかしら、と成なる実みは思う。ただ、妹と弟の話がどう外交に関わるかは解わからないが、聞いていて意味のあることとも思えない。不ふ転てん百足むかでも迷めい惑わくだろうに。だから成実は、

「意味の解らない話に付き合う気はないわ」

　外交として、無む意味な言葉なら、その通りだ。しかしもし、相手が何か意味のあることを言えたなら、耳を傾けようと思い、

「残念ね。私は、一人身よ」
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「Ｊｕｄジヤツジ．、そうか」

　正まさ純ずみの視し界かいの中、ウルキアガが、広げていた腕を落とし、肩も落とし、うなだれ、全身の排はい気き口こうから白い流体光こうつきの吐と息いきをしてから、成実に背を向けた。彼は、そのままこちらに向かって、陰いん影えいの強い俯うつむき顔を見せると、

「──拙せつ僧そう、来る意味無なかったな。とんだ無む駄だ足だ。まあ、よくあることだが」

「……何を言っているのか、よく解らないが」

　正純は、どうしたものかと思いながら、ウルキアガに言葉を送る。

「まあ、確かに、飛んで来たからにはとんだ無駄足か」

　滑った。
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・金マル：『うっわ大だい丈じよう夫ぶウッキー？　真っ正面から直ちよく撃げきだけど生きてるかな？』

・粘着王：『流石さすがに今のは急きゆう所しよをかばっていたとしても……』

・副会長：『死なないよ！　ほら、生きてるじゃないか！　悪かったな!!』
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　肩を落として動かなくなったウルキアガを前にしつつも、正純は成実を見た。

　成実も、微び妙みように肩を落とし、口を半はん開びらきにしてこちらを見ている。何が何だか解らないと言いたげな彼女は、しかし、

「じゃ、そういうことで」

　言うなり、〝不ふ転てん百足むかで〟の再さい起き動どうを進め、飛び立とうとした。

　閉じていく〝不転百足〟の動きと成実の言葉に、うん、と応じそうになった正純は、

　……いや、駄だ目めだろ行かせたら!!

　どうにかしなければいけない。

　だが、いきなりのことで何を言えばいいのか解らないので、正純は表示枠サインフレームを叩たたいた。

・副会長：『ミトツダイラ！　頼む！』

・銀　狼：『な・に・そ・れ・で・す・の・よ!?』

・俺　　：『は!?　ネイト、アドリブだよアドリブ！　大だい丈じよう夫ぶ！　今、セージュンが空気のレベル低くしてくれたから何なに言っても大丈夫だって!!』

・銀　狼：『え？　そ、そんなこと言われましても』

・ホラ子：『大丈夫ですミトツダイラ様。さあ、ここに腰を落として気き張ばって下さい』

　向こうでは何が始まっているのか考えたくもないが、ホライゾンも通神帯ネツトでの交流が始まったのはいいことだ。多分。で、眼がん前ぜんのミトツダイラだが、

「──し、仕方ありませんわね。私が代わりますわ」

　銀の髪かみが、凜りんとした動きで立ち上がった。
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　成なる実みは、水み戸との領りよう主しゆが、こちらに正せい対たいする動きで立ち上がったのを見る。

　一体どうするつもりか。こちらの〝不ふ転てん百足むかで〟は、すぐに飛び立てるが、

　……今の状況で動けば、相手の発はつ言げん機会を無む視ししたと言われかねないわね。

　既すでに最初の思おも惑わく通りの〝必要なことだけを言って即そく座ざに立ち去る〟が通る状況ではない。

　それに、相手は水戸領主だ。護ご衛えい役やくかと思えば交こう渉しよう役やくで前に出てくるとは。幾いく度どか言葉を交わしたことで、間が、挨あい拶さつの段階から、話し合いの流れになっているのだろう。

　面めん倒どうね、と思うこちらの眼がん前ぜん。立ち上がった銀の髪は、横に立つうなだれの半はん竜りゆうの肩を叩たたく。そして彼女は、こちらを向いて、

「いいですの？　ほら、我が校の第二特とく務むがこんなに落ち込んで……」

　そのまま、彼女は、こちらを指さしてこう言った。

「──貴女あなたのせいですのよ!?　ただでは帰しませんから覚かく悟ごなさい！」

　……ええ!?

　何な故ぜか心の中に、斬ざん新しん、とか、新しん感覚、という言葉が浮かんで不転百足が再度コケかけた。しかし、相手の言う内容は認める訳にはいかない。何な故ぜなら、第二特務は司法の担にない手だ。

　……そんな存在の落らく胆たんをこちらに責任転てん化かだなんて、たまったもんじゃないわ……。

　だから成実は、肩をすくめて言った。吐と息いきもつけて、

「あのね？　私のせいだなんて、そんなこと、ある訳わけ無ないでしょうに」

「ありますわ!!　──そうですわね!?　正まさ純ずみ！　第二特務の落ち込みは、伊だ達て家け副長のせいですわね!?」
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・副会長：『何だその振りは一体!?』

・銀　狼：『お返しですの』

　やけに爽さわやかな笑顔のミトツダイラの顔を見ながら、正まさ純ずみはこう思った。落ち着け自分、と。こんな無理難なん題だい、今までに何度もあったじゃないか、と。

　そう、落ち着け本ほん多だ・正純。今回、誠に遺い憾かんであるが、お前はやれば出来る子だ。ああ、やれば出来るとも。そんな状況に至らないことの方が遙かに大事だが。

・●　画：『もう駄だ目めね……。伊だ達てが敵に回って奥おう州しゆうのイベントに出られなくなるわ……』

・あさま：『な、何を悲ひ観かんしてるんですか！　これから多分もっと酷ひどい運命が待っているんだから、今くらいは前向きになりましょうよ！』

・約全員：『悲観論ろん者しやがここにいるぞ!!』

　ともあれ、ウルキアガの発言を政治的に使うことは出来ないかと、正純は考えた。

　……伊達の人じん員いん構成は──。

　ネシンバラがいれば、即そく座ざの確認が出来ただろうが、まあ、いい。

　ふと閃ひらめいた繫つながりを内心の手で摑つかみ取った。そんな気を得てから、正純は飛び立つか否かを逡しゆん巡じゆんしている成なる実みに、声を掛けた。

「いいだろうか、伊達家け副長」

「Ｔｅｓテスタメント．、何かしら？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は応じ、息を吸った。

「第二特とく務むの発言についてだが、──伊達副長、貴女あなたは少々、勘かん違ちがいをしている」

「あら……、そうなのね。でも、それはそれで、どういうことかしら？」

　Ｊｕｄ．、と再び言って、正純は内心で構えをとった。ここからが大事だと、そう思いつつ、

「──いいか？　聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、貴女が襲しゆう名めいしている伊達・成実は、伊達家当とう主しゆである伊達・政まさ宗むねとは義ぎ兄弟のような関係でもあったとか。

　実際は伊達・成実の方がわずかに年下だったそうだが、しかし現状見る限り、貴女は女性でもあり、副長でもある。故ゆえに歴史再さい現げんとは別で、現状の立場として〝姉〟ではないのかと、第二特務はそういう意味で発言したのだ」

　正純は、ウルキアガの腕を叩たたき、

「友ゆう好こう的でありたいがために、そちらの襲名状況など、少し、踏み込みすぎてしまったことは確かだが、──真しん意いとしてはそういうことだ。誤ご解かいされなきよう御お願ねがいする」
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　青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽの中、正純の発言に頷うなずく影があった。

　正純とミトツダイラが抜けた後、中央のテーブルに宗むね茂しげと共についた誾ぎんだ。彼女は巨大な義ぎ腕わんで、硝子ガラス器うつわの餡あん蜜みつを食べながら、

　……成なる程ほど。

　器を置いた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、かなり強ごう引いんですが、確かに、伊だ達て・成なる実みは伊達・政まさ宗むねの幼少期からの知己という説もありますからね。この解かい釈しやくも、充分にありでしょう」

　……しかし、武蔵むさしの副会長は、少々、防ぼう御ぎよ的になっているようですね。

　最後の台詞せりふ。〝友ゆう好こう的でありたい〟という意思を示すことで相手の逃走を封じ、しかし〝誤ご解かいするな〟と釘くぎを差す。

　……三み方かたヶ原はらの影えい響きようでしょうか。

　念を入れて、という部分ではあるが、威い圧あつ的にもなりかねない物もの言いいだ。そのあたり、居い候そうろうの身としてはどうするべきか判断がつきづらい。ただ、今は、

「伊達家の話ですね」

　誾ぎんは、自分の方で独自に調べていた情報を、表示枠サインフレームに載のせる。そして、

「──伊達家の構成ですが、総そう長ちよう兼けん生徒会長の伊達・政宗を首しゆ長ちようとして、副長の伊達・成実、副会長の片かた倉くら・景かげ綱つなが両りよう脇わきを固めるものとなっています」

「両脇を〝固める〟ということは……」

　Ｊｕｄ．、と誾は、宗むね茂しげの促うながしに首を下に振った。ゆっくりと告げる言葉は、

「──政宗は、二年生なのです」
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「その通りだな。私と同い年、──まあ、関かん東とう人じんだった私も、交流はほとんど無いのだが」

　と、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽ前に立っている二つの影の内、軽けい装そうの方がつぶやいた。

　里さと見み・義よし康やす。彼女は腰に差した二に刀とうの内、犬いぬ顔がおの意い匠しようが為なされた村むら雨さめ丸まるの柄つかに手を当てる。

　既すでに誰かの使用を経た柄を、彼女はその手で握り、

「……奥おう州しゆうの覇はを得る教きよう導どう院いん、か」

　そして、ふと、眉まゆをわずかに立て、彼女は右を見た。窓から灯あかりの零こぼれる青雷亭のドアがあり、向かいには武蔵の従じゆう士しが立っている。従士は、何な故ぜか先ほどから、定期的にやってくる野の良ら犬いぬ達の相手をしているが、義康は彼女を見たまま、視線をフラットに、

「伊達の教導院が動くと、奥おう州しゆう南みなみの諸しよ教導院が余波を受け、里見の北の方に侵しん攻こうしてくることも多くてな」

「あ、里見の北側の教導院は、聖せい連れん側として考えた場合、北方の騎き馬ば民みん族ぞくなんでしたっけ」

「ときたま、義よし経つね公こうも嫌がらせにくるから面めん倒どうでなあ。関かん東とうは、本来ならば上うえ杉すぎが押さえてくれている筈はずだが、昨今はP.A.Odaの相手で手て一いつ杯ぱいのようだしな」

　ただ、と義康は言った。

「北ほく陸りくと関東を押さえる上越露西亜スヴイエート・ルーシの上杉、奥州西側の最上もがみ、そして奥州東側の伊達。……この内、最大の領土を得ることになるのは伊だ達てだ。うちのような小国とは違う」

　と、義よし康やすは表示枠サインフレームを出して眼鏡めがねの従じゆう士しに向けた。表ひよう示じされるのは己おのれの個人的な情報領域データバンクで、

「伊達家けの布ふ陣じんだ」





《奥おう州しゆうシビル・仙せん台だい伊達家：代表内うち訳わけ》

・総そう長ちよう　　：伊達・政まさ宗むね：生徒会長兼けん任にん。二年生。竜りゆう神じんと人のハーフ。詳しよう細さい不明。

・副会長　：片かた倉くら・景かげ綱つな：会計、書しよ記き兼任。三年生。

・副長　　：伊達・成なる実み：機き動どう殻かく〝不ふ転てん百足むかで〟を用いる。三年生。

・第一特とく務む：留る守す・政まさ景かげ：仙台城の管理制せい御ぎよ機き構こうが持つ人じん工こう人格。

・第二特務：鬼おに庭にわ・綱つな元もと：武ぶ神しん〝左さ月げつ〟を用いる。鬼おに型がた長ちよう寿じゆ族ぞく。






「会計と書記がいないので、随ずい分ぶんとスッキリですね。トラブルも少なそうで」

「中央集しゆう権けん型がただ。人員がいない訳ではなく、政宗の意い思し決定を素早く実行に移すため、景綱が政せい務むの手続き部分を取り扱っている訳だな。

　つまり、会計や書記に回る筈はずの人員は、全て副会長の下につき、トップダウンの命令に従って異い議ぎ無く動く。一種の独どく裁さいだ。──まあ、実際は鬼庭や留守も補ほ佐さに回るようだが……」

「要するに、少数精せい鋭えいじゃなく、……精鋭は多くいるけど、指導者を絞しぼり込んだ訳ですね」

「Ｔｅｓテスタメント．、──じゃなくＪｕｄジヤツジ．、っと、まあそういうことだ。しかし従じゆう士し殿どの、何な故ぜ、伊達がこんな布陣にしているか、解わかるか？」

　問いかけに、従士が唇くちびるに手を当て上を見た。えーと、と思し案あんの前置き付きで、

「確か、……中央集権は、他国との闘とう争そうや政治状況の流る転てんに対し、即そく座ざの対応をするためのものですよね」

　鋭いな、と義康は思い、苦く笑しようした。

「すまない。そちらは先せん輩ぱいなのだった。私もよくよく目上気分が抜けない」

「いやいや、従士はそういうの気にしませんので」

　嫌いや味みを感じぬ笑みで言われ、義康は一息を入れる。

　そして義康は、改めて、自分の提示した表示枠サインフレームの内容を見て、

「上うえ杉すぎも同どう様よう。そして最上もがみは、更さらなる集権型だ。それもこれも、二つの理由ゆえ、だな。

　一つは、先ほどそちらが言ったような対たい闘争と、政治の動きに対応するため。

　もう一つは──」

　一息を、義康は入れた。

「多くの指導者を中に抱えることは、必要以上の闘争や繁はん栄えいを望むと言うこと。

　だから彼らは、自分達は必要以上の物を欲しないと、その意い思し表ひよう示じのために〝人じん材ざい〟という国力の誇こ示じをやめたのだ」

　その理由は、と、義よし康やすは、背後、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽのドアを指さした。

「いずれ来たる時代。松まつ平だいらが極きよく東とうを制せい覇はした後、敵てき対たいの意い思しを見せぬため、だ」

「それって……」

　目を見開いてこちらを見る従じゆう士しに、義康は視線を逸そらさずに告げる。

「Ｊｕｄジヤツジ．、……奥おう州しゆうの諸しよ勢力も、松平の天下と、その恩おん恵けいを信じていたのだ。

　だが、現状の動きを見るからに、その信用は失しつ墜ついし、全ては失われた」

　だから、

「奥州は、松平への信用を全て捨てたと同時に、手探りに近い状態で、しかし、──戦せん国ごく時代として正しい状態に陥おちいったのだ。つまり、混乱と疑ぎ念ねんと、下げ克こく上じようの時代に、な」
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「つまり、この混乱の時代に、武蔵むさしは伊だ達てと、友ゆう好こう関係を作りたい訳ね……」

　そう言いつつ、成なる実みは思う。しかし現状、松平と手を組む訳にはいかないのよね、と。

　何しろ、武蔵は戦力として考えることが出来ず、里さと見みと江え戸どに乗り込んできた羽は柴しばに狙ねらわれている存在だ。更さらには、

　……伊達家けの歴史再さい現げんもあるのよ。

　羽柴という勢力の強大さを理解したとき、奥州から関かん東とう、北ほく陸りくの諸しよ家けと諸教きよう導どう院いんはそれぞれの歴史再現を確認した。

　やがて来る松平の天下と、その際に行われる領土の保ほ全ぜんなどを夢む想そうしている場合ではなく、今そこに来ている羽柴の影えい響きようを想そう定ていしなければならなくなったからだ。

　……羽柴は、自己の歴史再現を最大限に使うことを里見侵しん攻こうで示したものね。

　二度に渡る羽柴の朝ちよう鮮せん侵攻は、信のぶ長ながの死後、羽柴の晩ばん年ねん周辺で行われるものだ。未だ信長の正体も判はん別べつしていないこの時期にそれを行ったということは、

「もはや己に関する歴史の順番は、無む視ししてもいい。──歴史の繫つながりを破壊し、しかし素そ材ざいは有用すると、今や聖せい連れんの中ちゆう枢すうであるK.P.A.Italiaすら手にいれた羽柴は言うのよ」

　言葉を作りながら、成実は改めて武蔵の副会長を見た。まっすぐに、こちらへと顔を向けてくる彼女を、いい姿勢ね、と思いながら、

「少なくとも、現在、松平と武蔵には、羽柴に抗あらがう術すべは無いわ。大体、武蔵の中の意い思し統一も改めていないでしょう？　それで私達に対し、何を交渉し、得ようと言うの？」

　いい？　と成実は言った。

「今の貴方あなた達は、奥州と関東、北陸に掛けての全ての人間と歴史に対して、災さい厄やくでしかないの。それも、権利と未来を振りかざすことで、諸教導院を巻き込もうとする厄やつ介かい者ものよ？」

「私達と今、こうして話しているだけでも危険か？」

「Ｔｅｓテスタメント．、貴方達が本当に無む意味なら、何とでも言い訳わけ出来るけど、貴方達は権利と未来を持っているわ。だから、話し合いを持ったということが他た教きよう導どう院いんに伝われば、──〝伊だ達ては、松まつ平だいらが語る未来図の甘かん言げんに乗った〟と、他教導院が噂うわさを飛ばすことも出来るのよね」

　成なる実みは、思った。ここで友ゆう好こう的な面を一いつ切さい見せる訳には行かない、と。ここでの記録がリークされたとしても、伊達は拒否の姿勢を見せたと、そう伝わる状況にしなければならない。

　……元々、それ以上の姿勢を見せる権けん限げんを、片かた倉くらから得てないしね。

「──こちらの姿勢は、そんなところよ。後の奥おう州しゆう覇は王おうとなる伊達家けの責任として、奥州の入口を宿り木とする松平に警けい告こくするわ」

　右の義ぎ腕わん、義ぎ手しゆの人ひと差さし指ゆびを武蔵むさし副会長に突きつけ、成実は言った。

「伊達家に関わらないで頂ちよう戴だい」
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　成実の言葉を聞いた正まさ純ずみは、内ない心しんで一息をついた。

　……完全拒きよ否ひだな。とりつく島もない、か。

・銀　狼：『どうしますの？　力ちから尽ずくでも会議の席を作るならば、前に出ますわ』

・副会長：『いや、その必要はない。──幾いくつかの部分で奇き妙みようも感じていてな』

・俺　　：『え……？　お、俺、何かオメエにバレるようなミスしてたっけか……』

・副会長：『落ち着け馬鹿。落ち着いて番ばん屋やに行き、落ち着いて両の手首を前に出すんだ』

・ホラ子：『あ、トーリ様、番屋に行かれるなら多た摩まのゴミ捨て曜よう日び表ひようを貰もらって来て下さい。店てん主しゆ様が七月の祝日はどうするか知りたがってましたので』

　仕方ねえ、ちょっと行って来るか、という馬鹿の書き込みを見て、正純は考える。

　……災さい厄やくか。

　言われたものだ。確かに、P.A.Oda主力を引き込んでしまった敗はい戦せん国こくなど、厄やつ介かい以外の何ものでもないだろう。今なら女じよ装そうの裸はだかエプロンもついていて災厄度どが更さらにアップだ。どうにかしなければ。いや、女装裸エプロンではなく、現状というか、否、馬鹿もどうにかしなければならないのは確かだけどな。どっちだよ。

　少し、自分が考えすぎているのは確かだ。だから、

「────」

　正純は、息を吸った。天てん面めん屋上において、涼しいと言うよりも、冷たいと感じる夜や気きを肺はい腑ふに入れ、正純は成実に告げた。

「……伊達家の忠ちゆう告こくについて、条件付きで了りよう承しようしたい」
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・十ＺＯ：『条件付きで不ふ可か侵しんを認めるので御ご座ざるか？　だとすれば、奥州、関かん東とう、北ほく陸りくの広こう範はん囲いにおいて武蔵は孤こ立りつするで御座るよ？』

・副会長：『ここで下へ手たに踏み込めば、拒きよ絶ぜつの度ど合あいが強くなる。向こうは、こちらの持つ未来を信用せず、今の状況を重じゆう視ししているのだから。もはや、私達の持つ未来は、そのままでは使い物にならないということだ。それに──』

　口の中の動きだけで、正まさ純ずみはツキノワに言葉を読ませた。

・副会長：『伊だ達て・成なる実みの方としても、これ以上の踏み込みについては避けたいだろう。彼女は伊達家の重じゆう鎮ちんだが、政治系けいの生徒会構こう成せい員いんではない。戦せん闘とう系けいだ』

・●　画：『そうね、浅あさ間まのように、通つう神しんや艦かん内ない整せい調ちよう役やくなのに、何な故ぜか砲ほう撃げきズドンが出来るような人じん材ざいは、希まれなんだわ……』

・あさま：『ち、違いますよ、あれは砲撃じゃなくて巫み女ことしての通常スキルです！』

　平均値ちの違う常じよう人じんは異常者と変わらないな、と正まさ純ずみは思う。しかし、

・副会長：『──しかし、引っかかりがある』

　正純は、心の中に奇き妙みようを感じていた。

　それは、一ひと言ことで言うと、何な故ぜ、というものだ。理り屈くつではまだ追つい及きゆう出来ない、違い和わ感かん。突き詰めれば疑問として明確になるようなズレを、成実の態度に正純は感じる。

　……何故だ？

　正純は思った。不確かな疑問を、心の中に確かにするため、こう思った。

　……何故、伊達家はここに来た？

　国こつ交こうはお互いの了りよう承しようあって行われるものだから、拒きよ絶ぜつであるならば、無む視ししていればいいのだ。わざわざここに来て、接せつ触しよくをするから、言葉を交わすことにもなってしまう。

　何故、そんなことをしたのか。

　恐らく、二に重じゆう三さん重じゆうに、何かある気がする。幾いく重えにも重ねられた〝理由〟が、〝何故〟の正しよう体たいを隠かくしとどめている気がする。それは無む論ろん、罠わなかもしれないが、

・副会長：『クロスユナイト、参さん考こう意見が聞きたい。この会談は罠だと思うか？』

・十ＺＯ：『Ｊｕｄジヤツジ．、高こう確率で〝理わ由けあり〟に御ご座ざる』

・○べ屋：『？　伊達の副長が逃げようとしたのを止めて、今の状況なのに？』

・十ＺＯ：『接触してきたこと自体を考えて、ということに御座るよ。今の会談の内容でも、向こうの姿勢は拒絶から変わって御座らぬ。ならば伊達の狙ねらいは結局の所〝松まつ平だいらと接触する〟〝拒絶を告げて去る〟だけに御座る。ならば何故、接触したのか、その理由は解らぬで御座るが、ただそれが罠なのか、別の真意か、その裏返しなのかは──』

　クロスユナイトが、一いつ拍ぱくの間まを作ってから言う。

・十ＺＯ：『それを知るためにも、伊達の忠ちゆう告こくに対し、〝条件を出す〟状況にまで持ち込めたのは、ウッキー殿どのやミトツダイラ殿の成果に御座るよ』

・ウキー：『点てん蔵ぞう、……貴き様さま、先に嫁よめを持った裏切りがそれで解かい消しよう出来ると思うなよ』

・銀　狼：『あの、個人的には、あのアドリブ、記録から消したいくらいなのですけど……』

・十ＺＯ：『いい話でまとめる気の無い御ご仁じんどもで御ご座ざるな!!』

　皆がぎゃあぎゃあ言い出したのを後しり目めに、正まさ純ずみは成なる実みを見み据すえた。改めて言うべきは、

「伊だ達て家の忠ちゆう告こく、感謝する」

「いいわ別に、近づいてこなければ。──でも、条件って、何？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、簡単なことだ。たとえ敵てき対たい的な国家同どう士しであっても、今の時代ならば行われていること。それは──」

　正純は、成実の視線を押し返すように己おのれの瞳ひとみを正し、こう言った。

「武蔵むさしは、外がい交こう官として臨りん時じの大たい使しを派は遣けんする」

「……!?　それは──」

「勘かん違ちがいするな。伊達家に対して何かしようという訳じゃない」

　それに、

「伊達家だけではない。最上もがみ家、上越露西亜スヴイエート・ルーシの上うえ杉すぎ家という、合計三さん国ごくへと、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんは外交官として臨時の大使を派遣する」

　駆かけ引きだな、と、そう思いながら、正純は締めとなる言葉を作った。

「──それが、伊達への不ふ可か侵しんを約束する条件だ」







[image: 第十章『天井上の謀り娘』]
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　本ほん多だ・正まさ信のぶ邸ていでは、コマ送りの権利争あらそいで打だ撃げき戦が展開していた。

「皆、体てい裁さいもあり、力もある人間の集まり！　殴なぐり合いも本気では無いですぞ！」

「そうとも。我ら見事に成長した大人おとなの偉い人達だぞ！」

　正信は、相手である商しよう工こう会長に拳こぶしをぶち込みながら葉は巻まきを吸い、

「それが全てをかなぐり捨てて打撃し合うというのに、〝本気〟程てい度どで済む筈はずが無かろう！　そう、本気ではない！　言い換えるなら破は滅めつ覚かく悟ごの全ぜん気きテンパイ状態での打撃よ……!!」

　フ、と煙を吐きながら、彼は、仰のけ反ぞった相手に対し一気に踏み込む。そして、がら空きになった相手の胴どう体たいに、ポーズを決めた上での一いち撃げきを放った。

「第七奥おう技ぎ！　ダイヤモンドケンキンエクスプロージョン……！」

　献けん金きん手形式術じゆつ符ふを拳に貼はった正信は、打撃を受けた商工会長が床をバウンドして天井に叩たたきつけられるのを見た。ややあってから、彼は、顔から床に落ちていく相手を確認し、

「残念だったな。貴き様さまが今こん夜や用意した程度の権けん益えき魂だましいでは、正まさ純ずみが触れた神肖筐体モニタに近づく事も不可能。私の献金返がえしは並ではないぞ」

「く……！　ならば三人一体となって奇き跡せきを起こすしか……！」

　構え、全員が自分の周囲に仮か想そう表ひよう示じの札さつ束たばを一気に積み始めた時だ。

「あ、ノブタン、正純君が交こう渉しようで面白い発言を」

　小こ西にしの言葉に、全員が姿勢を正して己おのれの表示枠サインフレームを出す。壁により掛かる者、椅い子すに座る者、ただ超ちよう然ぜんと立つ者がいて、その中央に立つ正信は、

「妙みような連れん中ちゆうの足そく跡せきを追うだけの夜かと思えば、伊だ達ての交渉役である副長も、なかなか面白い提案をしたものだな。──絶ぜつ縁えん、か。なかなか興きよう味み深い反応だ」

「では、正純君の、その返しではありますが……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正信は頷うなずいた。

「三さん国ごく同時の外がい交こう官かんとして大たい使し派は遣けん。悪くない発想だ。三国が疑ぎ心しんに満ちている現在、大使という、基本的には無ぶ難なんな、しかしいざとなれば強固な関係になる存在は何ど処この国も欲しい。

　三国が疑心であればあるほど、他国に出し抜かれぬよう、我われ先さきにと獲かく得とくしたがるだろうな」

　はは、と正信は笑った。

「そうだ正純、──攻め気の政治だ。それが本多の政治だ。そこを憶おぼえ、忘れるな」

　何な故ぜならば、

「極きよく東とうの政治家は、攻めねば滅ぼされるだけだ。だから攻めろ、正純。それだけだ」





●






　厄やつ介かいな攻撃ね、と、成なる実みは思った。

　外がい交こう官かんの派は遣けんは、聖せい譜ふ記き述じゆつによればこの時代には既すでに行われていたことだ。

　聖せい連れんの主しゆ導どうを行っていたK.P.A.Italia内から始まったことなので、断れば聖連に異を唱となえることにもなるし、

「……確かに、極きよく東とうの外交においても、戦せん国ごくの代表者達は、同どう盟めい国に武ぶ将しようを派遣したり、子を人ひと質じちとして送ったりもしていたのよね」

「一種の、身み内うちを担たん保ぽとした外交システムだな。──実際、奥おう州しゆう列れつ強きようの一員である最上もがみ家けも、娘の駒こま姫ひめを羽は柴しばに預けるのだから、伊だ達てがそのような外交を飲むに問題はあるまい」

　成なる実みは沈ちん黙もくを選択した。駒姫の処しよ遇ぐうについて、最上家の事情はこちらにも伝わっているが、それをここでひけらかす気はない。向こうの機き嫌げんを取る必要はないのだから。

　ただ、今、言うべきは、

「外交官の受け入れ是ぜ非ひの判断は、私の管かん轄かつでは無いわね。大たい使しとなると全ぜん権けんでしょう？　副会長クラスの判断が必要だわ」

「検討して貰もらえるだけで幸いだ。感謝する」

「怖い感謝ね」

　武蔵むさし副会長は、表情を動かさない。ただ真まっ直すぐにこちらを見ているだけだ。必ひつ死し、ということなのか、単に表情を読ませようとしていないだけか、交こう渉しよう専門ではない成実には却かえって解わからなくて、

　……何とも、おかしな不ふ慣なれね。

　副長である自分自身とは、そんな程てい度どかと思うが、不意に生まれたのは、自じ嘲ちようではなく、〝場ば慣なれしていない自分〟が、だからこそ警けい戒かいされているという可笑おかしさで、

「────」

　ふと、小さく笑みを得た。

　すると、正面にいる三人の内、半はん竜りゆうの背が告げた。彼は、半竜の鋭い聴覚で今の笑いを捉とらえたのだろう、

「何だ、貴き様さま」

　……あ。

　いけない、と成実は思った。今の笑いは不注意だった、と。だから「笑うところか」と半竜に言われてしまうと、そう予測した。だが、

「久し振りに笑う、という風ふ情ぜいだな。──奥州の状況がそうさせているのか」

　場慣れしてないせいか、予測と違う言葉が来た。

「いろいろ背負っているのだな、貴様も」
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　成実は、沈ちん黙もくしか選せん択たく出来なかった。
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　まあ、と、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽの中で、声が生まれた。

　それを作ったのは窓まど際ぎわのテーブルを点てん蔵ぞうと挟んでいたメアリだ。彼女は餡あん蜜みつの器に木のスプーンを置くと、文字化されて送られてくる交こう渉しよう現げん場ばの遣やり取りを見て、笑みになる。

「ウルキアガ様が、伊だ達て・成なる実み様の背を見つけたみたいですね」

「……メアリ殿どの？　背を見つけた、とは？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とメアリが、点蔵に対して肩をすくめながら目を弓にし、舌を出した。舌した上うえに載のっているのは、結んだチェリーの軸じくだ。彼女はそれを懐かい紙しにとって、器の内側を拭ぬぐい、

「点蔵様が私を見つけたとき、一いつ緒しよに拾って下さったものと同じですよ」

　メアリは、笑みの頰ほおを少し赤くして、彼に言う。

「自分以外のことに忙しくなると、忘れ失うせてしまうんですよね」
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　ただ沈ちん黙もくしてしまった伊達の副長を前に、ミトツダイラは、戸と惑まどいを得た。

　……え？

　場に対し、不ふ似に合あいなタイミングを感じる。だが、隣となり、吐と息いきをついた第二特とく務むが、

「では、さらばだ。これ以上は拙せつ僧そうがいても意味があるまい。──正まさ純ずみ、ミトツダイラ、下に控えているから何かあったら呼ぶと良い」

　ええ？　とミトツダイラは追加で思った。

　この場の空気。自分は不ふ慣なれで、正純も眉まゆをひそめて解わかっていないが、多分あれだ。英えい語ご弁べんで言うとラブで、西班牙スペイン語弁ではアモーレで、仏蘭西フランス語ご弁では恥はずかしくて言えませんの。でも、何だか、一いつ瞬しゆんそういうものの始まりのような間があって、

「い、いいんですの？」

「拙僧がいて、意味があるか？」

　いえ、あの、とミトツダイラは戸惑いの続ぞつ行こうを心に繫つなげる。何しろ正面。そこにある伊達副長の沈黙が、

　……き、気まずいですわよ!?

　第二特務は少しは後ろに振り向いたらどうですの？　と思うが、今、自分が脳のう内ないに作っている状況は、全面的にこちらの勘かん違ちがいかも知れない。更さらには正純が、

「どうしたんだミトツダイラ、あたふたして」

　……乙女おとめ脳のうは私以外におりませんの──!?

・ホラ子：『あたふたしている？　それはいけませんねミトツダイラ様。焼き肉分ぶんが足りないのでしょう。──さあ、ここで足を開いて気張って下さい』

　向こうでは何をエア展開しているのだろうか。気になるが、巻き込まれるのは危険過すぎる。だからミトツダイラは、必ひつ死しに作った笑顔を正まさ純ずみに向け、

「じゃ、じゃあ、外がい交こう官かん派は遣けんの是ぜ非ひは、まず、三さん国ごく側に預けるということですのね？」

「え？　あ、ああ、それが、それぞれの国の教きよう導どう院いんへの不ふ可か侵しんを約束する条件だ」

　矛む盾じゆんしているようだが、良い判断ですわね、とミトツダイラは思う。

　……聖せい連れんが外交官派遣を認めている以上、武蔵むさしがそれを行うのに問題はありませんし……。

　各国と、その主しゆ教導院の状況が現在は読めていないが、どの勢力も、完全に武蔵と松まつ平だいらを拒きよ否ひということはあり得ないのではないかと、そんなことをミトツダイラは思う。

　……甘い考えかも知れませんけど。

　だが、それを不ふ信しんする意味もない。

　そして自分とは別に、政治系けい専門の正純の判断は、

・副会長：『三さん国ごく同どう時じに派遣を行うとすれば、他国と牽けん制せいし合っている奥おう州しゆうでは〝他国が受け入れるかも知れない〟として、簡単に断ることが出来ない。そういう目的も含め、三国同時の外交を今回は行いたい』

　ならば、とミトツダイラは伊だ達ての副長へと身を向けた。未だ沈ちん黙もくし、身み構がまえているようにも見える彼女に今こそ告げるのは、

「派遣される外交官、──うちの第二特務などは如何いかがですの？」
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「待て、ミトツダイラ！」

　正純は、ウルキアガが勢いよく振り向くのを見た。彼は、そのままミトツダイラを指さし、

「貴き様さま、拙せつ僧そうを姉のいない世界に送るつもりか！　それは嫌だ……！」

「かなり前ぜん提ていの厳きびしい異い世界ですわねソレ」

　確かに、と思う正純だが、

　……まあ、諸しよ処しよ条件から鑑かんがみて、ウルキアガは適てき任にんな部分が大きいかもな。

　思った正面、成なる実みが吐と息いきをつくようにして、〝不ふ転てん百足むかで〟の中へと改めて身を倒した。

　帰き投とうするのだ。そしてこちらも、外交官派遣の打だ診しんを行った以上、ここで話題の展開をする意味を持たない。成実が去るのを見送る流れだ。

　成実は、こちらに会え釈しやくを一つ送ってから、

「それ以上の実際はうちの副会長達たちと連絡ね。……長なが居いになっちゃったけど、収しゆう穫かくは随ずい分ぶんとあったと思うわ」

「そういうことにしておいて貰もらえると救たすかる。──で、今後のことだが」

「Ｔｅｓテスタメント．、──戻り次第、報告して、結果を伝えるとするわね」

「総そう長ちよう、伊だ達て・政まさ宗むねの指示を仰ぐのか？」

　成なる実みは応えない。ただ彼女は、

「行くわよ、〝不ふ転てん百足むかで〟」

　告げるなり、金属音おんと、何かを飲み込むような音が重なり、〝不転百足〟が閉じた。
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　正まさ純ずみの眼前に、それは完成した形で屹きつ立りつした。

　身長三メートルの、緑りよつ黒こくと赤の、竜りゆうにも似た機き動どう殻かくだ。それは、顔面素そ子し群ぐんを確かにこちらへと向け、

『では、──さようなら』

　言うなり、背に光の翼が展開するのを正純は見た。追加で背に現出した発生器から生じたのは、ボディと同どう系けい色しよくの光で作られた四枚翼よくだ。鳥の羽とは違う、堅さすら感じさせる直線的な四枚は、まず、羽ばたくと言うよりも広がって震しん動どうし、

　……浮く？

〝不転百足〟の足が、有あり明あけの天てん面めんより離れた直後。

『────』

　その姿が消えた。

「……っ」

　突然の高こう速そく移動と、風が来るだろうと言う予測からかざした手には、しかし何も来ない。正面、こちらを護まもるように立っていたミトツダイラが、己おのれの髪かみを手で梳すき、

「……航こう跡せきを残さないように、緩かん衝しよう術じゆつ式しきを掛けながら飛ひ翔しようしたんですわ。それであの速度が出るとなると、少々、敵に回すと面めん倒どうですわね」

　彼女が見上げる頭上。ステルス防ぼう護ご壁へきには小さな穴が開いている。〝不転百足〟となった伊だ達て・成実が去っていった跡だ。その形は、修しゆう復ふく機き能のうによってすぐに消えていくが、

「穴の位置は直上。……あれでは、どの方角に去っていくのかすらも、捉とらえがたいですわね」

　ああ、と正純は、場の緊きん張ちようを解く吐と息いきを生んだ。

「警けい戒かいは解かれていないと、そういうことだな。──浅あさ間ま、消しよう音おん結けつ界かいを解いてくれ。クロスユナイトは外の状況など、まとめてこっちに送ってくれるか」
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『外の状況は動いたかしら？　それとも中？　──留る守すさん？　どう？』

　夜の空。眼がん下かに月光を受ける山さん渓けいと田畑、そして小さな光を幾いくつも持つ集しゆう落らくや町を見下ろしながら、〝不転百足〟は飛翔していた。

　行く方角は北。消しよう光こうの術式を当てた背の翼は、光を失ってただ黒く。西に傾いた月の光を背中と四枚翼に受けながら、〝不転百足〟は夜や天てんを北上する。

　と、〝不ふ転てん百足むかで〟の竜りゆう型がたの顔かお右みぎに、やはり消しよう光こう設定の表示枠サインフレームが生じた。音声通つう神しん、と表ひよう記きのなされたそれがまず行うのは、機き動どう殻かくの通神領りよう域いきに己おのれの設定を自動送そう神しんすることだ。

　そして〝不転百足〟内の成なる実みに、低音の男の声が届く。

『副長。──首しゆ尾びは如何いかがかと、副会長が問うておられます』

『あ、留る守すさん。ええ、大体は片かた倉くらの予測したパターンに入ったわ。音声記録の共きよう有ゆう設定はしてあるから防ぼう護ご掛けて持っていってくれる？　そっちの方が暗あん号ごう化かの効率いいんだし』

　言い終えるより先に、幾いくつかの表示枠が新しく展開した。ややあってから、

『Ｔｅｓテスタメント．、良好でありましょう。副長、──武蔵むさしの感想は？』

『留守さんも好きねえ、他た教きよう導どう院いんの情報集あつめるのが。流石さすがは仙せん台だい城じようそのもの』

　言葉とは違い、笑みの無い口く調ちようで成実はそう言って、眼がん下かを見た。すると、山さん間かん部ぶの一角に、月の生む影の形がおかしい場所があった。

　森が、大きく抉えぐれ、長い谷のようなラインを作っているのだ。不転百足は、その上空へと差し掛かりながら、

『武蔵の副会長はかなりの堅かた物ぶつね。無理な手を持っていても、更さらに手を加えることで、最さい善ぜん策さくに変えて使ってくる、というイメージ』

『Ｔｅｓ．、副会長の片倉も対応が大変でありましょうな』

『相手をする気？』

『あれは性格がアレなので、直接対たい応おうはしたくないそうです。だから書しよ面めん対応などのために副長が今いま得えた記録を検けん分ぶんしております。──一応、今回の外がい交こう官かん派は遣けんについては、想そう定ていの誤ご差さ範はん囲いだと言っておられます』

『流石さすが片倉、テンション任せで早い判断ね。だとしたら──』

　眼下に、山さん渓けいの影を通り過ぎていく。山中の森を一直線に数キロ削けずり、抉った跡を見て、

『留守さん、鬼おに庭にわさんは何て？　あと、負ふ傷しよう者の補ほ償しようは──』

『補償は第二特とく務むの名めい義ぎで行っております。そして、第二特務の感想としては……』

　わずかな間が空き、しかし言葉は来た。

『お二人の間で迷っているものと、そう見られておられました』

『歴史再さい現げんの呪のろいね。早くこの呪じゆ縛ばくを解かないと、伊達家の竜は自由に舞えないわ』

　同意であります、と呟つぶやく留守の言葉と同時。

　不転百足が、方向を変えた。それまで、北に向かっていたものが、西へを向きを違たがえる。

『さて』

　不転百足は、空を切る曲線を描きながら、南を、水み戸との方に視線を向ける。

『有あり明あけの防ぼう空くう網もうは、〝不転百足〟のサイズと出力だとこのあたりまでが補ほ捉そくの限界でしょうね。ステルス防ぼう護ご壁へきの厚さや質から見ても。──これから上越露西亜スヴイエート・ルーシを偵てい察さつするわ』

『御ご足そく労ろう、御お願ねがい致します』

　Ｔｅｓテスタメント．、と言うなり、〝不ふ転てん百足むかで〟が行き先とする方向を確定した。

　月に正せい対たいするように、西へ。上越露西亜スヴイエート・ルーシ側へと全身が向く。

　そして加速。

『留る守すさん、編集した記録を返してくれる？　専用の暗あん号ごう防ぼう護ご設定も宜よろしく』

『Ｔｅｓ．、そちらには、新しん規きの情報もつけておきます』

『新規って、外の情報？　──上越露西亜とP.A.Odaが激げき突とつ始めたっていうけど』

　Ｔｅｓ．、と留守の声が頷うなずき、更さらに続いた。

『副長、推すい移いをどう見られますか？』

『──一いつ向こう一いつ揆き衆しゆうとしての魔ま神じん族ぞくに対しては、P.A.Oda側が押せるでしょう。既すでにスレイマンと戦い抜いた連れん中ちゆうですものね。負ける理り屈くつがないわ』

『だとすれば、少々、面白い偵てい察さつになりそうですな』

　留守が応じた。

『上越露西亜の魔神戦せん士し団だんが補ほ充じゆうされたのと同時に、動きましたぞ。あの、死者の街、露西亜ロシア最さい古この街、そして黎れい明めいの時代から飛び続ける抵抗の街、──ノヴゴロドが』
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　夜や下かの雪せつ原げんに、男の声が落ちた。

「なあトシ、ひとまず大体潰つぶして、一ひと息いき中に、面めん倒どうなこと言いたいんだけどよ」

「だったら、あまり言わなくていいと思うけど、とりあえず聞いておくよ。──一体何だい、ナっちゃん、寂しくなった？」

　そうじゃなくてよ、と、ズボンのポケットに両の手を突っ込んだ成なり政まさが、前を顎あごで示した。

「今は連れん中ちゆう、撤てつ退たいしてっけど。──恐らく追加が来んぞ、コレ」

　正面。広大な雪原は戦せん場じよう跡となっていた。

　空は黒く、他はほとんどが白。そう言った広いスペースの上には、上越露西亜スヴイエート・ルーシの魔ま神じん族ぞく戦せん士し団だんが着込んだ露西亜ロシア側がわ制服の白が、影を作るように倒れている。

　遠く、向こう、そして周囲を囲む森林の間ま際ぎわでは、撤退や、救助回かい収しゆうを行う影の動きがある。しかし、

「ほら、あれ、見えんだろ？　──柴しば田た先せん輩ぱいもチェック甘えな」

　と言った成政の視線の先には、新しい白の色がある。

　遠く、北東の雪原の向こうにある山さん渓けい。その麓ふもとに、五百メートルほどの白い輸ゆ送そう艦かんが五ご隻せきほどある。既すでに揚よう陸りく作業は半なかばを過ぎ、地上を無数の影が接近中だ。

「一いつ向こう一いつ揆きの連れん中ちゆうよか手て際ぎわがいい。無む紋もんだが上うえ杉すぎ直ちよく届ぞく、暫ざん定てい国こつ境きよう警備の連中が集まってきた、ってとこだな。数にして、五千は追加になるぜ」

「魔神族の五千追加は面倒だよねえ。──まあ、延長料金払ってやるとするよ」

「金は？」

「柴田先輩がチェックし忘れてると仮定した分は、持ってきてるよ？」

　じゃあよ、と、成政が顎あごで前を示した。位置は北西、そこの空には、色がある。

　色は、黒だった。

　だが、それは夜の黒ではない。

「なあ」

　成政が、視線を少し上げて、こう言った。

「あれから来る連中、どのくらい追加になると思うよ？　テメエ」

　北西に、町が浮いている。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシの紋もん章しようを側面につけて接近するのは、巨大な浮ふ上じよう都市だった。

　ノヴゴロドだ。
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　都市が来るのを、利とし家いえは見ていた。

　……さっきの戦せん闘とうを前ぜん座ざに、とうとうお出ましか。

「引っ張り出すのに随ずい分ぶんと時間が掛かったものだね、ナっちゃん」

「大商業都市として独立性が高くなることを望み、それゆえに上越露西亜スヴイエート・ルーシから粛しゆく清せいされた露西亜ロシア最さい古この都市、ってか。……今も、上越露西亜の連れん中ちゆうが俺達にやられてたのに、手を貸しもしねえ。──面めん倒どうくせえ相手だぜ」

　二人で仰ぐ空。そこにあるのは、巨大な椀わんに見えた。

　地ち殻かくをそのまま掘り出したような浅い半はん球きゆう状。そのテーブルの大きさは、直ちよつ径けいにして十キロを下らない。半球テーブルの上には、大地があり、丘があり、河川があり、そして建物の並ぶ市街があった。だが、

「……灯あかりがねえな、噂うわさ通どおりだぜ」

「Shaja、──仕方ないさ、上越露西亜には珍めずらしい、死者を主とした町だよ、あのノヴゴロドはね。それも、ほとんどは意志など持たない動死体リビングデツドだ」

　同じように死者を扱う自分とは、相あい性しようがいいのか悪いのか。ただ解わかっていることは、

「露西亜最古の都市にして、最大の粛清によって滅めつ亡ぼう寸すん前ぜんにまで追い込まれた都市ノヴゴロド。今の上越露西亜総そう長ちよう、イヴァン四世兼けん上うえ杉すぎ・景かげ勝かつの粛清に抵抗し、八万人の人じん口こうの内、六万を失った時は、近きん隣りんの河川と湖に死体が層で重なったとも言われてる。

　無む論ろん、歴史再さい現げんでは、女おんな市長マルファの指示下か、全員が自じ害がいをもってそれに応じたということになってるけどね。そして、その住人達は、女市長マルファの術じゆつ式しきによって動死体化かされ、〝生き延びている〟んだよ。……今や都市としては、外がい周しゆうの貿ぼう易えき部分しか生きてないらしい。街の住人は何も食わず、学びも、娯ご楽らくもしないからね」

「ねえ」

　と、背後から声が来た。不ふ破わだ。

「大だい丈じよう夫ぶなの？　ノヴゴロドって、ハンザ同どう盟めいの代表都市の一つだったんだよ？　粛清食らって今は大人おとなしいけど、その力も意志もまだまだ並じゃないよ？　だって……」

「ああ、知ってるよミッチー。ノヴゴロドは確かに強固な街だ。粛清を受けたが、マルファが自害でまとめたために武ぶ装そうも防ぼう護ご施設もそのままだよ。大だい粛清の後で侵しん攻こうしてやろうと思っていた諸しよ勢力は、粛清の翌よく日じつ、外がい縁えんの貿易施設をいつも通りに動かす動死体達たちを見て、ノヴゴロドが想そう像ぞう以上に厄やつ介かいなものになったことを悟さとったんだ。

　もはやノヴゴロドは、死ぬことを恐れない戦せん士し団だんの都市になったんだ、ってね」

　ケと成なり政まさが息を吐き、半はん身みになって浮ふ上じよう都市を見上げた。

「住民全体が、俺達と同等の度ど胸きよう持ってたってことかよ。──何な故ぜだ？」

「さっき前まえ田だが言ったじゃない。──ノヴゴロドは露西亜最古の都市なんだ、って」

　成政が視線で振り向いた先、不破が手の届くような位置にまで来ている。不破は、一息を入れてから、

「ノヴゴロドからしてみれば、自分達こそ露西亜ロシアの王、もしくは独立した商業都市と思っていたんだよ。プライドと、それを支える歴史と経済力があった。だからこそ、露西亜側がわが粛しゆく清せいし、完全併へい合ごうを狙ねらったと──」

「聖せい譜ふ記き述じゆつにはそうあるね、ミッチー」

　Shajaと不ふ破わが応じ、重ねるように利とし家いえは言った。

「だけど、と僕は思うところが一つあるんだ。ノヴゴロドは商業都市だが、外がい交こうと商業については外がい縁えん部のみで行われている。中ちゆう枢すうや、都市部には、基本、誰も入れさせないんだよね」

「それは、普通のことじゃないの？　P.A.Odaだって、中枢地ち域いきや重要地域はステルス結けつ界かいつけて関係者しか入れないようにしてるし」

「いや、ノヴゴロドの町は、九世紀に半なかばに出現したときから、その状態なんだよ。そして、その全てを得ようとして完全服ふく従じゆうを迫った〝雷らい帝てい〟イヴァン四世に対し──」

　利家は、正面の空に停止した浮ふ上じよう都市を見み据すえた。

「ノヴゴロドは、乗り込むというならば都市の自じ爆ばくをすると、そう宣言した。

　その折せつ衝しようの中で、ノヴゴロド側は全員自じ害がいを選び、実じつ質しつ、上越露西亜スヴイエート・ルーシと決けつ別べつしたような状態になっている。──無む論ろん、上うえ杉すぎ家けの後こう継けい問題である〝御お館たての乱〟として、反乱側であった上杉・景かげ虎とらの歴史再さい現げんを担当していたせいもあるだろうけどね。

　上越露西亜側としても、距離を取らざるを得ない存在だ、ノヴゴロドは」

「……しかし、そんな風ふうに守るなんて、あの椀わんの中に何かあんのか？」

「どうだろう？　独立性を守るために不ふ可か侵しんを要求するのは、よくあることだよ。でも、一つ言えることがあるとするならば……」

　一ひと息いきは、白くならない。ただ、利家は飾りとしての息を吸い、こう言った。

「ノヴゴロドは、遙かな昔から、一いつ体たい誰にその身を許してくれるのか、解わからないままで、それは今も続いているということだよ」

　ふと告げた言葉に、肩のまつが頰ほおを寄せてくる。

　おお、まっちゃん、それだよそれ!!　と内心で思っていると、ノヴゴロドに動きが見えた。

　外がい縁えんから、船が幾いく隻そうも出始めたのだ。

　直後。空に撃げき音おんと光が炸さく裂れつした。

「……!!」

　ノヴゴロドに対し、斜め打ちに鉄てつ槌ついが激げき突とつした音と光だった。

　P.A.Odaの鉄てつ甲こう船せん。八百メートルの巨体が、南の空から高速で激げき突とつしたのだ。
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「やった……!!」

　不破は最大全ぜん速そくの一発を、二人の男の陰から確認した。

　今の一いち撃げき。マクデブルクに対して羽は柴しばが手配した〝えいっ、ていう感じの一撃（羽柴談だん）〟の再現は、事前に自分が柴しば田たに頼んでおいたものだ。

　それは確かに、浮上の大都市に激げき突とつした。更さらには、

「二、三発目、行って!!」

　言葉が事実の応答となり、二発が追加された。

　合計三発。衝しよう撃げきに連続で揺れた夜空に、霜しもの霧きりが波で生じた。

　音だ。遠くの山さん渓けいの傾斜から雪崩なだれの煙が見え、雪せつ原げんの戦せん闘とうでも、こちらに接近する魔ま神じん族ぞくが動きを止めた程の連れん音おんだ。

　鉄てつ槌ついの追加は確かに果たされた。だが、不ふ破わにとっては、

　……耳痛い──!!

　自分でやっておきながら、ここまでの音量とは思っていなかった。

　こんな、お腹なかどころか臍へそ下したまで響ひびく大だい音おんは聞いたことがない。前まえ田だも佐さつ々さも何で平へい然ぜんとしてられんのよ。頭がおかしいから？　ああ、私、つまり正常なんだ……。

「おい、不破、耳みみ塞ふさいでないで説明しろ。アレ、テメエの手配か？」

「Shaja、柴田先せん輩ぱいに頼んだものだけどね。ノヴゴロドに対たい艦かん砲ほう撃げき力りよくがあるのは大体予よ測そくが出来てたから、さっき南に飛んでいった艦かん隊たいに紛まぎれ込ませて、待たい機きさせてたのね。

　三発、しっかり命中したから、あの大きさの都市でも──」

　と、そこまで言っている間に、上空の霧きりが散った。

　夜の空にまず見えたのは、三さん艦かんの直ちよく撃げきを受けたノヴゴロドの南面だ。だが、

「おい」

　成なり政まさが言った。

「──無む傷きずだぜ」
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「うそ……」

　不破は、眼鏡めがねを持ち上げ直して敵てき影ぐんを見た。

　こちらの三さん撃げきは、ノヴゴロドの南面。貿易港こうを持つ市街の一角へと確かに当たった筈はずだ。

　側面や底部の岩がん盤ばん部ぶ分ぶんならば、無傷も解わかる。しかし、巻き起こる風によって散る流りゆう体たい光こうの向こうには、

　……傷一つ無い。

「街を狙ねらったのに、……マクデブルクと同級の防ぼう護ご障しよう壁へきが出来てるって言うの？」

　肯定するように、鈍い、軋きしみの音が空から聞こえる。

　まるで打ち払われるかのように、ノヴゴロド南の空に、鉄てつ甲こう船せん三さん隻せきの残ざん骸がいが散っていくのだ。それは明らかに、

「ノヴゴロドに、万ばん全ぜんの防ぼう護ご障しよう壁へきが展開してる……」

　言葉が疑問になった意味は、自分の甘さとしてよく解わかる。が、利とし家いえが苦く笑しようした。

「タイミングとしては、さっきのがベストだと思うよ。だって、──ノヴゴロドは、自分達の戦せん士し団だんを船で出している途と中ちゆうだったんだ」

「だよな。……その状態で防護障壁を展開すりゃあ、それに巻き込まれた船はただじゃ済まねえし、障壁の外にいる連れん中ちゆうは艦が着ちやく弾だんした際に発生する衝しよう撃げき波はをモロ受けで、どっちにしろ無事じゃすまねえ」

　実際、ノヴゴロドの真下あたり、月によって浮ふ上じよう都市の影が落ちるあたりには、幾いくつかの黒い破は片へんが見えている。

　三さん艦かんが着弾したとき、ノヴゴロドの防護障壁展てん開かいに巻き込まれたり、衝撃波で砕くだかれて落下したノヴゴロド戦せん士し団だんの先せん鋒ぽうだ。

「……見捨てたの？」

「最善の判断です、と、羽は柴しばなら言うよミッチー。無む論ろん、考え込みながらだろうけど」

　その光景も、口く調ちようも、全て想そう像ぞう出来て、不ふ破わは目を伏せた。

　そして不破は眉み間けんに手を当て、眉まゆ根ねの力を抜いてから、改めて目を開ける。

　しっかりしようと、そう思う。

　正面の空。ノヴゴロドは再びボートを外がい縁えんから出しつつある。出しゆつ航こうの勢いには淀よどみが無い。今、目の前で起きたことなど、当然のことと言いたげな動きだ。

　ならば、と不破は思った。

　……敵にとって当然のことを、こちらが驚いたり、憤いきどおりにする道どう理りは無い、ね。

　目の前で起きる敵側の如何いかなる事じ象しようも、所しよ詮せんは敵てき側がわの事象であって、こちらの問題ではない。感情の動きは、自分達味み方かた側がわに対してとっておくべきものだ。

「────」

　不破は顔を上げた。

　今、ノヴゴロドの向こうに、障壁で打ち払われた鉄てつ甲こう船せん三艦が落下していく。

　無む人じんとは言え、三艦は無む駄だな大たい破はとなってしまった。自分の見積もりの甘さだ。現げん地ち会計として、無駄を無くし、戦争における利り益えき向上に役立つのが己おのれの役目。それが早期解決を目もく論ろんで失敗するとは。

「向いてないね。──じゃあ、前まえ田だ、佐さつ々さ、私は敵の数とかを確認する方に回るから」

　ノヴゴロドの南面外がい縁えん、港の規模からするに、降りてこられる敵てき戦せん士し団だんの数は七千。更さらには、

「ミッチー、上越露西亜スヴイエート・ルーシ側から追加で艦かん船せんが来てる。更さらに六千追加した方がいいよ」

「大だい丈じよう夫ぶ。それより前田、まつ、佐々、私を護まもってくれる？」

「……テメエの見積もりが確かなら、こっちはこっちで手て一いつ杯ぱいかもしれねえぞ」

『いくじなしー』

「うるせえな！　テメエも相あい対たいしてみろよ！」

　佐さつ々さの叫びが雪せつ原げんに響ひびいたと同時、正面の雪原が一度だけ波打った。

　広大な雪の白しろ一いち面めんに、敵が再さい整列し、こちらに正せい対たいしたのだ。
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　利とし家いえは、戦せん場じようを再さい確かく認にんする。

　先ほどまで、上越露西亜スヴイエート・ルーシの一いつ向こう一いつ揆き魔ま神じん戦せん士し団だんの残ざん存ぞんは、こちらと距離を取るように、北側へと下がっていた。

　だが、彼らを後こう衛えいとして、新たな前ぜん衛えいが倍ばい以上の数で追加されている。

　北東側から入ってくるのは、暫ざん定てい国こつ境きよう警備の正せい規き魔神戦士団。

　そして北西側から加入するのは、空に来た木もく造ぞう船せんから降下していく、

　……ノヴゴロドの死し人にん戦士団か。

　百人乗りの大型船に乗り、オールを漕こいで来たのは、動死体リビングデツドの群だった。誰も彼も、全身を防ぼう腐ふ効果も兼ねた白のインナースーツで包み、顔には仮か面めんや兜かぶとを被かぶっている。

　その形は、人に似て、違うものばかりだった。

　ある者は両の肩が一ひと抱かかえほども膨ふくれており、ある者は下腕が同じようになっており、またある者は、足や腕が本来あるべき長さよりも二倍ほど長くなっていた。

　不ふ破わが、息を一度飲のみ込み、ゆっくりと言う。

「……粛しゆく清せいで人口が四分の一になる歴史再さい現げんとして、基本的に、〝四人を一人〟に合ごう成せいしたんだってね。家族ぐるみで一いつ緒しよになってるのも多いとか……」

「人じん的てき資源万ばん歳ざいだぜ。苦労せず肉体強化とか、ナメてんのか」

「ま、僕の幽ゆう霊れい戦士団は百人を一人にするようなものだから。僕の方が上だね」

『うえ──』

　はいはい、と不破が額ひたいに手を当て、空を見上げる。しかし、不破は、己おのれの動きを止めた。

　理由は解わかる。大気が揺れているのだ。前から、こちらに。風が何かに押し出され、向かってくるのは、

「ノヴゴロドが降りてくるよ……！」

　どういうことかを考える意味もない。外がい縁えんからの木造降こう下か船を間かん断だん無く降ろすということもあろうが、何よりも、

「……いた」

　見える。

　ノブゴロドの南みなみ外縁。突出した港の桟さん橋ばしに、人ひと影かげが立っている。

　色の抜けた肌はだと、白の髪かみ。花はな輪わ飾かざり付きでドレス状に改造した上越露西亜の女子制服は、漆しつ黒こくに染められて風にはためいていた。

　彼女の名を、望遠用ようの表示枠インシヤ・コトブで確認した不ふ破わが告げる。

「ノヴゴロドの粛しゆく清せいを見届けた女おんな市長、マルファ……！」

　空を動かすような音と共に、ノヴゴロドの巨きよ影えいが雪せつ原げんの向こうへと降りていく。風が動き、森が揺れ、巨影は北側の森の上、ぎりぎりで止まった。

　見下ろしの角度をもって、三千の戦せん士し団だんを降下させつつ、女市長は確かにこちらを見ている。

　薄く笑みを作った口を開き、彼女は右の手を挙げる。

　直後。雪原の上空に、巨大な表示枠サンクト・アクノーが展開した。

　聖せい協きよう式。二キロ四し方ほうはあろうかという莫ばく大だいな窓は、そこにマルファの顔を映す。彼女は右の手を挙げたまま、確かにこちらを見み据すえ、

『初めましてと言うべきだろう。──P.A.Odaの諸しよ君くん』

　女性にしては低い声が、空に響ひびいた。

『私がノヴゴロド市長、マルファ・〝裏切り自由ヴエージマ〟・ボレツカヤだ。上うえ杉すぎ家の上杉・景かげ虎とらの二に重じゆう襲しゆう名めいでもある。つまり上越露西亜スヴイエート・ルーシの面めん倒どう者ものだ』
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　マルファは、眼がん下かの諸しよ衆しゆうに対し、口くち端はの笑みをもって告げた。

『P.A.Odaよ、上越露西亜の南西、一いつ向こう一いつ揆きと土ど着ちやく宗教の役を担になう魔ま神じん戦士団の土地を、一歩一歩着ちやく実じつに攻こう略りやくしてきたことは称しよう賛さんに値する。──見事だ。生せい者しや諸しよ君くん。鬼おに柴しば田たの手て勢ぜいも、なかなか綿めん密みつな侵しん攻こうを見せるものだと思ったよ』

　さて、と、マルファは告げて、右手を下ろした。

『賞賛の褒ほう美びとして、面白いものを見せよう』

　言うなり、ノヴゴロドが横向きの震しん動どうを得た。

　巨大な浮ふ上じよう都市を押すもの。それは、空を突っ走り、標ひよう的てきへと向かう砲ほう弾だんの群だった。

　響ひびいた砲ほう音おんの数は三み桁けたを下らない。炸さく裂れつの音が鳴り、ノヴゴロドの上じよう面めん縁ふちを、発射制せい御ぎよの術じゆつ式しきによる光の飛沫しぶきが覆おおった。

　そして生まれた高速の徹てつ甲こう弾だんは、

『……この程度の余よ興きようで、我が慢まんしてくれよ』

　全ぜん弾だん一つ残ることなく、砲ほう弾だんは旧派カトリツク加か速そく術式の加か護ごを空中で展開し、更さらなる加速を実行。大気を割り裂いて、目標へと向かう。

　貫かん通つうの打だ撃げきの行き先は、しかし、P.A.Odaの本ほん陣じん艦かん隊たいではなかった。

　全ての砲弾は、追加の魔神戦士団を降ろしたばかりの輸ゆ送そう艦かん五ご隻せきへと、命めい中ちゆうしたのだ。

『一向一揆衆しゆうと、国こつ境きよう警けい備び隊たい。──本気を出すために、無ぶ粋すいな横よこ槍やりには沈んで貰もらおうか』

　マルファの言葉と同時に、着ちやく弾だんの破壊音おんが空に重じゆう連れんした。

　轟ごう沈ちんするのは、上越露西亜の紋もん章しようをつけた輸送艦五隻。

　それぞれは風を伴い、流りゆう体たい燃ねん料りようの光や、火を噴ふき、落下し、

『狙ねらい外はずさず、とは見事だ同志。──そして、灯あかりはサービスだ。諸しよ君くん』

　爆ばく発はつの煙と光、続く火か炎えんが五つ、雪せつ原げんを斜めから照らした。

　マルファの眼がん下か、整列していた魔ま神じん戦せん士し団だんがそれを見て、

「……!!」

　上がるのは抗こう議ぎの声と、憤いきどおりの叫びだ。

　しかしマルファは表情を変えない。ただ、彼女は口くち端はの笑みを動かすことなく、

『別にいいではないか。空からの舟だぞ？　帰りの船が必要ならば出そう。それとも……、今すぐに帰りの船が必要だとでも言うのか？』

　だから、

『元はスレイマンの麾き下かにてP.A.Odaに抗あらがった魔神戦士団。もはやここで敗れた後を考えていることも無いだろう。だからこのマルファ、戦って生きるか、死ぬか、どちらかを選びやすくしてやっただけのこと。──火力がなければ出来ぬサービスだ』

　そして、と彼女は言葉を繫つなげた。

　視線が向かうのは、眼下の雪原の向こうに立つ三人。P.A.Odaの若わか手て主力だ。

『──死者を扱う術じゆつ式しき、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 が私の祖先から盗ぬすみ見て憶おぼえたものを、よくぞそこまで使い上げてきたものだ。それもまた賞しよう賛さんに値する。見事と言おう』

　術の使い手、赤の制服姿すがたが、こちらに対して一礼する。

　マルファも会え釈しやくを返し、口端の角度をつり上げた。左腕の、肘ひじから先を上げ、

『ここまで到達し、上越露西亜スヴイエート・ルーシ西にしの門もん番ばんとしてのノヴゴロドと相あい対たいした苦労もあろう。

　だからこの〝裏切り自由〟のマルファ、一つ貴き様さまらを試すとしよう』

　それは、

『もし、我らの戦士団を切り開き、謁えつ見けんせんとするならば、このノヴゴロド──、上越露西亜の手を離れ、独立を宣言してもいい』

　言って左腕を振り下ろした瞬しゆん間かん。大地側がわに風が起きた。

　雪原よりもP.A.Oda本ほん陣じんに近い方。立つ三人の背後の一帯に向け、

「……!!」

　左右の森から、白の影が一いつ斉せいに飛び出したのだ。

　雪ゆき煙けむり巻まき上げて、三人とP.A.Oda本陣に殺さつ到とうするのは、

『我が死し人にんの戦士団と、魔神戦士団。死人の穏いん形ぎよう術式で、森の中からスプラッター飛び出しとは洒落しやれているであろう。数にして二千。──さてどう切り開く？』
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　前と左右から突とつ進しんしてくる白の一いつ斉せいに対し、まず反応したのは不ふ破わだった。

「わあああ！　まつ、どうしたらいいの!?」

『おちつけー』

「……ミッチー、何な故ぜに僕やナっちゃんをまず頼らないんだい？」

「つーか柴しば田た先せん輩ぱい、マジで出てこねえんなら、俺が全部片かたすけど、それでいいか？」

　あー、と利とし家いえは、地じ響ひびきすら届き始めた雪せつ原げんの上で、考える。

　……結局、柴田先輩、出てこないつもりかな。

　その場合、ここは自分達たちでどうにかしろということだろう。無む論ろん、その程度のことは為なすだけの力を持っているつもりだが、

「……妙みようじゃねえか、トシ」

「ナっちゃんも、そう思う？」

　Shaja、と成なり政まさが頷うなずいた。彼はサングラスを鼻の上に持ち上げ直し、

「俺達だけに任せるっつっても、本ほん陣じんの方、もう少し構えがあってもいいだろうがよ。あの男、誰も出さねえみてえだが、こりゃあ多分……」

「え？　え？　どういうこと？　前まえ田だ、佐さつ々さ、何？　一体」

「ああ、うん、ミッチーも信頼されているというか、ミッチーのフォローが出来ると、僕達が柴田先輩に信頼されていると、そういうことなのかな、これは」

「……え？」

　不ふ破わの顔が、夜の中でも明らかに血の気を失う。

「まさか……」

「そういうこと。そういうことだよミッチー。──僕達は、柴田先輩の茶ちや目めっ気けで囮おとりにされたんだ。敵の総そう軍ぐんを引きずり出し、そして……」

　利家は、背後に振り向いた。

「……そして、これから起きるあらゆる事じ態たいに対して、僕達ならば対たい処しよ出来る、とね」

　振り向いた視線の先、本陣の方に、人ひと影かげが一つあった。

　人影は、女性のものだった。細ほそ身みの、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 女子制せい服ふくの上に、上越露西亜スヴイエート・ルーシの上着を防ぼう寒かんで着込んだ彼女は、こちらに手を挙げ、こう叫んだ。

「前まえ田だくぅん、佐々くぅん、不破さぁん、──御ご飯はんが出来ましたよぉ」

　あれは、と不破が声をあげた。

「御お市いち様!?」

　うん、と向こう、御市が頷く。彼女は改めてこちらに手を振りながら、

「どうしたの？　そんなところで立ち止まってえ」







[image: 解説　●戦場図●]
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　大地は白。空は黒。

　そんな戦せん場じようの範はん囲い内ないに、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の制服に上越露西亜スヴイエート・ルーシの上着を着た御お市いちの声が響ひびく。

「皆、早く来ないと、御お夕食、無くなっちゃいますからねえ」
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　よく伸びる御市の声を、振り払うように動く者がいた。

　成なり政まさだ。彼は、急ぎ御市へと振り向きながら、周囲の動きを確認した。

　……ヤベえ！

　何がヤバいかは明確だ。振り向いた視線の先、こちらへと、手を振りながら走ってくる御市がいる。つまり彼女がヤバい。だから成政は、

「御市先せん輩ぱい!!　──柴しば田た先輩は何考えてんスか一体!!」

「え？　勝かつ家いえさんなら、〝今日は自由にしてていい〟って言って下さって。──ほら、早く～！　今日は腕によりを掛けて頑がん張ばりましたからねぇ」

　……馬鹿野や郎ろう……！

「手て間ま掛かけさせやがって……！」

「ナっちゃん！」

　既すでに両りよう翼よくからは、敵が迫っている。だからと言うように、利とし家いえが叫んだ。彼は、不ふ破わの手を引いて前へ、正面に構えた敵てき陣じんへと走り出しながら、

「僕達はミッチーと向こう行くから、御市様を頼むよ!!」

「Shaja!!」

　両腕の入れ墨ずみから展開する紋もん章しようは〝癒使イスラフイル〟。だが、いつもは拳こぶしに使うための踏み込みを、

「──百ゆ合り花ばな！」

　脚きやく部ぶ関かん節せつに展開した白しら百合の紋章をもって、成政は御市へと低く大だい跳ちよう躍やくした。
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　成政は行く。

　こちらに、無む防備に走ってくる御市まで、距離にして約三百メートル。着ちやく地ちと言うよりも、滑かつ走そうに近い一歩目で距離は百二十に詰まった。

　そして二歩目。予定では、ここで一気に御市に突っかけ、

　……着地しねえまま、かっさらって本ほん陣じんに戻す!!

　踏むのは右足。利き足は左だ。だが、訓練はしている。高速の大跳躍程度で乱れることはない。だから成政は迷わず、前へと跳ぶために、

「百ゆ合り花ばな!!」

　叫び、着ちやく地ちから捻ひねり込んだ右足に紋もん章しようを展開。足首どころではなく、足あし指ゆびの関かん節せつにまで光の百合を入れて二度目の大だい跳ちよう躍やくを行う。

　だが、遅かった。

　身を前にぶち込んだ瞬しゆん間かん、御お市いちと自分の間に、白の影が落ちてきた。

　上空。雪せつ原げんに降りていくボートから、脚きやく部ぶを強化した死人が跳んでいたのだ。

　……くそ！

「邪じや魔まだ馬鹿野や郎ろう!!」

　成なり政まさは大跳躍の姿勢を直ちよく蹴げりに変更。蹴り込む左の足あし裏うらは、前に突くのではなく、やや打ち下ろし気味の一発だ。前に落ちてきた敵は、避ける間もなく、

「逝いっとけ!!」

　直ちよく撃げきした。

　打だ撃げき点てんを力りき点てんに、空中で三回転した敵を追い越し、成政は浅い軌き道どうで滑かつ空くうしていく。

　大跳躍の勢いは、弱まったものの消えていない。しかし左右の敵てき群ぐんの迫りは強く、

　……間に合うか!?

　御市まで距離五十メートルで、二歩目をついた。

　こちらから見て、左からの敵群が近づきすぎている。そして、

「え？　どういうことかしら、これ」

　御市が、左右の敵群に今いま頃ごろ気付いた。

　……ヤベえ……!!

　左からの敵が、御市への距離を詰めた。約三十メートル。離れてはいるが、魔ま神じん族ぞくや、身しん体たい強化をした連れん中ちゆうにとっては一いつ瞬しゆんの距離だ。

　今から、御市を救うまでに全員を相手にするのは無理だ。

　だが、成政の左手側に、後ろから勢い良く転がって、バウンドしてきたものがある。

　先さき程ほど、直蹴りを叩たたき込み、前へと吹っ飛ばした脚きやく部ぶ強化の動死体リビングデツドだ。

　こちらが追い抜いたものが、転がって追いついてきたのだ。

　左手側、雪面を削けずり、抉えぐり転がってきた骨こつ肉にくの塊かたまりに対し、成政は構えた。正面、御市に群がって行く敵の左側集団を見み据すえ、

「食らっとけ！」

　左の腕を肘ひじから放ち、宙に跳ね上がった動死体の背に、百合の紋章の拳こぶしを叩たたき込む。

「──百合花!!」

　轟ごう音おんが響ひびき、左拳を炸さく薬やくとして、動死体の砲ほう弾だんが飛んだ。叩き込んだ打撃は、腰上から手首まを内側に捻り込んだコークスクリューだ。吹っ飛ぶ動死体は、勢い良い回転が入り、

「……!!」

　音おん速そくを超えた破さく裂れつ音おんが響ひびいた直後。死し体たい弾だんは敵に届いた。左から飛び込んでくる魔ま神じん族ぞくや動死体リビングデツド戦せん士し団だんを、高こう回転のジャイロ効果が入った死体が殴なぐりつけ、真空の風切り着きで薙なぎ払う。

　前ぜん三列ほどを、確実に打ち砕くだいた。

　その成果の正面を、成なり政まさは走る。右からの敵てき群ぐんも来ているが、

　……間に合う！

　二、三メートル。それだけのラグをもって、御お市いちをかっさらって行ける筈はずだ。そのことを確信として、成政は三度目の大だい跳ちよう躍やくを足に入れた。

　間に合う。その筈だった。

　跳躍した成政が視し界かいの中央で確認したのは、御市が頰ほおを押さえ、身をすくめた動きだった。

「あ」

　銃じゆう弾だんだ。
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　成政は、空中にて、銃じゆう声せいよりも先に、御市の動きを見ていた。

　御市の身が揺れ、細い上半身が、雪面へと前に折れていく。

　銃の音が、後から着いてきた。響ひびく。そして成政は、何が起きたかを目の前で見ながら、

　……ヤベえ。

　空中で、跳躍の身を緩めていた。

　思うことは一つだ。遅れてきた右側の方が本ほん命めいだったか、と。魔神族、動死体、どちらも肉にく弾だん系けいや術じゆつ式しき系が主力で、射しや撃げき系を入れているのは希まれだ。しかし、

「その希を入れているが故ゆえに、右の一団は左側のよりも遅れてた、ってか！」

　成政は判断した。もう間に合わない、と。

　だから成政は跳躍を途と中ちゆうで止め、着ちやく地ちのステップで雪面を深く蹴けり込む。

　氷を穿うがつ音が弾はじけ、自分が身を制せい動どうする正面。御市に突っ込んでいく右側の敵てき団だんが、速度を上げた。彼らは皆、己おのれの武器を振り上げ、御市に向かって、

「柴しば田た・勝かつ家いえの妻、織お田だ・信のぶ長ながの妹、──御市の方、成せい果かの手始めに御お命いのちを頂ちよう戴だいする！」

　瞬しゆん間かん。成政は見た。己の眼がん前ぜん、視界に入る至る所で、色が走り抜けたのを、だ。

　色は黒の色。動きは縦じゆう横おうと無む尽じんでとりとめなく、ただ、左右の戦士団の間を高速に抜ける。

　カウンターで吹きすさぶ黒の動きと共に、魔神族と戦士団の左右前ぜん線せん、数百人の身体からだが、

「……っ!?」

　全てが断たれ、黒の血ち飛沫しぶきが舞い上がっていた。
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　一いつ瞬しゆんではない。風を巻くだけの時間が必要だった。

　だが、それだけの時間を過ごした後、当とう事じ者しや以外の皆は、戦せん場じようの結果を見る事が出来た。

　御お市いちに突とつ撃げきを掛けた約二千人。その前ぜん衛えいとなる数百人が、血の飛沫しぶきを吹き上げて雪せつ面めんに倒れていたのだ。
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　……あれは……!?

　不ふ破わは、振り返った視し界かいでそれを見ていた。

　御市だった。

　だが、彼女は、先さき程ほどまで不破が見ていたものとは違っていた。

　体格は同じだ。髪かみの長さも、服も、靴も、全てに変化はない。

　ただ、姿勢が違った。それは、

　……俯うつむき!?

　彼女の下を見る姿勢は、まるで、身体からだを胸下で前に折ったかのようなもの。首も下に折れ、頭は肩よりも臍へそに近いほどの前傾となっている。

　垂れた髪は全ぜん本ほん数すうが頭の丸みに従って下に落ち、顔を筒つつのように隠かくしたままだ。

　その髪筒の底から、声がした。

「あ……」

　あ、と声がか細く続き、

「あぃいいいいぃ──……」

　空気を小さく、細く、だがどこまでも届くように放たれるのは、

「ひ」

　泣き声だった。

　髪の作る筒の奥から、声が漏もれ、そして雪面に光るものが滴しずくで落らつ下かし、

「ひぁあ」

　体温を有していた滴が雪面を溶かし落ちた。

　直後に、御市の全身が震えた。雪面の上、飛び散らした敵の中央。迫る敵てき群ぐんの行く末の中心で、御市が更さらに身を下に折った。全身を強く震わせた。御市は泣いていた。一度首を揺らし、蛇へびのように髪かみ垂だれを艶つややかに波打たせ、

「ぃああ……[image: ]」

　御市の持つ、黒の色が、殺さつ到とうする白の戦せん団だんに炸さく裂れつした。
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　御市の動きは、曲線だった。

　正面から来る魔ま神じん族ぞくの右片手一いつ刀とうに対し、彼女は高速で己おのれの右みぎ背後に旋せん回かい。放つ後ろ蹴げりの踵かかとは、振り下ろされる刀を握る手首を、内から外に強く弾はじいた。

　一いつ刀とうの軌き道どうは斜めになり、御お市いちは旋せん回かいの動きの中で身を低くする。全身の動きに髪かみの尾を追つい随ずいさせ、斜め軌道となった魔ま神じん族ぞくの刃やいばと右腕の下を回り込むように、左の外へと潜くぐった。

　ち、と魔神族の刀かたな遣づかいは舌した打うち一つ。右脇わきの下をくぐって背後へと抜ける御市に対し、

「逃がすか！」

　己おのれの身体からだを左に傾け、一刀の軌道を更さらに右斜めに、浅くする。そのまま右腕を振り抜けば、刃やいばは雪せつ面めんにも当たることなく、右後ろへと抜ける御市を追う。

　追った。右バックハンドの、下段打ちからのすくい上げ。斜め軌道ともなれば、回かい避ひ出来るスペースはほとんど無い。

　だが、御市は回避を選択した。

　回転する身から、伸ばしたものがある。髪を遠くへと振り回す頭そのものだ。

「ぃ」

　首の関かん節せつが外れたかのような、柔じゆう軟なんさよりも無む造ぞう作さな動きは、回転運動の外に頭を回し、

「ぃいあ!!」

　身が、刀遣いの背後に回るのではなく、乱れたスピン運動を得た。

　人の動きではなかった。捻ねじれ、崩れた旋回に踊るように、御市は右の踵かかとで雪面を蹴ける。その動きで跳ねた行き先は一刀を右背後に振るう魔神族の正面。前まえ屈かがみになった腹の下。

　全身のバランスを故こ意いに崩して跳ねる事で、刃を飛とび越こえ、更さらには位置を戻したのだ。

　敵は刃を振り切っている。身体はがら空きだ。対する御市は未だスピンする身体を右横に傾け、敵から離れるように、側そく転てんの動きで手を雪せつ面めんに着いた。が、それは逃げる動きではない。髪で雪面を払いながら身体を縦に回し、跳ね上げた足が狙ねらうのは魔神族の顎あごの先端だ。

　左の踵の金属ソールが魔神族の顎を斜め下から抉えぐるように打った。

　堅い音が寒さむ空ぞらに鳴る。

　御市が身を前に折って立つと同時。魔神族の顎が横に流れ、

「く」

　魔神の脳が、頭ず蓋がいの中で揺れた。膝ひざが浅く落ちた。右の手から一刀が離れて飛んだ。

　しかし半はん拍ぱくの間をもって、魔神族は飛ばされ掛けた意識を復ふつ帰きする。目に力を戻し、身体の下にいる御市を見み据すえ、

「迷うな!!」

　叫びと同時に、彼は有る動きをとった。

　両の腕を前に抱えるようにぶち込み、御市の捕ほ獲かくに入ったのだ。

　細ほそ身みの影を、太い両の腕が抱え込んだ直後。刀使いの背や前から殺さつ到とうした仲間達は、彼の望み通りに迷いを捨てた。

　槍やり、長ちよう剣けん、刀と言った武装の全てを、彼の五ご体たいに叩たたき込み、

「おお……!!」

　槍やり、長ちよう剣けん、刀、どれも全てが、柄つかの底部に接続された符ふ筒とうから刃やいばに術じゆつ式しきを奏塡インストール。タイムラグはほぼゼロとして、全員の刃が火か炎えんを噴ふいた。

　燃える。

　過か熱ねつの光が白く強くなると同時に、白の戦せん団だんは己おのれの武器を高く掲げた。燃えて、もはや炭よりも灰に化した仲間の遺い体たいを空に散らし、

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]栄光あれ同志……！」

「[image: ][image: ][image: ]　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]祝福あれ同志……！」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]同志よ、栄光と祝福あれ──！」

　散り消えた灰が落ちていく。それは身体からだの形と、衣服の形を遺のこしていた。だが、

「────」

　彼らの仲間が抱いていたものは、灰としても、軽かった。

　骨よりも燃え切らず残った装そう甲こう服ふくの耐たい熱ねつパーツ。その量が示すのは、

「……中身が、無い？」

　誰かが呟つぶやいた瞬しゆん間かんだった。

　円えん陣じんを組むように集合していた白の戦団の中ちゆう枢すうに対し、外の仲間から声が来た。

「本ほん陣じん側がわだ!!」
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　本陣側。

　P.A.Odaの本陣側ということだ。

　そちら側、先さき程ほどの魔神族が手放した刀が落ちていた。だが、今、それを引きずりながら、切きっ先さきで雪せつ面めんを削けずって突っ走る者がいる。

　走りながら、暴れるようにスピン運動を加速させて突っ込んでくるのは、

「御お市いちの方だ！」

　暴風の如ごとき黒の髪かみが、その勢いを消すことなく白の円陣に激げき突とつした。
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　御市は俯うつむいていた。

　回り、足を薙なぎ払い、武ぶ装そうを全力で敵に叩たたき込んだら手を離し、転び散る相手から武器を奪い、それをまた全身で回してぶち込み、更さらに手放された武器を手に取り、また叩き込んでは手放し、打ち込んでは捨て、奪っては薙ぎ放ち、どれも髪の靡なびきより早く薙ぎ払い、

「ぃ……！」

　俯き、全身を震わせながらも高速で回し、旋回の勢いよりも腰や肩や肘ひじを突き上げ、崩すように全てを先に出して更さらに加速する。

　髪かみは黒の筒つつとして顔を隠かくし、ただ斬ざん撃げきと武器の激げき突とつ音と砕くだける音と肉のぶつかり合う音と、

「ぃいいいいいい……!!」

　泣き声が高く空に突き抜け、全身で髪千ち切ぎるように、

「いああああぁ……!!」

　武器を奪い、裁たち切り、手の届かぬところには刃やいばを投げ、足を砕くだいて倒れる身を楯たてに、踏み台に、そして加速の追加として更に武器を両腕で振り回し、

「ああ……!!」

　御お市いちは行った。

　転びかける身すらも強ごう引いんに旋せん回かい運動で跳ね上げ飛ばし、下がる相手を超える速度で駆かけ抜け、通り過ぎざまに刃を突き立て薙なぎ払い、そして手放された武器を空中で幾いく度ども取り替え、まるで戦せん場じようにある武器を伝うように、それら全てを一度の攻撃で全部使つかうとでもいうように、旋回のありとあらゆる位置で宙に舞った武器の柄えを摑つかみ、指を掛けて振り回し、投じては突き貫つらぬき、

「ぃぁ……!!」

　黒の髪の泣き声は戦場を高速に突っ走った。

　武器の数だけ敵が散る。
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　不ふ破わは、走っていた。

　利とし家いえと共に、御お市いちから遠ざかるためとはいえ、敵てき陣じん側がわへと走るのはどうかしてる。しかし、振り向いた背後、黒の旋せん風ぷうが、正面、こちらの方に軌き道どうをとったのが見えていた。

「え？　こ、これって……」

　こちらは敵の密みつ集しゆう地。左右からも、今、敵の群が集つどいつつある中央線だ。

　武器を奪い、突っ走って切り刻む俯うつむきの勢いにとって、最も武器が集まる場所と、そういうことなのだろう。

　そして、推すい測そくの通りに御市が来た。

　白の敵を、高速の蛇だ行こうで左右に散らばしながら、停まることなく、加速し続ける黒の俯きが、泣き叫びを持って突っ込んでくる。

　……うわ……。

　思わず身をすくませる両りよう横よこや正面。上越露西亜スヴイエート・ルーシの魔ま神じん戦せん士し団だんも身み構がまえ、

「来るぞ……！」

　だが、構えを取り、停まり掛けた魔神達たちに前進を促うながしたのは、命令でも何でもない。

　彼らとは別で待たい機きしていたノヴゴロドの死し人びと戦士団が、無む感情に突とつ撃げきを行った動きそのものだった。

　死人、動死体リビングデツドだが、彼らの身を繫つなぐ触しよく媒ばいには僅わずかにその記き憶おくも使われる。

　それが今、爆発的とも言える破壊の速度に向かっていながら、しかし叫んだ。

「……[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]マルフア様に　……[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]栄光あれ──」

「……[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]マルフア様に　……[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]栄光あれ……!!」

　武器を構え直し、マルファの言葉を掲げ、彼らは向かっていく。

　まるでその身を生いけ贄にえとして捧ささげるように、改造を加えた全身をもって、彼らは、

「……!!」

　泣き叫ぶ声の破壊に、己おのれの破は砕さいを重ねていった。

　激げき突とつする。

　破壊される。

　散らばって砕くだかれて、割られ断たれて、しかし死人はそれで正しいとでも言うように。停まらず、動く方が可笑おかしいのだと言わんばかりに、彼らは御市に群がり、死人に戻っていく。

　そして、魔神戦士団も、彼らに続いた。後れをとるなという、ただ戦士団としてのプライドが、もはや彼らを、こちらではなく、御市の方へと向けさせる。

　全ての流れが、走るこちらと利家の横を抜け、御市へと向かった。だが、

「ぃ……、ぁ……、ああ!!」

　声と共に、集団が火か炎えんに白く爆ばく砕さいした。

　御お市いちが、振り回す武器に対し、上越露西亜スヴイエート・ルーシ側が使っていた火炎術じゆつ式しきを重ねたのだ。

　一つではない。御市が連続で振り払って宙に捨てた武器が、

「……く!?」

　数を数えるように、円えん弧こを繫つなぐ位置で、地面に降って突き立っていた。

　直後。その円弧を、爆発が鎖くさりのように繫がった。群がる集団の中を破は砕さいが伝い、

「……あ！」

　爆砕する。

　だが、それで終わらなかった。不ふ破わの視し界かいの中、黒の影は確かに跳んでいたのだ。

　……上!?

　手にした大たい剣けんは二本。

　爆発を利用した大だい跳ちよう躍やくと高速旋せん回かいは、今まで水平方向への攻撃を主体としていた御市に、上下の回転と剣けん戟げきを与えていた。

　それもこちら向きの、だ。
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　不破は、御市がこちらへと回転しながら跳んでくるのを見ていた。

　来る。

　もはや勢いだけではなく、術式による爆ばく炎えんをもって跳んだ俯うつむきの髪かみが、

「ひぃ……あ!!」

　一気にこちらへと来た。

　逃げてはいるが間に合わない。御市は、回転しながらも正確に、こちらの背後へと、

　……来たあ[image: ]

　着ちやく地ちされる。彼女の動きは、しかし止まらない。降下の勢いを前ぜん転てんで消そうとしており、一回転を入れていた。

　手にした二に剣けんが作る回転軌き道どうの途と中ちゆうには、こちらの身体からだがあるのが解わかる。

　そして御市は大だい刀とうを持っているから、つまり両りよう断だんだ。

　既すでに刃やいばが、回る身体と共に振り回されていた。

　食らう。間に合わないと、そう思ったときだ。

「おお……！」

　声と共に、正面に風が割り込んできた。

「佐さつ々さ！」

　その通りの男がいた。御市に追いつき、このタイミングで追い越そうというのだ。だが彼は、こちらに鋭い視線を向け、

「ガード!!」

「う、うん……！」

　不ふ破わが佐さつ々さに身を向け、×組型の両腕ガードをとった瞬しゆん間かん。その中央に打だ撃げきが来た。

「百ゆ合り花ばな……！」
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　不破は、背後方向へと吹っ飛ばされていた。

　百合花による小しよう掌てい打うち。しかし確実に骨は軋きしみ、右の肩が後ろにズレたような感覚があった。脱だつ臼きゆうね、と思ったときには、身は背後へと強く飛ばされていた。

　空中に浮き、落下までの加速が抜ける間。不破はそれを見ていた。

　佐々の背後に、御お市いちが突っ込んで来るのだ。最初の一回転を終え、続く旋せん回かい運動に入る動きで、佐々を断ち切ろうとする御市がいる。だから、

「佐々、後ろ！」

　回かい避ひを促うながす叫びだが、タイミングが悪い。紋もん章しよう、癒使イスラフイルの再さい起き動どうが間に合わないのだ。

　吹っ飛ばされていた不破は、尻しりから雪せつ原げんに落ちようとして、足を踏みこたえようとして、

　……どうにかしないと！

　思った瞬間だ。

「僕を頼る事前ぜん提ていで追いついてくれて有り難いよ、ナっちゃん」

　言葉と共に現れた動きが、三つある。

　一つは、後ろへと吹っ飛ばされていたこちらの右に、赤のM. H. R. R.神聖ローマ帝国 制服を着込んだ前まえ田だが並び立った事。

　一つは、落ちるこちらの下、地面から、骨の腕が無数に地面から生はえて支えてくれた事。

　そして最後の一つは、

「時間稼かせぎで充分だろう、ナっちゃん」

　佐々と御市の刃やいばの間に、白の骨が屹きつ立りつしていた。

　数は三体。だが、それは、御市の刃によって一いつ瞬しゆんで砕くだかれた。

　しかし、三さん体たいは確かに両の腕を御市の刃に絡めようとし、それは僅わずかながらも時間を稼ぎ、

「百合花……!!」

　白骨の三者が散るのと、紋章を再起動した佐々が、こちらをも越える大だい跳ちよう躍やくを行ったのはほぼ同時。

　わ、と骨ほね達たちに抱えられて見上げる夜天を、宙で側そく転てん入いれた佐々が渡っていく。だが彼は、喜び顔のこちらに歯を剝むき、

「馬鹿野や郎ろう！　すぐ走れ!!」

　ひど、と言葉を作った正面。佐々の言った理由は明確だった。

　御お市いちが、既すでに次の加速を入れ、こちらに向かっていたのだ。
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　きゃあ、と不ふ破わは慌あわてて地面に足をつけようとする。だが、横の利とし家いえが背後へと走り出しながら、

「あ、ミッチー、遅いから動かなくて良いよ」

　え？　という疑問詞しに答える声は、地面から現れた。

　霊れいだ。

　白い骨を燃やした流体で作られた霊の群が、列の波となって背後へと順番に起き上がっていく。彼らはこちらの腰から背を担かつぎ、

「──!!」

　後ろへと、一気にウェーブ状態で送り運び始めた。

　走るのよりも、跳ぶのよりも遙かに早い、死者の立ち上がりに準じた輸ゆ送そう。その動きに、不破は目を見開き、霊達たちに座り運ばれながら頭を下げる。

「あ、有り難う……」

　霊達は、後ろの方から砕くだかれていく。

　だが御市に対しては、今もまた群がる魔ま神じん戦せん士し団だんと共に、縦じゆう列れつがバリケードとなった。

　無む論ろん、魔神も霊も、黒の俯うつむきが靡なびかせる髪かみをとめることが出来ない。

　ただ、こちらを運ぶ霊達は、頭を下げた自分の方に、それぞれが右の親おや指ゆびの骨を上げて見せた。砕かれていく彼らに、不破は改めて頭を下げ、手を振った。

　そして不破は運ばれる身のバランスを取り直し、改めて背後の暴風を見る。

　黒の連れん斬ざんと泣き叫びは今も戦せん場じようを大きく使って吹き荒れている。

　泣きやまない。

　その意味が、御市をよく知らない不破には理解出来ない。

「どういうこと……？　噂うわさには聞いた事あったけど、どうして御市様さまが……？」

「ああ、ミッチーは斉さい藤とうさんとこの教きよう導どう院いんに結けつ構こう後まで残ってたから知らないだろうね」

　利家の言葉に首を傾かしげる動きが、右に来た。

　佐さつ々さだ。

　彼は明らかに速度を落とし気味のステップで、

「つーかよ、編へん入にゆう組の俺なんかアレ一回見たキリで、柴しば田た先せん輩ぱいからロクに事情聞きいてねえぞ。大体の事は解わかってるつもりだが、実際はどういうことだトシ」

　Shajaと、背後で起きる叫びと激げき突とつ音に肩をすくめ、雪せつ原げん上を掠かすれた足で利家が走る。彼は、しかし真まっ直すぐに前を見て、口を開いた。

「──実は、あれが御市様の本ほん性しようなんだよ」
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　はあ？　と成なり政まさは霊れい達たちに担かつがれ運ばれる不ふ破わを間に挟んで、利とし家いえに問いかけた。

「本ほん性しようって……」

「Shaja、そのままだよ。──御お市いち様は、本来、P.A.Oda内で襲しゆう名めい者になろうとしていてね。だけどそのために身しん体たい能力など改かい造ぞうを加えていったら……」

　泣き声が響ひびいた。

「優しい人だったんだろうね。ある一点以上の強さを欲したときから、その優しさを一いつ切さい捨てなければならないと、自分はそうしなければ強さを発はつ揮き出来ないと悟さとった。

　そしてそれゆえに、己おのれを〝切り替える〟ことにしたんだ」

　切り替えた先があれか、と成政は、数十メートル背後で敵てき陣じんを打ち崩す悲鳴の主を思う。

　成政の記き憶おくの中、最近の御市の方は、いつも笑みで、料理や園えん芸げいを嗜たしなんでいた。

　柴田には内ない緒しよと、訓練場の皆に差し入れして貰もらったことも一度や二度ではない。

「だけど」

　と、利家が言った。

「御市様以い上じようの適てき格かく者が現れ、御市様は目標を失った。殺さつ戮りくの戦せん闘とう能力を持つ自分を切り替えていくことに疲れてもいたんだろうね。だから──」

　だから、

「──襲名を辞じ退たいして、しかし、戦闘能力以い外がいも優秀だったから、御市の方を襲名した。

　御市の方って、その運命を知ってるかい？」

「しらね」

　だが、横の不破が、知っているという意味でShajaと答えた。この野や郎ろう、と意味もなく憤いきどおりの視線を向けると、不破は知らぬ素そ振ぶりをして利家へと顔を向けた。その態度に、

　……まあいいか。

　戦せん場じようで、背後には狂い泣く暴風が迫っているというのに、いつも通りの態度だ。戦場に不慣れな馬鹿が気き楽らくにしていられるなら、俺達の力は充分だということだろう。ゆえに、

「言ってみろ不破。御市様の運命ってのを」

「Shaja、御市様は信のぶ長なが公こうの妹でね。まずは織お田だ家が防ぼう御ぎよを固める同どう盟めいのために、浅あさ井い家の当とう主しゆ、浅井・長なが政まさに嫁とつぐことになるのよ。で、長政様は御市様を大事にしてくれて、しかし、浅井家は織田を裏切り、長政様は織田勢の攻撃にあって死亡。

　御市様は一いつ緒しよに死のうとしたけど、諭さとされて織田家に戻るのね」

　それ後は、成政も知っている。浅井攻せめは自分達も出しゆつ撃げきしたのだから。そして、

「その後、……御市先輩は柴しば田た先せん輩ぱいに嫁ぎ、そこでもやはり大事にされ、しかし──」

　この程度の言葉で迷いを得る自分は、どうしようもねえと、そう思う。が、

「──御お館やかた様の死後、羽は柴しばと敵てき対たいする柴しば田た先せん輩ぱいは、自城に火をつけ、その中で御お市いち先輩と共に自じ刃じんする。それが柴田先輩と、御市先輩の歴史再さい現げんだ」
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「そうだね」

　と、利とし家いえが、静かな声で言うのを成なり政まさは聞いた。

　利家は、背後の破は砕さいに不ふ釣つり合あいなほどゆっくりした声で、こう言った。

「御市様が、今の身み分ぶんを襲しゆう名めいした理由は、──〝御市の方かたならば、転々としながらも、自分を大事にしてくれる人の元にだけいて、そこで終われますから〟だそうだよ」

「だったら、俺達が浅あさ井い攻ぜめで見たのは何だったんだろうな」

　成政は思い出す。森林の奥深くにあった浅井の教きよう導どう院いん、それが、歴史再現と、現実の事情にてP.A.Odaに反はん旗きを翻ひるがえしたため、討うち滅ほろぼさざるを得なくなったときのことだ。

　燃える城じよう塞さい型がた教導院校こう舎しやの屋上、そこにいた最後の敵は、

「──長政の首を右手に提さげ、俯うつむいて泣き叫んでいた御市先輩だったぜ。俺達は入口の戦せん士し団だんしか相手していねえ。燃え崩れる教導院校舎の中、総そう勢ぜい三千人はいた筈はずの戦士団全て、あの人にぶっ倒されてたんだ」

　そして、

「泣き叫ぶ御市先輩に、テメエの亡ぼう霊れい戦士団が、ごっそり削けずられたよな」

「格かつ好こう悪いこと言わないでくれよナっちゃん」

　利家が走りながらの苦く笑しようで呟つぶやき、前を見た。そして、

「ナっちゃん頼む」

　成政は前を見た。既すでに自分達のいるのは雪せつ原げんの中央付ふ近きん。敵の戦士団は、御市に対して向かっているようで、その軌き道どう上じようにいるこちらにも充分な敵てき意いを見せている。

　成政から先頭に、敵へと激げき突とつする。

　だが、彼らに対する相あい対たいは、自分達だけではなかった。

　後ろ。本ほん陣じんの方から音が響ひびいたのだ。それは大きな音。波のように轟とどろく突進の音は、

「ようやく柴田先輩が出てきたかよ……！」

　御市の突とつ撃げきで崩れた敵てき陣じんに対し、狩るような動きでP.A.Oda戦士団が突撃を掛けて来る。

　ならば、と成政は前に出た。腕を強く振り、全身に加速を叩たたき込み、

「百ゆ合り花ばな……！」

　正面。敵の中ちゆう枢すう部隊の前ぜん線せんを、右指ゆび先さきからの突撃で吹き飛ばした。

　敵陣の前線が撓たわみ、膨ふくらみ、衝しよう撃げきを受けた巨きよ軀くが幾いくつも空に舞い上がる。しかし、

「ナっちゃん！」

　利家の声と、背後で二度目の爆ばく砕さいの光が生じたのは同時。

　光に煽あおられるようにして、風が動いた。頭上、夜の空を舞うように正面へと来るのは、

「……御お市いち先せん輩ぱいかよ!!」
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　成なり政まさは見た。

　黒くろ髪かみの靡なびきが、くねりながらこちらの頭上を越えたのを、だ。

　黒の流れは、まるで川を泳ぐ蛇へびのように前へと落ちてくる。

　その落らつ下か運動は、明らかに重力加か速そくよりも速く、しかし乱れた勢いで、正面にある敵てき陣じん中央に落下した。それも、こちらが吹き飛ばした連れん中ちゆうを飛び越えた軌き道どうで、だ。

「──ぁ」

　一いつ瞬しゆんだった。御市の動きによって、こちらが奥へと叩たたき込んだ巨きよ軀くの全てが断たれ、その身から刃やいばを生はやした。彼らが地面に落ちるよりも早く、御市は更さらに中央側へと飛び込み、

「ああ……！」

　動いた。

　回した全身。回す腕。その三百六十度ほぼ全ぜん域いきに対し、隠かくし持っていた長ちよう剣けんが放り上げられ、向けられる。

　単なる長剣ではない。柄つか頭がしらに符ふ筒とうがついたそれは、御市の更なる一回転によって触れられ、発動し、

「ぁい……!!」

　敵中ちゆう枢すう部隊のど真ん中。三百六十度の全周に炎ほのおの威い力りよくが炸さく裂れつした。

　裂れつ音おんが響ひびき、空にぶち上げられていた魔ま神じん族ぞくや死人の戦せん士し団だんは、ある者は砕くだかれ、ある者は焼かれ、ある者は吹き飛んだ。そして続く炎の焼しよう音おんに従うように、大気が焦しよう熱ねつし、追い打ちのように陽かげ炎ろうが被ひ害がい者しやを炭たん化かする。

　そこで全てが終わらなかった。

　回る御市に対し、爆ばく炎えんの全周をくぐった敵が、殺さつ到とうを掛けたのだ。

　位置、量、勢いや意思も含め、最後の突とつ撃げきとなる行為だった。武器を全て放出した御市は無む手てであり、しかし彼らと重なるように御市に向かう形となっていた成政は、

　……ヤベえ!!

　予感は当たった。

　魔神達たちの強きよう襲しゆうの中央で身を回す御市の手元に、武器が届いたのだ。それらの悉ことごとくは、宙にて敵を焼き払った長剣達。宙に突き抜け放られながらも、爆ばく砕さいの反動で戻った剣けん群ぐんは、果たして突撃する敵てき戦士団よりも先に御市へと届き、

「ぃひぁあ……！」

　カウンターアタックと言うのも足りぬ、狙ねらい打ちの剣けん斬ざんが全ぜん方位に向かって放たれた。
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　御お市いちは動く。

　身を回し、両腕を俯うつむきの頭上よりも高く掲げ、

「……！」

　捌さばいた。

　単なる全ぜん域いき攻撃ではない。敵の身体からだ一つずつに対し、切り裂さき、丁てい寧ねいに断っていく、手て抜ぬきの一いつ切さい無い連続動どう作さの拡かく散さん攻撃だ。

　刃やいばが飛び、突き、水平や垂直に回り、割って砕くだいて刺さって抜けた。

　武器の数に等しいだけの敵が散っていく。

　それがありとあらゆる位置と角度に向かい、戦せん場じようが御市を中心に花咲くように倒とう壊かいした。響ひびくのは骨と肉の砕ける音と、雪せつ面めんに叩たたきつけられる波にも似た音。

　吹き飛ばされ、穿うがたれ、焼かれた姿が、その動きを倒れる影として雪の上に落とし、広がっていく。

　回る髪かみと全身は、だが、停まらない。

　武器を放ち、高く投げ捨て、自分の周囲に、己おのれよりも背の高い者が一切いなくなったというのに、停まることなく、

「ひ」

　爪つま先さきが、両肩が、背の曲がりや腰の振り先が、ある方向を見た。

　南側。P.A.Oda本ほん陣じん側がわ。そちらの方向にいる成なり政まさと不ふ破わ達の方向だ。

　彼女の振りたくった俯うつむきの全身が、躊躇ためらうことなく、両の五ご指しを鈎かぎ爪つめのように曲げて、

「……ぁ!!」

　行く。高速で、もはや敵も味方も無い泣き叫びが全てを喰らいに行く。しかし、

「御市先輩……！」

　雪せつ原げんを吹き飛ばし、一直線に御市へと突っ込む者がいた。

　成政だ。彼は全身を前に傾けたダッシュを放ち、

「止めてやるよ……！」
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　成政は、迷わなかった。

　……止める！

　勝かつ家いえの妻だろうと何だろうと関係ない。このまま放っておけば、彼女に背後の本陣が破壊されるのだ。

　だから成政は行く。一直線に、向かってくる御市へと突っ走った。

　一歩、二歩、三歩と瞬しゆん時じに相手との距離は詰まる。

　接近する敵は、今、無む手てで、しかし安心出来るものではない。何しろ、御お市いちは最初の状態でも無手だったのだ。

　こちらも武器を持っていない以上、戦せん闘とうは近きん接せつ格かく闘とう戦せんになる。ならば、加速のために、

「百ゆ合り花ばな……！」

　成なり政まさは、白しら百合の紋もん章しようを足から膝ひざ、腰、肩と背に展開しながら、

「ぉらっ……!!」

　加速の踏み込みが、地面となっている雪せつ面めんのアイスバーンを大きく砕くだいた。

　手を抜く気はない。

　聞いたことがあるのだ。御市の方は、その攻撃的な本ほん性しようが無ければ、

　……五ご大だい頂ちようや六ろく天てん魔ま軍ぐんと同等レベルの戦力だってな。

　見み下くだしたような意見ではないということは、浅あさ井いの教きよう導どう院いんでよく理解している。今もそうだ。

　……この人は……。

　化ばけ物ものだ。

　人でありながら、人であることを〝切り替え〟て、人ならざる領りよう域いきに踏み込める人間。そして踏み込んだ後、〝化け物〟である己おのれを人として制せい御ぎよしようとも思わない。ただ己の中に飼っている力に全てを委ゆだねて、敵てき味み方かたも善悪も何もなく、唯ゆい一いつ戦せん場じようにだけ従う化け物。

「くそ……」

　成政は思う。もし、自分もそのようになれたなら、どれだけ楽だろうかと。

　その上で成政は思う。己の中に壁があるとしたならば、それだろうかと。それを砕き越えることで、いつか今いま以上の強さを得て、己の歴史再さい現げんの終着において、

「……!!」

　行った。
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　成政は全身による一いち撃げきを御市に対してぶつけに行った。

　瞬しゆん間かん。成政の視し界かいが黒で流れた。

　御市が、全身を走りながら大きく横に振り、髪の流れをこちらへと放ったのだ。

　夜空よりも黒い艶つやが眼がん前ぜんを横よこ薙なぎに払った。

　当たらない。髪はこちらの眼前を薙いで流れていく。まるで、警けい告こくか、感かん知ちのセンサーのようだ。これに触れた者から死を与えると、そう言っているようで。

　だが、成政は躊躇ためらわなかった。

　前に行くことを選択した。

　しかし、黒ではない、別の色が不ふ意いに視し界かいの下から来た。

　白だ。地面を隠かくす雪せつ面めんの雪の色。

　御お市いちが、流す髪かみの陰でこちらの顔へと蹴けり上げたのだ。

「……！」

　視し界かいが、下からぶち込まれた雪せつ片ぺんで奪われる。

　正気じゃねえのか、と成なり政まさは思った。横に流した黒くろ髪かみで、横よこ方向の意識を誘い、対たい色しよくとなる白を上下の方向から叩たたき込んでくるなど。更さらには、

　……それが本ほん命めいか!!

　御市が、武器を手にしようとしていた。無む手ての状況から手に入れることの出来る武ぶ装そうとは、

「氷だと……！」

　雪面の下か層そう側がわは、上にある雪の重みや、沈んだ水分が再さい凍とう結けつして、アイスバーンになっている。本来ならば砕くだけることなどない、春の溶よう解かいを待つべきものだが、

　……俺の踏み込みか！

　大地の力を借り、己おのれの術じゆつ式しきや運動に組み込むことを可能とする癒使イスラフイルの術。それは、加速や攻撃に用いる際、震しん脚きやくや跳ちよう躍やくの一発で大地を強く震しん動どうさせる。

　癒使による地面の破壊を、御市は見て、理解していたのだ。

　……狂ってねえのか!?

　そして御市は、こちらの正面に無手で飛び込んで来て、攻撃を誘った。

　ただ暴あばれているだけではない。泣き叫び、瞬しゆん間かん的な判断によって戦せん場じようへの対たい処しよを変えながら、しかし要よう所しよにおいては幾いく手ても先を読んでいる。

　今、彼女の武器となるのは地面から蹴り上げた氷の一片。

　長さ一メートル強のそれは、貫かん通つう武器としては鋭利な槍やりとなる。

　回転して靡なびく髪の向こうで、宙に舞い上がった氷ひよう槍そうを御市の右手が取った。

　真っ正面から、カウンターで叩きつけてくるのは顔面狙ねらいだ。

　正確な突とつ貫かんに対し、成政はしかし、口を開いた。

「──お」

　泣き叫ぶのではなく、

「おお!!」

　怒りに近い咆ほう吼こうを入れ、成政は動いた。

　全身を振り、走るために前にかち上げていた右膝ひざから下を強ごう引いんに雪面へと突き刺し、

「──百ゆ合り花ばな!!」

　本命の攻撃を、御市へと放った。
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　成政は、前に着いた右踵かかとを震脚とし、全身を右前の半はん身みとする。

　腰を落とし、更さらには右手を前に突き出し、立てた拳こぶしを真っ正面にゆっくり突き込んだ。

　単なる拳の打だ撃げきではない。腕うで自体は肘ひじを半なかば曲げたままで、どちらかというと、拳をやや前に出しただけの体当たりだ。

　だが、速度を堪こらえたために、全身の力が前に殺さつ到とうする。

　インパクトの瞬しゆん間かんと、震しん脚きやくのタイミングを完全に合わせることで、体の前側に全ぜん運動力を乗せて与える攻撃だった。腰を低く構えたことにより大地からの支えが確実となり、力の逃げ場はどこにも無く、動き自体は停まるものの、

　……触れただけで全衝しよう撃げきが相手に入る！

　最さい短たん距離でこそ出せる、最さい大だい攻撃力の技だ。

　腰を落としているため、リーチはほとんど無いが、この相手にはこれしかないという、即そく座ざの判断だった。この相手は不ふ規則な動きをするのだから、拳で殴なぐりに行くより、触れただけで衝撃を与えるようなカウンターしかないと、瞬しゆん間かん的な決けつ断だんをしたがゆえの攻撃だ。

　溜ため打つ。

　足の下で、靴くつ底ぞこの形状を残し、他のアイスバーンが全て砕くだける応えがある。

　周囲、半径二百メートルに至る雪面が、震脚でバウンドし、表面の白を霧きりとして空に上げた。その中央にいる成なり政まさは、

「武器持もちだったら構わねえ!!」

　向こうは、格かく闘とう戦せんを捨てた。そして武器を用いるというならば、

「！」

　氷の槍やりは、こちらが押し出す拳に当たるなり、弾はじけて消えた。

　先端から手元までが、一いつ瞬しゆんで食われるように塵ちりとなり、そのまま御お市いちの手に、

　……当たれ！

　触れただけで、半径二百メートルの大地をバウンドさせたのと、同じ衝撃が御市の体に加わる。震脚を用いるがため、こちらはほとんど動けない。固めた体を前にわずかに沈ませてリーチを伸ばしても、数センチといったところだ。

　完全なカウンター狙いの打撃。

　対する御市には、加速術じゆつ式しきも何も無い。即座に攻撃の切り替えを行ったこちらに対し、彼女の回かい避ひは無い。だから当たる。が、

「ぃ……！」

　叩き込んだ右拳の先から、黒の泣き声が消えたのを成政は見た。

「……!?」

　直後。成政は有るものを眼がん前ぜんに見た。

　垂直の白線。上空から真まっ直すぐに降ってきたのは、

　……剣だと!?
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　上越露西亜スヴイエート・ルーシの戦せん士し団だんが用いていた長ちよう剣けんの一本。

　先ほどまで、御お市いちが奪って振るい、捨てた内の一本だ。

　それを、御市は、空高くに放っていた。

　成なり政まさの突とつ撃げきを見み越こしての布ふ石せきだ。

　成政の眼がん前ぜんに突き立つ一いつ刀とうは、彼の突撃軌き道どうに落ちていた。視覚を奪われ、攻撃を誘われた成政がその誘ゆう導どうに乗っていたら、カウンターで身体からだを割られていた筈はずだ。

　だが、成政は即そく座ざの判断で、攻撃を変えた。

　だから、刃やいばは成政を割らず、ただ彼の目の前に落ちることとなった。

　御市は外した。

　それはしかし、成政も同じだ。

「く……！」

　成政の拳こぶしが目の前に突き立った剣を打だ撃げきする。

　しかし、彼の打撃より早く、御市は動いていた。突き立った剣の鍔つばに足を掛け、思い切り上げた身を天上に跳ばし、

「ぁ……!!

　成政を飛び越えたのだ。
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「……噓うそ」

　成政の背後、二十メートルほどの位置に立っていた不ふ破わは、御市の動きを見ていた。高く跳び、佐さつ々さの攻撃をかわして来る姿は、

「まさかこっち狙ねらい!?」

　問いかけの答えは、眼がん前ぜんに舞い降りてきた。

　御市の方。

　やはり跳ちよう躍やく自体は強ごう引いんだったのか、縦のスピン運動は低めだ。しかし、既すでに着ちやく地ちの足は斜めに送り出されている。着地と同時に、回転しながら身を立ち上げるつもりだろう。

　彼女が落ちる位置は、正確に、あるものを狙っていた。

　先さき程ほど、剣を受けて倒れた魔ま神じんの一人だ。

　息はあるが、倒れ、動けない魔神の背には、御市が叩き込んだ長剣が確かにある。

　御市の着地位置は、長剣の柄つかを握れる位置だ。ならば、

　……ジャンプの軌き道どうが低いのも、強引だったからじゃない。

　あの動きの中で、調整を入れたと、そういうことだろう。

「……く」

　マズい、と思う。

　正面の佐さつ々さは、攻撃の勢いを消し切れておらず、まだ振り向くことも出来ない。

　左の前田は、

「ミッチー！　こっちだよ早く！」

　振り向けば、何な故ぜか二十メートルほど左の位置に前まえ田だがいた。不ふ破わは、彼がそんな場所にいる理由を考え、結論として、

「女の子捨てて逃げたあ!?」

「普通逃にげるよ!!　ナっちゃん異常だけど！」

　正せい論ろん過ぎる、と思う正面で、御お市いちが着ちやく地ちしようとする。そして自分は、

「────」

　今、何をどうするべきか、不破は結論した。

　前に、御市の方へと一歩を踏んだのだ。
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　……か、覚かく悟ご！

　思い、不破は前に出た。

　無理かもしれない。否、多分駄だ目めだと、そう思う。

　だけど、自分だってP.A.Odaの女だ。狙ねらうべきは一つだ。どうせ逃げても追いつかれると解わかっているのだから、ならば少しでも前に出て、

　……剣を奪うのよ！

　武器が無くなれば、御市の方の攻撃を止めることが出来る。少なくとも、刃やいばによる即そく死しではなく、打だ撃げきによる別の結果にはなるだろう。

　だが、最善は、それでいいだろうか。

　解らない。現げん地ち会計としての、不破・光みつ治はるとしての最善は、しかし、

「これしか思いつかないんだもん……！」

　不破は、目めの端はしに涙が浮いたことを実感しながら、

「……！」

　体を前に倒し、歩を踏んだ。

　行こうとする。その直後。

「おお、良い判断だ。──不破を見習えよ利とし家いえ」

　視し界かいの正面に飛び込んできた壁がある。

　……え？

　勝かつ家いえだ。
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　終着は、単純な動きだった。

　低い宙から武器へと舞い降りようとした黒の靡なびきを、

「いいねえ、情熱的だぜ御お市いち様さま。──最高の人生だな！」

　言葉と共に、勝かつ家いえが、鬼おにの巨きよ軀くと右腕でかっさらったのだ。

　そして、彼は、息を吸った。続く言葉は、空にも響ひびく叫びであった。

「この戦せん場じよう、もう終わりだ!!　……こちらの勝ちだからな!!」
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　柴しば田たの勝利宣せん言げんを、成なり政まさは背中で聞いた。

　成政は、振り返る視し界かいを止めず、

　……くそ。

　身を起こしながら、戦場を見渡し、確認した。すると、

「やってくれるぜ……」

　確かに、勝家が言う通り、戦場は終わっていた。

　大量の魔ま神じん戦せん士し団だんに対し、御市が起こした突とつ破ぱと破壊は、その中ちゆう枢すうを砕くだいて混乱を生じさせていた。

　破は壊かい量りようは全体の五分の一ほどだろう。

　だが、速度と、対たい処しよ方法の無さから、多量をもって臨んだ敵てき戦士団は、今はただその量だけに頼らざるを得ず、

　……中枢、指し揮きなど執とる部分を潰つぶされたら、意味がねえ。

　現在、こちらの本ほん陣じんから出場した地上部ぶ隊たいが、上流の指揮系けい統とうを失った敵戦士団を潰しに入っている。

　敵は、抵抗を続けるだろう。帰りの船がない彼らにとっては、抵抗の終了は死か捕ほ虜りよか、どちらかしかないのだ。だが、

「指揮系統が乱れてたら、俺達の戦力に敵かなうわけがねえな」

　呟つぶやき、成政は一息を入れた。

　前を見れば、勝家が、右腕で抱きかかえていた御市を雪せつ面めんに降ろすところだった。

　大だい丈じよう夫ぶかよ、と思うが、既すでに御市の姿勢は元に戻っている。

　そして成政は聞いた。御市が、勝家の胸むねに額ひたいをつけるような姿勢から、ゆっくりと顔を上げ、

「──勝家さん？」

　眉まゆをやや下げた笑みで、彼女はこう言ったのだ。

「まだ、幸せは、続いていいの？」
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「おうよ」

　と勝かつ家いえは頷うなずいた。

「まだまだ、まだまだ続くぜ。だって、御お市いち様、俺達たちゃ新婚なんだぜ？　期間的に見てもよ」

「そうだったかしら？　あは、いえ、いろいろ有りすぎて駄だ目めになってるのかもしれないわねぇ。ほら、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の旧きゆう跡せき巡めぐりとかぁ」

「ああ、弁当が美う味まかった……」

「だったらもっと作りますからねぇ。──飽きたら言って下さいな。もう、私といても詰まらないと、そう思ったなら」

　そうしたら、

「幸せが終わるから、殺して下さいね」

「ああ、そうする。絶対そうするね俺。だって、御市様を殺せるのなんて、世界の何ど処こを探したって俺くらいしかいねえし。──浅あさ井いんとこで、誓ったもんな！」

「あは、あのとき、勝家さん、殺してくれても良いのに、気を遣つかって、三十本くらい串くし刺ざしになっても動くんだもの。思わず反はん撃げき食らっちゃったわよねぇ……」

　告げて、御市は一息をつく。首元のスカーフを緩める。

　そこにあるのは、首の半なかばまでを断った傷きず痕あとだ。致ち命めいとも言える傷痕を、彼女は手て指ゆびでゆっくりと撫なで、目を細め、

「……素す敵てき」

　だって、

「私を殺せる証明が、私の体についているなんて。素敵よ勝家様」

「おおお、俺、御市様に褒ほめられちゃったぜ。どうだ小こ物もの！　羨うらやましいか!?」

「知らねえよ馬鹿」

　唾つばを雪せき面めんに吐き捨てた成なり政まさが、髪かみを搔かき上げ直しながら二人の横を通り過ぎていく。

　ふと、御市が成政を見た。彼女は目を細め、

「佐さつ々さ君。有り難う、死なないでいてくれて。死んじゃあ駄目よ……？」

「Shaーjaー。今後も鋭えい意い努ど力りよく致いたしまスよ」

　つうか、

「一応、俺の方が役職的に上なんスから、そこらへん気きー遣つかわなくていいんで」

　だから、と、歩きながら振り向いた成政が、頭を下げる。

「ナメねえで御お願ねがいしやス。御市先せん輩ぱい」

「おやおやナルナルくぅん？　目も合わせないで、照れているんですかぁ……？」

「この野や郎ろう……！」

　歯を剝むいた成なり政まさが、まあまあ、という御お市いちに宥なだめられ、肩を落とす。

　そして成政は、息を吸い、

「ま、……いいか」

　顔を上げ、いつもの表情を取り戻すと、成政は本ほん陣じん側へと足を向けた。

　掃そう討とう戦せんを手伝う動きではない。ここはもう、彼の戦せん場じようではないのだ。
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　成政は、眉み間けんに立つ皺しわも構わず、行こうとする。

　だが、不ふ意いに彼は足を止めた。それは、

「……文句あるのか？」

　視線を向けた先。左手側の雪の中に、魔ま神じん族ぞくの戦せん士しが一人倒たおれている。上越露西亜スヴイエート・ルーシの制服に身を包んでいるが、その体を覆おおう肌はだは砂漠系けいの乾いたものだ。

　彼は、腹を斜めに長ちよう剣けんで貫つらぬかれていたが、まだ息はあり、

「──ウルージか」

「佐さつ々さ・成政だ」

　そうか、と相手は言った。

「スレイマン様の指示で、その名を得たのだったな。大だい王おうの妹いもうと御ごも、極きよく東とう側に出て……」

「裏切ったのはスレイマンだ」

「妹御の殺害を指示をしたのは聖せい連れんだろうに。……お互い様だ、と言っても、お前には違うのだろうな」

「当たり前だ」

　成政は言った。

「止めることが出来た筈はずだぜ。だが、それが来ず、俺を置いて、全てを蜂ほう起きの口くち火びとしたのは誰だ一体」

　拳こぶしを握り、白くなるまでに力を込めてから、ゆっくりとした息と共に成政は言う。

「もはや俺は俺の歴史を行くさ。──百ゆ合りの花に、そう誓ったんだ」

　息を改めてつき、成政は背後へと振り向く。

「おい！　不ふ破わ！　帰るぞ馬鹿。ここはもうトシの場所だ。──って、何なに座り込んでんだ？」
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　成政の視し界かいの中、え？　と十数メートルの向こうから、不破が苦く笑しようの顔を向ける。

　不破は、崩した正せい座ざの間に、周囲の雪を慌あわてて搔かき込みながら、

「あ、後で戻るから！　先行ってていいよ！　うん、そうして！」

「テメエ、まさか漏もらして……」

「何で言うのよ!?　最低ー！」

　しょうがねえ、と、成なり政まさは不ふ破わに近づき、改めて肩を落とした。

　そのまま、動けない不破の奥おく襟えりを摑つかんで引きずっていく。

「や、ちょ、何すんのよ！」

「蹴けってドリブルで運ばれないだけいいと思えよ馬鹿野や郎ろう」

　全く、と、成政は吐と息いきをつけて、まだ戦せん場じようの残ざん滓しがある雪せつ原げんを歩いていく。

「後は頼むぜトシ。──上の方の年とし増ま女おんな。ノヴゴロドの女おんな市長に謁えつ見けんしとけ」
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「ああ、解わかってるよナっちゃん」

　利とし家いえは、掃そう討とう戦せんの手伝いとして死し霊りようの戦せん士し団だんを新しく呼び出しながら、不破を引きずって去っていく成政の背に笑みを向ける。

　後は、ノヴゴロドとの交こう渉しようの時間だが、

　……まあ、大体の流れは決まっているようなもんだよね。

　勝かつ家いえに視線を送ると、既すでに彼と御お市いちは何ど処こからか出した防水茣ご蓙ざを敷いて、

「ほら！　ほら！　御市様！　あの隊、あんな風ふうに吹っ飛ばされてやがんの！　ウププ、腰が入ってねえとやっぱ駄だ目めだよな！　戻ったら竜たつ巻まき四し股こ踏み百本五セットだよな!!」

「勝家さん？　はい、あぁ──ん」

「あぁ────────────────────────────────────ん」

　人間、駄だ目めになるときは際さい限げんなく駄目になっていくもんだなあ、と思いつつ、利家は、

「さて」

　と上を見た。そこにある頭上、夜の空に存在するのは、黒の影となった底面を見せる浮ふ上じよう都市、ノヴゴロドだ。

　南側にある港の桟さん橋ばしに、楽な姿勢で腰掛け、足をぶらつかせているのは、

「市長マルファ様、貴女あなたのお望み通りの展開を作って差し上げましたよ。P.A.Odaが」

『おや、これは異いな事を言うものだ』

　表示枠サンクト・アクノーを展開し、己おのれの顔を映したマルファが、眉まゆを立てた笑みで言う。

『我が死人の戦士団の内、出場した者は全ぜん滅めつ。我らが上越露西亜スヴイエート・ルーシの一いつ向こう一いつ揆き魔ま神じん戦士団や西側国こつ境きよう警けい備び隊たいも壊かい滅めつ状態。私は今、途と方ほうもない哀かなしみに打ちひしがれているぞ』

　マルファは、東の大地を見た。

　戦せん闘とうの始まりにおいて、彼女が撃げき沈ちんした輸ゆ送そう艦かん群ぐんは、未だに黒い煙を噴ふき上げている。

『もはや上越露西亜の救いも間に合うまい。私は優秀な戦士団と同志を失い──』

　彼女は、眉まゆを立てた笑みのまま、言葉を作った。

『これはもう、──我々は孤こ立りつしてしまったも同然だな』

「では、どうされますか？」

『Ｔｅｓテスタメント．、要は簡単だ』

　マルファは、桟さん橋ばしの上に立ち上がり、こちらを見た。真まっ直すぐに、しかし彼女の視線は、弓となった瞳ひとみから柔らかく注がれてくる。

　マルファは、Ｔｅｓ．、と一度頷うなずき、口を開いた。

『孤こ立りつしたならば仕方ない。我々ノヴゴロドは、上越露西亜スヴイエート・ルーシにおけるノヴゴロドの利益を護まもるため、P.A.Odaとの不ふ可か侵しんを前ぜん提ていとした〝協力態たい勢せい〟に入ることとする』
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　マルファは、遙か眼がん下かに立つP.A.Odaの会計を、表示枠サンクト・アクノーで確認する。

　そして、相手が物もの怖おじせずにこちらを見上げていることに気付くと、

「トビー、あれの名を今いま更さらだが、聞いておこうか？」

　は、と応じたのは、背後に立つ初しよ老ろうだ。背の低い、瘦やせた彼は、しかし物もの音おと無くマルファの背後に至り、眼がん下かを目もく視しすると、

「P.A.Odaの会計、前まえ田だ・利とし家いえに」

「フ、私の祖達が大成した術じゆつをアレンジ、あちらは霊れい体たいを使し役えきする……。それもまた賑にぎやかでいいことだな。貴き様さまの方としては──」

「いえ、私の方は、さほど係けい累るいは。……情報によれば、一部は関かん東とうに向かったとのことなので、そちらが気になります」

　そうか、とマルファは頷うなずき、息を吐いた。

　吐と息いきは、高空の中でも白くならない。動死体リビングデツド系けい種族の特とく徴ちようだ。そんな冷えた息をもって、マルファは眼下の前田に告げた。

「協力態勢、その意味が解わかるか？」

『Ｔｅｓ．、戦力は貸すし、上越露西亜との戦せん闘とうもするが、……中に入るな、ということですね？　有り難う御ご座ざいます』

　Ｔｅｓ．、とマルファは頷いた。

　ちらりと背後を見れば、そこには、動死体達たちがただ物資を運び、行き交うだけの街がある。どれも整備はさほど為なされておらず、朽くち始めてもいる街だ。だが、マルファは、その中央にある市し庁ちよう舎しやの石造りを遠くに見み据すえ、

「古こ来らいより、ここは抵抗の象しよう徴ちよう。歴れき代だい市長は、市民共とも々どもここを守ることを誓ちかっておる。……さて、P.A.Odaはそれを憶おぼえていないのか。それとも、内部で秘ひ匿とくということか」

『──僕は知ってますよ。聞いた話ですけどね』

　ほう、とマルファが眉まゆを上げる。そして、

「知っているなら、黙だまっておけよ？　恋こい心ごころの邪じや魔まだからな」

『……恋とは？』

「現げん上越露西亜スヴイエート・ルーシ総そう長ちよう兼けん生徒会長〝雷らい帝てい〟のイヴァン四世こと、上うえ杉すぎ・景かげ勝かつは、私の同級生でな。道は違たがえたものの、大だい粛しゆく清せいや反はん乱らん者の襲しゆう名めいなど、厄やつ介かいごとを頼んでくる。

　死ぬのは別に構わんが、最近は顔も見ておらずといったところでな、さて……」

　フ、とマルファは笑った。

「少々、立場が欲しくもあるな。前まえ田だ、聖せい連れんは今や貴き様さまらのものなのだろう？　ノヴゴロドが貴様らと相あい対たいしないことを条件に、私達に襲名を寄よ越こして見せぬか？」

『ノヴゴロド市長、兼、長なが尾お・景かげ虎とらほどのマルファ様ならば、大体の襲名は可能と思いますが、どのような？』

「Ｔｅｓテスタメント．、そうだな。……〝雷帝〟への嫌がらせとして、上杉から織お田だ側に寝返った武ぶ将しよう、新し発ば田た・重しげ家いえあたりをいただこうか。あと──」

　笑みを濃くして、マルファは言った。

「ノヴゴロドを、七なな尾お城じようとするのはどうだ？」
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　佐さつ々さに引きずられながら、不ふ破わは息を飲んだ。

　……七尾城って……！

「駄だ目めだよ前田！　信のぶ長なが様の暗あん殺さつに呼こ応おうした柴しば田た勢ぜいの撤てつ退たいは、七尾城が織田側になったのを契けい機きに生じた〝手て取どり川がわの戦い〟、それに対する反はん撃げき戦せんから始まるんだから！　P.A.Odaと協きよう働どうになったノヴゴロドが七尾城扱あつかいになったら、信長様の暗殺に繫つながっていくよ！」

「僕もそう思う。だけど、それはある意味、こういうことでもある」

　それは、

「──僕達、柴田勢が、上越露西亜勢と本気でぶつかっていいんだと、そういうことさ。

　だって聖連がこちら側にある以上、僕達の〝撤退戦せん〟や〝いずれ撤退になる反撃〟はどのような形にも解かい釈しやく可能だ。それこそ、上越露西亜を焦しよう土どとして帰き参さんしてもね」

　そして、利家が言った。

『市長マルファ、七尾城となることでノヴゴロド自体をP.A.Odaと上越露西亜の両方から守ろうという考えかい？』

『ほう、……なかなか鋭いな』

　左さ様ようだ、とマルファが告げた。

『織田側に寝ね返がえった七尾城となっておけば、P.A.Odaがもしノヴゴロドに手を掛けようとしても、聖せい譜ふ記き述じゆつ違い反はんとして上越露西亜に救いを求められる。が、逆に、上越露西亜が侵しん攻こうしてくれば、P.A.Odaに救いを求められる。──敵の敵は敵、そういう考えじゃな』

　成なる程ほど、と前田が応じた。だが、

『内容的に難しいので、少々、他の代表と思し案あんさせて欲しいですね。無む論ろん、それ以外の、中立や、新し発ば田た・重しげ家いえの襲しゆう名めいについては、早い回答が得られるだろうと思います。

　ひょっとしたら、一度、貴女あなた達の本気を試すために、出しゆつ陣じん願う可能性がありますが、その時には宜よろしく頼みたいものです』

　いいよね？

『そのくらいはやってくれますよね？　──上越露西亜スヴイエート・ルーシの元副長』
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　マルファは、前まえ田だの告げた言葉に、苦く笑しようした。

『成なる程ほど、……まるで手切れのように先ごろ渡されたものが何であるか、知っているか。

　なかなか面白いものだ、P.A.Oda』

　表示枠サンクト・アクノーの中で一いち礼れいする前田に対し、マルファは笑みでこう言った。

『では、沙さ汰たがあるまで、ノヴゴロドは中立を宣言し、この地域を離り脱だつする。

　──行くが良い、P.A.Oda。我らノヴゴロドの民たみは、貴き様さまらの背を安全に見送ろう』

　はは、と彼女は苦笑を笑みにした。眼がん下かを舐なめるように見て、桟さん橋ばしから立ち上がる。

『さらばだ。──何しろこちらはこれから、客人の迎えがあってな。術じゆつ式しきの匂においをさせておく訳にもいかん。……いい結果を待っておるぞ？』
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「ノヴゴロドが、……退しりぞいた？」

　青せい雷らん亭てい本ほん舗ぽの中、ミトツダイラの母から来た連絡に、正まさ純ずみは眉まゆをひそめていた。

「それは随ずい分ぶんと、厄やつ介かいな状況になるな。P.A.Odaが西南から上越露西亜に入り込むぞ」

・現役娘：『Ｔｅｓテスタメント．、状況は不明ですが、何らかの条件……、恐らくは不ふ可か侵しんを前ぜん提ていとして、ノヴゴロドが下がりましたの。P.A.Odaは、前ぜん線せんを上げる動きに出ているようですわ』

　情報源げんは巴ともえ御ご前ぜんかスレイマンと言ったところだろう。ノヴゴロドの動きは目もく視しに基づくものだろうから、理由は不明としても事実の確度は高い。

　ミトツダイラも首を傾かしげ、

「まさかこの段で、西側の要よう所しよが裏切るなんて、有り得ますの？」

　その問いかけに、誾ぎんが、やはり首を傾げて言葉を作る。

「有り得るとしたら、聖せい譜ふ記き述じゆつによる、新発田家けの謀む反ほんの歴史再さい現げんでしょうか。上じよう越えつ西にし側の防ぼう護ごをしていた新発田家が、報ほう償しよう問もん題だいから織お田だ家けに呼応、後々まで火ひ種だねとなる筈はずですが……」

「ノヴゴロドの女おんな市長マルファが新発田家を襲しゆう名めいするのは、織田側への保険だろうな。

　P.A.Odaと上越露西亜に与くみする立場で、中立を構えようというんだ」

・現役娘：『そうですわね。ノヴゴロドが、昔のように再さい独立を望んだ、というのが一番納なつ得とく出来る答えかと思いますわ。でも、何となく物もの足たりませんわね。──ではネイト、お母かあさんも、これから物足りないのでお父とうさんに一気に侵しん攻こうしてきますわね。今日は西南から……！』

　出現しまくる表示枠サインフレームを連れん打だで消すミトツダイラを横に、正まさ純ずみは思う。

　……羽は柴しばによる牽けん制せいと奥おう州しゆうの反応に、伊だ達て家けの絶ぜつ縁えんや、ノヴゴロドの上越露西亜スヴイエート・ルーシに対する裏切りと、P.A.Odaの侵しん攻こう……。

　何か、大きな動きが生じている気がする。

　だが、何か、繫つながっているようで、まだピースが足りていない。そんな感覚がある。

　どうしたものかと思っていると、クロスユナイトが肩を叩たたいてきた。

「？　どうした？　クロスユナイト」

「Ｊｕｄジヤツジ．、連絡が来たで御ご座ざる。ネシンバラ殿どのの不在についてで御座るが──」

　彼は、顎あごに手を当てながら、ゆっくりとこう言った。

「どうも、足あし跡あとが、先ほど武蔵野むさしの艦かん尾びで起きた資し材ざい倒とう壊かい現げん場ばで途と切ぎれているので御座る」

「それは──」

　皆と自分の、眉まゆを捻ひねった視線の先、第一特とく務むの忍にん者じやは告げる。

「万まんが一いちも御座る。……自分、これより、先に検けん分ぶんに出るで御座る。正純殿も、余よ裕ゆうがあったら来られるがいいかと。同じ生徒会の仲間の事で御座るからな」







[image: 第十四章『二重場所の一息娘』]
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　広大な空間は、まだ闇やみに満ちていた。

　八つの巨大な槽そうに、それぞれ全長一キロ超ちよう過かの船ふな形がたを置いた補ほ修しゆうの場だ。

　それぞれの船形は大部分にシートや工事用の木もく蔵ぞうプレハブが掛かり載のっており、夜や間かん照明に照らされた現げん場ばからは、どこからも作業の音が聞こえてくる。

　だが、一カ所だけ、作業とは別の音があり、光もある場所があった。

　遠く、空間の後部の方。資し材ざい置き場の一角だ。そこだけは先ほどからずっと、天井からの投とう光こうを得ており、また、定期的な警けい報ほうを生んでいた。

　それを、空間中央を渡る主しゆ橋きようの上から見ている影がある。

「全く、まだ来てから四時間も経たっていないのに、武蔵むさしの書しよ記きを始し末まつするために早さつ速そく資材現場で刃にん傷じよう沙ざ汰たですか、根ね津づ君」

「何かが起きるときには起きますし、起こすときには起こしますよ、穴あな山やま先せん輩ぱい。有あり明あけはイベント会場でもありますし」

　と、応答を返すのは極きよく東とうの男子夏服に作業ベストを羽は織おった少年だ。根津と呼ばれた彼は、薄く開いた口を動かさず、橋の手すりに肘ひじをつき、後部の方をじっと見ている。

　彼の視線が向くのは、後部の大だい規き模ぼ資材置き場がある位置だ。闇の中、一部だけ灯あかりがスポットする現場では、作業用の武ぶ神しん達が幾いく体たいも動いている。

　倒とう壊かいした資材現げん場ばを、検けん分ぶんが終わった場所から順次復ふつ旧きゆうさせているのだ。

　その光景を見た彼は、足下に落ちているネジを靴で踏み、

「資材倒とう壊かいに、作業員や警けい備び員いんが負ふ傷しよう、しかし、まだ詳しよう細さいは不明……、って、あれは、由ゆ利りが単独でやったんでしょうか？　随ずい分ぶんと派は手でですが」

「手て筈はずでは主に由利君が出て、補ほ佐さで伊い佐さ君ですね。だから、その通りかと思いますが。結果はどうなったか、ですね。……そのあたり、心配ですか？　由利君のことが」

　確認をとるような声は、しかし持ち主の穴山がいない。

　ここにいるのは、通り過ぎる者達でなければ、根津だけだ。しかし彼は橋の手すりから外、空中に声を落とすように、

「行き場のない僕達が、お互いを心配しない道どう理りが何ど処こにありますか」

「行き場はなくとも、辿たどり着いた場も、認めてくれる場もあるじゃないですか」

「それは先生達が優しかったからです」

　根津は言った。

「歴史も、力も、優しくはなかった。──僕達の行き先は決まっている事だと、運命だと、そこにだけ油ゆ断だんしていた僕達は、だから〝要いらず〟とされた訳です」

「いいじゃないですか。優しい場所に辿り着けたんですから」

「僕も由ゆ利りも、そのことを申し訳なく思っています」

「根ね津づ君」

　何です？　と根津は問うた。すると穴あな山やまの声が、

「……そこまでシリアス人生と喋しやべり好きで、よく、この有あり明あけに三週間近ちかくいられましたね」

「ええ、来てから一時間ほどで、作業現げん場ばの縦たて穴あなを全ぜん裸らが上から下に落ちていって、また鎖くさりで下から上につり上げられていくのを見たんですが、周囲の人達がまばらな拍手してました。

　だからそのときに早期判はん断だんをしました。ここは人生の有り方が違う場だ、と」

　ゆえに、

「僕は、自分の世界に入っているお寒いキャラ、ということにしてあります。あとは外界遮しや断だんしていれば、周囲が勝かつ手てに僕のキャラを立ててくれるので」

「成なる程ほど。……成長しましたね、根津君。攻撃のたびに〝貴方あなたのせいじゃない〟とか言っていた厳げん寒かん少年が自じ虐ぎやくネタを扱えるようになるとは。私は有明の洗せん脳のう効果に驚きです」

「そんなこと、攻撃放はなつたびに言った憶おぼえはないです。七、八回くらいです」

　とはいえ、

「まあ、仕事をするときは、穴山先せん輩ぱいのようにしてますから、御安心を。──そちらはそちらで、することがありますよね。情報収しゆう集しゆうの面で」

「ええ、私の専せん門もん分野として、やることがたくさんあります」

　全く、と、声が呟つぶやき、わずかに風が動いた。

「このところで世界が動き出し、それに私達が関わっている感覚があるのも、この武蔵むさしがあれば、ですね。何とも楽な時代になったものです」

「……いいんですか？　主役にならなくて」

　根津の問いかけに、答えは返ってこない。ただ、あるのは、別の意味としての、

「根津君、そろそろですよ。どうやら上のリフトが降りてきますから。下の方でも次の動きがあるから、連れん携けいして下さいね。──そう、武蔵副長への、ね」
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　灯とう火か術じゆつ式しきの灯あかりの幾いくつかが、木で組まれた部屋をカクテル状に照らしている。

　部屋は合がつ掌しよう造づくりだが、天井はあり、そこには樽たるや薪まき、食料などが詰まれているのが見える。

　入口は開けっ放しで、イーゼルを利用した看かん板ばんが置いてある。〝改かい修しゆう期間中は二十四時間営えい業ぎよう〟という文字を付けた看板は、〝青雷亭ブルーサンダー〟のものだ。

　今、店内には、看板にあるBLUETHUNDERという添え字を見る客が一人いた。食事を終えたテーブル、御茶の湯飲みを前にしているのは、

「二ふた代よちゃん？　──ちゃん、でいいよね？」

　二代は、店みせ奥おくの厨ちゆう房ぼう側から響ひびいてきた声に、小さく頷うなずいた。椅い子すに揃そろえた腿ももの上に、ちゃんと両の手を重ねた姿勢で、

「Ｊｕｄジヤツジ．、委い細さい構わぬで御ご座ざる」

「おお、相変わらず御座るキャラでいいねえ。テンゾーとはちょっと違って本物っぽいね」

「テンゾー……」

　ああ、あの忍にん者じやのことで御座ったか、と二ふた代よは得とく心しんする。あまりに気け配はい消して常じよう時じ存在しているがために、たまに〝動く背景〟みたいな捉とらえ方になって困るあの忍者だ。

　……メアリ様は、よく知ち覚かく出来るで御座るな。

　精せい霊れい使いの視し覚かくや、知覚の双そう方ほう向こう性というものもあろう、と二代は思う。一いち方向からの知覚が出来ないのは、つまり拙せつ者しやの未み熟じゆくで御座ろうな、とも。そして、

　……未熟……。

　その単語を重ねて視線が動くのは、傍かたわらの椅い子すに立てかけてある槍やりだ。

　関かん東とうIZUMOが作った蜻蛉とんぼ切ぎりのレプリカ品だった。

　本物は、現在、関東IZUMOで修しゆう復ふく中となっている。

　ここにあるのは、だから、偽にせ物ものだ。

　しかし、偽物とは言っても、本ほん体たい部分以い外がいは本物そのものだ。伸しん縮しゆく機能はついており、重量配はい分ぶんもオリジナルと同じ、かけ声によっては、割かつ断だんの代理術じゆつ式しきが生じ、

「更さらにはジャンプや疾しつ走そう時じは、術式ジャイロが感かん知ちして各部が明めい滅めつしたり、術式効こう果か音おんを奏かなでる仕し様よう……」

　父が存ぞん命めいだったら死ぬほど欲しがったろう。効果音を「ひぅ～……、ちゅびゅうううううんすぴょずぴょ!!」など口で奏でながら鹿か角づの様をからかって、肉にく包ぼう丁ちようで追いかけ回されるのが容易たやすく想そう像ぞう出来る子供のような父で御座った。しかし、

　……そのようなことを思うとは、少々、弱気になって御座るな。

　昔にすがるのはやめよう。

　今のことを見て、考えよう。

　この蜻蛉切レプリカも問題は無い。実際、主OSの思し考こう部分については、本物と同じ制御情報術式プログラムが行われており、本物が修復した際には記き憶おくを引き継げると聞いた。しかし、

「本物と同等ゆえ、……今の拙者を主人と認めて御座らぬ」

　槍は、沈ちん黙もくしたままだ。流りゆう体たい燃ねん料りようの残ざん存ぞんを示す本ほん体たい部分の蜻蛉型がたインジケータはフルの赤あか一色で、それを使用したこともない。製作を担当した関かん東とうIZUMO内ない鹿か島しま神じん宮ぐう部ぶの主任が言うには「蜻蛉切の能力のタイニー版ですが、それで我が慢まんして下さい」とのことだったが、

　……発はつ動どう出来ないなら、意味がのう御座る。

　このことは、正まさ純ずみとホライゾンと黒くろ藻もの獣けものには伝えてある。それぞれは、

「本来の力を取り戻すのも副長の仕事だが、手伝えることがあったら言ってくれ」

「お腹なかが減ったら青雷亭ブルーサンダーです」

『おちこみ？』

　という反応だ。

　しかし現在、彼女達たちに手伝って貰もらえることはないし、腹が減ったので青雷亭ブルーサンダーだし、落ち込んでいるのも確かで御ご座ざろうな、とも思う。やはり皆、正しくものを見て御座るな。

　うんうん、と頷うなずいていると、声と動きが来た。

「はい、残した分も含めて明日の朝食ね」

　横からテーブルに差し出されたのは半はん抱かかえ分の紙かみ袋ぶくろだ。そして傍かたわらに立つのは、

「……店てん主しゆ殿どの」
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　二ふた代よは、座ったままだが、相手に身体からだを正しく向けて頭を下げた。

　結んだ髪かみが前に流れるが、顔を上げる動きでそれを戻し、

「忝かたじけのう御座る」

「いいのいいの、学生で、うちの子達の友人だったら援助するのは親の役目だしね」

「親の……」

　それは、今は思わないようにしようと、そう考えたばかりではなかったか。

　だから、そういうものなのだと、今は結論して甘えることにした。

　だが、店主は首を傾かしげ、こちらの身体を見た。腕や頰ほおに視線を寄せ、

「訓練？」

　身体のあちこちには、治ち療りよう用の符ふが貼はってある。二代は小さく頷うなずき、

「Ｊｕｄジヤツジ．、ナイト殿と浅あさ間ま殿が。──貼らなくても充分と拙せつ者しやは申したので御座るが」

「ああ、ゴッちゃんや智ともちゃんらしい。でも、確かに副長が生なま傷きず見せてるのもどうかと思うけど、今だったらハードな訓練で怪け我がしてるのを見せつけるくらいがいいのかもねえ？」

「浅間殿にもそう言われたで御座る」

　あはは先回りされたわね、と店主が腰に手を当てて笑った。その笑みに、ふと、二代は問いかけを作る。

「……店主殿は、他の皆と、旧きゆう知ちで御座るな？」

「大体はね。──ホライゾンが一回亡くなった後、うちの馬鹿はこっち来なくなってね。その付き合いで一部は疎そ遠えんもあったけど、まあ、今が大事ってことで」

「では、ここは一体……」

「正確には、こっちはBLUETHUNDER本ほん舗ぽ、家の方は青せい雷らい亭てい本舗ね。元々は友人がやってた店なんだよ、ここ。ただ、彼女がいなくなって、でも、ここは保っておいた方が良いだろう、ってそう思ってね」

　店主は左さ舷げん側、武蔵むさし野のがあるドックの方を笑みで示し、

「それがまあ、ホライゾンの亡くなった後、中ちゆう等とう部ぶくらいかな？　うちの子達があっちの店てん舗ぽを使いたいって、そう言ってきてね」

「馬……、総そう長ちようと、喜き美み殿どのが？」

「他、皆も、ね」

　店主が、言って、こちらの湯飲みに気付いた。

　冷めている。そんな湯飲みを手に取った店主が、軽いステップで厨ちゆう房ぼうに戻る。

「もっと可愛かわいいのにしようか？」

「気き遣づかい構わず御お願ねがいするで御ご座ざる」

　じゃあココアね、と、言われ、二ふた代よは内ない心しんで希望を感じた。

　……西洋豆まめ茶ちやに御座るな!!

　一度、鹿か角づの様がまともなのを作ってくれたことが御座る。父は一口飲のんで「あめえ！　何コレ!?　醬しよう油ゆ！　醬油入れようぜ！」と、醬油入れたら、これはこれで配はい分ぶんを合わせれば醬油系スイーツとしていけるとのことで、配分割り出した元もと信のぶ公こうに権けん益えき奪うばわれたので御座ったな。以来、商しよう機きを逃したうちではココアは敵てき性せい言語で禁止で御座った。

「うむ」

　昔のことは思い出さぬのでは無かったので御座るか。拙せつ者しや反省。

　と、厨房の方から、

「二代ちゃん。そう言えば、背中打うったりした？」

　そのような仕し草ぐさを見せて御座ったか、と二代は首を傾かしげ、

「少々、訓練で壁かべ走ばしりをしていたので御座るが、足を滑らせて」

「ああ、テンゾーがやってるヤツ？」

「いえ、立たち花ばな夫妻との付き合いに御座る。最近は三人でよくセックスして御座るので」

　応答が五秒ほど停まった。ややあってから、

「──あ、ご、御ご免めんねえー、オバさん不ふ意い突つかれちゃって。ああ、うんうん、後でテキトーに誰か[image: ]しかっておくけど、面白いからそのままでさ？　で、ええと」

「何で御座る？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と店主の声が聞こえ、身の動く音もした。そして、重ねて言われたのは、

「二代ちゃん、誰か、いい師し匠しようや道どう場じよう、見つけてる？」
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「……師匠？」

　思っても無い言葉だった。

　だが、Ｊｕｄ．、と頷うなずく返答は、こちらの横に来てから

「優秀な御ご家族の薫くん陶とうを受けてきたとは思うけど、それから離れれば基礎の部分での緩みも出るしね。また、成長期の子の身しん体たい能力の向上に合わせたプランも必要だろうさ。

　そういうこと管理してくれる場所や人は、いる？」

「……いや、おらぬで御ご座ざる」

「それで、よくまあ戦ってこられたもんだねー……」

　苦く笑しようで言われると、そういうもので御座ろうかと思うしかない。父も鹿か角づの様も、誰か師と呼べる者と常にいたわけでも御座らぬしなあと。

　……つまり拙せつ者しやは、父や鹿角様よりも劣って御座るのだな。

　改めてそんなことを思う横、店てん主しゆが笑みで頷うなずいた。彼女は、竹のボトルをテーブルに置き、

「──ほい、アイスココア、持ち帰り用のカップに入れておいたから、家でゆっくり飲みなさい。そして、いろいろ考えてみるといいよ。だって……」

　だって、

「武蔵むさしの副長として、そういうのも大事な仕事だからね」
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「……二ふた代よが、どこか道どう場じように所しよ属ぞくしてくれると、こっちもフォローしやすいんですけどね。うちとの個人契けい約やくだけだと、所属契約道場分ぶんの加か護ごとかも無いわけですから」

　と、浅あさ間まが言う言葉を、正まさ純ずみは揺れる高所で聞いていた。

　場所は手の上。地じ摺ずり朱雀すざくが広げた右掌てのひらの上だ。今、自分達は、ネシンバラが行方ゆくえ不明になったという資し材ざいの倒とう壊かい現げん場ばまで行く途と中ちゆう。そのつもりなのだが、

　……ゆ、揺れる──!!

　繰り出すように上下に揺れるだけではなく、左右の振りまでついている。自分の方は、一本だけ立ててもらった地摺朱雀の中なか指ゆびにしがみついて耐えるしかないが、

『ま──』

　ツキノワが嬉うれしそうで、飼い主としては良いアトラクションだなあ、と思う。だが、飼い主本ほん人にんとしては危険過ぎる。

　正純は、朱雀の中指を抱き込みながらも、後ろ、手首のあたりに座っている浅間を見て、

「あ、浅間は、……何ともないのか？」

「え？　何がですか？」

　……身体からだにバラストある者と無い者の差か!?　いや、よく考えたら浅間はペルソナ君の肩とかも乗るしな。──バラスト否定してないよ！　って、待て待て、更さらによく考えたらミトツダイラも以前、三み河かわ戦せんの時にここに乗っていたことがあったっけ。ああ、だとしたら私の運動能力がないってことか。そうなのか。そうなのかい。ふーん。

　あと、今気き付づいたんだが、

「直なお政まさ、道みち行ゆく人達が慌あわててこっちから逃げていくのは何だ？」

　は？　と、朱雀すざくの肩上にいる直なお政まさが言って、小さく鼻で笑った。

「さあ、オタオタしてるアンタがあぶなっかしいんだろうさ」
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　工事現げん場ばで作業をしていたノリキは、倒とう壊かいした資し材ざい置き場に行く地じ摺ずり朱雀を遠くに見ていた。そして印いん籠ろう型の携帯社しや務むを開くと、

・労働者：『おい。誰かいるか。──さっきから朱雀が中指立てて歩いて人々を恐れさせてるが、直政は何か苛いらつくことでもあったのか』

・貧従士：『あー、ひょっとして、第六特とく務むも姉キャラなのに、さっきの外げ道どう展開で話題に上がらなかったのがいけなかったかも……』

・労働者：『解わかったならフォローしてくれ』

・貧従士：『あ、Ｊｕｄジヤツジ．、了りよう解かいです。第六特務──』


《呼び出し：確認：応答：確認》



・煙草女：『あ？　何さね一体』

・貧従士：『Ｊｕｄ．、──第六特務も、ちゃんと姉ジャンルで扱って欲しいんですよね！』

・煙草女：『おい、誰か、いい脳の施せ療りよう院いんをアデーレに』

・貧従士：『な、何ですかその途と中ちゆうを省いた反応！』

・あさま：『でもアデーレ、最近は脳にたくさん物理衝しよう撃げき受うけてますからね。おかしくなっても大だい丈じよう夫ぶですよ。皆、解わかってますから』

・貧従士：『あれあれ？　何か自分が変なフォローされてますよ？』
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　また変な会話を、と、正まさ純ずみが思っていると、地摺朱雀が足を止めた。

　現場に着いたのだ。

　そこは奥おく多た摩まと武蔵むさし野のの間にある資材置き場で、取り替えられた武蔵の装そう甲こう板ばんが、

「武ぶ神しんよりも遙かに高く積まれているというのも、妙みような感じだな」

「ドック内部でしか作業出来ないからね。IZUMOでも、このくらいの換かん装そう資材がドック横の階かい層そうには積まれていたもんさ」

　成なる程ほど、という自分は、副会長のくせにまだまだ武蔵のことや、その周辺を知っていないのだな、と、そんなことを正純は思う。

　足下や、しがみついている鉄の指が震えた。地摺朱雀の手が床に向かい始める。

「正純、下りますよ」

　浅間がこちらの手を取って立たせてくれる。馴なれぬ足あし場ばということへの気き遣づかいだろう。だからこちらも、無理をせず、なるべく外から気付かれないよう、浅あさ間まの肩に手を掛ける。

「すまん」

「いえいえ」

　笑みを見せる彼女とこちらの間で、ツキノワにハナミが挨あい拶さつするのが見え、正まさ純ずみも小さく笑った。そして、地じ摺ずり朱雀すざくの手が薄暗い床につく頃には、

「お、正純殿どの、──浅あさ間ま殿も一いつ緒しよで御ご座ざるか。向こう、ナルゼ殿達たちが検けん分ぶんに入って御座る」

　先に来ていたクロスユナイトが、こっちだと言うように手を奥の方へと差し出す。そちらの方向、資し材ざいの累るい積せきが作るのは、谷底のような通路と、

「……何だこりゃあ」

　書類の山が崩れたみたいだ、というのが正純の感想だった。浅間に手を取って貰もらって床に下りる際も、思わず視線を外せないほどの巨大な、

　……資材の倒とう壊かいか。

　見上げても上が確かく認にん出来ないほどの高さまで積まれた、巨大な装そう甲こう板ばん。それらが、ある物はずれて、ある物は落ちて、そしてある物は傾かしぎ、ある物は束となって立ってもいる。

　一番酷ひどい倒壊は、こちらに近い位置の山だ。積まれた中央あたりから左さ舷げん側がわへと〝く〟の字に大きくズレて、そのまま隣となりの累積までを崩してしまっていた。

「一体何なにをどうやったらこうなるんだ……？」

　疑問に対し、応じる男の声があった。それは、白はく衣いを着た中年の、

「床面が一時的に接せつ合ごう不備を起こして傾いたという説があるが、僕は同意しませんね。──あ、お久しぶり。関かん東とうIZUMO代表の三み科しな・翔しよう一いちだ、……否、です、かな、もう今の関係では」

　彼は手を当てた頭を小さく下げ、

「いつも、うちの大ひろが御お世せ話わになっております」
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　さて、と翔一が、倒壊現場を手で示すのを正純は見た。

「ここでじっとしてるのも何ですから、急ぎ、現場の検分と行きましょうか。どちらにしろ、今後の安全面に対して由ゆ々ゆしき事態です。何しろ──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、聞いている。負ふ傷しよう者がいるのだな？」

　Ｊｕｄ．、と相手は頷うなずき、剣けん型がたの走狗マウスを出した。浅間が頷き、ハナミを飛ばすと、ハナミと剣の間で表示枠サインフレームが幾いくつか交わされ、


《接続：確認》



・あさま：『はい、代表者専せん用ようの情報境内データエリアを用意しました。現げん場ば関係者のみ会話可能です』

・副会長：『聞こう』

・4 8 1 ：『ええ、負傷者は六名。その内五名は、番ばん屋やの巡じゆん回かい警けい備び員いんが巻き込まれたようです。ただ──』

・副会長：『ただ？』

・●　画：『Ｊｕｄジヤツジ．、負ふ傷しようの内容は、どうも刃にん傷じようね。テンゾーも確かめたから確実だわ。とりあえず広こう報ほう委員なんかには〝倒とう壊かいに巻き込まれて〟と言ってあるけど』

・4 8 1 ：『おや、僕の台詞せりふを奪いましたね……』

・●　画：『フ、奪われた程度で済んで感謝しなさい。台詞を書き換えてあひんあひん言うようにすることだって私の腕なら出来るんだから……』

・十ＺＯ：『格かつ好こう良く言ってるつもりで大たい概がいで御ご座ざるよナルゼ殿どの』

　カオスになってきたなー、と正まさ純ずみは思う。肩上のツキノワが首を傾かしげているのを見ながら、

「現げん場ばは？」

「Ｊｕｄ．、入れるようにはなりました。こちらへ──」

　と、翔しよう一いちが点てん蔵ぞうと共に、武ぶ神しんや作業員が動いている方へと身体からだを向ける。警けい備びの者達もいれば、何事かと遠とお巻まきに見ている人々もいる場所だ。それらの人々と作業や疑ぎ念ねんの声を、視し界かいや耳に収めつつ、正純は歩き出す。

　……何ともまあ。

　何かあると注目を浴びるようになったな、と思いながら、正純は現場へと入っていった。







[image: 第十五章『崩れ場所の観測者』]
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　正まさ純ずみが踏み込んだ資し材ざいの倒とう壊かい現げん場ばには、既すでに来ている者達がいた。

　状況の記録を作さく図ずしているのはナルゼで、資材の輸ゆ送そう関係からの情報はナイトが担当している。更さらには、

「立たち花ばな夫妻も来てくれたのか」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と先せん導どう兼けん護ご衛えいのクロスユナイトが頷うなずき、五メートルほど上の倒壊資材に立っている二人を示す。

「高こう所しよ作業など出来る御お二人で御座るがゆえ、少々」

　少々、の意味は解わかっている。警けい備びの衛えい士し達の負ふ傷しようが刃にん傷じようである場合、襲おそった相手の技なども、立花夫妻なら精せい査さ出来る。万まんが一いち、下げ手しゆ人にんが潜ひそんでいて戦せん闘とうになったとしても、やはりこの二人ならば生せい還かんが可能だろう。

　……有り難いが、面めん倒どうな状況だな。

　人々に対し、安心と、中ちゆう枢すうの者達が働いていることを見せるイメージとしては、即そく座ざに事故現場に出て対たい処しよを打ち出して行くことが肝かん要ようとなる。

　……だが、私が現場に来ることでクロスユナイト達が拘こう束そくされるのはマズいな。

　彼らは役やく職しよく持もちで、浅あさ間まのような一般学生とは違……、

「？　どうしたんですか正純。こっち見て」

「ああ、うん、一般の基準って、どこにあるんだろうな、って……」

　よく考えたら、元もと皇こう族ぞくの東あずまもいる。ノリキも元もと北ほう条じようだし、ペルソナ君も毛もう利り系けいの疑ぎ惑わくが出始めたし、葵あおい姉あねは不ふ規き則そく発言が多いし、ハッサンは対たい艦かん戦せん闘とう出来るし、御お広ひろ敷しきは駄だ目めだし、バルフェットは硬いし、あ、そうだ、向むか井い……、も武蔵むさし動かす担当だしなあ。だとするとインキュバスやスライムが比較的まともなのかなあ。駄目か。

　……身み近ぢかに一般人いないぞ！

　人じん格かく形けい成せいの為なされる多た感かんな時期にこの状況は相当にヤバいのではないかと思うが、だから浅間達はこうなっているのだな、と納なつ得とくも出来た。私の未来が不安なのに変わりはないが。

「ともあれ、確認を頼む。現場は復ふつ旧きゆう重じゆう視しのようだが、検けん分ぶんの方は？」

　Ｊｕｄ．、と応じたのは、上にいる立花夫おつとだ。

「こちらとしても現場は復旧を御お願ねがいします。通路を見たいので」

「上には痕こん跡せき無しで御座るか？」

　Ｊｕｄ．、と立花嫁よめが頷いた。彼女は、崩れた積せき層そうの内、最も上にあるものを義ぎ腕わんで持ち上げ、

「歪ゆがみは片方の縁ふちから、逆ぎやく縁に対して一方的、です。そして、見たところ、この倒壊は、自然倒壊を第一として、第二に、資材に対しての低い位置からの打だ撃げきがあったと、そう思えます。

　つまり、──下手人は通路を移動し、資材を打だ撃げきしたのでしょう。ただ……」

「ただ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、幾いくつかの不ふ可か解かいがあります。──衛えい士し達を斬きるための刃は物ものと剣けん術じゆつ、そして、これだけの資し材ざい累るい積せきを吹き飛ばすだけの打だ撃げき力を兼ね備えた者が、武蔵むさしの何ど処こにいるのかと」

「……剣術と、打だ撃げき力を兼ねた人？」

「Ｊｕｄ．、そうです。そのような人間が、何処にいると思いますか？」

　問いかけに対し、皆が、ゆっくりと顔を見合わせ、

「…………」

　立たち花ばな嫁よめを見た。

　ややあってから、クロスユナイトが、立花嫁から視線を逸そらし、

「……た、確かに、鋭い剣術と、打撃力の兼ね備えは難しいで御ご座ざるな。う、うん、至し難なん、至難で御座るよ！　うん！」

「クロスユナイト、皆の代だい弁べんに無理しなくていいぞ」

　正まさ純ずみは、一つ咳せき払ばらいをして、場を整える。

　……ここは私が、見解をまとめねばな。

　正純は、皆を見渡して言う。

「Ｊｕｄ．、……立花嫁の言う通りだな。刃やいばと打撃、そんなものを共に扱える人材が、武蔵にいるとは──」

　と、傍かたわらを、巨大な鉈なたとハンマーをそれぞれ左右の手に提さげたペルソナ君が通り過ぎていく。木材を抱えた御お広しろ敷しき達が、その先せん導どうについているが、

「どうも今晩は！　男共どもとババア共！　これから小しよう生せい達は子供達の潜ひそむ巣である小しよう等とう部ぶの耐たい震しん補強に行くんですよ!?　変な仕込みとかしないから安心してはどうですか!?　あ！　何ですか警けい備びの人達！　小生を隔かく離りしようとは！　幼女の神が許しませんぞ！　ああっ、それは別に盗とう聴ちよう用ようの術じゆつ式しきじゃないですよ！　花か壇だんの花達の囁ささやきという比ひ喩ゆ対象を常に聞くために、って、あ、こら、小生を何ど処こへ!?」

　連れん行こうされる御広敷に手を振ったペルソナ君は、こちらにも一礼して皆と共に武蔵むさし野のの方へと向かう。そして、彼の姿を見送った三み科しな・翔しよう一いちが、

「……両りよう立りつ出来る人が……」

「Ｊｕｄ．、まあ、その程度のことが出来る人は、何処にでもいるということですよ」

・●　画：『アンタ無理に笑顔で言う必要ないと思うわよ』

　政治家かはそれが仕事なんだよ、と内心で一人ごちて、正純は改めて立花夫ふ妻さいを見上げる。

「下げ手しゆ人にんの推測は？」

「Ｊｕｄ．、誾ぎんさんとの共通見けん解かいですが、極きよく東とう人じんです」

「何な故ぜ？」

「資材倒とう壊かいの打撃位置が低いこと。そして、衛士達の受けた斬ざん撃げきに特とく徴ちようがありました。

　全員、背はい後ご方向より背から横よこ腹はらに一いち撃げきを受けています。それも、削そぐようなものを」

　立たち花ばな夫おつとが、ナルゼから送ってもらった状況の作さく図ずを表示枠サインフレームに展開する。それは、負傷者の状態なども概がい要よう図ずで示された物だ。装そう甲こうや腰の一いつ刀とうなど、装そう備びをつけた者達が、皆、背後方向より背から横腹を左右の区別無なく一いち撃げきで仕し留とめられている。

「極きよく東とう式しきの刀をもって、横に削ぐ。……基本、極東の刀は上段方向からの打ち込みですから、衛えい士し相手に変へん則そくの横よこ打うちを使いこなすとなると、かなりの使い手です」
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　二ふた代よは、多た摩ま艦かん尾びの暗い道を歩いていた。

　左腕で抱えるパンの入った紙かみ袋ぶくろには、貰もらったココアのボトルも入れてある。帰って飲めと言われたので、その通りにしようと思ったからだ。

　紙袋から来る匂においに、二ふた代よはちょっとした充足を感じ、

「うむ」

　拙せつ者しや、良い空気を吸って御ご座ざるな、と二代は眉まゆに力を入れる。視線を武蔵むさし野のの後こう部ぶ側に向ければ、そこには投とう光こうが為なされた場所があり、

　……資し材ざいの倒とう壊かい、しかし警備の衛士の負傷には下げ手しゆ人にんの可能性があるので御座るか……。

　先ほど、正まさ純ずみではなく、下部の代表委員会側がわでまとめられた報告だった。

　正純としては、なるべく役やく職しよく者しやを拘こう束そくしたくない方針なのだろう。最近は、生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうの下部組織を有用した報告も多くなっている。

　……生徒会や総長連合の仕事に関わる人じん員いんが多くなればなる程、市し井せいに、その活動内容が知れ渡っていくものでも御座るしな。

　というのは無む論ろん、正純の受け売りだ。武蔵に来てから、多くの判断を他人任まかせにしていてすまぬと思うが、その分は、副長として、他た教きよう導どう院いんに対する戦せん闘とう能力の実際と、威い圧あつ効果で返すべきだろうとも思う。

「……しかし、このまま、武蔵野の青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽとやらに寄って行くべきで御座ろうか」

　通つう神しんによれば、倒壊現げん場ばの報告は、やはり武蔵野の〝青雷亭〟で行うらしい。そこに皆が集つどうなら、余よ分ぶんに貰ったパンを店てん主しゆ殿どのからだと言って分け、自分はココアで一息というのもよう御座ろう。

　少し、皆の中で落ち着きたいとも、そんなことを思いもする。

　……Ｊｕｄジヤツジ．。

　と自分の中で結論し、二代は武蔵野の方を見た。

　今、自分のいる表ひよう層そう部ぶの横よこ町ちようは、居きよ住じゆう区くとしての改かい装そうが大だい体たい終了しているが、その隣となり、内うち舷げん側の横町は穴が開いた状態だ。

　広い空間を、仮の空中回かい廊ろうとして太ふと縄なわ通路が幾いく本ほんか走っており、二代は武蔵野側への近道として、その内の一本を選択する。袂たもとの衛えい士しに頭を下げ、太ふと縄なわ通路の上に踏み込む。
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「──急いだ方がよう御ご座ざろうかなあ」

　と、二ふた代よは、太縄通路上じよう、重力制せい御ぎよによって作られた幅三メートルほどの道で呟つぶやく。

　薄く光る流りゆう体たい力りき場ばの道だ。そこから辺りを見回せば、

　……そろそろ、夜間用確かく認にん作業時間が終わるで御座ろうな。

　今、周囲はまだ暗い。夜間状態のせいだ。

　照明を落とすことによって作る疑ぎ似じ夜間。そんな暗がりを想そう定ていした確認作業が必要なのは、主に外がい壁へき部ぶ。そして居きよ住じゆう区くや企き業ぎよう区くなどの生活系けい区く画かくだ。

　外壁部は、夜間時における装そう甲こうの補ほ修しゆうや展開などを作業員自じ体たいが確認や実験する必要があるし、生活系区画では灯とう光こう術じゆつ式しきなどが働いているかどうかの確認が要いる。

　だから、有あり明あけ内には、定期的に夜が来て、また明けていく。

　今は、各所で夜間確認作業が終わり、一ひと息いきを入れようと言う時間帯たいだ。

　闇やみの空中から見渡す周囲、遠くには、音があり、たまに灯光の色も見える。急ピッチで作業を進めている、というのがすぐに解わかるのがこの時間帯の特とく徴ちようだと、二代は思った。

「ならば……、拙せつ者しやも仕事を、すべきで御座ろう」

　武蔵むさし野のの青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽにて、情報交こう換かん。

　……これも重要な仕事で御座るな。

　うむ、と頷うなずき、二代は、足を武蔵野側がわの方、太縄通路の向こうに向け直した。左を艦かん尾び、右を艦かん首しゆ側という構こう図ずで歩き出す。そして、ふと、二代は疑問を得た。

　……はて。

　正面、太縄通路の向こう岸を見て、二代は首を傾かしげた。

「何な故ぜ、この通路の出入口に、警けい備びの衛えい士しがいないので御座るか？」

　橋の行き来には重要物を運ぶこともある。だから、警備の者が両側に一人はつくのが基本だ。故ゆえに、自分が今、渡ってきた側には衛士がいて、

「……？」

　振り向いた背後。太縄通路の入口部分には、誰もいなかった。

　否、闇やみの中に、倒れている影がある。あれは、

　……先ほどの衛士……？

　直後。二代は、ここを離れようと思った。

　理り屈くつがあった訳ではない。ただ、空気の肌はだ触ざわりのようなもの、何かが来る、という不ふ確たしかな感覚を得ただけだ。だから二代は、通路を急ぎ渡ろうとして、背後に振り向き、

「!?」

　無む音おんの一いち撃げきを、左の脇わき腹ばらに受けた。
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　……銃じゆう撃げきに御ご座ざる！

　二ふた代よの心に疑問はない。確定だ。攻撃による被ひダメージの質については、父と鹿か角づのから体感をもって教えられている。

　防ぼう具ぐをつけていても、その一点から全体へ、そして裏側へと浸しん透とうして抜けていく打だ撃げきは、物理銃じゆう弾だんのものに他ならない。

　身体からだが重くなり、そしてそれが抜けていくときには、全身の力も持って行かれる。

「く……！」

　何な故ぜ、銃撃されるのか、という疑問をも、二代は即そく座ざに捨てた。

　何故、ではない。どうやって、でもない。今あるのは、

　……生せい存ぞんに御座る！

　射しや撃げき手しゆは艦かん尾び側がわにいる。

　後ろに振り向き、身体の左を艦尾側に向けた瞬しゆん間かん、狙そ撃げきを受けたのだ。

　二発目が来るかどうかは解わからない。狙撃行こう為いで初しよ撃げきを外したときは、獲え物ものも動くために二度と最適な射撃を出来なくなるからだ。腕のいい狙撃手しゆならば、そのことは充分に理解しているだろう。だが、

　……浅あさ間ま殿どのやナルゼ殿のように、追つい尾び式しきで放つ者もいるので御座る！

　敵が浅間クラスだった場合──、

「────」

　無む茶ちやな想そう定ていはやめようで御座る、と二代は心から思った。もし浅間クラスなら狙撃じゃなくて太ふと縄なわ通路ごとぶっ飛ばされて御座ろうし。

　ともあれ太縄通路上じようは遮しや蔽へい物ぶつが無い場所だ。だから、

「……っ」

　二代は、遮蔽物を作った。身体を急ぎ回し、右の半身を艦尾側に向けたのだ。

　そして蜻蛉とんぼスペアを立てて己おのれの身体を隠かくし、遮蔽物とする。身体の中心線を槍やりの陰に入れ、急きゆう所しよ撃うちを避ける構えだ。後は、表示枠サインフレームで急きゆう難なんを告げることと、

「……？」

　二代は気付いた。

　……人が……。

　いる。先ほどあった不ふ確たしかな風のような気け配はいが、濃くなっているのだ。

　それも背後へと、音もなく、しかし、身を寄せるように来ている。

　その正体は何か。二代は、疑問ではなく、結論した。

　……背後からの敵に御ご座ざる！

　反射的なステップで、二ふた代よは狭い通路上じようを左に、艦かん首しゆ側がわに跳んだ。左は未だ紙かみ袋ぶくろを抱えたままだが、右には蜻蛉とんぼスペアがある。盾たてとしては、紙袋よりも槍やりの方がいいだろう。

　そして、太ふと縄なわ通路の左側に身を寄せれば、敵はこちらの右にしか攻撃が出来なくなる。

　これで、避けるのは右側への攻こう撃げきのみと、そう判断した直後。

「……！」

　二代は、後ろから襲いかかってきた敵の影を、右手側に見た。

　こちらが左にステップしたのに、ついて来られなかったのだろう。フードをかぶった長ちよう衣いが、先ほどまで自分のいた位置に突っかけようとして、急ぎ制せい動どうを掛けたのが見えた。

　……何者に御座るか!?

　解わからない。少なくとも、記き憶おくに無い相手だ。だが、敵の動きは、どこかで見たことがある。攻撃をしくじった割に、軽快な足あし捌さばきで体勢を直す動きは、

　……忍にん者じや？

　確定は出来ない。だが、足音無なしで姿勢制せい御ぎよを行うなど、武士の技ではない。更さらには、

「────」

　フードの姿が、消えた。

　否、足捌きからのステップで、こちらの死し角かくに飛び込んだのだ。

　恐らくは背後だと、二代はそう見切り、振り向こうとする。しかし、

　……違う!?

　風の動きのような、微かすかな気け配はいから、二代は振り向くのをやめた。

　前を見る。背後に敵がいれば自殺行こう為いでしかない確かく認にん作業だ。

　だが、確かに、敵が正面にいた。

　背後ではなく、前に回られていたのだ。
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「──く」

　二代は、自分の察さつ知ち能力が確かであったことよりも、背後に回った敵がやはり正面にいたという、その事実に息を飲んだ。

　眼がん前ぜん。身を極きよく度どに低くし、這はうような姿勢で敵が一いつ刀とうを右横に抜いている。

　……これは──。

　どうやって、何い時つの間に前に回ったのか。

　理り屈くつは解る。こちらが、敵を追って後ろに振り向く。そのために視線を水平に背後へと振ることを予測して、敵は、水平に流れる視線の下をくぐったのだ。

　順を追って説明すれば解ることだが、実際に行うとしたら至し難なんでしかない。

　武士の技ではない。

　暗あん殺さつのための、忍にん者じやの技だ。

　対する二ふた代よは、武士だ。今は間ま合あいが向こうのものだと、そう思う。だから、

「──っ」

　急ぎ、後ろにバックステップした。

　すると目の前の敵が、身を起こしながらこちらに飛び込んできた。

　距離が詰まる。その瞬しゆん間かん。

「御ご免めん……!!」

　心の中で店てん主しゆに謝りながら、二ふた代よは左に抱えていた紙かみ袋ぶくろを敵の顔へと放った。

　敵の視し界かいを奪い、突とつ進しんを阻そ止しする措そ置ちだ。遮しや蔽へい物ぶつとしては、内部にあるパンもだが、竹ボトルが有用だろう。何しろ、

　……先ほどの狙そ撃げき、受けたのは竹ボトルで御ご座ざろうな。

　左脇わきに痛みはあるが、銃じゆう創そうは受けていない。代わりというように、紙袋の底の方に黒いものが染しみているのが見えた。ボトルが割れて漏もれたココアだろう。勿もつ体たいない。

　そして、二代は動いた。

　右側、狙撃が気になる。だから二代は槍やりを立てて、バックステップをもう一度入いれる。少なくとも、狙撃の射しや線せん上から離れるまで槍の盾たては外せない。

　後ろに跳んだ、その直後。

「……!?」

　眼がん前ぜんを、左から右に、何かが突き抜けていった。

　銃じゆう弾だんだと、そう思ったのは一いつ瞬しゆん遅れてからだ。何な故ぜなら、先ほどの狙撃は右手の艦かん尾び側がわから来たのに、今のは、

　……左の艦かん首しゆ側!?

　狙撃手が二人いるということか。

　疑問しても答えはない。ただ、正面の敵が、応じるように動いていた。

　こちらが紙袋を放った先。フードの姿は、ある動どう作さを行った。

　宙に放った紙袋に空いた手を当て、

「────」

　こちらに強く押し、投げ返してきたのだ。
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　しまった、と二代は思った。

　敵は、こちらが放った紙袋を切り捨てるか払うか、と二代は予測していた。

　それを覆くつがえされた。

　だからこそ、こちらにとっては虚きよになった。

　こちらが投げかけた布ふ石せきが、同じ形でこちらに戻ってくる。

　それも、顔かお正面。こちらの視し覚かうを奪うように、だ。

　どうする、という、先ほどまでは考えもしなかった思し考こうが、二ふた代よの心に来た。だから、

　……しまった……！

　そんな事を思っている場合ではない。だが、自分の迂う闊かつと油ゆ断だんが二重、三重に事じ態たいを悪化させているのは確かだ。

　腑ふ抜ぬけている、と、二代は一いつ瞬しゆん思い、

「──く」

　右の槍やりは盾たてにしているので使えない。だから、左手で払おうとして、

「……く！」

　左からも、狙そ撃げきは来たのだ。ならば、脇を空けるような動どう作さは危険だ。一発で心しん臓ぞうまで穿うがつ狙撃を食らいかねない。

　ならば、と二代は思った。もう一度バックステップを入れて、

　……回かい避ひ！

　そのために、身を浅く沈めた瞬しゆん間かんだった。正面に飛んで来ていた紙袋に異い変へんが生じた。

　紙袋が、中のものごと、真っ二つに裂けたのだ。

　敵の斬ざん撃げきだというのは解わかる。しかし、裂け方が異常だった。

　紙袋は、こちら側から、敵てき側がわへと裂けたのだ。

　あり得ない、と二代は感じた。普通、刃やいばを振れば、敵側からこちらに裂ける筈はずだ、と。

　だが、それはまるで、敵側から抱きしめられでもするかのように、こちらから敵側へと上下に大きく口を開き、

「────」

　中にあるものが、身を低くしたこちらの頭上に広がった。

　パンが散り、竹ボトルが中身をまき散らしながら宙に割れる。

　それらの動きに、二代は確かに気を取られた。

　瞬しゆん間かん。二代は、喉のど元もとに冷たい気け配はいを感じた。

　そして二代は見る。身を低くしたこちらの眼がん前ぜん。飛び散った紙袋の下。まるで這はうような姿勢で、フード姿が飛び込んできているのを、だ。

　……しまった……！

　幾いく度ど目めかの[image: ]しつ咤たを自分に放ち、それでも二代は、三度目のバックステップを行おうとした。

　すると、背後から右手側に、影が来た。

　正面の敵ではない。

　後ろから横に回るのは、二人目だ。
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　新あら手てに御ご座ざると、二ふた代よはそう思った。

　追加の敵は、やはりこちらの死し角かくを好むらしい。右肩の後ろ側、背後方向にて動くのは小さな影だった。

　しかし、二人目の敵が持っている武器は、

「……破は砕さい鎚つち!?」

　確認するなり、敵が叫んだ。女の声で、

「少し、眠って貰もらうよ……！」

　打だ撃げきされた。

「────」

　二代が最初に感じたのは風だった。破砕鎚に押された大気が、膨ふくらんで圧となった風だ。

　温ぬるい、とも感じる風の動きが、まずこちらを右から押し、しかし、

　……来るで御座る！

　風をぶち抜いて、衝しよう撃げきの塊かたまりが来た。破砕鎚の形状よりも、更さらに大型の衝撃が、潰つぶれる大気の動きで見える。

　打だ撃げき系けいの神しん格かく武ぶ装そうだ。更には、

「無む音おんで御座るか……！」

　暗あん殺さつ用と、そう言っていい。

　当たる。先ほどの狙そ撃げきとは別の衝撃が、全身を浸ひたそうとする。

　そんな一いち撃げきに対し、二代は迷わなかった。

「──く、あ！」

　衝撃が完全なヒットとなる直前。打撃が身体からだを食おうとする瞬しゆん間かん。

　二代は跳んだ。回かい避ひではなく、しかし、相手の攻撃をかわす方法を選択した。

　身体が動く太ふと縄なわ通路の外へと、身を投げたのだ。

　暗い闇やみ。虚こ空くうがある。その中へと二代は、

　……着ちやく地ちは──。

　衝撃の余よ韻いんで薄れていく意識に導かれるように、二代は闇の底へと落ちていく。
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「……やはり、ネシンバラがこの倒とう壊かい事故に巻き込まれた可能性がある、と？」

　正まさ純ずみは、検けん分ぶんの場にやって来た後こう輩はいに問いかけていた。

　疑問が行くのは、代表委員長、二年生の大おお久く保ぼだ。彼女は腰の二に刀とうに手を掛けながら、横に立つ自動人形の加か納のうに会え釈しやくを送る。そして加納が、

「大だい丈じよう夫ぶです御お嬢じよう様さま。──首しゆ尾び良よく済んだものと」

　安全の確認らしい。その上で加か納のうがこちらに一礼し、

「書しよ記き様は、副会長様さまの会合に参加されているものと考えておりました。しかし、先さき程ほどに報告頂きました伊だ達て家けとの会議の状況では、書記様の存在が御ご座ざいませんでした。

　どういうことかと確認を取らせて頂きましたところ。副会長様の会合に参加されているものと考えておりましたが、しかし先程に報告──」

「加納君。──ループしてはいけません」

「これは失しつ敬けい。理り路ろを整えることが最さい優ゆう先せんですので」

　……二年でも、武蔵むさしの学生は変な連れん中ちゆうなんだな……。

　後こう輩はいに接するときの平均的な表情である、作り微笑わらいを保ったままでそう思いながら、正まさ純ずみは首を横に振った。そして、作業用の武ぶ神しん達に資し材ざいの運うん搬ぱんを手て配はいするクロスユナイトに、

「死体はまだ発見されていない。そうだな？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずくのは、クロスユナイトと、彼の向こうで倒れた装そう甲こう板ばんを一枚一枚起おこし、下にある状況を確認している立たち花ばな嫁よめだ。

　彼女は、倒とう壊かい仕掛けた資材の天てつ辺べんに危なげなく立つ立たち花ばな夫おつとの指示に従い、的確に倒壊資材を取り除いていたが、

「武蔵書しよ記きの死体はまだ見つかっていませんね。ええ、まだ見つかっていません。面めん倒どうな。なるべく早く見つけて帰って、宗茂様を御お風ふ呂ろに入れて差し上げたいのですが」

「立花嫁、今、中ちゆう盤ばんで一回本ほん音ねが出た気がするんだが……」

　だが、彼女は既すでに大たい半はんの倒壊資材を起こし、周囲の累るい積せきに立てかけている。そうすることで床面を明らかにし、倒壊の原因を探るためだ。

　今、立てかけられた資材が作る傾きの底、その隙すき間まには、一組の親子がいて、床面の調査をしている。一人は、白はく衣い姿の三み科しな・翔しよう一いちで、もう一人は、

「泰たい造ぞう爺じいさん、どうさね一体」

　資材が崩れてこないように押さえている地じ摺ずり朱雀すざくの肩上から、直なお政まさが尋ねる。と、機き関かん部ぶ部長のナンバープレート着きの帽ぼう子しを被かぶった泰造が、ゆっくりと長身の腰を上げた。

「──上にいる若わか造ぞう、立花の若いのが言う通りだな。倒壊は床面の不ふ都つ合ごうじゃあねえ。自然倒壊と、何かが横から打だ撃げきを入れたという、二つの結果だぜ、これはよ」

　うんうん、と、翔一が彼の横に立ち、口を開く。

「義と父うさんも、同じ考えですか」

「はあ？」

　泰造が、翔一の顔を下から睨にらみ上げた。

「おい、誰がお前に義父さんとか呼ばれる筋すじ合あいあるってんだ小こ僧ぞう。婆ばあさんが仕方なく養よう子し縁えん組ぐみしてやったからって、俺ぁ未だ認めてねえかんな？」

「おやおや、いいんですか義と父うさん、僕がいたから大ひろが産まれたんですよ？　ほら、僕がいなければ義父さんは大と出会うこともありませんでした。僕、大事でしょう？」

「──大はうちの娘が神様から授さずかった子だ。お前は関係ねえ」

「な、何言ってるんですか！　大は僕と妻の努力の子ですよ！」

「はあ？　努力しないと駄だ目めなようなら改かい造ぞうしてやろうか？　んン？　つうか、俺と婆ばあさんが二人目の孫まごを日々祈き願がんしてんのに邪じや魔ましてんのはお前か!!」

・副会長：『……最低の会話だ……』

・煙草女：『は？　機き関かん部ぶだと毎まい度どこんなもんだけどさあ……』

・金マル：『わあい、セージュン超ちよう純じゆん粋すい～』

　その言われ方に微び妙みような悔くやしさを感じるのはどういうことだ。ともあれ、正面、大おお久く保ぼが頰ほおを赤くしているのは少々新しん鮮せんだ。

　しかし、横から浅あさ間まが、それとなく肩を寄せてきた。

・あさま：『正まさ純ずみ、これ』

　と、浅間が送ってきた情報を正純は確認した。その内容は、

・副会長：『二ふた代よが……、負傷して行方ゆくえ不明？』







[image: 第十六章『崩し場所の捏造屋』]
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　倒とう壊かい現げん場ばの中。動く作業員や武ぶ神しん達たちの流れと音の中心において、浅あさ間まは、父から送られてきた情報を正まさ純ずみ共とも々ども見ていた。その内容は、

　……二ふた代よが、襲しゆう撃げきを受けた？

　疑問の答えは、目の前の表示枠サインフレームにある。

「これは……」

　広こう報ほう委員の通神帯ネツト用サイトの掲けい示じ板ばんだ。読者の立てた情報端スレツドの一つに、防犯用の定置受じゆ像ぞう器きから撮とったと言われる画が像ぞうがアップされている。

　それは、多た摩まの太ふと縄なわ通路の上から、人ひと影かげが仰のけ反ぞるような姿勢で落ちていくシーンだった。

　ほんの数分前の画像だ。まだ夜や間かん状態なので、暗く、色は定かではない。

　ただ、落ちていく影は右手に槍やりを持ち、髪かみの毛はポニーテール。二代が歩いているのを見かけたという証しよう言げん者の声もぽつぽつある。

　落ちた下は自然く区かく画となっており、水路もある場所だ。現在、捜そう索さくを早く行うべきではないかと、そんな声が掲示板上ではあがっている。そんな流れを通神帯に見る浅間は、

　……どうなんでしょう。

　疑問を問うてみる。

・あさま：『あの、襲撃って、どういうことなんです？』

・○べ屋：『やった憶おぼえのあるヤツはすぐに申しん告こくするといいよ!!』

・義　　：『手ーあげるヤツいたら奇き跡せきだろうソレ』

　ええ、たまにその奇跡が起きるから武蔵は侮あなどれません。ヨッシーもまだまだ初級ですね。

・十ＺＯ：『画像をアップした者の見解では、これは銃じゆう撃げきか何かを受けたとこだろう、との推すい測そくに御ご座ざるな。その推測が、議ぎ論ろんの中で転がしやすいため、いつの間にか事実になってしもうたので御座ろう』

・立花嫁：『不ふ遜そんな話ですね。大体この吹っ飛ばされ方は、銃撃によるものではありません。もっと大きな、面めんの打だ撃げきによるものです』

　流石さすが、と思うが、しかしそれは、この画像の人物が実際に襲撃を受けたということではないだろうか。そして、

・副会長：『ちょっと、二代に連絡とってみる。取り越し苦労かもしれないしな』

・あさま：『御お願ねがいします。ええ、ネシンバラ君がぐしゃぐしゃになった今、二代まで何かあるととても大変ですし』

・●　画：『アンタたまにすっごいときあるわね……。でも、このままだと流石に二代の名めい誉よもだけど、総そう長ちよう連れん合ごうの評ひよう判ばんが落ちるわ。──情報戦せんとして、ダミー画像を流して事態をうやむやにさせて貰もらうわね』

　上空、渡る麻あさ縄なわケーブルの上にナルゼが腰を落とすのが見えた。

　彼女はトンボ枠わく型がたの術式陣マギノフイグーアを展開すると、横に補ほ佐さとしてナイトを置き、

・●　画：『ちょっと画が像ぞう使って用意するから、浅あさ間まは父親に手て配はいしておいて。浅間神じん社じやの通つう神しん権けん限げんで、絶対に足のつかないアップ方法をやって欲しい、って』

・あさま：『何だか最近、うちは史上希まれに見るアングラ神社になってる気が……』

・●　画：『いいじゃない別に、私にとっては都つ合ごうがいいわ。──と、じゃあ、ちょっとモデルになってくれそうなのいる？　御お広ひろ敷しき？　ああ、丁ちよう度ど良いわ」
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　ナルゼは、高い位置から、こちらにやってくる御広敷に声を掛ける。

「ねえ、御広敷。番ばん屋やから解放されたの？　丁度良いからそこに立って頂ちよう戴だい。Ｊｕｄジヤツジ．、ちょっと上を見て、背を反って──、ってアンタ仰のけ反ぞれないの？　それでも生物？」

「ひ、酷ひどいこと言いますねこの黒くろ羽はねババアは！　十年前はババアじゃなかったのに！」

「うるさいわね。十年前の私だったら消し炭ずみにしてるところよ」

　ナルゼは言って、ペンを握った手を動かすのをやめ、術式陣を閉じた。

　画像は完成した。だからそれを浅間に送り、

「ハイ良好。これでいいわ。御広敷、アンタも少しは生徒会活かつ動どうに貢こう献けん出来て良かったわね」

「……何だか解わかりませんが、小しよう生せい、凄すごく不安な予感が……」
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　浅間は、ナルゼから送られてきた画像を見た。

　それは、多た摩まの空くう白はく部分を渡る太ふと縄なわ通路の上から、

・あさま：『わあ、御広敷君が二ふた代よに虚こ空くう投げ捨て型のバックドロップくらってますね』

・副会長：『え？　これ、さっきの……、ええ!?』

・●　画：『画像加工くらいフツーのスキルよ。歴史再さい現げんでも聖せい堂どうの壁へき画がや油あぶら絵えの書き加えなんかはフツーに行われてる時代なんだから。……まあ、御広敷はもうちょっと頭から落ちるようにした方が良かったかしらね。もっと仰け反りなさいよロリコンのくせに』

・礼賛者：『あの、ロリコンは仰け反るんですか？』

・●　画：『フ、アンタにゃ無理ね』

・金マル：『最近ガっちゃん妙みように男らしい時があるよね!!』

　相変わらずですねー、と思う一方で、ナルゼの意い図とは解る。この画像を通神帯ネツトに播まいて、二代が負傷したという噂うわさを搔かき消せと言うのだろう。

・●　画：『ネシンバラだったら、こういうのを書き込みで潰つぶしに掛かるんだろうけど、私が出来るのはこういう手段。幾いくつか別パターンも送るから、それも順じゆん次じ頼むわ』

・十ＺＯ：『有り難いで御ご座ざる。自分、収集と分ぶん析せきの方が得意で御座るので』

・●　画：『だったらジュースの収集してきて。相模さがみ製の桃ももネクターでいいわ』

　表示枠サインフレームの操作をしていた正まさ純ずみが点てん蔵ぞうに、行って来い、の手て指示をすると、忍にん者じやはすぐに姿を消した。こちらは父にナルゼからの物件を送り、

・浅間父：『頑がん張ばる！　父とうさん頑張るよ！　若いっていいなあ！』

　うん、でもその、私主しゆ体たいでつけた名前はどうかと思うんですけど父さん。

「あ、もう対たい処しよ入った……」

・浅間父：『頑張った！　父さん頑張ったよ！　若いかな父さんも！』

　周囲の半はん目めを受けながら、浅あさ間まは適当な返事を父に送っておく。とりあえず、礼だけは忘れないようにして、早く寝るようにとも付け加えた。

　だが、こちらがいろいろと暗あん躍やくしている間、生徒会関係の後こう輩はい二人は首を傾かしげっぱなしだ。

　と、自動人形の加か納のうが、不ふ意いに動いた。

「御お嬢じよう様」

　大おお久く保ぼという眼鏡めがねの委員長の肩を叩たたき、彼女は表示枠サインフレームを見せる。

　すると、大久保の表情が変わった。驚きといえる眉まゆの跳ね上げから、ひそめた疑ぎ念ねんに、だ。

　恐らく、こちらが見ているのと同じ情報だ。表情の動きから、二ふた代よが負傷したということに驚き、疑念を抱いたのだろうが、

　……？

　あれ？　という感想を浅間は得た。
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　……何でしょう？　今の、この子から来るズレ。

　その疑問詞しが、何に掛かるかは解わからない。ただ、当然ともいえる反応にズレを感じた。何な故ぜか、そぐわぬと言うようなズレだ。

　……何でしょうかね。

　今は心に留め置くことにして、浅間は大久保が視線をこちらに向けるのを見る。彼女は息を吸い、何かを決めたかの如ごとき口く調ちようで、

「あの、副長が危険なことになっているという情報が……」

「ええ、御お広ひろ敷しき君をバックドロップで虚こ空くうの深しん淵えんに叩たたき込んだんですよね。いつものことですよ、そういうのって。──二代が直接手てを下すのは珍めずらしいですけどね」

　笑みで言うと、大久保は眉まゆを立てる。こちらを真まっ直すぐに見み据すえて、

「そんな冗じよう談だんを……！」

「いや、大久保、私が見ているのはそういう情報だが。──何かあるのか？」

　正まさ純ずみが、早さつ速そく、父のアップした情報領りよう域いきを写した表示枠を大久保に向ける。それを見た大久保は、眉まゆをまた上げ、ややあってから、

「先さき程ほど、被害者がそこを歩いていたような……」

　言いつつも、彼女は肩を落とす吐と息いきをした。言っても仕方ない、と判断したのだろう。

　それを見聞きした浅あさ間まは、

　……うん。

　これにはズレを感じない。

　では、先程の異い質しつ感かんは何だったのだろう。

　疑問があるが、解わからないまま、しかし点てん蔵ぞうからの報告が来る。それは、飲み物を買ってきた、というものではなく、

・十ＺＯ：『正まさ純ずみ殿どの、こちら、現場からは充分距きよ離りを取り、追っ手も無いことを確認したで御ご座ざる』

　……成なる程ほど。

　二ふた代よがどうなったか、現げん場ば確認をしたいが、下げ手しゆ人にんがいるかもしれない。だから飲み物を買うように見せかけて、点蔵を派は遣けんしたのだ。

・十ＺＯ：『どうするで御座る？　二代殿どのが落ちたというなら、その場所の見当はついて御座る。急行した方がよう御座るか？』

・副会長：『いや、その必要はない。──青雷亭に行ってくれ。本ほん舗ぽじゃなく、BLUETHUNDERの方だ。よく私が飢うえて倒れる方』

・銀　狼：『ホライゾンが店員している方、って言いませんの？』

　いいからいいから、と、相手もいないのに手で制した正純は、大おお久く保ぼに顔を向けた。いつも通りの表情、わずかに眉まゆを立てたような顔で、

「大久保、副長のことだがな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、無事なのですか？」

　いや、と正純は首を傾かしげた。

「無事も何も、青雷亭ブルーサンダーから動いてないぞ、副長は」
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　え？　という顔をする浅間やナルゼに、正純は言葉を送る。

・副会長：『ああ、今、店てん主しゆから通神文メール来たんだ。向こうでも通神帯ネツトの騒ぎに気付いてたらしくてさ。二代自じ身しんは席に座って寝てるから気付いてないらしいんだけど』

・十ＺＯ：『あれ？　じゃあ、自分、青雷亭に行くの、無む駄だ足あしで御座るか？』

・●　画：『駄だ目めな忍にん者じやがいたもんだわ』

・十ＺＯ：『促うながしたの誰で御座るか!?　誰で御座るか!?』

・副会長：『あー、構わないからBLUETHUNDERの方に一度行いってくれ。店主からライブ来てるけど、第一特とく務むが確認したならば誰も疑わないだろ。正しよう直じき、この手のは、実際の確認が一番利きくからな』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とクロスユナイトの返答があり、正まさ純ずみは一息をついた。

　……何だか、変なことばかりが起きる夜だな。

　と、気付けば、後こう輩はい二人がこちらを見ている。

　だから正純は表示枠サインフレームを出した。ツキノワが両の前足で押して大おお久く保ぼに見せたそれには、青雷亭ブルーサンダーの椅い子すに座って眠る二ふた代よが映っている。

「ライブ更こう新しんの動どう画がだ。──青雷亭の店てん主しゆの話では、軽く食事をした後で眠ってしまったらしいな。後でこちらに合流するかどうか、店主に聞いて貰もらうよう頼んで──」

　ある、と正純が言おうとしたときだ。上方、周辺の武ぶ神しん達たちに資し材ざいの運うん搬ぱん指示をしていた立たち花ばな夫おつとが、声をあげた。彼は、誾ぎんが掲げて運ぼうとした装そう甲こう板ばんに対して眉まゆを立て、

「誾さん！　その装甲板！　確認御お願ねがいします！」

　言葉と共に、立花夫は下に飛び降り、こちらに叫んだ。

「──捜し物が見つかりました！」
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　二代は、身体からだが脱力から崩れかける感覚を得た。

　……ぬ！

　寝ていた、というのが実感だ。明らかに不ふ覚かく。しかし、目を開けると、

「……ぬ？」

　周囲の風景も、己おのれの姿勢も、予測していたものと違う。自分は、太ふと縄なわ通路の上で襲しゆう撃げきを受け、宙に吹っ飛ばされていたのではなかったか。だが、今、自分がいるのは、

　……青雷亭？

「あ、起きた？　二代ちゃん」

「え？」

　声のした右手側がわに振り向くと、店主がいた。どことなく喜き美み殿どのに似ていて御ご座ざるなあ。全ぜん裸らは知らぬ。ともあれ、

　……あれ？

　やはりおかしい。確かに自分はここを出て、武蔵むさし野のに向かった筈はずだ。だが、襲しゆう撃げきに遭あい、

「狙そ撃げきを……」

　狙撃を受け止めたのは、左側。抱えていた紙かみ袋ぶくろが盾たてになったのは憶おぼえている。しかし脇わき腹ばらには確実な打だ撃げきがあった。だから二代は、インナースーツの腹の合わせを爪つめで開き、左の内側を覗のぞいてみるが、

　……何もない？

　傷きず一つどころか、痣あざも出来ていない。横の店てん主しゆが苦く笑しようして、

「訓練で背中打うったのが響ひびいてる？　一応、寝てる間にこれ使わせて貰もらったけど」

　と見せられるのは、神しん道とう式しきの治ち癒りよう術じゆつ式しきの符ふだ。血流改かい善ぜんなど促うながす効果の御お陰かげか、疲労もとれている気がする。ならば、

「拙せつ者しや、寝て御ご座ざったか？」

「これの匂においにやられたかねえ」

　店主は、こちらの目の前に竹ボトルを置く。それはココアの匂いのするもので、

「寝てる間に冷めちゃったから、淹いれ直して置いたよ」

　と、竹ボトルを店主が軽く叩たたく。そして漂うのは、焦こげたような甘い濃さの匂いだ。

「……忝かたじけのう御座る」

　テーブルにはパンの紙かみ包づつみもある。椅い子すの上で寝ていたせいか、少し身体からだの動きが堅い。寝ていると商売の邪じや魔まであるのは確かだ。だから、自分は退たい出しゆつすべきだと二ふた代よは思う。

　と、店主が笑みでこう言った。

「さっき、正まさ純ずみさんから二代ちゃんがいるかどうかの通神文メール来ててね。寝てる、って応えたけど、どうする？　皆、今は武蔵野むさしの艦かん尾びにいるそうだけど」

　どうしたもので御座ろうか、と二代は思う。やや考えて、

「少々、明日は別べつ件けんで動こうかと思っているので、軽く寄ったら今日は早く帰って寝るで御座る。正純達に付き合うとずるずる夜よ更ふかしになるのは必ひつ定じように御座るし」

「あらあら、うちの子達もなかなか不良ねえ。……で、別件って？」

「師し事じの当てに御座る」

　先さき程ほどの太ふと縄なわ通路のことが夢だったとするならば、一種の啓けい示じに御座ろう、と二代は思った。以前の敗はい戦せんと、蜻蛉とんぼ切ぎりの破は損そんによって、少々腑ふ抜ぬけていた自分に対しての諫かん言げんだ。

　気合いを入れ直さねばならない。そのためには、

「──いつもと違う自分を仕込んで見るのもよう御座ろうかと」

「偉いっ。それでこそ侍さむらいだねえ。うちも旦だん那なが、元々は里さと見みから出てIZUMOに修しゆ行ぎように来てた学生っていうクチでね。諸しよ国こく回るときは皆でこのあたりの下を歩いたりもしたもんさ」

　店主が、腰に手を当てて笑みを見せる。そして、彼女の笑みに、

「拙せつ者しやも、頑がん張ばってみようと思うで御座る」

　と頷うなずける程度に、師事のアイデアが心に馴な染じんでいることに二代は気付く。

　やはり、先程の夢に意味があったらしい。今の自分には、何かが足りないと言うことが、未み熟じゆくという言葉を唱となえなくても理解出来る。しかし、

　……それを〝良かった〟と思えるほどになっては御座らぬな。

　だが、何かすることが、あるのだ。していいこと、した方がいいと思われること、した結果として何かが変わることが、まだあるのだ。

　その変化とは、能力かもしれない。装そう備びかもしれない。関係かもしれない。否、気分だけかもしれないが、

「そうで御ご座ざるな」

　自分への確認として、二ふた代よは頷うなずいた。店てん主しゆを見上げ、

「師し事じの当てを、明日の早朝から求めに行くで御座る」

「あらまあ、じゃあ、早く帰って寝ないとねえ。で、その調子で──、と、あれ？」

　店主の横に、表示枠サインフレームが出た。映っているのは正まさ純ずみだ。

「おや、正純さん、どうしたのさ」

『え？　ああ、二ふた代よいますね？』

「？　拙せつ者しや、今日は早く帰って御ご就しゆう眠みんの予定に御座るが」

「え？　あ、じゃあとりあえず話だけ聞いてくれ。──資し材ざいの倒とう壊かいに巻き込まれたネシンバラが見つかった。一応、ひとまずは店主の自宅、葵あおいの家に運ぶことにしてる。そっちに皆が集まってるからな。二代も、クロスユナイトがそっち行ったから、生せい存ぞん確認の後で余よ裕ゆうがあったら来てくれ」

　何な故ぜなら、

「多分、変わったネシンバラが見られると思うから」







[image: 第十七章『会議場前の板書男』]
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「……で、これが問題の装そう甲こう板ばんですね」

　と、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽ前にて、誾ぎんが運んできた装甲板を皆は見た。

　厚さ十センチ、五メートル四し方ほうの武蔵むさし外がい殻かく用よう装甲板だ。店の前、葵あおい家けの前に出てきたホライゾンやミトツダイラ、女じよ装そうは、それぞれがその巨大なオブジェを見て、

「一いつ見けんは、フツーの装甲板ですわね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあ、一点だけ無む意味に普通ではない箇所がありますが」

　ホライゾンが呟つぶやく先、立てかけられた装甲板の下か部ぶ側がわ表面には、あるものがプリントされていた。それは、

「ネシンバラ殿どのに御ご座ざる」

　多た摩まの青雷亭ブルーサンダーから二ふた代よに先行して戻ってきた点てん蔵ぞうの言葉通り、装甲板には出での字じに似たようなポーズでネシンバラがプリントされている。但ただし、そのプリントは、

「絵え柄がらとしては、結けつ構こう崩してあるわねえ」

　上うわ縁べりに腰掛けて検けん分ぶんするナルゼの台詞せりふ通り、プリントされたネシンバラの絵柄は、写しや実じつではなく戯ぎ画がに近い。ただ、ナルゼが踵かかとで装甲板を蹴けりながら言うには、

「……生きてるわよコレ。恐らく、コイツ道みち真ざね系けいの文章術じゆつ式しきを扱う訳だから、その描びよう写しやで〝ペタンコになった〟を自分に適用したんだと思うわ。……どう？　浅あさ間ま？」

「はい。触れてみたところ、体温も微び弱じやくながらにありますね。神しん道とうでは、相手を紙の絵に封じたりする術式もありますから、文章による描写術式を用いて、自分を一時封ふう印いんしたんだと思います。でも、これは恐らく臨時のアドリブで行ったものなので……」

　うーん、と浅間は腕を組んで首を傾かしげた。

「ネシンバラ君が強力な術じゆつ者しやってこともあって、結けつ構こう厄やつ介かいですね。恐らくこの発想をしたときに、彼、自分の自じ称しよう天才ぶりに火が点ついてマジ掛けしたんだと思うんですよ」

「浅間さん、結果として、書しよ記きはどうなったんです？」

「ええ、アデーレ、ペタンコになりました」

　ほう、と言ったアデーレの肩に、ホライゾンが手を置いた。

「表現的には貧ひんネシンバラ様が順当かと」

　アデーレは、無む言ごんの笑顔で横を見る。と、視線の先にいる義よし康やすが半はん目めで、

「……従じゆう士し殿どの、受け取った言葉をパスするようにこっち見るのやめろ。

　あと、よく解わからないが、これ、武ぶ神しんに合一するのと似たようなものか？」

「武神乗のりの義康にはそう言った方が解わかりやすいですね。つまり、自分を情報化かして、それをここにパターンとして焼き付けた上、防ぼう護ごも掛かってます」

「ふうん」

　と、全ぜん裸らが、ネシンバラの前にしゃがみ込むと、その股こ間かんを平ひら手てで叩たたき出し、

「おーい、出て来──い」

　ホライゾンが全裸に直ちよく蹴げりを入れて装そう甲こう板ばんに叩たたきつけた。骨こつ肉にくの音が響ひびいて揺れ、上うわ縁べりに座っていたナルゼが後ろに倒れ落ちる。わあ、という皆の声の中央では、蹴りを放った姿勢のまま動きを止めたホライゾンが、

「……成なる程ほど、浅あさ間ま様さまの仰おつしやる通り、傷きず一つつきませんね」

　ホライゾンは浅間に右の親おや指ゆびを立てて見せた。更さらには会え釈しやくを追加して、

「浅間様の信用度が３上がりました」

「え、えっとお……」

　浅間が鈍い汗を搔かいている間に、装甲板に貼はり付いていた全裸が復帰した。

「あ、あのな、ホライゾン、オメエ、ときたまダイレクト過ぎねえ？」

「直接的は駄だ目めですか。ではトーリ様、ちょっと御ご相談で裏に」

「え!?　な、何!?　隠かくれてキッスとか、そういうノリ!?」

　ホライゾンが悠ゆう然ぜんと、全裸がいそいそと装甲板の裏に回る。

　そして皆が、大だい丈じよう夫ぶだろうか、と思った瞬しゆん間かん。装甲板が全裸の叩きつけられる音とともに裏から激げき震しんした。

　急いだ動きでホライゾンが前に回って来て、

「……裏面からの間かん接せつ衝しよう撃げきでも出てこないようですね。一いつ休きゆうメソッドが通じないとは、ホライゾン、これはもはや諦あきらめるべきかと判断致します」

「ちょ、ちょっと早い！　諦め早いですのよホライゾン！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、解わかっておりますミトツダイラ様。ピザと肉食って蓄ちく積せきされたミトツダイラ様の破壊衝しよう動どうが、この装甲板に対し、鬱うつ憤ぷん晴ばらしのあんちくしょう的な一いち撃げきを求めておられますね？」

　ホライゾンが指を鳴らすと、艦かん首しゆ側がわの縦たて町まちの中央にあるリフトから、商品紹しよう介かい的ポーズを取った翔しよう一いちと、アデーレの機き動どう殻かくが上がってきた。

　ホライゾンは、翔一に手を振ると、

「さあ、副王権けん限げんで武蔵むさしの誇る物理砲ほう弾だんを御ご用意しましたので、ネシンバラ様の後ろから前から存ぞん分ぶんにお楽しみ下さい。ささ、ドガっと」

「あのう……、アデーレの機動殻はそれでいいんですの……？」

「ええと、第五特とく務む、自分が良かったらやる気ですか？」

「いえ、あの、総そう長ちよう？　御ご意見を」

「湯に浸つけたら三分くらいで戻らねえかなあ、コレ」

　ホライゾンが指を鳴らすと、艦首側の縦町の中央にあるリフトから、商品紹介的ポーズを取った御お広ひろ敷しきと、煮え立った湯に揺れる半はん径けい四メートルほどの巨大な釜かまが上がってきた。

　ホライゾンは、御広敷に手を振ると、

「さあ、少々の誤ご差さはありますが、副王権けん限げんで食堂から饂飩うどん用の茹ゆで釜がまを用意しました。まずはトーリ様からお先にどうぞ」

「おいおいおい、オメエ、俺を殺す気か!?」

「おやおや、チン──コの殺さつ菌きんになっていいんじゃないですかねえ。根本から」

「あの、ホライゾン？　それより、茹でたら塗料が落ちませんの？　コレ」

「いや、ミト、塗料じゃなくて一応は本物なんですけど……」

　と、わあわあ意見を回し始めた三年梅うめ組ぐみの皆から、三歩ほど離れた位置で、言葉を失っている者がいる。

　大おお久く保ぼと加か納のうだ。
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　……何が何やら……。

　大久保は、自分が人間として正常な範はん囲いにいることを自覚した。

　この先せん輩ぱい集団はいつも遠くから眺ながめていたものだが、比ひ較かく的まともだと思っていた浅あさ間ま神社の跡あと取とり娘も、

「でも、ネシンバラ君、ぐしゃぐしゃになってなくて良かったですね。ホント、心配しました。最近は妖よう魔ま陵りよう辱じよく系けいエロゲでああいうシーンをよく見てたもので」

　何な故ぜか、大久保の脳のう裏りに、しくじった！　とか、これはしもうたわい！　という言葉が幾いくつか浮かんで来たが、彼女はそれを果か敢かんに無む視しした。今、言うべき事は、

「副会長、これから一体、私達は──」

「え？　ああ、検けん分ぶんも終わったし帰っていいぞ。こっちはこっちでいろいろまとめておく」

「いや、資し材ざい現げん場ばで襲しゆう撃げきがあったというのは、どないするんですか」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と出てきたのは第一特とく務むの忍にん者じやだ。彼はこちらの前に出ると、一いち礼れいして、

「副長補ほ佐さ達たちと、相手の動きなどを検分し、その上で追つい跡せき班はんを作るつもりに御ご座ざる。だが、まずは警けい備びに御座るが、資材置おき場ばは今後、無む視ししてよかろうかと」

「襲撃あった現場を放ほう置ちするんですか？」

「要よう人じんが通らねばよう御座るかと。迷めい路ろのようになっている場には多量の衛えい士しが必要。しかし、そのようなことをするなら、要人そのものに警けい護ごをつけた方が良いかとも」

　……この人は、結けつ構こうまともやな。

　言うことが理りにかなっている。確かに今回の襲撃は要人狙ねらいだ。ならば、〝場所〟に警備をつけるより、今後は要人を護まもった方がいい。しかし、

「そういう意図を読んだ賊ぞくが──」

「眼鏡めがね委員長殿どの」

　まともじゃないかも、と大久保は思った。第一特務の後ろの方から「インチキ関かん西さい弁べん、ってのもつけなさいよ！」と声が聞こえてくるが、無む視し一いつ択たくだ。

　だが、第一特とく務むの言うことは聞いておきたい。だからまずは、

「眼鏡めがねは余よ計けいや」

　ええっ、という反応が幾いくつか生まれたが、大おお久く保ぼは更さらに無視した。そして、

「先ほどの私の考えに、何や間違いが？」

「そうで御ご座ざるな……。間違いでは御座らぬが、その──」

　第一特務が、こう言った。

「相手は〝賊ぞく〟とはまだ決まっておらぬので御座る」
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「────」

　確かに、と思った大久保の眼がん前ぜん、第一特務が言葉を作る。

「捕らえるまでが捕り物に御座るし、ひょっとしたら今回の件も、いろいろな要よう因いんが積み重なった事故が、襲しゆう撃げきに見えているだけかも知れぬので御座るよ」

　だから、

「恐らく、眼鏡めがね委員長の読みは正しいと、そうも自分、思うので御座る。しかし、我々は、万まんが一いちを考えた余よ裕ゆうも、持っておかねばならぬかと」

「……失礼やったな。申もうし訳わけない」

「いやいやこちらこそ失しつ敬けい。でまあ、ちょっと一般学生や市民の方にも協力を願うことになるかと思うで御座るよ」

「それは？」

「襲撃は隠かくれたところで行われたで御座る。つまり、相手は隠れていたいので御座るな。これは言い換えると、相手は〝正体を知られたくない〟ので御座る。ならば──」

「皆が相互監かん視しをせえ、と？」

「いやいや、それはまた剣けん吞のん。眼鏡委員長も、そんなことは望んで御座らぬかと」

　上う手まく気を遣つかわれた。否、それとも上手く逃げられたのか。

　……総そう長ちよう連れん合ごう側にしては、随ずい分ぶんと柔じゆう軟なんやな。

　否、この忍にん者じやも、英国イギリスではまた王おう女じよ奪だつ取しゆを成した者だ。押すところは押すだけの力があるからこその余よ裕ゆうだろうと、大久保は判断する。

　ならば今のは気き遣づかいだ、と大久保は判断し、

「Ｊｕｄジヤツジ．、──こちらの本ほん意いでも無いことを言うものではあらへんな」

　いえこちらこそ、と忍者は一いち礼れい。その上で、

「相互監視は不要。──ただ、各所、縦たて町まち側の門にて、一般学生や市民による門もん番ばんを配置すればいいだけのことに御座る。その〝監視役やく〟がいれば、襲撃が今後あっても面が割れるし、また、門もん番ばん役やくを明確にすることで、相互監かん視しのような剣けん吞のんさも無くなるかと。ゆえに──」

「その地区や、働いとる者達を知る者に任せとくんが順当やろ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、各かく町まちにおいては一般学生を。外がい壁へき部ぶなどについては、働いている者の家族などに依頼するのがいいかと。働いている者の家族がいれば、監視感かんも薄れるで御ご座ざろうし、そこで働く者達の意識の一体化も図れるで御座ろう」

「……了りよう解かいや」

　やはり、比ひ較かく的まともなようだ。顔を全く見せないのと日ひ頃ごろから忍にん者じや装しよう束ぞくなのと英国イギリスの王おう女じよを未来嫁よめにしてるとかあるが、中身は比較的まとも、の筈はず。

　そして、こちらの話が決けつ着ちやくしたと思ったのだろう。副会長が、片手を上げた。

「──そういうわけで、手て配はいは急ぐ。風ふう紀き委員を始めとする者達の準備や、連絡をいつでもとれるようにしておいてくれ」

「Ｊｕｄ．、後は──」

「ああ、上でさっきやった非ひ公式の機き密みつ会談のことは知ってるな？」

「Ｊｕｄ．、上越露西亜スヴイエート・ルーシ、最上もがみ、伊だ達て、それぞれに大たい使しを派は遣けんする、と」

　レポートとしての報告は得ているが、準備のために聞いておきたいことがある。

「誰を派遣するつもりです？」

「三さん国ごくに、報は入れたな？　ならば、向こうからも意見がすぐに来るだろう。早ければ明日、といったところだ。それが揃そろい次し第だい決定する」

「Ｊｕｄ．、……焦あせるな、ということでええのですやな？　加か納のう君、準備頼たのむで」

　Ｊｕｄ．、という自動人形の頷うなずきを見て、大おお久く保ぼは皆に頭を下げた。

「では、書しよ記きさんの方、御お大事に……」

　と、大久保は、自分の役目も終わったのだから、立ち去ろうとする。と、そこに、

「大久保様さま、これを」

　武蔵むさしの姫が、紙かみ箱ばこを一つ、差し出してきた。

「トーリ様が作られたタルトです。ワカメは入っていないのでお持ち帰りを」
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　ミトツダイラは、夜よ目めの利く視し界かいの中で、大久保の表情を見た。

　眉まゆを上げたのは小さな驚き。

　そして彼女は、ホライゾンに目を合わせ、下げ、そのまま一礼して、

「おおきに、……有り難う、です」

　受け取る動きに、また小さな会え釈しやくをつけた彼女に、ミトツダイラは苦く笑しようする。

　……この方は、大久保・忠ただ隣ちかと長なが安やすの二重襲しゆう名めいでしたわね。

　ホライゾンはまだ誰も襲名をしていない。だが、前ぜん極きよく東とう代表であった松まつ平だいら・元もと信のぶの嫡ちやく子しであり、大罪武装ロイズモイ・オプロの所有者だ。

　見ているからに、〝お堅かたい〟と感じられる二重襲しゆう名めい者しやにとって、ホライゾンの存在はまた別べつ格かくということだろうか。

　受け取り、どことなく小さくなりながらまた頭を下げ、大おお久く保ぼは去っていく。その動きに、皆は頷うなずき合い、

・金マル：『まだ距離感かんあるからガっちゃん同どう人じん誌しに出しちゃ駄だ目めだよ？』

・●　画：『Ｊｕｄジヤツジ．、今回は眼鏡めがねのペタンコネタがあるから、コイツが湯ゆ戻もどしでもされる前に入にゆう稿こうしとくつもり。夏は浅あさ間まがあるし、その後ね』

・あさま：『な、何か変なこと言いました！　言いましたね今!?』

　まあまあ、と浅間をなだめつつ、ミトツダイラはホライゾンに近づく。

「ホライゾン？　今のタルト、ホライゾンの分ですわよね？　良かったら、私のを代わりに持って帰って……」

　え!?　と声をあげたのは全ぜん裸らだ。全裸は首を横に振り、

「いや、駄目駄目、ネイトの分はパイにして肉入れたから。ネイト用」

「な、何ですのその妙みような気き遣づかい！」

　Ｊｕｄ．、とホライゾンがこちらの肩を叩たたいた。

「パイに肉を入れろという暗あん喩ゆです。いいですかミトツダイラ様、日々の努力です。

　あと、この分だと浅間様のには酒が入ってますね」

　浅間が、自分の分の箱を開け、匂においを嗅かぐ。

「……あ！　本当！　お酒入はいってますコレ！　しかも清せい酒しゆ系けい！」

「Ｊｕｄ．、アデーレ様の分にはオマケのビックリ菩ぼ薩さつシールがついていて、立たち花ばな夫妻のものはトルティーヤ風ふう、点てん蔵ぞう様の分の箱は上げ底で、下に金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆうエロゲが黒盤ばんとマニュアルだけにして隠かくしてありますね」

　該がい当とう者が確認して、感謝したり慌あわてて懐ふところに隠いん蔽ぺい物を隠したりした。

　皆がホライゾンを驚きよう異いの視線で見る中、全ぜん裸らは、しかしホライゾンを正面に捉とらえ、

「すげえなホライゾン……、超ちよう能力者みてえだぜ！」

「このくらい、余よ裕ゆうですとも。──作るの見てましたので」

「いろいろ台だい無なしだよオマエ!!」

「え、ええと、でも、それはそれとして、ホライゾンの分は……」

　馬鹿ねえ、と声がした。喜き美みだ。振り向けば、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽのドアを開けて、シーツを身体からだに巻いただけの喜美が出てくる。

「折せつ角かく、明日の楽しいこと考えながら寝てたのに、外でぎゃあぎゃあ言ってるから起きちゃったわ。──ほら、愚ぐ弟てい、オーブンに火を入れといたから、作るなら作りなさい。

　どうせアンタ達も、まだすぐに帰るつもりは無いんでしょ？」

「読まれてますわね。──明日からの〝楽しいこと〟、確かに、話し合う時間が必要ですわ」

　大おお久く保ぼと加か納のうは帰したが、彼女達はやはり、手配や武蔵むさし内における現場の判断が主しゆの仕事だ。外がい交こうなどを含めたものごとについては、

　……私達の、これからですわね。

　皆が顔を見合わせ、頷うなずき合う。それを見て、喜き美みが少し眠たげな顔で、しかし微笑した。

「愚ぐ弟てい」

　開けたドアを手で軽く支えた彼女は、弟に言う。

「でも、オーブンの中に置いてあった一個、どうしてホライゾンにあげないの？」

「あれは、姉ねえちゃんと俺の分。ホライゾンの分はこれから作ろうかと思ってんだけど」

　馬鹿ねえ、と喜美が口くち端はを笑みにした。

「だったらオーブンのをホライゾンにあげなさいな。──愚弟と私の分は、私が作るわ」

　ほら、と彼女はドアの内側を指さし、しかし、ネシンバラを見て言った。

「……何、その変な絵」

　うん……、とミトツダイラは、皆と言葉を濁にごして頷くしかない。







[image: 第十八章『夢奥の小娘』]
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　石の通路がある。

　薄暗く、明かりは灯ともらず、しかし埃ほこりもなく、赤い絨じゆう毯たんがただ敷いてある通路だった。

　その上を、二つの人ひと影かげが行く。急ぐでもなく、停てい滞たいするでもなく、ただ奥へと行くのは、大おお振ぶりのM. H. R. R.神聖ローマ帝国 制服を着込んだ細ほそ身みの男と、猿さる面めんをつけた同どう女子制服の影だ。

　男の方が、やや巻いた髪かみの下、薄うす苦く笑しようの顔で猿面の彼女に告げる。

「羽は柴しば君、江え戸どの方はいいのかい？　私としては、君がこっちにいてくれると全力で傀かい儡らい贅ぜい沢たく出来て凄すごく有あり難がたいのだけど」

「Ｔｅｓテスタメント．、私の方も、ええと、こっちの食事は好きなので、こっちいられると、その、有り難かったりします。マティアス様」

「M. H. R. R.の料理は肉ばかりで塩気強いし、何でもビールで解決だ。それでいいのかい？」

「塩気は茹ゆでて貰もらえば抜けますし、あの、私、……ちっちゃいので」

　羽柴は面ごとうつむいてつぶやく。歩く両肩に、己おのれの手を当て、腹辺りまで下ろし、

「皆にも、もうちょっと太れとか言われますし。でも、この身体からだだと……」

「それはまた、すまないことを言ってしまった」

　マティアスは、苦笑を濃くした。

「P.A.Odaにいれば、御お菓か子し類の充実でその辺りを女の子らしく叶かなえられたよな。私は向こうに行ったことないけど、向こうは？」

「向こう？」

「江戸のことだよ羽柴君」

「……歴史再さい現げん通りでは、食は、かなり厳きびしいです」

　あ、と彼女は声を挙げ、

「海産物は豊富です。あと、お米も。江戸家けが歴史再現をかなり頑がん張ばって下さったようで、先日に竜りゆう脈みやく炉ろでボン！　しちゃったときも、上う手まくそのあたりは調整しまして、ええと」

「魚さかな主体の和食は太らなくていいね」

「テ、Ｔｅｓ．、確かにいいんですけど、私としては、ええと、その、言葉選んで言うと、……メイン関係を充実させたいなあ、とか」

「帰るまでに、A.H.R.S.の学食で毎日三食ちゃんと食べていくといいよ。羊よう肉にく弁当とかも充実してるから、頑張って」

「有り難う御座います……」

　と言ったときだ。不ふ意いに羽柴の横に表示枠レルネンフイグーアが現れた。そこに映るのは、文字だ。

・成成成：『羽柴様、マティアス様の言う通り、食べて下さい。メイン関係が充実しますし。生せい体たい式しきでも、諸しよ処しよの保ほ持じには食事からの抽ちゆう出しゆつが効率いいのですし』

「……？　羽は柴しば君？　その相手は？」

・成成成：『初めましてマティアス様。羽柴様の補佐の一人、石いし田だ・三みつ成なりと申します。現状、制御情報術式プログラムですので、正式襲しゆう名めいのためにはもう少し人格を形成する予定です』

　ほほう、とマティアスが表示枠レルネンフイグーアの三成を見て、軽く会え釈しやくをする。

「私とも長い付き合いになりそうだね。宜よろしく頼むよ。私の傀かい儡らいを長く続けさせてくれ。

　……しかし、羽柴君はもう関せきヶ原はらのことを考えているのか」

・成成成：『正確には、本ほん能のう寺じ以後のことであると、そう判断します』

　こらっ、と羽柴が言葉を作る。彼女は肩を上げ、

「あまりそういうことは言わないの。三さんちゃん、頭いい子だから解わかるでしょう？」

・成成成：『人格面の形成が追いついておりませんので』

　マティアスが笑い、三成が表示枠で一礼して消えた。

「はは、なかなか賑にぎやかだ。羨うらやましいし、期待するよ、羽柴君。──私の傀儡は、これほど賑にぎやかで、凄すごい人達に支えられるのだと」

「Ｔｅｓ．テスタメント、……いろいろありますけど、あの、支えるのは、信じて下さいね」

　と、通路が右に曲がった。同時に、左右の壁にあった窓が、高い位置に移る。それも、ステンドグラスをはめたものに、だ。

　長身と小さい影が曲がり角を曲がる。長身は大きなストライドで悠ゆう々ゆうと、小さい影は小こ走ばしりになって、しかし、

「マティアス様、ここから先は──」

「Ｔｅｓ．、行ったことが無いよ。ただ、傀儡を護まもってくれるのが君の仕事だと信じてる」

「Ｔｅｓ．、私自身は手を掛けませんけど、あの、ええと」

　歩き、マティアスに追いつきながら、羽柴は両の手を前に伸ばした。これでいいのかな？　と呟きながら手を打つと、

「──？」

　二人の背後に、人ひと影かげが追加された。
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　一人、不ふ意いに現れたのは、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の制服を上着無なしで着込んだ女子だった。

　黒の髪かみに、見み据すえる瞳ひとみは、長身をもってマティアスと羽柴の後ろに膝ひざをつく。そして彼女は、横よこ長ながの銀ぎん板ばんにも似た髪留どめと、高く結んだ髪を揺らし、

「おはよう御ご座ざります。福ふく島しまに御座ります。何用で御座りますか」

「福島さん、……無理に御座る入れた語ご尾びしなくても」

「……無理してないで御座ります」

　遮しや断だんするように言った福島の台詞せりふの後、沈ちん黙もくが生まれた。羽柴は、空あいた間を埋めるように、手で空中を捏こねながらマティアスに振り向き、

「あ、あの、マティアス様？　ええと、福ふく島しまさん、ほ、本当は、その、素直でいい人なんで、あまり初しよ見けんで判断しないで下さい？」

「言葉を選んで言うと、P.A.Odaは人材が豊富だなあ。……羽は柴しば君の麾き下かにいる十じつ本ぽん槍やりの一人でいいのだよね？　実じつ質しつ、実じつ働どうのリーダー格の福島・正まさ則のり君だったか」

「あ、マティアス様、よく知ってますね。ええと、まあ、大体そんな感じです。でも、あの、これは知らないでしょう？　──ノリちゃんって呼ぶと喜ぶんですよ」

「よ、喜ばないで御ご座ざります」

「ノリちゃん」

「よ、呼ぶなで御座りますっ」

「ほ、ほら、喜んでる。喜んでますよね！」

「羽柴君、観かん察さつ記録つけてるみたいで興味深いよ。──というか、ここから先の話だけど」

　Ｔｅｓテスタメント．、と羽柴が頷うなずいた。彼女は福島の前に立って腰を落とし、相手の肩に両手を乗せる。二度、三度と軽く叩たたいて、

「じゃあ、ノリちゃん、ここから先、ちょっと御願いします」

「緊きん急きゆうとやらで来てみたが、何用で御座りますか？」

「ああ、うん、これこれ」

　と、マティアスが眉まゆ尻じりを下げた笑みで表示枠レルネンフイグーアを出した。細ほそ身みの旧派カトリツク表示枠を、彼は片手で摑つかんで、自分達の行き先にある扉に向けて挿し込む。すると扉はゆっくりと開き始めた。

「ここね。現K.P.A.Italia総そう長ちようインノケンティウス十世の部屋なんだ。まあ、正確には、本人じゃなくて、義姉あねでも義妹いもうとでもある女性が、臨時襲しゆう名めいしてるんだけどね」

　告げるマティアスの言葉に、福島は眉まゆをひそめた。

「義姉であり、義妹？」

「Ｔｅｓ．、そういう人もいてね」

「……その方の部屋に入るのに、何なに故ゆえに拙せつ者しやが必要で御座りますか？」

「うん、彼女、オリンピアという名前なんだけど、K.P.A.Italiaの〝保護〟との引き替えに、同意も声明もくれたんだよ。だが、謁えつ見けんして貰もらえなくてね。何で？　って聞いてみたら部屋から出られないんだそうだよ」

　そして、

「訳ありとかで、こちらから会いに来るよう言われたんだけど……」

　地じ響ひびきと、足音が重なった。一つ、二つと、そして何か押しのけるような風と共に、大おお扉とびらの向こう側の壁に激げき突とつしたものがある。

　半なかば開いた大扉の向こう。広い石造りのホールにいるのは、二足獣じゆうだ。身長は七メートルを下らない。角つのがあり、尾があり、

「……!!」

　咆ほう吼こうが、石壁とステンドグラスを震わせた。

　それを見たマティアスが、福ふく島しまに会え釈しやくを送り、

「あれは彼女ではないからね？」

「恐らくそうではないかと判断して御ご座ざりましたが。ともあれ、何で御座りますかアレは」

「君を呼んだ理由だ。但ただし──」

　マティアスは、笑みで言った。

「殺したら駄だ目めだから憶おぼえておいてくれるかい？　あれも彼女の一部だそうだから」

　その言葉に、福島は頷うなずいた。Ｔｅｓテスタメント．、と言葉をつけ、膝ひざをついた身体からだを前に倒す。

　次の瞬しゆん間かん。風を割って、福島は敵のいる部屋に身を跳ばした。

　接せつ敵てきする。
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　福島が跳び込んだのは、広い空間だった。

　奥行きは百メートル、幅は五十メートル、左右に並ぶ柱がアーチ型を作り、広大な空間を支えている。奥には赤い絨じゆう毯たんの敷かれた壇だんがあり、

　……聖せい堂どうに御座りますか？

[image: ]

　心の中で感想を述べている間に、右から来た。

　竜りゆうだ。新大陸や、その再現である蝦え夷ぞに多く存在する獣けものの一種。見たところ翼を持たない地上型だ。甲こう殻かくは装そう甲こうを思わせるが、機き獣じゆうでもない、生物型の竜だと、福ふく島しまはそう判断する。

　そして福島は息を吸い、相手に対して足を前後に開いた。

「Ｔｅｓテスタメント．、──来るで御ご座ざります」

　来た。

　だが、到達する攻撃は、打だ撃げきではなかった。

　右に対し身構えた福島に対し、竜が、仰のけ反ぞりから、

「──！」

　届かぬ距離だと言うのに、その獣じゆう顔がんを一気に低く突き込んだ。

　牙きばは届かない。届くのは、見せつけるように開けた顎あごの間。喉のど奥おくから放たれる、

　……竜りゆう砲ほう！
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　白の光が聖せい堂どう内で炸さく裂れつした。

　竜りゆう属ぞく共通の特徴として存在する、体内器き官かんに蓄ちく積せきされた流体の咆ほう吼こう砲ほう撃げきだった。

　発射時に生じるのは、発射口こうでもある竜口から破は裂れつした水すい蒸じよう気きの輪と、それを貫つらぬく光の一いち撃げき。直径一メートルの光こう柱ちゆうが、僅わずかに宙を薙ないで福島に激げき突とつした。

　光の爆ばく発はつが起き、聖堂の中が真白に埋まる。

　音が鳴り、壁も床も震動し、しかし、

「──!!」

　竜が変形した。発光の直線をぶち込みながら、伸ばしていた首を胴どう体たいに埋めるように縮めたのだ。そして細い前足を前に伸ばすと同時。その首から顎が、拡大した。

　骨こつ格かくを組み変えたのだ。

　動作の柔じゆう軟なんを叶かなえ、衝しよう撃げきを逃すために、竜骨の多くは複ふく合ごう構造で、首の骨格もそれに漏もれない。多くの竜の場合、首の関かん節せつは、それ自体が単なる臼うす型がたではなく、前後に分かれている。その関節の前後連れん結けつを外すことによって、

「……！」

　砲ほう身しんの口こう径けいが拡大した。

　今までの一いち撃げきを出力調整と導どう線せんにして、竜の肺はい腑ふにある力が、もはや巨大な光こう弾だんとして放たれた。

　狙そ撃げきする。

　一いつ瞬しゆん。宙に、放ほう電でんのような流体のまとわり着きを得た光の塊かたまりは、臍へその緒おのように繫つながる先行の砲撃光を伝って行った。

　先程からの光こう爆ばくが行く先。福ふく島しまのいた位置から背後に渡る直線上へと、直径五メートルは下らない光の球きゆう弾だんが炸さく裂れつする。

　焦しよう熱ねつの縮れた音を伴い、力がぶつかる。

　光が、聖せい堂どう内の陰いん影えいすら回り込むようにして消した。

　熱をはらんだ風が起き、光が散り、しかし、

「────」

　力の行き場で、小さな音が生まれていた。

　音は、声だった。爆発と風の中、音量として消され掛けながら、福島が言葉を作る。

「──！」

　凜りんとした声が通った直後。ある動きが生まれた。

　竜りゆうだ。

　砲ほう撃げきを終えた竜が、首を更さらに下げて前ぜん傾けいし、未だ光の破は裂れつ収まらぬ破壊の渦か中ちゆうへと疾しつ走そうしたのだ。

　人間にとって広い聖堂も、巨きよ獣じゆうにとっては数歩で移動の足りる場所だ。

　更には、竜はその顎あごを閉じ、獲え物ものがいる位置に額ひたいを向けると、次の変形を行った。

　背部と腰部の甲こう殻かくを背部側に展開し、甲殻下したにあった排はい熱ねつ口こうを背後の大気に晒さらす。そして、

「……！」

　竜りゆう砲ほうの連続砲ほう撃げきによって溜たまった熱を、竜は背部に向けた排はい気き口こうから己おのれの後ろ側へと爆発させた。突とつ撃げき加速用の、二次咆ほう吼こうだ。

　流体の欠片かけらを少量含ふくんだ陽かげ炎ろうが、竜の疾走を高速の滑かつ空くうに変える。まるで蹴けり飛ばされたかのような勢いを得た甲殻の巨体は、一直線に額の角つのから獲え物ものに当たりに行った。

　激突する。
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　閉じた扉の向こうから、激げき震しんが音として届いてきた。

　扉の縁ふちがぶつかり合い、軋きしみと打だ音おんを立てる中、マティアスは羽は柴しばに問うていた。

「羽柴君。──福島君は単純に言って死んだんじゃないかな？」

「……どうしましょう」

　小さく問い返す猿さる面めんの彼女に、マティアスは、しばらく動きを止めた。

　ややあってから、彼は咳せき払ばらいを一つして、

「こんな事態は予測してなかった？」

「あ、いえ、その、私はあまり自信持もてないタイプで、ええと、だから、その」

　羽柴は、胸の前で手て指ゆびを絡め、小さな声でこう言った。

「ノリちゃんが、負けるとも思えないです……」

　じゃあ、とマティアスが扉に手を掛けた。

「最悪の場合は、……羽は柴しば君、君の麾き下かを、今度は三人くらい呼んでくれるかな」

　言って開け放った扉の向こうには、あるものが見えていた。

　壁かべ際ぎわにて動かなくなっている竜りゆうの巨きよ軀くと、

「気が早う御ご座ざりますな」

　と、こちらに気付いて振り向いた福ふく島しまだ。

　無む傷きずだった。
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　マティアスは、眉まゆを小さく上げた。

　……ほう。

　感かん嘆たん、と表現していい。

　この聖せい堂どうの中で、何が行われていたかは自分には解わからない。ただ、確実に竜は暴れていた筈はずだし、最後のとどめとも言える一いち撃げきが放たれていた筈だ。だが、

「勝ったのは、君ということかな」

「──いえ、拙せつ者しやの勝利は、羽柴様の勝利に御座ります」

　福島が、頭を下げながら言った。

「それが十じつ本ぽん槍やりの本ほん懐かい」

　言い切る彼女は、一つの武装を掲かかげている。

　長い柄えを持った、槍やりにも似た銀ぎん飾かざりの武器に、マティアスが眉まゆを動かす。

「あれは……」

「し、知ってるんですかマティアス様、流石さすが、ええと、物もの知しりですね！」

「いや、綺き麗れいだな、と、そう言おうとしたんだけど」

　羽柴が、ゆっくりとそっぽを向いた。

　だが、小さな笑いが起こった。福島が、苦く笑しようとも言える声の漏もらしを作ったのだ。

「羽柴様。折せつ角かく、この折で〝一いちノの谷たに〟を試せたのだから良しとするのがよう御座りましょう」

　言って片手の指で振り回される武装〝一ノ谷〟は、一見すると槍に似ている。だが、一カ所だけ、明確に違う部分があった。

「……穂ほ先さきが無いのかい？」

「いえ、あるので御座りますが……」

　と、福島が、こちらに〝一ノ谷〟の先せん端たんを向けた。長い柄の先端。そこにあるのは、幅十五センチ、長さ六十センチほどの銀ぎん板ばんだ。

　しかし、それは先端を尖とがらせていない。先は刃やいばのように薄いが、四角い形だ。

　まるで鑿のみのような姿だと、マティアスがその武装を見る正面。福島はそれを振るい、

「────」

　一気に縮めた。長さ二メートル半はあった柄えを六十センチほどに変え、そして彼女が握り直してみれば、

「この状態では、鉄てつ板ぱんの打だ撃げき武器に見えるで御ご座ざりましょう」

「Ｔｅｓテスタメント．、でも、その実体は……」

　マティアスは、倒れた竜りゆうの姿を確認する。

「……傀かい儡らいとしては、聞かない方がいいだろうか」

「羽は柴しば様の御ご判断にお任せに御座ります」

　羽柴を見ると、彼女は両の手を左右に慌あわてて振った。

「あ、あれは、その、ノ、ノリちゃんのものですから、ええと、私、管かん轄かつじゃないです」

「じゃあ、秘ひ密みつ兵器ということで行こう。──福ふく島しま君。そういうことで」

「Ｔｅｓテスタメント．、──解わかったで御座ります。しかし……」

　と、福島が視線を向けた方向を、マティアスも続いて見た。それは先さき程ほどに確認したばかりのもの。壁かべ際ぎわにて倒れている竜りゆうの姿だ。

　竜が、しかし、消えていた。

「これは──」

　福島が、何も無い壁際を見て、疑問を作る。

「これは、どういうことで御座りますか？」
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　福島は、〝一いちノの谷たに〟から届いていた手て応ごたえや、相あい対たいの地じ響ひびき、風や咆ほう吼こうの音、そして熱や気配までも思い出して問う。

「……どう捉とらえても、本物に御座りましたが」

「それが彼女の種族が持つ能力なんだ」

　マティアスが、台詞せりふと共に前に出る。聖せい堂どうの奥へと中央を行く歩みを選ぶ。そんな彼の動きに、福島は一礼してついていく。羽柴の左前を守るように。

　福島は、マティアスの歩きを肩の動きで計りながら思う。なかなか、足の運びは整ったものに御座りますね、と。彼は神しん聖せいローマ皇こう帝ていなのだから、当然とも言えるが、

「マティアス様、──彼女とは、オリンピア様に御座りますか？」

「そう、大体のところは推すい察さつ出来ると思うが、精せい霊れい系けいだ」

　竜を生み、消した彼女の能力とは何か。

「──眠りを欲し、そこで見た夢を喰らって成長する」

「……成長？」

「そう。彼女の成長には莫ばく大だいな夢の量が必要でね。だから、起きている間、いろいろなものを買い集めて浸ひたり、幸せを保ち続ける必要があるんだ。

　無む論ろん、夢に入り切らない幸せ……、それは幸福感というだけではなく、光景や食べ物、はたまた自分の力における万ばん能のうであったりもする。──見て御ご覧らん」

　聖せい堂どうが消えていく。

　……は？

　自分とマティアスは、聖堂の奥へと歩いていた筈はずだ。

　しかし、今、目の前にあるのは、

「寝室……？」
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　福ふく島しまは見回した。

　辺りにあるのは、薄暗い、木の壁で覆おおわれた円形の寝室だ。

　広い。だが、先ほどの聖堂ほどではない。絨じゆう毯たんが敷かれ、本ほん棚だなが壁を覆おおい、至る所に人形や仕掛け細さい工くがあり、服が散らばっている。それらの体積の中央にあるのは、赤い天てん蓋がい付きのベッドだ。そして、そこにいるのは、

「……あらまあ、騒がしくしてるから、目ー醒さめてしまったではないの。だあれ？　貴方あなた達」

　老ろう婆ばだった。

　赤の、飾り無い寝ね間ま着きの上に、これも赤のストールを羽は織おったのは、腰から背までが曲がった女性だ。彼女は顔の皺しわを歪ゆがめてこちらに気付き、

「あら、貴女あなた、夢の中で格好かつこ良かったわねえ」

　老女が、布ふ団とんをはだけて床に下りようとする。が、

「あ」

　下に積まれていた服に足を取られ、転び掛けた。

　……と。

　福島にとって、老女を救うのは簡単なことだった。だが、

「危ないな」

　と、苦く笑しようのマティアスが一歩を出て、彼女の肩を支える。

　こちらの背後、羽は柴しばが、ほ、と息をつくのに同意して、福島はゆっくりと片かた膝ひざをついた。これ以上は、自分より上の者達の話し合いになるのだろう、と。

　だが、諸しよ処しよが不明な今の内に、聞いておきたいことがある。

「……先ほどの竜りゆうに御座りますが」

「ああ、あれね、あれ、私が見てた夢ですよ。寝る前にちょっと竜退たい治じの本を読んでて。うわあ、強そう、って思ってたけど、もっと強い人がいるのよねえ」

　困ったような笑みが、しかし目を弓にしてこちらを見た。

「どうやったかよく解わからなかったけど、ぶった切るような殺しをしなくて有り難う。張り倒されただけだったら、私にもダメージ無いから」

「恐きよう悦えつに御ご座ざります」

　堅いわあ、と、老女は苦く笑しようを濃くして、己おのれを支える男を見た。

「最新の神しん聖せいローマ皇こう帝ていは不健康そうねえ。もっともっと私みたいに健康になりなさいよ。いろいろ見て、感じて、毎晩は明日を楽しみにして眠って、年をとって若わか返がえるの」

「年をとって、若返る……？」

　つい、口から発した言葉に、老女は振り返った。

「Ｔｅｓテスタメント．、そうよ。若返るの。だって私、生まれた時はもっと皺しわくちゃのババアだったんだから。どんどん夢を食って若返るの。だって女の子は夢で若返るんだから。

　だから生まれたときは老人で、若き夢を見て年を食うごとに赤あかん坊ぼうになっていき、やがて消えていく。それが〝逆ぎやく齢れいの民たみ〟、若返りの精せい霊れいである私、オリンピアの運命なの」

　さあ、と彼女は笑みを見せ、マティアスの肩から離れた。

「ようやく、私の夢をかき分けてここまで来たわね。夢うつつじゃなくて、お兄にいちゃんと同じようにちゃんと話してあげましょう、新インノケンティウス十世として、ね。

　──どうなの？　下へ手たすれば若返って何でも忘れていく私に対し、何の要求をするの？」







[image: 第十九章『朝日落ち場の正座娘』]
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　巨大ドック〝有あり明あけ〟の中、沈み込むように収まった武蔵むさしは、表示枠サインフレームから再現される朝の陽光に照らされていた。

〝有明〟は、艦かん首しゆを南に向けている。再現される陽光は、左さ舷げん側東からのものだ。

　中央後こう艦かん〝奥おく多た摩ま〟上、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの西側に、朝日と、校舎が落とす影を同時に受ける屋や敷しきがあった。

　小さな平ひら屋やと、四し方ほうを囲む庭を設けた屋敷だ。平屋の艦首側は障しよう子じ戸どを外して三さん方ぽうが開けた形にされており、今、縁えん側がわに座るのは、部屋着姿すがたの中年男だ。

　彼は、背後をちらりと見る。開け放たれた部屋の中、大型ワイドの表示枠を出す神肖筐体モニタの前に、二人の自動人形が座っている。

　二人は、重ねられた黒盤ばんを横に置きながら、表示枠に出る映えい像ぞうを見て、

「〝奥多摩〟、先程から観みさせて頂いておりますが、この〝平和戦隊アウグストゥス〟、主人公のオクタウィアヌスが『俺は国家の父、オクタウィアヌス！　さあケツを出せ！　八回だ！』と言うのは、どのくらいのミーニングが重なっているのでしょう。──以上」

「〝武蔵〟様、一応これ、〝聖せい人じん合がつ体たいバレンタイン〟の前ぜん設定モノなので、──ああ、それを観ておられませんでしたね。どちらにしろ地ち中ちゆう海かいなので性せい別べつ超えず情熱的です。あとこれ、三人戦せん隊たいですが、あと二話くらい行くとオクタウィアヌスが仲間に対する情熱を我が慢まん出来なくなってパーティ崩ほう壊かいした筈はずですね。──以上」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいた〝武蔵〟が、縁えん側がわから自分達を窺うかがっている視線を見返した。

「……こんなものに無む駄だなお金を使ってどうする気です酒さか井い様」

「いや、だって、俺、子供時代にそれ観たかったんだけど、襲しゆう名めいのための稽けい古こ事ごととか多くてさあ。今になって箱入り出るから買うよねフツー。

〝武蔵〟さんも、そういうのあるでしょ？

〝武蔵〟さん、何歳さいだっけ？　大だい改かい修しゆう前の武蔵構こう築ちくは三十年前だっけ？　それとも、構築ベースとなった大だい航こう空くう艦かんが作られた百六十年前にまで遡さかのぼった方がいい？」

「補ほ佐さ役やくより年下になりたいのですか酒井様。──以上。　あ、訂正です。公こう的てきには十歳を主張しております。その時に一度リニューアルしてますので。──以上」

「〝武蔵〟様、……私達と同い年になってしまいますが。──以上」

　画面から目を離した〝奥多摩〟が言うと、〝武蔵〟が無表情に彼女の肩に手を置いた。

「迷めい惑わくですか。──以上」

「いえ、別に。……というか、その頃の〝武蔵〟様はどのような方で？　──以上」

　と情報精せい査さ用の眼鏡めがねを外して言う〝奥多摩〟の問い掛けに、酒井も頷いた。

「俺、秩ちち父ぶ山さん渓けいに探検行くときとか、乗せて貰もらったことあったけど、当時は表示枠内ないにいるOSの女の子だったよね。ときたま試作ボディに入ってたっけか」

「今でも女の子です。歳としとりませんので。──以上」

「一応、俺、殿との先生から追加情報とかの奏塡インストール素材を持ってきたこともあるんだけどなあ」

「技師の方からは、確かに、OS時代の私は、その発展性を重要視しされていたと聞きました。つまり、その頃の蓄ちく積せきされた判断系けいが、今にも生きている訳ですね。──以上」

　更さらには、と〝武蔵むさし〟は言葉を作った。

「大改かい修しゆうの際に、この身体からだを得ましたが、酒さか井い様の仰おつしやる通り、それ以前から基礎となるボディが有り、要よう事じにはそちらに奏塡していたようです。リニューアル時に、旧きゆう艦かんを憶おぼえていることで不ふ手て際ぎわがあってはならないとして、それまでの記き憶おくなどは消去してありますが。

　……これは、〝武蔵むさし野の〟や〝高たか尾お〟〝青梅おうめ〟も同様です。──以上」

「元々は、この奥多摩で〝武蔵〟さんが指し揮きとっていて、後は武蔵野と、左右の高尾と青梅だけの四よん艦かん態勢だったんだよね。それが、外がい交こう用と輸送用の艦かん群ぐんをつけていって、やがてそれを三十年前にまとめていって左右一番、二番艦にし、十年前の大改修で正式艦にした訳だ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、その折に、私は全艦艦かん長ちようとなり、〝奥おく多た摩ま〟〝多摩〟〝村むら山やま〟〝品しな川がわ〟〝浅あさ草くさ〟が各かく艦長式自じ動どう人形として加わった訳です。そういう意味では、大改修というよりも、既すでに所有艦となっていたものを正式に加えるリニューアルだった訳ですね。──以上」

　しかし、と、〝武蔵〟は酒井に視線を向け直す。

「こんな、私が憶おぼえているのに知らないような懐かい古こ知識を持ち出してどうするつもりですか酒井様。しかも忙しい朝あさ方がたに呼び出すとは。──以上」

「ああ、うん、〝武蔵〟さんのそういう、武蔵全体に詳しい知識が必要な案あん件けんが生じちゃってさ。俺だと解わからないこと多いから、助たすけて欲しいんだよね」

「それは──」

　と、そこまで疑問した〝武蔵〟が顔を上げた。屋や敷しきの入口の方から、一礼して入ってくる人ひと影かげがあるのだ。

「……二ふた代よ様？　──以上」
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〝武蔵〟は、疑問詞しの内容そのものの相手を見た。

　……一いつ体たい何事でしょうか。

　思っている間に、二代はこちらに気付いた。彼女が酒井を見て、こちらを見る際、やや顔が上がったのを、〝武蔵〟は〝驚き〟と判断した。

　しかし、すぐに二代は、眉まゆを正し、目を伏せた一礼をこちらにも対して改めて行う。

　二代は縁えん側がわの前に回る。その動きは静かに、乱れ無い歩みだ。何も不足も過か分ぶんも無いように見え、ふと、〝武蔵〟は、彼女の育成に関わったと言われる自動人形〝鹿か角づの〟のことを思う。

　艦かん長ちよう式自動人形と、市し井せいにて生きる自動人形とでは、多くの差があるだろう。特に知識系けいや、共通記き憶おくの相互通つう神しん関係は、その情報領域データバンクや機能の持ち方からが違う筈はずだ。

　だが、人間という不確かなものに対し、

　……修しゆ行ぎようという物を通じて、これまで乱れ無い動作を与えることが出来るとは。

　鹿か角づのという自動人形がどのような知識や技術を持っていたのか。そして、それらを教授するために如何いかなる改かい造ぞうを受けていたのか。

　世界において、有ゆう数すう、といえるレベルの存在を間接的に悟さとり、〝武蔵むさし〟は今いま更さらながらに己おのれの不足を記憶に刻む。共通記憶においても、

《いいですか皆さん、最近は〝有あり明あけ〟側の自動人形にいろいろフォロー頂いておりますが、そういうダルい生活しているとろくなことになりません。

　今日は洗せん濯たく物三十本二百セットを就しゆう業ぎよう中に行いなさい。──以上》

　皆が、共通記憶で引き気味の返答をしてくる。後ろの〝奥おく多た摩ま〟も、黒くろ盤ばんを早く消化するためか、再さい生せい速度を三倍設定にした。音が高速になり、

『オレハコッカノチチオクタウィアヌス！　サアケツヲダセ！　ハッカイダ！　フヌオオ！』

　……ひょっとして、八回だ、は、破壊だ、と掛かっているのでしょうか。

　放送当とう時じだったら質問状でも送って謎なぞが解けたかも知れないが、今は答えを求めるのも無意味なことだ。だから、この問題は保ほ留りゆうとして、〝武蔵〟は酒さか井いを見た。

　酒井は、既すでにこちらに背を向けている。

　ゆっくりと片かた膝ひざをつく二ふた代よ。彼女に視線を向けている彼の背に、〝武蔵〟は問うた。

「酒井様。御茶を用意致しましょうか？　──以上」

「あ、いや、〝武蔵〟さんいた方が有り難いよ。タマ子、ちょっと頼む」

「え？　今、主人公が七回目を実行中──、〝武蔵〟様は最近そういう目つきに効果を認めておられますね？　Ｊｕｄジヤツジ．、行って来ます。──以上」

　二代が、〝奥多摩〟の動きを険けんの無い無表情で追っている。視線から判断するに、足運びなどを見ているのは一種の癖くせだろうか。彼女の師し匠しよう役やくであった自動人形のレベルを察するに、自分達の動作などは無む駄だが多いことが推すい測そく出来て、

　……しかし、私がいることに意味がある、とは？

　そうだねえ、と酒井が呟いた。彼はこちらに振り返らぬまま、二代に対し、

「ダ娘むすめ君くん。君の言うこと、どのくらい手助け出来るかは解わからないんだけどね。とりあえず、武蔵に一番詳しい人ここにいるから、問うて見るといいよ」

「……酒井学長が、という訳にはいかぬので御ご座ざるか？」

「俺はもう、ほら、年ねん齢れい頼っちゃってるから」

　酒井の背中が苦く笑しようした。そして彼は、二代に言う。

「ダ娘君は、そういう小こ手て先さきじゃなくて、もっと真まっ直すぐ行った方がいいなあ。──あ、強制ってわけじゃないからね。その方が、その、面白いと思うからさ」

「酒さか井い様。少々宜よろしいですか？　──以上」

　ん？　と、未だに酒井は振り返らない。だから〝武蔵むさし〟は半はん目めになる己おのれを自覚しつつ、

「──一体、二ふた代よ様は何を御ご要求されているのです？　──以上」

「ほら、ダ娘むすめ君くん」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と、二代が脚あしを正せい座ざにした。そして彼女は、蜻蛉とんぼ切ぎりのスペアを横に置き、

「──師し事じ出来る御ご仁じん、または道場や組織を、探しているので御座る」
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　無茶な要求です、と〝武蔵〟は判断した。

　武蔵内にある各かく種しゆ道場を一いつ瞬しゆんで検けん索さくし、彼らの実技披ひ露ろう会かいや試合映えい像ぞうなども、武蔵内の情報領りよう域いきから一気に確認する。だが、

「……二代様ほどの使い手が満足出来る場が、武蔵内にあるとは思えませんが。──以上」

「否いや、別に道場破やぶりとか、単純な鍛たん錬れんの場として求めているのでは御座らぬ」

　二代が、こちらに強めの視線を合わせ、言葉を作る。

「拙せつ者しや、三み河かわ時代の鍛たん錬れんを現状も用いて御座る。それに、オリオトライ殿どのの訓練における基礎鍛錬を加えたものを、我が流りゆうとして加えている訳に御座る」

「Ｊｕｄジヤツジ．、オリオトライ様の訓練はかなり人類としてアンフェアかつアグレッシブな部ぶ類るいと判断出来ますが、それでも不足を感じられるのですか？　また、オリオトライ様に師し事じするというアイデアは如何いかがでしょうか？　──以上」

　実際、現役者で検けん索さくを掛けて、用件をベストに満たすのはオリオトライくらいだ。

　だが、二代は首を横に振った。

「オリオトライ殿の剣けん筋すじは、基本として……」

　少々考えてから、二代は言葉を生む。

「拙者達の、敵であることを前提、必ひつ須すとして御座る」

「よく見えてるねえ」

　酒井の言葉に、二代が表情から力を抜いた。正解を支し持じされた、と言ったところか。そして酒井が、ふむ、と顎あごに手を当て、

「真ま喜き子こ君ならダ娘君を教えられるかも知れないが、無む論ろん、それを行うには、真喜子君の時間を多々奪うばうことになるもんね。そして、真喜子君は、教師として、他の連れん中ちゆうもみてやらねばならないし、……何よりも、ダ娘君達の〝敵てき役やく〟に徹している彼女を、今度はこちら側の〝味方役〟になれというならば……」

「オリオトライ殿どのの〝敵役〟を流りゆう派はとして捉とらえるならば、別べつ流派に転てん向こうしろというようなもの。拙者にとってはそれはよくても、他、同級生にとっては、敵てき失しつとなる筈はずに御座る」

　それに、と二ふた代よは言葉を繫つなげた。

「拙せつ者しやが欲しているのは、実際の所、何なのか、……不明なのに御ご座ざる」

　と、肩を小さくする彼女に、〝武蔵むさし〟は問い掛けていた。

「つまり、……今の御ご自分を今のままで伸ばすべきか、別のものを取り入れるべきか、判断がついていない、と？　──以上」

「Ｊｕｄジヤツジ．、その辺り自分では解わからぬもので、ならば委ゆだねてみよう、と」

　成なる程ほど、と〝武蔵〟は思った。レベルではなく、種類というもので要求されるのならば、検けん索さくの条件は一気に緩む。

「Ｊｕｄ．、了りよう解かい致しました。役に叶かないそうな場を、リストアップして、通神文メールとして送らせて頂きます。八時頃までお待ち下さい。宜よろしいですか？　──以上」

「あ、これは、……忝かたじけのう御座る！」

　髪かみが揺れるほどに頭を下げられたが、そこまでに欲しているのだろう。

　これは叶えねば、と心の中で決した〝武蔵〟は、眼前の酒さか井いが肩から力を抜くのを見た。

　彼は、こちらに振り向き、口の端はを上げて言う。

「どうかねえ〝武蔵〟さん。あれ、出だそうかねえ。……ダ娘むすめ君くん、興味ある？」

「あれ、とは何で御座るか？」

　Ｊｕｄ．、と〝武蔵〟は思った。この場で、二代が興味を持てそうで、更さらには自分も有りかを知っている物と言えば、一つだ。

「以前に、昔むかし語がたりに見せて頂いたことがありましたね。見せびらかす物ではないと、私が仕し舞まったのでした。──以上」

　それは、

「酒井様が、学生時代に使用していた神しん格かく武ぶ装そうです。その蜻蛉とんぼ切ぎりのスペアが物もの足たりないと言うならば、二代様、如何いかがでしょうか？　──以上」
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　日は、ゆっくりと昇り始めていた。

　陽光が、早朝から朝の高さに変化する頃、一つの影が空の高い位置から斜めに軌き道どうをとり、大地へと下っていく。

　伊だ達て家け副長、伊達・成なる実みの機き動どう殻かく〝不ふ転てん百足むかで〟だ。

　百足は、背に展開していた光こう翼よくの光量を弛ゆるめ、朝日に消えるほどにまで透すかすと、

『副長、伊達・成実、帰き参さんするわ。──誘ゆう導どうして』

　言葉に応じる遣やり取とりの後、彼女が下りて向かう方向から、幾いくつもの表示枠サインフレームが生まれた。防ぼう疫えきや、気付かぬ内に掛けられた術じゆつ式しきなどの解かい除じよを行う禊祓みそぎ式の誘導路ろだ。

〝不転百足〟は、速度を落としながら、幾いく枚まいもの鳥とり居い型がた表示枠をくぐっていく。

　そして行く先に見えるのは、

『仙せん台だい城じよう、──こちら〝不ふ転てん百足むかで〟、誘ゆう導どう指示通り、主しゆ滑かつ走そう路ろ二番に入るわ』

　それは、山の裁たち切りだった。

　下に広がる市街地に向き合うように存在する一つの山。岩を主体としたその山が、東から三分の一ほどの距離で断ち割られている。

〝不転百足〟が向かうのは、高さにして七百メートルはある蒲かま鉾ぼこ状じようの断だん崖がいだ。その表面は、僅わずかに傘かさを作るように傾かしいでおり、朝日を受ける仙台伊だ達ての国こく章しようと、

『──帰き参さん』

　幅三十メートル。縦十五メートルほどの主滑走路口。そこへと〝不転百足〟は飛び込んだ。
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〝不転百足〟は、宙で身を前転させ、足から行った。

　内部にて、万まんが一いちの不備があった場合、頭から飛び込むのは得とく策さくではない。オープンの離り着ちやく陸りく場じようとは違い、

　……この仙台城は、閉へい鎖さ的な要よう塞さいだものね。

　内部に入る。視し界かいが空の光から黒に変わり、音も風も変わり、〝不転百足〟の視し覚かく素そ子しが光量増ぞう幅ふくを開始する。そして聴ちよう覚かく素子や全身の関かん節せつや人じん工こう筋肉などの管理状態も航空機き動どう用ようから地上巡じゆん航こう用に変化した。

　対たいＧ用に締しめ付けられていた全身の拘こう束そくが、ほどかれたようになり、

『ん』

　インナースーツの内側に緩みが生まれるため、汗あせばんだ肌はだと暖かみを感じる。

　住処すみかに戻ってきたのだ、と思うなり、

『──確かく保ほ準備』

　床側、滑走路口へと回されていたカタパルトレーンがある。そこに高く張られた確保注連縄アレステイングロープに、〝不転百足〟が右腕を伸ばした。

　カタパルトレーンは、滑走路に仕込まれたレールを突っ走る床ゆか板いただ。

　行きにおいては、乗っている物を滑走路の根ね本もとから出口まで加速させ、外へと打ち出す役割を持つ。そして帰りにおいては、加速器きを切って滑走路の口に控え、確保注連縄で確保した物を滑走路根本側がわに惰だ性せい運うん搬ぱんする役目を持つ。

　本来ならば長さ三十メートル、幅五メートルの長い板だが、航空機き動どうから飛び込んだ身にとっては一いつ瞬しゆんだ。

　しかし〝不転百足〟は、鉄棒のように左右支し柱ちゆうで跳ね上げられた注連縄しめなわを確かに摑つかんだ。

　複数立った確保注連縄の内、最初の一本を摑んだ事に対し、通つう神しんからは、

『副長、第二、第三も用意してあるのでたまには使ってみては』

『残念ね留る守すさん。これでも一番が好きなのよ、私』

　言っている間に、鉄棒にぶら下がるような姿勢で注連縄しめなわを摑つかんだ〝不ふ転てん百足むかで〟が、慣かん性せいで前にカタパルトレーンを引っ張っていく。

　身体からだは翼で浮いているが、慣性重じゆう量りようが高い。レール上を行くカタパルトレーンが、風を震わせて低い音をたてる。

　応じるように、右手側を、外へと行くものがあった。

　大気緩かん衝しよう術じゆつ式しきの表示枠サインフレームが間に立つ向こう、三さん体たいの武ぶ神しんを率ひきいてカタパルトレーンに引かれていくのは、

『鬼おに庭にわさん？　私と交代シフトだったかしら？』

『成なる実みがこちらの順番にまで食い込んで来ておるだけだ。女が朝帰りとは不ふ埒らちな。任務とは言え、後こう輩はい達に示しがつかんぞ』

『御ご免めんなさい。じゃあ、ひょっとして間あいだの子達、私に気を遣つかって下から戻ったかしら？　後で礼を言っておかないと』

『Ｔｅｓテスタメント．、あと、景かげ綱つなが話あるそうだ。一息入れたら会ってやれ』

　Ｔｅｓ．、と応える頃には、速度も落ちて、〝不転百足〟の足がつくようになっていた。

　未だ走るカタパルトレーンの上に立ち、


《解除：確認》



　大型の装そう甲こうで出来た四し肢しと胴どう体たいを割って、成実は外へ出た。

　長い髪かみを風に揺らし、前に出ると、背後で〝不転百足〟が二に葎りつ空間に己おのれを閉じ込めていく。

　カタパルトレーンに足をつくと同時に〝不転百足〟が流体光こうの飛沫しぶきに消えた。そして更さらに前に出ると、

「──副長、伊だ達て・成実、帰き参さんしたわ」

　カタパルトレーンが終しゆう端たんに届いていた。成実は、次の一歩をもってカタパルトレーンから待たい機き場じようへと歩を進める。

　左からやって来た女じよ生徒が渡す帰参証しようにサインをし、辺りを見回せば、既すでに内部は、人の動きも、武神の並びも、そして装そう備び品ひんの搬はん出しゆつ状況も、

「警けい戒かい態勢をとっているわね。──上じよう出で来きよ」

　笑みで告げた言葉に、広めの待機場にいる皆が、わ、と声を挙げた。そんな彼らに頷うなずきを送りつつも、成実は背後の滑かつ走そう路ろに振り向く。

　大だい音おんを響ひびかせ、鬼庭達が巡じゆん回かいに向かうのが見えた。

　そして滑走路の防ぼう護ご扉が閉じていく。一枚ではない。重なる数は、術式による防ぼう御ぎよ強化の紋もん章しようも入れて合計で十二枚。それらは、

「……急きゆう遽きよとは言え、全ぜん展開すれば、竜りゆう脈みやく炉ろや、安あ芸きや弁べん慶けいを崩くずした不明の攻撃にも耐えられる筈はずね」

　いつでも戦える。

　そういう意味では、今の自分達がとっているのは、警けい戒かい態勢や沈ちん黙もくではなく、

　……臨りん戦せん態勢ね。

　心の中の呟つぶやきに、満足の感情を送りつつ、成なる実みは歩を進めた。

「──片かた倉くらは？」

「副会長でしたら、主しゆ庭にわにおられます」

「……政まさ宗むねも一いつ緒しよ？」

　Ｔｅｓテスタメント．、という生徒達の返答に、成実は肩の力を落とす。

「全く、厄やつ介かいかしら。それとも──」

　両の義ぎ脚そくのヒールを鳴らしながら、成実は呟いた。

「──護まもらねばならない物が多過ぎるのは、贅ぜい沢たくかしら」
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　成なる実みは、光の下に出ていた。

　山を割り削けずって作られた要よう塞さいである仙せん台だい城じようは、内部補ほ強きようも為なされた閉へい鎖さ空間だ。中に光が満ちる場所があるとすれば、

　……人工的な園その、というわけだけれどもね。

　花畑と、小川と池を持つ庭園があった。

　空の代わりとなっているのは、実際の外部の空を再現する神肖筐体モニタだ。何枚も張られた薄型の石せき板ばんで出来た筐きよう体たいは、今、朝の空を映していた。

　風は通気口からの出入りだけであるため、花の甘い匂においと、流れる水の透とう明めいな匂いが交こう互ごに鼻をくすぐってくる。日光の熱の再現のせいか、わずかに蒸した感も受ける。

　だが、成実は花畑の中を通る玉たま砂じや利りの道を行った。ヒールで道に穴を開けることをせず、爪つま先さき側で、

「────」

　踏まれる石が、揺れもしなかった。時とき折おり足裏が小さくぶつかる音をたてるだけで、成実は、玉砂利を板いた上うえのように揺らさず、音も作らずに歩いていく。

　蛇だ行こうする小川を渡る橋に立ち、

「片かた倉くら」

「え？　ああ、はいはいはい、成実君、ちょっと待って。待って下さいよお？　会話用にテンション上げる準備するから」

　と、右手側の花畑から、眼鏡めがねを掛けた麦むぎ藁わら帽ぼう子しの少年が立ち上がった。片倉・景かげ綱つなとプリントされたインナースーツはシャツ袖そでを外した軽けい装そう。更さらに彼が手に提さげているのは、

「片倉。……主庭は公共の場だし、花畑にジャガイモ植えるのはどうかしてるわよ」

「はあ？　成実君、常識に縛しばられていてはいけないよ。あ、準備出来たから、テンション上げていいですか」

「別にいいわよ」

「じゃあ、テンション上げて言いますけどね。──あのなあ成実君！　折せつ角かくこんな引き籠こもり要よう塞さい作ったんだぞ！　悪の組織としては歴史再さい現げん無む視しでジャガイモ栽さい培ばいしたっていいじゃないか！　駄だ目めか!?　あ!?　折せつ角かく僕が品ひん種しゆ改良して、原げん産さん地ちである南なん米べいインカの王おう名めいに黄金こがね色のジャガイモを意味する〝カパックゴールド〟をクスコォォォって作り上げているというのに！」

「名前の方にゴールドつけなくて良かったわね」

「ち、ちっくしょう、何だその〝度ど胸きようないのね〟って目つき！　僕の被ひ虐ぎやく心ストップ高ですよ！　でも、悪の組織の幹かん部ぶとしてはジャガイモ売って金稼かせいで武ぶ神しんの一体か二体は補充したいんですけどね！　もっと一いつ杯ぱいジャガイモ畑作って聖せい連れんに隠かくし通そうよ！　それがいい！」

「で、悪の幹かん部ぶは麦むぎ藁わら帽ぼう子しで園えん芸げい？」

「別の幹部が正義の味方を単たん騎きで脅おどしに行ったり、謎なぞの存在と戦ってくれてるからねえ」

　肩をすくめて言った片かた倉くらの言葉に、成なる実みが眉まゆをひそめる。

「謎の、って……、昨夜、こっちで閉じたり、鬼おに庭にわさんが追ったのは……」

「ああ、言葉の綾あやですよ。そういう風ふうに言っておかないと面めん倒どうですからね。僕の喋しやべりに少しは馴なれて欲しいですよ成実君。君、受け流しの名めい手しゆだけど、言葉には喰い易やすいから」

「そうかしら？」

「──姉じゃないんですよね？」

　問われ、成実は昨夜のことを思い出した。そして、

「あれは……！」

「悪の幹部が、思わず戸と惑まどって正義の味方の議ぎ論ろんに乗らざるを得なくなるとは想そう定てい外がい。君にもまだまだ人間らしいところがあるようで万ばん歳ざいですね。──そうでしょう!?」

　言葉と共に、しなを作ってこちらを指さした片倉が、地面においてあった鍬くわの刃はを斜めに踏んだ。柄えが、てこの原理で跳ね上がり、彼の股こ間かんを下前から打だ撃げきし、

「──ふ」

　中空を見つめたまま、片倉が花畑に沈み込んだ。成実は吐と息いきして、

「少しは鍛きたえたら？　聖せい譜ふ記き述じゆつでは、貴方あなた、結けつ構こう戦えないといけない筈はずよ？」

　言うと、花畑の中から震える平ひら手てが立ち、待て、と制してくる。ややあってから、下した腹はらを叩たたく音と一いつ緒しよに、

「ふ、ぬ、……うん、だ、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫よ!?　機能生きてる！　生きてるわ!?」

「疑問系けいの上に何で女おんな言葉してるの？」

「お、女には解わかりませんよーだ！　へへん、ざまあ！　羨うらやましいか!?　どうだ!?」

　成実は表示枠サインフレームを開いた。

『留る守すさん、片倉がまたおかしくなったからどうにかしてくれないかしら？』

『副長、具体的に言って貰もらわなければ処理に困りますぞ』

『んー、とりあえず脳かしら……』

「あ、な、何を他た人にん呼んで成せい敗ばいしようと!?　これは僕と貴女あなたの股こ間かんの問題ですよ！」

「だったら貴方の真二つに割って問題共きよう有ゆう出来るようにする？　私が貰もらった方は捨てるけど」

「……な、無いからって恐ろしいことを平然と……！　キンキン冷えましたからね今！」

　片倉が、「一生憶おぼえてろノート」と書かれた表示枠にいろいろタイプしながら立ち上がる。

　そして、この男は……、と成実は思いつつ、問い掛けた。

「政まさ宗むねは？」

「え？　ああ、向こうで鍛たん錬れんしてますよ。え？　何!?　興味あるんですか、うちの政宗に！　誰の許可とってんのアンタ！　ぃてえ！　種たね芋いもマッハでぶつける女がどこにいるんですか！　やんのかオラぁ！　──御ご免めんなさい、そう睨にらまないで。でも種たね芋いもは大事にね？　ほら、食べ物は大切に、こうやって食って……、やべえ芽出てるのマジ食っちゃったよ！　え？　政まさ宗むね？　見ていいですよ政宗君のことなら！　僕が許可します！　僕の許可ですよ！　いいですね!?」

「促うながしておいて何だけど、少し落ち着いた方がいいんじゃない？」

「まあまあ、文ぶん系けいテンションの嗜たしなみです。あ、ほら、政宗君なら向こう」

　片かた倉くらが表示枠サインフレームを摑つかんで扇おうぎのように指し示す向こう、青葉の桜さくら木ぎがある。

　その下で、木ぼく刀とうを振っている少女がいた。やや長身の、細ほそ身みのその姿を、

「政宗」

　成なる実みは、肩から力を抜き、相手へと歩み寄った。そして、木刀を振る姿に掛ける言葉は、

「──無事だった？」
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　成実の視し界かいの中、少女が振り向いた。

　汗を浮かべた顔が、こちらを見る。

「成実」

　素す振ぶりで汗ばんだ額ひたいに貼はり付いた髪かみを、彼女は手で梳すき上げ、笑みを見せる。

「無事も何も、私はここにいれば安全なのだろう？　小こ次じ郎ろう共々に」

[image: ]

「ま、まあ、確かにそうだけど」

「御ご免めん」

　と、首の後ろで髪かみを結び直す政まさ宗むねに、成なる実みが首を傾かしげる。

「何を謝ることがあるの？」

「だって、私が不ふ甲が斐いないせいで、成実に迷めい惑わくを掛けている」

「政宗がいるから私達は存在出来てるようなものよ。そのためになら私は何だってするわ。私が存在するためだもの」

「……御免」

　苦く笑しようで言われると、どうしようもない。そして政宗は、木ぼく刀とうを握り直し、

「小こ次じ郎ろう、見なかった？　朝から見ないんだ。朝食の時も、さ」

「──え？　いや、小次郎様は……」

「成実君！」

　応答を止めるように、片かた倉くらの声が飛んだ。

「僕の〝カパックゴールド〟の収しゆう穫かくを手伝って貰もらえませんか!?」

「はあ？　別にその程度なら構わないけど──」

　見れば、景かげ綱つなは花畑の前に四つん這ばいになって尻しりを突き上げ、

「さあ！　収穫してして僕の〝カパックゴールド〟！　ああん、今すぐ！　クパアアアアアア!!　ってあぶねえ！　どこからそんな鎌かま出してんです、ってか投げるかフツー!?

　種たね芋いもだろここはフツー！　どうなんですか一体!?　ああ!?」

「……前から思ってたけど、片倉にはそろそろ本ほん心しんからもの言った方がいいかしら」

「成実、あまりそれは、よくない。……片倉も繊せん細さいだから、更さらにおかしくなる」

「へへへ！　ほうら見ろほうら見ろ！　うほほーい！　うほほーい！」

　腰に手を当ててステップダンス始めた片倉を成実は無視した。代わりというように、政宗が片倉に笑みを向ける。そして彼女は微笑の口を開いて、

「片倉はいつも馬鹿だなあ」

「ひ、否定出来ないような口く調ちようで言いやがったよこの二年総そう長ちようが！　ま、政宗君！　お前、誰に向かって口きいてんですか!?　僕は一いち応おう君の先せん輩ぱいですよ!?」

「政宗は総長兼けん生徒会長だから、貴方あなた、一コ下に身分で壮そう絶ぜつ敗北してるんだけど」

「お、お前だってそうじゃないか！　そうじゃないか！　あ、何を政宗君に囁ささやいてるんですか君！　政宗君も笑顔で頷うなずかない！　会話こっち！　こっちにもパス！　というか政宗君！　聖せい譜ふ記き述じゆつの傍ぼう論ろんでは、僕と貴方、〝将来的にはホモ関係でもファンに人気となる〟とか要いらんこと書かれてる仲の筈はずなのに！」

「うん、でも私、女だからそこらへん無理だから。男の片倉が一人で頑がん張ばってくれ」

「ああ!?　何その口調と笑顔！　出来ないと思ってるな!?」

「うん、言っておいてなんだけど、生物的に無理だろう？　出来るの？」

「はあ!?　やりますよ、やってやりますよ！　先せん輩ぱいナメんなですよ後こう輩はい！　ぼ、僕は怒ると怖こわいですよ!?　RPGで好きな呪じゆ文もんは即そく死し系けいですしね！　一人二役でカパックゴールドやりますよ僕は！　ってあぶねえ！　鍬くわ投げる女が何ど処こいるんですか成なる実み君！」

「はは、成実は強いなあ」

　えーと、と、成実は微笑顔がおの政まさ宗むねに向き合う。どう言ったらいいか解わからないが、

「あまり、ああいうのの相手してたら駄だ目めよ？」

「駄目とか言った！　言ったな!?　副ふく会長様ですよ僕！　──駄目でいいですから睨にらむのはやめません……、か……？」

　邪じや魔まが入ったのでやり直しだ。成実は、政宗の肩に手を置き、

「いい？　政宗。貴女あなたは今でも充分に強い力を持っているわ。悲ひ観かんしないで」

「でも、──じゃあ、どうして私は、日々、瘦やせて、弱っていくんだ？」

　政宗が、眉まゆを歪ゆがめた。

「保健委員長も、どうしてかを教えてくれない。原因不明だっていう。……私は小こ次じ郎ろうと一いつ緒しよに竜りゆうの力を継いだ筈はずなのに、このところ、日々、身体からだがフラついて、瘦せてきてる」

「それは──」

「私、何ど処こかおかしいのかな？」

　そして、

「でも、それが何処か、誰も解らないから、私は、衰すい弱じやくしていくしかないのか」
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　成実は、言葉を作れなかった。

　……先ほど、片かた倉くらの言ったとおりになったわね。

　言葉に喰われるとは、まさにこのことだ。戦せん闘とうであるならば、即そく座ざに最適の答えを出すことが出来るだろうに、意思を言葉として告げられると参ってしまう。

　ただ、言えることがある。

　この世界のルール、聖せい譜ふ記き述じゆつだ。

　あるべきこと。起きるべきこと、それらは、この世界の中においては常に聖譜の指示の先に正しくある。だから成実は、

「──貴女あなたは、おかしいところなんて無いわ。だって、奥おう州しゆうの覇は者しや、伊だ達て・政まさ宗むねの正式襲しゆう名めい者よ？　おかしな所があったら、襲名なんて出来ないわ」

「でも、片倉は？」

「あれは──うん、あれはおかしくていいの」

「何だ──!?　何か言われてますよ──!?」

　無む視しして話を進める事にした

　そして、政まさ宗むねが眉まゆ尻じりを下げ、こちらを見上げた。

「だけど私は──」

「日々、体重が落ちているのは、確かね」

　でも、と成なる実みは目を細めて言った。

「それはきっと、近い内に落ち着くと思うの。ちゃんと食べなさいな。それに……、貴女あなたを補ほ佐さするために私達がいるのよ、政宗。貴女は自分の選択をしていけばいい。後は私達が、その道を先に走って、貴女を護まもっていけばいいだけだから」

　と、そこまでの言葉を作ったときだ。不ふ意いに、政宗の向こうから声が響ひびいた。

「言うわねえ、成実」

　女の声だ。持ち主は解わかっている。

「義よし姫ひめ学長」

　政宗の向こう、庭園の向かいにある入口から入ってくるのは、一人の女だった。

　鬼おにだ。そして、

　……政宗の、実母。

　額ひたいの右から一本の角つのを伸ばした彼女、義姫は、極きよく東とう式しきに組んだ上越露西亜スヴイエート・ルーシの赤染め制服を揺らし、距離七メートルの位置に立つ。

　政宗を挟んでいる以上、その距離ではこちらは何も出来ない。無む論ろん、身み内うちであるために、そのような遣やり取とりをする意図は無いのだが、

　……そこらへんの気を抜かないのが、この人の難しいところね。

　しかし、こちらを見る義姫は笑みを作っている。そして成実は警けい戒かいする。この人が笑ってるときは、大体、よからぬ事を企たくらんでるのだから、と。

　ゆえに成実は、自分も笑みを作ってこう言った。

「義姫学長？　私、政宗に帰き参さんの報告もしましたし、居きよ室しつに戻りたいのですけど」

「──いえまあ、その前に付き合いなさい」

　強ごう引いんにやられた。副ふく長ちようである以上、学長命令は絶対だ。

　参ったわね、と思う眼前。義姫が口に手を当てて言う。

「少し、今後のことで、貴女と話し合っておくべきことがありましてね」

「は？　一体何を……？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と彼女が頷うなずいた。

「武蔵むさしが派は遣けんする大使について、向こうに逆ぎやく提案も出来るだろうから、実際に見てきた貴女からの意見を聞きたいの」

　それは、

「どんな人が来た方が円えん滑かつかしらね？　──姉あね好き？」
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　武蔵むさしの朝は早い、と、伊い佐さは以前から思っていた。

　IZUMOで武蔵に乗り込み、それから三み方かたヶ原はらの戦いで下りるまで、十じゆう勇ゆう士しというよりも客として生活したのだが、

　……武蔵の町は、実は機き関かん部ぶに合わせて動いてるよねー。

　伊佐の感覚からすると、航こう空くう船せんと言うよりも、やはり都市だ。それも、燃料槽そうの蓄ちく積せきや供給と、その使用施し設せつを結びつけた複合施設の町だと思う。

　……コンビナートって、上越露西亜スヴイエート・ルーシの露西亜ロシア弁べんだっけかー。

　穴あな山やまの話では、どうやら武蔵は上越露西亜や最上もがみ、伊だ達ての三さん国ごくに大使を派は遣けんするらしい。三国側の提案も聞く、ということにして、人じん員いんの検討を行っているらしいが、

「それとは別で、街は動く、と」

　今、伊佐が向かっているのは、武蔵の中央前ぜん艦かん、武蔵むさし野のの地下だ。

　後部表ひよう層そう部ぶ、縦たて町まちのリフトから、他の作業員達と一いつ緒しよに機関部へと行く途中だ。

　こちらの身は、変へん装そうを行い、身分も武蔵の住人としてある。武蔵から〝下りる〟ことを選択した人に、根ね津づや由ゆ利りが〝家族を迎えたいので〟と持ちかけ、戸こ籍せきを譲ゆずって貰もらったものだ。

　武蔵の戸籍管理は、大おお元もとでは自動人形が行っているため、書類による改かい竄ざんを行えば確実に彼女達のチェックが入る。だから、戸籍はそのままに人を入れ替え、近所の住人に対しては情や都つ合ごうをたてて矛む盾じゆんを消しておく。大人おとなしくしておけば、近所からの申し立てが無い限りは安全だし、何かあったとしても、

　……数日の任務だものねえ。

　終わったら、本来の住人がしようとしていた通りに〝下りる〟だけだ。

　後部縦たて町まちのリフトが見えてきた。オープン式の倉庫や大型木箱コンテナが並ぶ中、作業用の武ぶ神しんや、連れん結けつ式しき大だい八はち車ぐるまの姿もある。そしてリフトの上には、既すでに下に向かおうという人々の姿がある。

　機関部に入るには、学生じゃなくてもいいというのは有り難い。集団は、大体、男と女で分かれており、緩かん衝しよう層そうもあるが、年ねん齢れい的な分かれが無いのもまた都合良い。

　伊佐は、集団に近づく前に、根津に言われた通り、リフト前に立つまとめ役に足を向ける。

「お」

　白はく衣いを着た男は、この有あり明あけの代表である三み科しな・翔しよう一いちだ。彼は、皆に対し、表示枠サインフレームを開いて諸しよ処しよの説明を行っている。その内容は、

「では、今日も引き続き、皆さんには武蔵野の駆く動どう関係の最終調ちよう整せいに入って頂きます。何しろ今回の改かい修しゆうのメイン、出力転てん換かんの機き構こうは、仮か想そう試験段階の代しろ物ものですし、元々は不ふ慮りよの事態で重じゆう奏そう領りよう域いきが壁になったとき、それを安全に通過するための〝平和的〟なもの。

　搭とう載さい計画と実品は三十年前のもので、差し止められていたそれを、時とき折おりにリファインしていましたが、最新のリファインは去年段階の武蔵むさしを想定しています。

　──今の、アルマダや三み方かたヶ原はらを越えてきた際、補ほ修しゆうなどを受けた武蔵は細部での差さ異いがある筈はずですから、それを考こう慮りよした最終調ちよう整せいを各かく班はんで行って下さい」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と皆が頷うなずくところへと、伊い佐さは行く。他、数人の遅れ気味グループの中に入って行くと、有あり明あけ代表の横に立つ作業員が呼びかけてきた。

「あさいて５」

「閃せん撃げき──」

　警備役も兼ねた作業員だろう。由ゆ利りの情報通りに応えると、作業員はリフトに乗れと手で指示する。だが、伊佐は彼に問いかけた。

「日ひ雇やといで補ほ充じゆうに動いてるんだけど、叶かなう班はんはある？」

「え？　だったら青梅おうめの方が……、って、もう向こうは動いてるか」

　ええと、と作業員が迷った時だ。リフトの上から少女の声がした。

「情報領域データバンク制せい御ぎよ関係の物理配はい線せん出来る？　縄なわ目め読むヤツ──」

「あー、本業じゃないけど出来るよー」

　じゃあこっちー、と言う方に伊佐は行く。リフト上に立つ人々に、片手を上げて、ちょっとすまないね、と言いつつ行く。すると、

「あ、行き過ぎ、そっちじゃなくて、こっち」

　右横に、こちらを呼んだ影がいた。

　背が低めの自分よりも、更さらに低い少女だ。清しん武たけ田だの制服にぼろぼろの白はく衣いを纏まとった彼女は、ポニーテールを揺らして笑みを見せた。

「情報領域制御は、他の班の調整を繫つなげたり、フィードバックする役だからね。出来るなら人数いるだけ欲しいんだ。──私は五班班はん長ちようの三み科しな・大ひろ、君は？」

　そっちにいるIZUMO重役の娘さん、武蔵むさし第六特とく務むの後こう輩はいか、と伊佐は見当する。こりゃいろいろな意味で注意が必要だ、と彼女は思いながら、しかし笑みを作って、

「私は伊い佐さ美み。姓かば無ねなしだよ。今日は宜よろしく頼める？」

「頼める頼める」

　と、相あい対たいする笑みを強くした大は、白衣と手て袋ぶくろの手を挙げて翔しよう一いちの方に向いた。

「お父とうさん、こっちは大だい丈じよう夫ぶ、早く下ろして──」

「ようし、じゃあ、お父さん張り切っちゃうぞお」

　言葉と同時に、皆が急いで腰を落とした。その動きに、え？　と思うなり、

「!?」

　リフトが、底を抜いたかのような勢いで、降下した。
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「うわ」

　一いつ瞬しゆん、身が浮くような加速に、しかし伊い佐さはバランスを崩くずさず、周囲の全てが上に流れていくのを確認した。

　構こう築ちく中の縦たて町まちは、居きよ住じゆう区くも輸ゆ送そう区も、どれも作業の人々が動いている。居住区を通過する際に炊すい事じの匂においがするということは、

　……既すでに、改かい修しゆう自体は相当進すすんでるんだねえ……！

　思う横で、やはり腰を落としている大ひろが、遠ざかっていく上方の穴を見上げていた。何を見ているのかと思った伊佐は、しかし、大の口くち端はが笑みになっているのを見た。

　視線の先、大が、明らかに、下がるリフトから見える各かく階層の構造材やそのフレーム類に対して笑顔を濃くしていき、

「へへ……」

　呟つぶやいた。

「武蔵むさしの、このストラクチャの累るい積せき構造物くささがたまんないよねー……」







[image: 第二十一章『未明の不明人』]
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　遠く、朝の時報の鐘かねを聴きながら、浅あさ間まは意識を醒さましていた。

　自覚するのは、横向きに寝ている己おのれの身体からだで、横たわる場所は、

「……ん」

　ベッドの上だ。体温の染しみたシーツとベッドの軋きしみの向こう、ぼんやりした意識には、遠くから響ひびく工事の音が届いてくる。そして、

　……あ、いけない、朝の水みず垢ご離りしないと……。

　思い、一つの事実に気付いた。いつも自分は布ふ団とんで寝ているのではなかったか、と。更さらには、昨夜、自分は青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽで遅くまで会議しているのに付き合っており、喜き美みの〝うちに泊とまっていったら？〟という提案に眠気で負けたがため、

「──！」

　体を震わせて身動きし、目を開けると、目の前に顔があった。

　……トーリ君!?

　まさか、と思って息を詰めた正面。横向きにこちらと対面するように寝ているのは、

「ミト……」

　袖そで部分を外し、股また部分を分けて開かい襟きんしたインナースーツ姿のミトツダイラが、小さな寝息を立てて眠っている。時とき折おり、

「くん……」

　シーツや、掛かっている毛布の匂においに嗅きゆう覚かくが反応するのか、彼女は頰ほおを寄せたり、表情を弛ゆるめたり、しかし大部分は険しい顔になったりする。

　……夢の中でもトーリ君は迷めい惑わくを……。

　そんなことを思う自分だが、ふと、小さな不安を感じた。

　……トーリ君は？

　いない。

「────」

　不在という言葉は、当然だ。自分達が彼の居場所を占せん領りようして寝ているのだから。

　だけど、いないならば、それはそれで、気になることがある。

　……いるの？

　彼は、自分達がベッドを借りる際も、会議を続ける正まさ純ずみやシロジロ達に付き合い、茶や夜食などを作っていた筈はずだ。ホライゾンが帰き宅たくするのを、点てん蔵ぞうとメアリ、誾ぎんと宗むね茂しげが同じ多た摩ま地下住人として付き添っていくまでは自分も付き合ったが、

「トーリ君……」

　ここにいない、ということが、ふと、心の中の不安を作る。
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　……また、悪い想そう像ぞうして。

　と、浅あさ間まは自分の怯おびえを正した。彼は家の中にいる。絶対いる。いない筈はずがない、と浅間は思う。彼が、ここからいなくなる理由はないのだから、と。だけど、

「…………」

　ベッドにて、眠ったまま、シーツに野生じみた寝ね相ぞうをしているミトツダイラを見つつ、浅間はゆっくりと身を起こした。

　辺りを見回せば、ここは確かに彼の部屋だ。時たま、喜き美みの術じゆつ式しきや勉強に付き合ったり、父から預かった調理用の術式符ふなどを持ってくるから、葵あおい家けは見慣れている。

　……でも、トーリ君の部屋に入るのは久し振りでしたね。

　部屋といっても、元々はリビングとして用意された八畳じようほどの空間だ。廊下と壁かべ無なしで繫つながっており、それをカーテンでＴ字に区切っている。軽食店側がわの空間がトーリの部屋で、逆ぎやく側が喜美の部屋という構造だ。

　浅間は、素す足あしで床ゆか板いたの上に立つ。横にある伝纂筐体ＰＣの机にはエロゲの箱が積まれて充実しているのが見えるが、

「あ、これ、私が毒どく味みしたヤツですね……。ちゃんとプレイしてるんですか」

　よしよし、と自分の苦労が報むくわれたことに浅間は納なつ得とくし、

　……い、いや、何か間違ってますよ何か！　あ、でも、これに付属してたヌンチャクデバイスもちゃんと繫つながってる！　こんなん上下に振って何が楽しいんですかね!?

　自分も毒味のためによく振った。しかし、

「喜美……？」

　部屋を仕切るカーテンをズラし、喜美の部屋を確認する。

　すると、喜美は寝ていた。毛布を纏まとった裸はだかで、自分達と同じように泊まった鈴すずを、そのほどいた髪かみごと深く抱いて眠っている。まるで親子のようだが、

　……どっちかっていうと、喜美の方が抱きついて来るんですよね……。

　思い、少々の安心と共に、しかし、先ほどからの不安は大きくなった。

　……トーリ君、何ど処こ？

　浅間は、廊下側のカーテンをズラし、覗のぞいてみる。

　廊下は左右にわたり、左は風ふ呂ろ場ばなどに行き、右は、トーリ達の両親の寝室と、店に繫がる。

　左に人の気配は無い。右奥の方も、だ。

　……トーリ君のお母かあさん達の寝室も、関係ないですしね。

　やや迷ったが、浅間はカーテンを開けて廊下に出た。靴を履はこうか迷ったが、どうせ後で水みず垢ご離りをするのが習慣だ。彼がいるかどうかを確かめるためなら、いいだろう。

　そして浅あさ間まは、右手側つきあたりにある店のドアに手を掛けて、

「…………」

　迷った。これでもし、彼がいなかったらどうしようか、と。

「いますよ、ね……」

　思い出すのは昔のこと。この不安が生まれたときのこと。

　……ホライゾンがいなくなったとき……。

　トーリも、三み河かわへと連れ去られ、いなくなったのだ。
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　浅間は、事故現場を見ていない。

　だからホライゾンがどうなったかも、トーリがどうなったかも、当時はよく解わかっていなかった。他の皆も大体そうだ。後々になって、ホライゾンが〝死んだ〟ということが伝わってきて、皆、喜き美み以外は、理解が出来た順に泣いたのだった。だが、

　……トーリ君がどうなったか、解らなくて。

　そして、泣かなかった喜美が、

「泊とまりに来て」

　と頼んできたのは、それからしばらくのことだった。

　父は、喜美が浅間神社に泊まりに来た方が良いと諭さとしたそうなのだが、

「トーリが戻ってきたとき、誰もいないと駄だ目めだもの」

　と、譲ゆずらなかったのだと言う。だから、自分もいろいろ心配だったし、昔から付き合いのある葵あおい家けに泊まりにいく興味もあった。実際、小しよう等とう部ぶに入る前は、父も忙しいことが多く、葵家に泊まりに行って、喜美とトーリと、後々にはホライゾンも加わって、店舗内に四人で床に布ふ団とんを敷いて寝たりもしたのだ。

　だから、喜美の誘い文句であった、

「お父さんもお母かあさんもいないから、好きな物作って食べられるわよ」

　というのも、また、魅み力りよく的であり、行こうと決めたのだった。

　……だけど……。

　泊まった最初の夜に、それはやってきた。

　この家の中、喜美の大きめのベッドに二人で寝て、そしていろいろと他愛たわいない話をしながらどちらともなく寝てしまった後。丑うし三みつつ時どきとよく言われる時間に、それは来た。

　それは、姿すがた無ないもの。莫ばく大だいな沈ちん黙もくと、闇やみの気配だ。

　青黒い闇の中。物の形が影の輪りん郭かくだけで捉とらえられる不ふ知ち覚かくの中。家には、自分達以外、誰もいないのは解っている。だけど、

「いる……？」

　静けさが、逆に、何かの気配のような重じゆう圧あつを生んでくる。そして時とき折おり生まれる家いえ鳴なりや、入り込んだ外気によって小さく揺れるカーテンが、

「────」

　誰もいないのに、何かがいるような気がする。

　人ではなく、自分達が知ち覚かく出来ないものが、しかしこちらを捉とらえて、見ているような気がする。家鳴りに聞こえるのは、壁をも通過するそいつの足音で、実はもう、ベッド横に立ってこちらを見下ろしているのではないかと、

　……そんな風ふうに思って……。

　気付けば、喜き美みがこちらにしがみついてきていた。そして理解したのだ。喜美が、泊とまりに来てと、そう頼んだ理由を、だ。

「……ねえ」

　喜美が、小さな声で問うてきた。

「ホライゾンが、来てるのかしら」

　そんなことは無い、とは言い切れなかった。死者の魂たましいを奉たてまつるのは巫み女この仕事でもある。

　ただ、霊れいという存在には区分もレベルもあり、幼い自分では、当時既すでに身の一部としていた義ぎ眼がん〝木葉このは〟があっても知覚出来ないものがあった。

　そういったものが、万まんが一いち、来ていたらどうしよう。更さらには、喜美はこう言ったのだ。

「……それとも、トーリなのかしら」

　解わからないまま、あの時の自分は、喜美を抱きしめ返していた。そして泣いた。

　彼は帰ってくると、いい加か減げんなことが言えなくて。自分達を浸ひたす沈ちん黙もくと闇やみが、何かの来訪ではないかどうかも解らなくて。ただ、

　……ずっと一いつ緒しよに遊んだり、家族付き合いしていたトーリ君が、いなくなったと……。

　周囲にある沈黙の気配が、彼の死んだものだったらどうしよう。

　もう二度と会えないという証しよう拠こだったら、どうしよう。

　自分達が何も出来ないまま、言えないまま、彼が消えてしまって、しかし、こういう夜に、何も言わず、触れることもなく、ただいるだけのものになってしまったのだとしたら、

「────」

　浅間は思い出す。あれから続いた泊まりの中で、一度だけ、勇気を持って、この家を探ったときがあったことを。

　家鳴りが起きたことを発ほつ端たんに、この廊下にある、店のドアを開けに行ったのだ。ひょっとしたら、トーリが帰ってきたのかも知れないと、そのくらいに響ひびく家鳴りだったと、記き憶おくはそんな風ふうに告げている。だが、

　……いなかったですね。

　開けて見た店の中は無む人じんで、家いえ鳴なりを起こした原因はどこにもいなかった。

　だが、誰もいないのに、いる気配があった。それは、

「トーリ君……？」

　死んでしまった彼が、来ているのではないか。

　だが、解わからない。いるのか、いないのかも、解らない。だから、

「いるなら、ちゃんと戻ってきて……、トーリ君」

　言ってから、己おのれの言葉に力がないということに気付いた。巫み女この修行は行っていて、優秀だとも言われていて、ええ、射しや撃げきは特に優秀どころか轟ごう秀しゆうくらいの勢いでしたが、御み霊たまとの対話には危険がつきまとうため、

　……私はまだ、そういうの、させて貰もらえなかったんですよね……。

　何も出来ない。それを悟さとった自分は喜美のベッドに戻り、二人で毛布を頭から被かぶった。

「……御ご免めんなさい」

　何を謝っているのか。それは、

　……トーリ君がいないこと、いなくなったことに対して、何も出来なくて、そして──。

　何もしてあげられない。

　手間の掛かる人だったというのは憶おぼえている。トラブルばかり起こしていた、と。自分は怪け我がの治ち療りようや謝罪の挨あい拶さつに駆かり出されることが多く、迷めい惑わくしていたのは確かだ。

　だけど、一番のトラブルに、何もしてあげられなかった。

「御免なさい……」

　以来、寝るときは灯あかりをつけ、トーリのベッドは浅くはだけた状態で保つようにした。沈ちん黙もくに負けないようにするためと、彼が戻ってきたとき、眠りやすいようにするためだ。

　しばらくの後に、彼は戻ってきたが、まるで違う人になっていて、

　……何だかよく解らなくなってしまったのを、憶おぼえてますよね。

　だが、彼は確かに一時期なりとも〝いなくなった〟し、あの頃の自分は、彼に何もしてあげられなかったのだ。

「……今、いるの？」

　ドアの向こうに彼がいなかった場合、自分はどうすればいいのだろうか。

　開ける。
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　青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽの中は、狭い窓から入る疑ぎ似じの陽光だけが光源で、薄暗かった。

　昨夜は皆で騒いでいろいろ言い合っていて、食べていたピザの匂においが残っている。だが、

「お？　浅あさ間ま、早かったな、起こしてしまったか？」

「──どうも、先に頂いております」

「おお、浅あさ間まもメシか？」

　影があった。それも三つ。正まさ純ずみと、メアリと、

「オメエ、水みず垢ご離りするんだったら、うちの風ふ呂ろが術じゆつ式しき対応だから祓禊みそぎ術式入れて使っとけよ。姉ねえちゃんが鍵かぎ開けて乱入すると思うけど」

　いた。

　彼がいる。こちらに声を掛けてくれている。その事実に浅間は安あん堵どし、しかし、内心を表おもてに出さないように努めた。何しろ今は正まさ純ずみもメアリもいるのだ。だから浅間は、馬鹿の言った台詞せりふを一度心の中で解かい釈しやくし、

「ば、馬鹿なことを……」

　浅間は、喜美が風呂に乱入してくるところを想そう像ぞうして、頰ほおに熱が来るのを自覚した。

　すると、席についてオムレツにナイフを入れているメアリが、笑みの顔で振り向いた。

「浅間様は、喜美様や精せい霊れい様と仲がいいんですね」

　精霊って誰？　と浅間は思ったが、馬鹿が胸を張っているのでそれ以上考えないことにした。ただ、一息をついて肩から力を抜くと、

　……全く……。

　良かった、と、改めてそう思った。十年前とは違うんですよね、と。

「トーリ君？」

「あ？　何だ？　オッパイか？　それ以上欲しいのか……？」

　意味が解わからない。が、いることは確かなのだ。

　もう、十年前のように、彼がどうなっているのか解らず、手を差し伸べられないということも、誰かが救いに行くことが出来ないというような、そんなことも生じない。

　良かった、と、改めて思ったとき、

　……あ。

　力を抜いた肩の動きに引っ張られるように、目め尻じりから粒がこぼれた。
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　思わず、泣いてしまった。

　それに気付いたのは、店の中にいる三人で、まずは正純が、

「葵あおい、お前、浅間に何をした!?　武蔵むさしの貴き重ちような遠距離攻こう撃げき系けい兼けん通つう神しん管理者兼うちのツキノワの親元だぞ！　店たな子ことして、必殺の〝遺い憾かんである〟攻撃を行うぞ！」

「長えよセージュン！　ってか、な、何もしてねえＹＯ！　ってか何か出来たか俺が今!?　おい、浅間、俺、今はオメエに何もしてねえよな？　してねえって言ってくれ御願いします」

「いえ、違いますよね？」

　メアリが、自分の目の前の空いた席を、手で示して言う。

「よくは解わかりませんが、──嬉うれしかったのですね？」

　静かな問い掛けに、浅あさ間まは思わず頷うなずきそうになって、

　……い、いや、ここで頷いたら何が嬉しかったのか、って話になって……。

　勝かつ手てに過去のことを思い出して、今を重ねて、そして我われ知しらずと安あん堵どで泣く。言って通じるものでもないだろうし、通じたら通じたで、それはまた恥はずかしいとも思う。

　だから、浅間は、ええと、と迷い、

「ちょ、ちょっとすいませんメアリ、食事の前に水みず垢ご離りがあるのと、あ、あと、靴も履はいてきてませんし、その、あの」

「んー、じゃ、オメエの分、適当な頃ころ合あいに作っとくぞ。早く行っとけよ」

　どうしてこの人は変なところで気を回すのか。ともあれ、浅間は、トーリの言葉を手掛かりに背を向けかけ、しかし、

「ええと、これからは？　学校に行く前に会議ですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、外がい交こうとして派は遣けんする大使を決める必要がある。該がい当とう者は、早ければ本日中に出しゆつ立たつして貰もらうことになるから、今の内に決めたい。──で、メアリ、クロスユナイトや立たち花ばなは──」

「点てん蔵ぞう様は、少々、思うところがあって昨夜の襲しゆう撃げきの現場検けん証しように出ておられます。

　あと、立花様お二人は、先程、酒さか井い学長から呼こ集しゆうがあったとかで」

「酒井学長から？」

　Ｊｕｄ．、とメアリは首を傾かしげながらも、こう言った。

「──武蔵むさしの戦力としての強化を考えたい、とか」
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「とまあ、そういうわけで、一人でも無む双そうの戦力が三人揃そろうとワクワクするよね」

　酒井家の屋や敷しき内。縁えん側がわに座り込んでいる酒井は、懐ふところ手でから顎あごを撫なでつつ笑った。

「あ、そう堅くならなくていいから。宗むね茂しげ君も誾ぎん君も、フツーにしてていいよ」

　Ｊｕｄ．、と言った、ジャージ姿の誾と宗茂が、玉たま砂じや利り上での正せい座ざを変えた。足先を、爪つま先さき立てて腰を軽く浮かせたのだ。その上で彼らは背せ筋すじを立て、

「今日は、どのような御用件でしょう？」

　誾が問うた言葉に、酒井は彼らの左を見る。肩を小さく、ベタな正座で座っている二ふた代よに視線を向けて、

「ダ娘むすめ君くん、ホントに、さっきの申し出、いいの？」

　え？　と二代が疑問する。だが、彼女はすぐに、ああ、と合が点てんの言葉を作り、傍かたわらに置いてあった蜻蛉とんぼスペアを掲げた。

「拙せつ者しやには、……これがあるので御ご座ざるから」

　己おのれを納なつ得とくさせるように、彼女は言う。

「──これにて、全まつとうするのが道にて御ご座ざる」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そう言うと思っていたし、そう言ってくれて安心するなあ、おじさんは」

　じゃあ、と、酒さか井いは笑みを立たち花ばな夫妻に向けて言った。

「武蔵むさし副ふく長ちようが不要と言うし、本ほん論ろんに入ろうか。──いいものがあるんだよね。〝武蔵〟さん」

　言葉を作りながら、酒井は後ろへ、部屋の方に手を差し出した。すると、彼の背後に立った〝武蔵〟が、

「これですか」

　黒くろ盤ばんの未み開封セットを五つ、〝武蔵〟は縦にして酒井の手に置き載せた。そして彼女は、累るい積せき音おんと共に思わずバランスを崩くずし掛けた酒井を無視して、

「……全く、押入れを探ったらいつの間に。何ですかこの〝パックス戦隊ゴケンテイ〟って。途と中ちゆうから仲間が加わって五人体制ですが、その際に〝気付いてみたらANUSが三人！　五人揃そろってゴケンテイ！〟って、受験の語ご呂ろ憶おぼえにもなりませんよ。──以上」

「ああ、うん、最初のはJANUSだからヤヌス発音だしねえ。あ、でもね〝武蔵〟さん、これ、前のヤツと同じローマフェアのときにポイントで買ったやつだから、お金使ってないからね？

　あと、御茶おかわりくれる？　駄だ目め？」

「それよりも、こちらでしょう。──以上」

　酒井を後しり目めに〝武蔵〟が縁えん側がわから庭に出る。彼女は据すえ置きのサンダルをつっかけて、

「……まだ、譲じよう渡とが完全に為なされていないので、見て頂くだけですが。──以上」

　と、地面と水平に掲げたものがある。

　それは一本の鋼はがね槍やりだ。

「──酒井様が、現役時代に使用していた準じゆん神しん格かく武ぶ装そう〝瓶かめ貫ぬき〟です。──以上」
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　誾ぎんは、掲げられた二メートル強の槍やりを見て呟つぶやいた。

「瓶貫……、確か、敵城じよう内ないにて、瓶の向こうに隠かくれていた戦せん闘とう員を、瓶ごと貫つらぬいたという、酒井様の武ぶ勇ゆう伝でんに基づくものですね？」

　しかし、

「瓶貫とは、……ぶっちゃけ、似たような名前が結けつ構こうありますね」

「誾さん、仕方ないですよ。戦国武ぶ将しようや剣けん豪ごうは何か割ったり切ったりぶち抜いてないと我が慢まん出来ない可哀かわい……、貴き重ちような生き物なんです。瓶とか竹とか石とかは普通に犠ぎ牲せい者ですが、碁ご盤ばん割ったりする強つわ者ものもいるのでバリエーションは豊かですね」

「よく考えると拙せつ者しやの蜻蛉とんぼ切ぎりも一種の動物虐ぎやく待たいに御座るなあ」

「いえ、蜻蛉切は停とまった蜻蛉が勝かつ手てに切れただけなので除外です。落ち着いて区分しましょう、武蔵副長」

「酒さか井い様、こんなこと言われてますが。──以上」

　まあまあ、と酒井が口くち端はに笑みを作って言う。

「宗むね茂しげ君、──これ、欲しい？」

「いいのですか？」

　と宗茂が問い返す。既すでに腰を上げている彼に対し、しかし、酒井は笑みで言う。

「いいけど、その前に、おじさんちょっとワクワクしたいんだよね」

「……試験、ですか？」

「二人一組でもいいよ？　あ、でも、相手するのは俺じゃないから。万まんが一いちあったらヤバいしね。俺、痛いの嫌きらいだし、だから──」

　酒井が手を叩たたくと、庭の中央に人ひと影かげが現れた。長身の侍じ女じよ姿だ。

　自動人形。彼女の名を、誾ぎんが確定した。

「〝浅あさ草くさ〟様ですね？」

「──Ｊｕｄジヤツジ．、一番艦艦かん長ちよう、参さん上じようしました」

　と、台詞せりふを作る彼女は、そこで〝以上〟としない。短い髪かみを揺らし、腰のハードポイントから外し抜くのは、

「三み河かわ製せい重力刀とう。これにて、試験としての御お相手を仕つかまつります。──以上」







[image: 第二十二章『霧立つ庭の冴え者』]
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　玉たま砂じや利りの庭の上で、二つの影が向き合っている。

　一人は、ジャージ姿の男子学生、

「立たち花ばな・宗むね茂しげ。──試験を御願い致します」

　もう一人は、侍じ女じよ服ふく姿の自動人形、〝浅あさ草くさ〟で、

「一番艦艦かん長ちよう式自動人形として、精せい査さ致します。──以上」

　と、離れた位置、屋や敷しき側に立つ誾ぎんが、宙に義ぎ腕わんの大きな手て指ゆびを翳かざした。波は紋もんのように流体光こうが広がり、最初にまず鳥とり居い型の表示枠サインフレームで紋もん章しよう陣じんが展開。そして、


《武蔵むさし上旧派カトリツク技術承しよう認にん：浅あさ間ま神社にて仲ちゆう介かい承認：確認》



　続く流れで、旧派紋章陣が重なり、その向こうから長ちよう剣けんが生はえてきた。誾の義腕が握り持つ為ための双そう剣けんだ。だが誾は、

「宗茂様、これを」

　双剣の柄つかを繫つないでいるアタッチメントを外し、二本の長剣を宗茂に放り投げた。無む造ぞう作さな、しかし義腕の投とう擲てきは風を割って宗茂への激げき突とつコースに乗る。

　大気の搔そう音おんが二つ鳴った。回転して飛ぶ二本の長剣は、しかし、宗茂に激げき突とつする瞬しゆん間かん。

「有り難う御ご座ざいます。誾さん」

　消えた。否いや、彼と向かい合う〝浅あさ草くさ〟が、顔の向きでそれを追っている。

　上だ。有あり明あけの天井が見える上方に、二本の剣が回転運動で舞っている。

「激突の瞬しゆん間かんに、手指を掛けて放り投げましたか。──以上」

「違いますよ。激突ではありません。あれが立花流の〝手渡し〟です。何な故ぜなら、──他の者に奪われてはいけませんからね。本来なら即そくこの手に握るところですが、今回は──」

　次が来た。三本目と四本目。それらを宗茂は直じかに手に取り、手首のスナップで両腰のハードポイントにセット。組み込みの音と同時に空に手を伸ばせば、一本目と二本目が落ちてきて、

「──摑つかんで準備完了。如何いかがでしょうか」

「御お見事かと判断致いたします。──以上」

〝浅草〟が告げて、両の手を左右に低く下げた。彼女の両手には、刃やいばの無い刀の柄つか鍔つばが一本ずつある。が、その柄先さきに白い霧きりが立ち始めた。霧は、ゆるりと伸び、しかし中央には何も作らない。作らないことで、そこに〝何もない〟刃が存在しているのが見える。

　長さは六十センチ。しかし、

「武蔵左右舷げん一番艦、後あと寄よせより認められた輸送艦かんの身分なれど、それ故ゆえ、武蔵住民の方々に御ご愛あい顧こ頂いていると判断しております。されど──」

　されど、

「武蔵左右舷一番艦、如何いかなる時も武蔵の行く手にあり、水みず先さき、方向、先せん導どうのありとあらゆるにおいて先頭を行く身分に御ご座ざいます。ならば──」

　ならば、

「武蔵むさし左右舷げん一番艦かん、その役目は武蔵の防さき人もり。補給の役、水みず先さきの役、しかし唯ただ行くだけではなく、切り開きの防人の役に御座います。だから──」

　だから、という言葉と共に、重力刀とうの長さが変わった。

　自動人形の特徴である重力制せい御ぎよ。その力を加か圧あつ補助として、二に刀とうの厚みと長さが変化する。見えぬ刃やいばは、霧きりの中央にて、長さ二メートルを超え、

「三み河かわ製、自動人形専せん用よう重力刀〝霧きり拓ひらき〟。──武蔵の〝武装〟としてグレーゾーンであるため、使用出来ておりませんでしたが、このたびは身み内うち内の訓練の一いつ環かんとのことで、使用許可を頂きました。──以上」

「身内と認めて下さいますか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と宗むね茂しげに言いつつ、〝浅あさ草くさ〟が前に出た。

「──武蔵の住人ならば、私どもにとって全て大事な身内に御座います。──以上」

　一歩のステップで、自動人形は宗茂との距離を無にした。
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　宗茂は、相手の動きを見ていた。

　自動人形と戦せん闘とうするのは初めての経験だ。

　人間に似ているが、違う相手。重力制御もだが、身体からだを機械的に制御するために、痛つう覚かくは無視前ぜん提てい、更さらには身体からだも人間の関かん節せつ可動範はん囲いを無視した動きを取るという。

　苦にが手てがあるとしたら、判断の累るい積せきは持っていても、心というものをほとんど持っていないので、機能として組み込まれた術じゆつ式しきか、外部燃料式の術式以外は使えないということだ。

　だが、任務には忠ちゆう実じつで、遂すい行こうの是ぜ非ひは彼女達の生き方を定てい義ぎする。

　似ているものがあるとしたら、物理攻撃を主体とする信しん念ねんの騎き士しだろう。

　興味深い。

　今、〝浅草〟が右正面から跳び込んできている。身体は前ぜん傾けいの低め、使用する武器は右手に持った重力刀だ。

　玉たま砂じや利りを鳴らし、一いち撃げき目めが来た。

　大おお振ぶりではない。右肘ひじは脇につけたまま、

　……腕が回る……!?

　胸前に掲かかげた刃やいばが、裏うら拳けんの要よう領りようで外に放たれるのかと思った。

　違った。

　下か腕わんが旋せん回かいする。宗茂から見ると、逆ぎやく時計回りに、停てい滞たい無く下腕が回った。そして停とまる位置は八時の方向。人間では出来ない動きだ。

　そこから逆ぎやく袈け裟さの一発が来た。

　宗むね茂しげは下がる。相手の動きを見て、見極め、今後の回かい避ひ動作の基準にしようとして下がる。

「と」

　左にバックステップしてかわした。大きくは動かない。離れすぎれば相手はこちらに狙ねらいを定めやすくなるし、足や手を狙われやすくなる。なるべく密着し、相手がこちらの胴どうしか狙えなくさせるのが常じよう道どうだ。

　足あし裏うらから玉たま砂じや利りの踏み音が響ひびき、距離をわずかに開ける。

〝浅あさ草くさ〟の初しよ撃げきは、こちらから見て左下から右上への逆袈裟。左に移動すれば、右腕を振った彼女の背側に出ることになる。

　宗茂は〝浅あさ草くさ〟の背へと回り込みながら動きを見る。相手の体重移動や踏み込みの無む駄だを読み、

　……これは……。

　あることに気付いた。その直後に、

「……!?」

〝浅草〟の右腕が追つい撃げきして来た。

　いきなりだった。それも、追い打ちの一いち撃げきは、

　……背!?

　右腕が、右の肩どころか、肩けん胛こう骨こつ部分までも動員して、背せ越ごしにこちらへと突き込まれて来た。まるで、背側こそが胸側だとでも言うように、人間では不可能な角度に深く曲がった腕は、しかし的確に刃やいばをぶち込んでくる。

　顔面狙ねらいだ。躊躇ためらいがない。回かい避ひする。突き込みに対して、下がろうとして、

「……っ！」

　宗茂は、下がるのを辞やめて左に加速した。〝浅草〟の背後方向へ。まず顔を振って、それに引っ張られるようにして全身を跳ばす。

　その判断が身を救った。

〝浅草〟が、突き込んでいた一いつ刀とうを手放したのだ。

　顔面狙いの一いち撃げきは砲ほう撃げきのように放たれ、宗茂の顔があった位置を深く抜いた。

　だがかわした。

　宗茂は全力で回る。〝浅草〟の背後に回って行き、

「お」

　気付いた。敵の攻撃は終わっていないのだ、と。

　放たれた右の一刀が宙に停止し、引き寄せられるのと同時。

「お待ちを。忘れ物です。──以上」

〝浅草〟の背を抱くように、こちらを迎え打つように、彼女の左腕が肩胛骨ごと背中側に回った。それも、霧きり拓ひらきの刃を既すでに振り抜く動きで、だ。

　背後に回ったこちらへのカウンター。斜め打ちの薙なぎ払いで捉とらえる一いち撃げきだった。

　回かい避ひしようにも、腕の動きを三六〇度回し続けられる自動人形だ。薙ぎ払いの軌き道どうは確実にこちらを捉えるし、下がって逃げても突き込まれる。更さらには、

「これは失礼。──正せい対たいせずに相あい対たいとは自動人形らしからぬ態度でした。──以上」

〝浅あさ草くさ〟が、首を回した。それも、背中側に、だ。

　宗むね茂しげを迎え撃うつ左腕は、その動きを乱さない。

　そして、右手が霧きり拓ひらきを引き寄せ終え、

「……！」

　右腕が、こちらを背後から襲おそう流れで重力刀とうをぶち込んで来た。肘ひじを一いつ瞬しゆん逆に曲げて、鞭むちのような動きを作った結果は、カウンターの左腕と合わせて、

「挟み込みに、なりますね。──以上」

　左右で高さを変えた挟きよう撃げきは、確実にこちらの胴どう体たいと腰を狙ねらっているが、

　……上下に避けても、補正して来ます……！

　人間ならば、不可能とは言わないまでも、強ごう引いんな動きだ。下へ手たをすれば腕を傷める。しかし、この自動人形は、関かん節せつや筋肉、腱けんというものを無視して行動する。

　ならば回避すべき方向とは、何ど処こだ。

「────」

　宗茂は判断した。シチュエーションは似ていないが、これから取る行動は、自分が受けたことのあるものだ。それは、

　……三み河かわの時のもの……！





●






　二ふた代よは、視し界かいの中央で宗茂の動きを捉えていた。

　……あれは──。

　宗茂が、無む造ぞう作さに、〝浅草〟の上を歩いたのだ。

「失しつ敬けい」

　言葉をつけ、前ぜん傾けいで、〝浅草〟の、後ろを向いたままの腰に足を掛け、

「────」

　まるで、どこにでもある階段を上るような動作だった。

　軽く、重さが無い。そして、

　……三河で、拙せつ者しやが宗茂殿どのに対して行った動作……！

　自分が扱う加速術じゆつ式しき〝翔しよう翼よく〟は、速度を上げるのに邪じや魔まな要よう員いんを禊みそぎ祓はらいでいく術式だ。だからそれが累るい積せき展開で高度化した時、障しよう害がい物ぶつは平地と変わらなくなり、激げき突とつの攻撃すら、タイミング次第で単なる足場となる。

　二ふた代よには出来る技で、だから三み河かわでの相あい対たい時じ、行った。しかし、

　……宗むね茂しげ殿どのは、術じゆつ式しきを使っておらぬで御ご座ざる……！

　実力だ。術式など無しの、本当の体たい術じゆつと力量が為なす技だ。

「く……」

　無意識に行われる彼ひ我がの比較に、二代は息を詰めた。

　屋や敷しきの方、酒さか井いが誾ぎんに問い掛ける声が聞こえる。

「体重制せい御ぎよだねえ。誾君、そういうことだろ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、元々、宗茂様の得え手ては、バランス感にあります。刃やいばの上に立ったり、──空中の埃ほこりを蹴けって真まっ直すぐ跳ぶなど、バランスの能が無ければ出来ません」

　宗茂が、〝品しな川がわ〟の肩を越え、向こうへと降りていく。

　それをこちらと共に見る誾が、ほ、と息を吐くのが聞こえた。

「……武蔵むさし外がい縁えんや太ふと縄なわ通路、揺れる足場や壁かべ昇のぼりによる、身しん体たい能力やバランスの鍛たん錬れん。そして襲しゆう名めい解かい除じよによって失った収入ゆえの摂せつ生せい。更さらには──」

　誾が目を細めた。

「まあ、私のことなどどうでもいいでしょう。これでいてまだ、私達が望む理想には、まだ届いていないのですから」

　成なる程ほど、と応じる声があった。〝武蔵〟だ。

　彼女は酒井の横、縁えん側がわに正せい座ざしながら、着ちやく地ちする宗茂を視線で捉とらえ、

「ですが、うちの一番艦艦かん長ちようも、大したものですよ。──以上」

「大体の所は理解出来ております。今後の流れも」

　誾が、表情を改めて告げた。

「御ご随ずい意いにどうぞ。──それを宗茂様も望んでおります」

　言った直後だ。二代は、冷えを感じた。

　……霧きり？

　霜しもを纏まとうような薄うす霧が、大気に舞っていた。

　どういうことに御ご座ざる、と思う視し界かいは、あるものを見た。

　宗茂に乗り越えられた〝浅草〟が、二つの動きを見せたのを、だ。
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〝浅草〟は動作した。

　……行きます！

　振り抜きながらもかわされた両の攻撃、その両腕を背から前に大きく回し、己おのれの身体からだを抱いたのだ。

　抱ほう擁ようの動きは、身を起こし、宗茂へと振り向くものだが、そこで終わらなかった。

「────」

　彼女の両りよう袖そでから宙に投じられたものがある。

　追加の二に刀とうだ。

　しかし、霧きり開きの刃やいばを得るのは、それだけではなかった。スカートやエプロンの裾からも、脇わき差ざし型の重力刀とう二十四本が宙にこぼれ、更に大刀四本が宙から出る。

「総数、三十二。出力など、経けい路ろの安定が見込めましたので、御ご提供致いたします。──以上」

　全てが、一気に霧きりを放った。

　周囲一帯を白く染め、大気を冷やしながら、〝浅あさ草くさ〟は宗むね茂しげに振り返る。

　こちらを越え、着ちやく地ちし、やはり振り返ろうとする彼に対し、彼女はもはや一いつ刀とうを構えない。全ての刃を重力制せい御ぎよで空中に住まわせ、攻撃を狙ねらう。

　本来ならば、不可能な行動だ。ここまでの数を単たん体たいで制御することも、出力加か圧あつすることも出来ない。出来たとしても、負ふ担たんが強いために、後の業ぎよう務むに支し障しようをきたす。それを可能としているのは、

　……〝品しな川がわ〟！

　自分と同じ、一番艦艦かん長ちようの自動人形。己おのれの同型として作られた彼女が、共通記憶で手助けをしてくれている。こちらの視覚、聴ちよう覚かくや体たい幹かんバランスから得た情報だけではなく、周しゆう囲い艦上の感覚素そ子しを動員して宗むね茂しげの動きをデータ化しているのだ。
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　結果として、こちらはただただ動くことに集中が可能だ。更さらには、

「……！」

　大だい刀とう四本、小しよう刀とうにして二十八の制せい御ぎよと、出力負ふ担たんも、自分だけではなく〝品しな川がわ〟がいてこそのものだ。

　卑ひ怯きようだとは思わない。何な故ぜなら、左右舷げんの対つい艦かんは、それぞれ同じものだからだ。それを管理する自分達も、同型機であり、他の艦かん長ちよう式しき自動人形達よりも密接な存在だ。

　だから自分も、〝武蔵むさし〟も、ここまでずっと言い続けている。

　相手をするのは〝浅あさ草くさ〟ではなく、

　……一番艦かん艦長です……！

〝浅草〟は動いた。両の腕を広げて宙を摑つかみ捻ひねり、込めた力に大小三十二の刃やいばを連れん動どうさせて、

「行きます」

　これは試験だ。それは解わかっている。だからこそ、全力で試さねばならない。何故なら、

「〝武蔵〟の防さき人もり、その役こそが、新しき力を持った護まもりの力こそが、今後の武蔵には必要なのですから」

　だから、改めて、〝浅草〟は言った。

「……道を示しましょう、一番艦艦長の防人の術、〝霧きり拓ひらき〟……！　──以上」

　全周の霧を刻み重ね、形かたち無ない刃やいばが宗茂に向かった。
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　宗茂は跳ちよう躍やくした。

　距離を取る。今までとは方針が違うが、

　……危険です！

　大量の無む刃じん刀とう。更さらには出力強化で長さは自在だ。その重じゆう層そうとも言える連れん撃げきは、

「──!!」

　先程まで自分がいた位置を、雨のように霧が刻んだ。白の色が広がり、裂かれ、その向こうに〝浅草〟が一いつ瞬しゆん見え、

「っ!?」

　霧を抜いて大刀が飛んで来た。

　身を低くしてかわす。更には左に低てい姿勢で跳んだ。何故なら、

　……重力制せい御ぎよ！

　こちらの頭上で停とまった大刀が、まっすぐ下に落ちたからだ。

　宗茂は、両の手で玉たま砂じや利りの庭を削けずるほどの低い姿勢で、左に逃れた。

　その上で、追つい撃げきが来る。〝浅草〟が腕を振るなり、小刀の十六本が打ち水のようにこちらへと跳ね飛んで来たのだ。更には、

「如何いかがでしょうか。──以上」

　打ち水の刃やいばを越えるように、二本目の大だい刀とうが飛んできた。

　身を低くしたこちらにとって、最悪の攻撃だ。

　振りかけられる刃は、左右への回かい避ひではかわし切れない。だが、上に避ければ大刀だ。後ろに跳ちよう躍やくして距離を取ろうにも、今の前ぜん傾けい姿勢では不可能だ。

　打ち水の刃をくぐり行けば何とかなるとは思うが、

「……玉たま砂じや利り！」

　足場は、玉のような石の敷き詰めだ。強く踏み込めば崩れて乱れるしかない。

　ならば、と宗茂は思った。

　それでも行くしかないのだ、と。
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　さてどうだ、と酒さか井いは思った。

　刃の群を前に身構えた宗むね茂しげを見て、酒井は思った。これを越えるくらいじゃないと、武蔵むさしのこれからを担になう主力としては、

　……厳きびしいよねえ。

　そして、酒井は思った。これから起こるであろうこと、見えるもの、それを真っ正面から受け止めた上で、

　……どうだろうねえ、ダ娘むすめ君くん。

　酒井は、二ふた代よに対してこう思う。君は、これから受け止める全てに、匹ひつ敵てきしていかなければならないんだよ、と。何故なら、東西の無む双そう同士として、そして何よりも、

「今はまだ、〝ダっちゃんの娘こ〟だもんねえ」

　小さく呟つぶやき、酒井は目を細めた。宗茂が全身の力を抜き、身体からだを更に前に倒し、

　……行くか。

　見せて貰もらおうか。西さい国ごく無双の名をいずれ得ようとする有望株かぶの再スタートを。だから、

「────」

　酒井はふと、両手を構えた。そして両の手の平を椀わんのように当てて鳴らし、

　……さあ、二人とも。

「スタートだ」

　言うのを合図とするように、視し界かいの中で宗茂が瞬しゆん発ぱつした。
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〝浅あさ草くさ〟は、それを見た。

　霧きりの舞った先、切り刻んだ行く手、そして己おのれが見て、〝品しな川がわ〟も知覚していた先せん端たんから、

　……え？

　玉たま砂じや利りの庭に、大だい刀とうが叩たたき込まれ、十六本の小しよう刀とうが突き刺さった。しかし、

　……立たち花ばな様が……。

　いない。

　消えている。否、ただ、あるものがある。霧きりと重力刀とうが連れん斬げきした空間に散っているのは、小さな光。流体光の残ざん滓しだ。そして、それが散っていると言うことは、

『〝浅あさ草くさ〟！　──左手です！』

　振り向くより先に、〝浅草〟は左手をそちらに突っ走らせた。位置は〝品しな川がわ〟が捕ほ捉そくしているのだ。ならばこちらはそこに最速の一いち撃げきを叩き込むだけだが、

『〝浅草〟！　敵が軌き道どうを変えます！』

　一いつ瞬しゆんで、敵の突つい撃げきパターンが八十四通りで送られてきた。その内、可能性の高いものが、自動人形の高速判はん断だんによって絞しぼられ、〝品川〟の結論は、

『七番目！　それでカウンターになります！』

〝浅草〟は、〝品川〟の言う通りに膝ひざを崩した。膝関かん節せつを抜き、身体からだを前下に、膝関節一つ分だけ落としたのだ。そして左の一いつ刀とうを、〝品川〟の指し示じ位置に叩き込んだ。

　手て応ごたえがあった。

　直後に、左から右に、頭上を飛び越えていったものがある。

　風だ、としか、〝浅草〟には知ち覚かく出来なかった。それも、勢いある風だ、と。

　強風に揺れた視覚が乱れ、視覚情報が補正映えい像ぞうの甘さを得る。

　だが、その煩はん雑ざつも一瞬だ。すぐに画像も復帰し、

『〝品川〟、見事です』

　と、〝浅草〟は静かに告げた。何しろ、今、眼前の庭を削けずって落ちるのは、

『立たち花ばな様の長ちよう剣けんの刃やいば。……先ほどの反射迎げい撃げきで叩き切っていなければ、こちらの頭を割られていたと判断出来ます』

『〝浅草〟……？』

『Ｊｕｄジヤツジ．、何でしょう』

『……いえ、私の方に、知覚系けい全てを任せているということですね。〝浅草〟、右手を確認して下さい』

　言われ、〝浅草〟は右の手を見た。

　手て袋ぶくろが、無くなっていた。

　……これは……。

〝浅草〟は気付いた。右の肩に、外された右の手袋が載っているのを、だ。

　それだけではない。

　肩に、追加されるように載るものがあるのだ。

　頭部につけている、髪かみ飾かざり型の感覚補助素そ子しだ。
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「────」

　言葉を失った〝浅あさ草くさ〟は、素す手でとなった右手を肩に乗せた。

　髪飾り。侍じ女じよのシンボルとして頭を飾るものが、外され、手て袋ぶくろと共に肩上に置かれている。

　今の擦すれ違いの中で行われたものだろう。

　警けい告こくだ。

　自動人形の重力制せい御ぎよは、主に手や腕の動きをモーションコントローラーとするものだが、

　……そこに干かん渉しよう出来ると、そういう警告ですね。

　頭部の飾りを奪ったのも同じだ。侍女式自動人形としての存在に、干渉出来ると、そういう警告なのだ。

　……成なる程ほど。

〝品しな川がわ〟から送られてくる情報を確認しつつ、〝浅草〟は右を向いた。

　距離三十メートルの位置に、玉たま砂じや利りを長く引っ搔かいて着ちやく地ちした宗むね茂しげがいる。刃やいばを断たれた剣を持つ右手を前に、地面につき、こちらに対して前ぜん傾けい姿勢だ。

　いつでも行けると、そういう身構えだろう。しかし、すぐに動いてこないのは、こちらに警告を放ったという証しよう拠こだ。

　止めるなら今だと、相手は言っている。

　しかし、〝浅草〟は、まず、一つの答えを見せた。

　髪飾り型の感覚補助素子を、地面に置いたのだ。

「──続行です。──以上」

　言って、〝浅草〟は、肩に乗っていた手袋を自分と彼の間に投じた。

「さあ、見せて頂きましょう。貴方あなたが何をして、先程の攻撃をかわしたのかを。何な故ぜなら、私は試験官であり、しかし──」

　恥はじという言葉を覚かく悟ごで、〝浅草〟は全ての刀を戻し、

「──見せて下さい。新しき防さき人もりの力を。──以上」

　全力という言葉を、〝浅草〟は〝品川〟と共に宗茂へと叩たたき込んだ。
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　右う舷げん一番艦。前部甲かん板ぱんにて、モップを動かす手を止めている自動人形がいる。

〝品川〟だ。

　周囲、他の侍女式自動人形達が掃そう除じを続行する中、彼女は目を伏せ、

　……補正を。

　奥おく多た摩まにて試験戦せん闘とうを行っている〝浅あさ草くさ〟に対し、情報を送る。それは、宗むね茂しげが見せた移動術の速度と距離を割り出し、更さらには彼が行った体たい術じゆつバランスの考こう慮りよも行ったもので、

『〝品しな川がわ〟、──霧きりの谷を作って下さい。そして中央に、刃やいばを』

　宗茂が来ると思われる軌き道どうを、一直線の最さい短たん距離を〝品川〟は判断した。

　この若者は、〝試験〟において、迂う曲きよくするような道を選ばないだろうと、そんな判断だ。彼は、一直線の疾しつ走そうを好む人。それのみで得られた答えこそが、試験の回答として相応ふさわしいと、そう考える人だろうと、〝品川〟はそう判断した。

　だから、彼に対してのこちらの試験問題は、一つだ。

　三十二の刃を、全てカウンターで叩たたき込む。相手の移動。攻撃。身動きに至るまでを感知し、それに対して的確な干かん渉しようとしての攻撃を打ち込む。そのために、

『来て下さいませ。──挑ちよう戦せん者しや』
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　宗茂は、刃の構えを防ぼう護ごと見た。

　居い合あいにも似た、どちらかというと低く構えられた重力刀とうの霧きりの群に、

「……行きます！」

　宗茂は、確実な速度を己おのれに叩き込んだ。
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〝浅草〟は、刹せつ那なの時間で、宗茂が霧きり拓ひらきの半なかばまで到達した事を悟さとった。

　……速い！

　自動人形の判はん断だん速度は、人間の一千倍以上を基礎とする。最速では百万倍近くにまで達することが可能だ。しかし、どのような判断速度を持っていても、苦にが手てなものがある。

　初しよ見けんの事実だ。

　対策マニュアルも何もない。幾いくつもの対たい処しよを列れつ記きすることは可能だが、何が最善かは解わからない。宗茂が作ったのは、それほどの、〝浅草〟と〝品川〟にとって不ふ知ちの速度だった。

　無む論ろん、速度だけならば、航こう空くう艦かんや魔女テクノヘクセン達の航空移動術じゆつで、似たようなものがある。宗茂が違ったのは、それが、

「……創作術じゆつ式しきです！」

　彼の足。両の踵かかとの後ろに、現れては消える鳥とり居い型の紋もん章しようがある。

　今までの、何のデータにもない術式。それをもって宗茂が加速した。
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「あれは……」

　二ふた代よは、妙みようを感じていた。

　神しん道とう式しきの創作術じゆつであるのは確かだ。しかし、自分の使う〝翔しよう翼よく〟がそうであるように、

　……神道式の加速術ならば、移動先に出ていなければならぬ筈はずに御ご座ざる！

　神道は禊祓みそぎの術だ。不要なものを祓はらうというルールゆえ、加速術は〝行く先にある加速の邪じや魔まをする因いん子しを祓う〟というものになる。それゆえ、〝翔翼〟などは、膝ひざ前まえや足の甲こうに展開するのが常だ。

　だが、宗むね茂しげは違った。それは常に足あし裏うら。爪つま先さきや踵かかとの下に表ひよう示じされ、

「──！」

　食らい掛かるように、こちらの視し界かいの中で彼が加速した。

　おかしい。

　一歩一歩は、遅く見える。だが、何な故ぜ速い。その答えは、

「試験段階ですが、乗れているようですね」

　横にいる誾ぎんが、じっと、彼を見ながら呟つぶやいた。

「旧派カトリツク術式の加速術を神道式に叶かなえようとしても、不可能でした。考え方が根本から違いますからね。──ですが、宗茂様の好む加速法は、踏み込みに応じた強い加速です。神道式の、前に出す足に速度を与えるようなものとは違います」

　だから、

「私達は、こうも考えたのです。神道式にあり得ない加速を望むならば、神道式の加速術式におけるルールを無視していこう、と。そして──」

　そして、誾は言った。

「何とか、作り上げる目め処どが立ちました。己おのれが加速するために、〝行き先を禊祓する〟のではなく、〝加速用の足場の不純を消す〟という、逆ぎやく式しき加速術〝駆かけ爪づめ〟が」
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　誾は、宗茂の疾しつ走そうを見ていた。

　今、彼を走らせている術式。〝駆爪〟と名付けた逆式加速術は、それ単体では何の加速能力も持っていない術だ。

　足が踏む場所。加速用の足場と設定した場所から、加速の邪魔となる不純を全て消し、踏むごとに、踏んだ分だけの加速力を累るい積せきさせる。

　それだけの術だ。

　元々は、要かなめ石いしを設定する際の術式で、術を掛けたものを不ふ動どうとする。そんな術式だった。

　この術の目的は二つ。確実に加速力を返す足場を作るということと、そこで得た加速を累積するということだ。

　足場から得られる加速力は、それを踏む人間の脚きやく力りよくに従う。

　ならば、脚きやく力りよくのある者が、これを踏み続ければ、どうなるか？

　単純に踏み続ければ、累るい積せきした力を扱い切れなくなって、いつか吹っ飛ばされるだろう。

　しかし、その力を、制せい御ぎよ出来るバランスの持ち主がいたならば？

　それらの疑問を、全て叶かなえることの出来る人間が、一人いる。

　……宗むね茂しげ様。

　元がん来らいの脚力はまだ戻っていない。だが、壁かべ昇のぼりや悪い足場で培つちかったバランス感は、制せい御ぎよすべき脚力を確実に捉とらえている。

　まだ、完全ではない。この術じゆつの精せい度ども、彼の身体からだも、まだまだだ。

　未み熟じゆくだ。

　だが、いずれこれが完成したならば、速度上限である、担当神しんの最高速度にまで到達出来る筈はずだ。

　だからこそ、誾ぎんは告げた。霧きりの刃やいばの群を行く彼に対し、

「頑がん張ばって下さい、宗茂様……！」

　直後。霧の群が動作した。

　宗茂の初速に対応出来ていなかった〝浅あさ草くさ〟が、迎げい撃げき動作に入ったのだ。既すでに宗茂に抜かれた刃やいばをも戻し、

「……！」

　追つい撃げきと、カウンターの斬ざん撃げきが、高速の連続で宗茂を襲おそった。
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　宗茂の判断は一つだった。

　後ろ、横、下からも上からも、前からも、重力刀とうの連れん撃げきが来る。

　重力刀の刃には、長ちよう剣けん程度では防ぼう御ぎよとならない。見えぬ、強力な断だん裂れつの力そのものだ。

　だが、宗茂は恐れずに行き、判断を下した。

　……足場を踏む。

　それだけだ。

　周囲に重力刀の斬撃は多くあれど、宗茂は、霧を割る透とう明めいな刃を回かい避ひし、

「────」

　重力刀の柄つかを踏み、

「……っ！」

〝駆かけ爪づめ〟で蹴けりつけ、加速した。

　快音が響ひびいた。

　蹴りつけられた重力刀は、その方向に吹っ飛ぶ。

　軽いのだから当然だ。

　だが、その分の加速は、〝駆かけ爪づめ〟によって宗むね茂しげの足を押す。それはかすかな加速力かもしれないが、既すでに彼の身体からだには累るい積せきされた速度があるのだ。だから、

「行きます……！」

　宗茂は、回かい避ひ専せん念ねんで、重力刀とうの斬ざん撃げきを、その根本を突っ走った。
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　……行こう。

　跳ねるように、駆かけるように、そして挑いどみ掛かるように宗茂は行った。

　体の向きどころか、上下さえも逆転させ、宗茂は地面と重力刀を蹴けって行く。

　駆け上るようだ。

　全身を振り、越えた一いち撃げきの柄つかを蹴り、返す身で大だい刀とうの鍔つばを蹴り、そのたびごとに速度を上げ、かいくぐっては、追つい撃げきの刃やいばまでも、

「……！」

　その鍔つば元もとを蹴り、爪つま先さきを削けずられながらも宗茂は加速した。

　前に行く。

　巻き上がる霧きりを吹き飛ばし、玉たま砂じや利りの一つ一つを加速足場として愛いとしく思いながら、

「おお……！」

　久しぶりに声を出したと、宗茂はそう思った。

　何い時つ振りだろうか。

　……あれは確か──。

　三み河かわだ。武蔵むさしに近い関せき所しよの広場にて、当時は武蔵の暫ざん定てい副ふく長ちようだった本ほん多だ・二ふた代よと向かい合った時だ。

　あの時、全力を出し、叫びを上げた。

　そして、破れて以来、全力を抑えていた。己おのれの身を壊こわさぬよう、鍛たん錬れんを乱さぬよう、じっと抑えていた。

　その抑えは、これからも続くだろう。自分はまだ、完全ではないのだ。だからきっと、この戦いが終わった後も、また静かな鍛錬の時間に回かい帰きする。しかし、

　……今は……！

「──！」

　咆ほう哮こうを挙げ、宗茂は前に全身をぶち込んだ。

　手を伸ばした。前に、だ。

　加速力の入った身は、搔かき毟むしる手は、風を起こし、霧きりを吹き飛ばした。

　そこに敵がいた。〝浅あさ草くさ〟だ。

　辿たどり着いたと悟さとった瞬しゆん間かん。しかし、宗茂はある行動をとった。

　加速したのだ。

「っ！」

　一直線に、宗むね茂しげは右の断たれた長ちよう剣けんを振りかぶり、〝浅あさ草くさ〟に突とつ撃げきした。
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〝浅草〟の迎げい撃げきは、残る二本の大だい刀とうによるものだった。

　正面から来る宗茂に対し、彼女は何の躊躇ためらいも無く、

「来ましたか。──以上」

　二に刀とうを、交こう叉さするように叩たたき込んだのだ。

　対する宗茂は、両の肩を断つような双そう撃げきの軌き道どうに対して恐れなかった。加速しながら、しかし彼が右の剣を放つ相手は、〝浅草〟ではなかった。

　地面だ。

　右の剣、先程半なかばから断たれた一本は、しかし確実に宗茂の右前の地面に突き刺さった。

　加速の担にない手は、ただ、全てを足場とする。己おのれが刺した刃やいばさえも、だ。

　だからというように、宗茂は突き立つ剣を上から回り込ませた足で踏み、速度を上げた。

　彼は前に加速する。〝浅草〟の交叉する刃を、一いつ瞬しゆんでくぐり抜ける。

　敵の懐ふところに入った。その筈はずだった。

〝浅草〟が下がっていた。交叉する大だい刀とうが巻き起こす霧きりを盾たてに、大刀の位置は変えず、己の位置だけをバックステップで下げていたのだ。
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〝浅草〟は、〝品しな川がわ〟ともども理解した。

　現状、ここで決着だ、と。

『〝浅草〟！』

　解わかっている。こちらの振り上げる手に、回転して届くものがあるのだ。

　先に放たれていた二本の大刀だ。交叉打ちの間に引き戻していた先の二本を、〝浅草〟は重力制せい御ぎよで捉とらえ、身を起こす宗茂に対し、真まっ直すぐ狭く打ち込んだ。

「行きます！　──以上」

　垂すい直ちよく落おとしの刃は、しかしかわされた。

　宗茂が、先に交叉打ちした大刀の柄つかを、〝駆かけ爪づめ〟で蹴けり飛ばしていたのだ。

　右だ。

　だが、〝浅草〟が振り返る目で見たのは、地面に突き立てられた二本目の長剣だった。

　足場として用いられた二本目。その刃は振動している。術じゆつ式しきの散った光もついている。

　宗茂が、こちらの振り返りよりも早く、剣を差して蹴り飛ばし、方向転てん換かんした証あかしだ。

　……何という速度と判断力！

『〝浅あさ草くさ〟！　──背後です！』

　解わかっている。先に放った交こう叉さ打うちの二本は、既すでにこちらの手元に来ている。

　だから〝浅草〟は、〝品しな川がわ〟の指示に全てを委ゆだね、攻撃を放った。

　両肩の駆く動どうを解かい除じよし、掲かかげ直した両の大だい刀とうを、勢い任せに真後ろへ回し落としたのだ。

　人間では不可能な動き。それを用いて、

「如何いかがですか！　──以上！」
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　誾ぎんは、最後の動きを見ていた。

　上から振り下ろされる二に刀とうに対し、宗むね茂しげはまず、布ふ石せきを打った。

　腰から外していた己おのれの長ちよう剣けんを、横にして、振り下ろされる二本の大刀の下へ投じたのだ。

　……あれは──。

　誾は、宗茂の意図を読んだ。

　そして、彼がもう一本の長剣を下段から振り上げるのを見て、確信した。

　……お見事です！

　思う正面。宗茂が打ったものがある。それは、〝浅草〟でもなく、彼女の双そうの大刀でもなく、

「先に宗茂様が投じた横向きの刃やいば!!」

　下から打たれた長剣は、横向きのまま跳ね上がった。

　続く瞬しゆん間かんで、その長い刃が断つものがある。

　振り下ろされる二本の大刀の鍔つば元もとだ。そこに、跳ね上がった横向きの刃が食い込み、

「……っ！」

　宗茂が、横向きの一本を下から担いで押すように、長剣を振り上げた。

　破壊音と言うよりも、裂さく音おんが響ひびいた。

　振り下ろされる双そう刀とうの柄つかが鍔近くで割れ、重力刀とうが破は裂れつした。

　風が破は片へんに散った。

　見えぬ刃が消え、響く音ね色いろは張り散れる風の音。霧きりは巻き、しかし、その中で宗茂が動くのを誾は確かに確認した。そして宗茂は、振り向き掛けた〝浅草〟を止めるように、

「失しつ敬けい。出力系の解除をさせて頂きます」

　長剣を用い、〝浅草〟の首と脇わき、そして腰のハードポイントを突き砕くだいていた。
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「……終わったね」

　風が巻き、しかしそれによって霧が晴れていく庭を、酒さか井いは見ていた。

　横に座る〝武蔵むさし〟が、無表情に、

「庭を直す費用はどこから出ますか？　──以上」

「いや、俺の家だから、俺の懐ふところかなあ……」

「……学長職しよくの給料の出元は、税金ですね。──以上」

「い、いや、俺の手元に来たら俺の金だよ？　そうだよね？」

　と呼びかけた先、広い庭の上には二つの影があった。

　攻撃を終えて長ちよう剣けんを収めた宗むね茂しげと、彼に振り返る〝浅あさ草くさ〟だ。

　風の中、ややあってから、〝浅草〟が宗茂に一礼し、

「……御お手て数かずをお掛け致しました。──以上」

「いえいえ、こちらこそ」

　と、言って一礼した宗茂が、尻しりから玉たま砂じや利りの上にへたり込んだ。彼は、空を見るように胡座あぐらをかき、

「誾ぎんさん、すいません、何か食べるものありませんか？」
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　誾は、苦く笑しようで立ち上がる。

「いつもの朝の準備くらいしかありませんけど、それで宜よろしければ」

「いやあ、有り難いです」

　と座り込んで笑う彼を見ていると、誾は、武蔵に来て良かったと思う。

　……三征西班牙トレス・エスパニアでは、〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の使い手、八はち大だい竜りゆう王おうの一人として、そしてまた、西さい国ごく無む双そうの立たち花ばな・宗茂として、随ずい分ぶんと重じゆう圧あつを得ておられましたから。

　彼が、疲れて座り込む光景なんて、自分との訓練でもなかなか無かった。それが今、自分以外の人の前でも自然と行えて、笑えるようになっているのは、どことなく寂しくもあるが、

「？　どうかしましたか？」

　と彼がこちらを見ている時間も増えたので良しとする。しかし、

「宗茂様、あまり、先ほどのような勝負の付け方はよくありませんよ」

「え？　……ハードポイントパーツは、その人の生命維い持じなど預かるものですから」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝浅草〟も頷うなずいた。

「私に〝死〟を与えたと、そう解かい釈しやくしていいかと。──以上」

　と、〝浅草〟が告げた瞬しゆん間かんだ。〝浅草〟の各ハードポイントパーツに接続されていたエプロンや、肩のフリル袖そでなどが、一気にパージした。

「……え？」

　何が起きたのか理解出来ていない〝浅草〟は、一いつ瞬しゆんだけ、宙に泳いだエプロンなどを搔かき抱こうとして間に合わず、胸と脚あしの間を隠かくして座り込んだ。

「……!?　──以上」

　自動人形としてパターン的に組み込まれた反応なのか、冷静な部分と、不ふ慮りよの事態へ対たい処しよ出来ないことへの表現が重なっているらしい。〝浅あさ草くさ〟は半なかば思し案あんしたような顔に、思考熱ねつか、頰ほおを赤くしている。

　屋や敷しきの方では、〝武蔵むさし〟が〝浅草〟のスペアとなる上着を探りに簞たん笥すへと向かった。そんな動きを見ながら、座り込んでしまった〝浅草〟に平ひら謝あやまりする宗むね茂しげを見て、誾ぎんはまた苦く笑しようする。

　そして彼女は、立ち上がり、彼の方に行こうとして、

　……え？

　ふと、言葉を聞いた。それはごく小さな、聞き取れないような呟つぶやきの、

「────」

　二ふた代よだ。こちらの横にいた筈はずの二代が、一歩下がって立っており、頭を皆に下げていた。

「拙せつ者しや、先にお暇いとま致すで御ご座ざる」

「ああ、ダ娘むすめ君くん、さっきの話の資料は〝武蔵〟さんから送って貰もらうようにしとくから」

　酒さか井いが、手を軽く挙げて、終了の言葉を作った。

「忙しいだろうけど、もし会ったら、他の連れん中ちゆうにも言っておいて。──今はケッコー、無む茶ちやしてもいい時期だと思うよ、ってね」







[image: 第二十三章『青の場の青き思い人』]
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　その空間には、何もなかった。

　部屋だ。窓からは武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの校庭と、昇降口前まえの陸りつ橋きようが見える場所。

　前側校こう舎しや三階の生徒会室だった。朝日を模もした表示枠サインフレームに窓外から照らされる中、室内には、二つの影があった。

　極きよく東とう女子の夏服にエプロンと三角巾きんをつけた大おお久く保ぼと、同じ格かつ好こうの加か納のうだ。大久保は、眼鏡めがねをかけ直し、部屋の隅すみから隅までを見渡し、

「……さて、これだけ片したらええやろな。変な人形やいやらしいゲームとか、そんなばっかで、ろくなもんやあらへんかったなあ……」

「全部私ども風ふう紀き委員で保管する段取りをつけたので、歴れき代だい生徒会の不ふ真ま面じ目めな活動に対する証しよう拠こにはなるかと」

　と、加納が出入口を見る。大久保も振り向いた先、廊下には、パッケージアートの施ほどこされた白しら木きの箱が幾いくつも重なっていた。

　半はん目めになる大久保の横、加納も同様の表情を作り、

「記録によれば、ここが使用されるようになるのは酒さか井い学長の代以い来らいとか」

「酒井学長、三み河かわやろ？　何で使うてたんや？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、酒さか井い学長が教きよう皇こう総そう長ちようと抗こう争そうする際、移動手段として旧きゆう武蔵を用い、その時に旧校舎のここに泊とまったとかで。まあ、話に拠よれば、北側回りの短いルート上だけとのことでしたが」

　Ｊｕｄ．、と、大久保は、成なる程ほどの意味で頷うなずいた。そして、腰に手を当て、

「酒井学長は、大したお人やな。……あの当時で、教皇総長に逆らって勝つとは」

「今の生徒会と総長連れん合ごうも、同様のことを為なしましたが」

「まだ勝っとらんわ」

　吐と息いきをつけて、大久保が言う。

「逆らう相手も、教皇総長やない。──世界や」

「Ｊｕｄ．、──では御お嬢じよう様さま、これから、どういたしましょう？　不確定な動きが幾つか見えますが、対たい処しよしますか？　流しますか？」

　そやなあ、と彼女は言った。窓に背を向け、苦く笑しようし、

「結果を出せば、言い訳も何も要いらんわな。……そうなるように努力しようやないか」

　だから、

「加納君、折を見て動くで。──生徒会、総長連合を主とした三さん国ごくへの大使派は遣けんは、一体どういう手て筈はずになっとんのや？」

「Ｊｕｄ．、情報に拠れば、先ほど、三国からの了りよう承しようが暫ざん定てい議会経けい由ゆで届いたそうです。

　現在、昨夜の青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽを会議室として、話し合っているとか」

「ホント、外の好きな先せん輩ぱい方やなあ……」

　大おお久く保ぼは、背後側、改かい修しゆう作業の朝シフトが始まった武蔵むさしを肩越しに振り返り、首を傾かしげた。

「……まあ、少しは、私らの働きも改善の役に立つと、そう思ぉやないか」
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　青雷亭本舗の中は、満員状態だった。

　先に入っていた正まさ純ずみが、それぞれの食事を終えようとする皆を見て、

「……二ふた代よと、立たち花ばな夫妻は用件があっていない。……まあ、元々、あの三人については除外で考えていたからいいとして──」

「フフフ、泊とまり込み政治家、勿もつ体たいぶらないで用件いいなさいよ。とりあえず、これだけ身内を集めてどうするつもり？　まさかここで楽しく朝食会しながら見合いパーティーでも──」

　店のドアを開けて三さん要ようが入ってきてダッシュで逃げていった。

「あ、三要先生！　見合いじゃないのに何ど処こへ!?」

「つーかオメエら、店の中に入れちゃヤベえだろ。しょうがねえ、外に〝非営業中〟の看かん板ばん掛けておくか」

「待て！　全ぜん裸らで出るな！　エプロンつけてるとか言い訳もするな！」

　手を挙げて立ち上がったのは義よし康やすだ。

「とりあえず外で番してる。──ああ、食事は美う味まかった。たまには洋食もいいものだな」

「何ヨッシー！　うちの愚ぐ弟ていが嫁よめに欲しいの!?」

　水みず垢ご離りで遅れた朝食を始めた浅あさ間まが湯飲みの紅こう茶ちやを吹いた。

「な、何なに言ってんですか喜き美みは！　トーリ君、確かに腰や首くび細かったり料理上う手まかったり爪つま先さき歩き出来たり誘ゆう拐かいされたり聞き上じよう手ずとかでヒロイン気質ですけどね！」

「……智とも、あの、私もたびたび思ってましたが、そこまでズバっと言わなくても」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ホライゾンも薄々そのような判断をしておりましたが……」

「ええ、自分も総そう長ちようにはそんな感じを少々……」

　私も俺も、などと皆が身を低くして同意の交換を始める中、義康が吐と息いきする。

「外がい交こうとしての、大使の選出だろう？　別に私は関係ないから、外にいる」

「解わかった」

　と言ったのは、正純だ。彼女は義康に手を挙げ、

「そちらに中の会話は伝えるようにする。表示枠サインフレームを見ていてくれ。あと、バルフェット」

「あ、Ｊｕｄ．、一いつ緒しよに番ですね。犬も呼んで裏の方を頼もうと思います」

　頼む、と言って、正純は浅間にも視線を向ける。

　対し頷うなずく浅間の肩には、既すでにハナミが出現している。それを見た正純は、一息を入れて、

「では、改めて話を行こう。里さと見み生徒会長が言った通り、これから武蔵むさしは三方面への外がい交こう作戦を展開する。まずはその手掛かりとして──」

　正まさ純ずみは、右の指を三本掲かかげて告げた。

「皆の中から、上越露西亜スヴイエート・ルーシ、最上もがみ、伊だ達ての三家へと、数名ずつ行って貰もらうことになる」
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　言うなり、正純は、直なお政まさが左手を挙げるのを見た。作業服姿の彼女は、

「あたしゃ武蔵の改かい修しゆうを優先としたいんだけど、どうするつもりさね」

「外交や改修に限らず〝その人材でなければ不可能〟な箇所に人員は配置される。──複数から候補が挙がった場合は、擦すり寄せで選択となるな」

「価か値ち観相違は避けたいねえ」

　苦く笑しようで言う彼女は、しかし肩をすくめた。

「──Ｊｕｄジヤツジ．、何かあってもアンタの言う通りにするよ正純」

　有り難い、と正純は頷うなずき、内心でも同じ言葉を思った。今、武蔵全体で行われている改修作業を行う直政が、こちらを立ててくれるなら、他、反対という意見は出にくいだろう。

　……だがまあ……。

　考え過ぎかな、と正純は思う。今ここにいる皆、梅うめ組ぐみの連れん中ちゆうは、

　……こういう祭まつり事ごとというか、政治事が結けつ構こう好きなようだしなあ……。

　今も店の隅すみでは、

「た、大変ですよ！　小しよう生せい、上越露西亜に派は遣けんされたら白い妖よう精せい達の崇すう拝はいで二度と帰ってこないかもしれませんよ！　そうなったら武蔵の子供達が寂しくて可哀想かわいそうに……！」

「最上川の清し水みずで作るカレーは最上ですかネー」

『ううむ、我わが輩はい、寒い地方では凍とう結けつの危険性があるのだがな……』

「ははは、僕と一いつ緒しよに筒つつに入ってれば大だい丈じよう夫ぶだよネンジ君！」

「あ！　ペーやん！　早速〝風ふう雲うん目もく録ろく史しスーパー二人羽は織おり〟の上越露西亜出身キャラの攻こう略りやく記事を検けん索さくかよ!?　ああ、でも今回のロケテスでザビエルの待ちカッパハメが中段茶ちや器きで崩せて二に択たく衆しゆ道どうになったのが発覚したから、寂びゲージ的にガチャの狩野かのう・永えい徳とくが最強じゃね？」

　お前ら気が早すぎだ。というか最後は何言ってるか解わからん。ともあれ前向きに行こう、本ほん多だ・正純。嫌なことがあったら前向き思考だ。うん、でも最近、前向きになる回数が多くなってる気がしてなあ……。うん、そういうのも前向きに捉とらえないとな。うん……。

「ま、正純？　何か沈んでるようですけどどうかしましたの？」

「いや、いろいろ考えちゃってな。……でも」

　……でも、全体にやる気があるのはいいことか。

　馬鹿も最近、いろいろ考えているようだ。いずれ、何か答えを出すのだろうか。

　じゃあ、と正まさ純ずみは手を挙げた。

「いいか皆、派は遣けんする者だけではなく、この三さん国ごく会議に向かって、武蔵むさし全体は三国とどう相あい対たいしていくかをここで先に言うことにする。……つまりは行動基準だな」

　皆がこちらを向いた。沈ちん黙もくが来て、正純は少し、気分が上に来る自分を感じる。

　こんな小さな期待が嬉うれしくなるとは、やはりこのところ、気が詰まっていたのか、それとも、

　……あ、そっか。

　正純は、ふと気付いた。自分達で動こうというのは、随ずい分ぶんと久し振りなのだな、と。

　しかし、まだ駄だ目めだな、とも正純は思う。今はまだ敗戦後の時間だ。どこかで明確に、新しい区切りを作らねばならない。だからそのためにも、

「武蔵の基本方針は、失わせないこと、だ。それを前提に、三国に対し、次の方針で行く」

　皆の静けさの中央で、正純は頷うなずきと共に言った。

「まず、公的に我々が優先とするのは、──奥おう州しゆうの和平と安定だ」
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　義よし康やすは、青せい雷らい亭ていの入口前に用意した椅い子すに座りながら、表示枠サインフレームを見ていた。

・副会長：『外がい交こう大使は、三国の教きよう導どう院いんに対し、奥州の和平と安定を望んで欲しい』

　至し極ごく当然だな、と、生徒会長の視点で義康は思う。奥州は今まで、争い事をなるべく抑え、それぞれの発展を競ってきたのだから。

　だから、松まつ平だいらが将来の極きよく東とうの覇は者しやたらんとするならば、奥州の今までの生活を取り戻すために、彼らが行っていた〝和平と安定〟を表明する必要がある。

　……無む論ろん、その意味で、奥州の列れつ強きようが欲しいものを理解しておかねばなるまいがな。

　そのことについて忠ちゆう告こくすべきかどうか、迷っていると、次の言葉が来た。

・副会長：『和平と安定を望む。──意味が解わかるか？』

　その問い掛けに、義康は眉まゆをひそめて首を傾かしげた。

　……和平と安定を望む、意味？　外交方針としての、和平と安定だろう？

　他た教導院間かんで抗こう争そうがあった場合、大使が「我々は和平と安定を望む」と抗議することで、抗争を行う両者に〝武蔵の介かい入にゆう〟という手段を提示する。そうすることで両国の情報交換の仲ちゆう介かい役になってもいいし、復ふつ興こうの援助を約束するのもいい。それによって当とう事じ国こくは抗争の解決を急ぐことも出来れば、他た事じを任せて抗争へ専せん念ねんすることも可能だ。

　抗争中においては、よく行われることで、仲介役の斡あつ旋せんは聖せい連れんがよく行っていたものだ。

　だが、武蔵副ふく会長は言葉を作った。

・副会長：『武蔵副会長として、ここにいる皆に厳げん命めいする。──奥州の和平と安定を望め』

　それは、しかし、

・副会長：『歴史再さい現げんについては、基本、無視していい。また、武蔵に対する攻こう撃げき行為については止めるな。それはこちらで防ぼう御ぎよすればいいだけのことだ。

　──だが、それ以外の抗こう争そうや、歴史再さい現げんを用いて何かを失わせるという事については、絶対に阻そ止ししろ」

　更さらには、と言葉は続いた。

・副会長：『ただし、殺すな。用いる手法には交こう渉しようや商売という価か値ち観かんの転てん換かん行為による解決も入る。しかし、殺しはそれらとバランスがとれない消費行為による解決だ。

　奥おう州しゆうは現在、自分達の価値観を変えられ、動けなくなっているだけだ。

　その価値観を戻すために動け。全てを元通りにするんだ』





●






　正まさ純ずみは、腰を上げた。皆を見渡し、口を開く。

「いいか？　争っている奥州の民たみの中には、〝昔は良かった〟と言っている者が少なからずいる筈はずだ。その者達を動かすために、しかし、未来における松まつ平だいらの和平と安定を提示しろ。

　消費以外のありとあらゆる手段をもって、奥州を元通りにし、あるべき未来に繫つなげろ」

　いいか？　と正純は再び言った。

「伊だ達て、最上もがみ、上越露西亜スヴイエート・ルーシの三さん国ごくと協働し、松平の作りうる和平と安定を提示する。それは、今、羽は柴しばによって起こされた抗争の流れを、一いつ時ときの夢とすることであり、羽柴が作り出した朝ちよう鮮せん侵しん攻こうへの歴史再現を終えさせると言うことだ」

　それは、どういうことかと言えば、

「これは、羽柴の持つ歴史再現を終わらせて、時代を松平の世に進めるということ。──未来を私達の手で摑つかむという、そのものだ」
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　武蔵むさし副ふく会長の宣言に対し、義よし康やすは何も言えなかった。

「…………」

　ただ、眉まゆ根ねを詰めて息を漏もらした彼女は、気付かれぬように、視線だけで横にいる従じゆう士しを伺うかがい見る。

　が、眼鏡めがねのジャージ姿は、表示枠サインフレームを見て、何か操そう作さしながら、やってきた犬に餌えさをやり、

「ええ、じゃあ、あっち御願いします。変なの来たらガブってやっていいですから」

　犬達が三匹びき小隊で尻尾しつぽ立てて走っていくのを、従士は見送り、

「────」

　不ふ意いにこちらへと顔を向けた。微笑間ま際ぎわ、という彼女の表情が首を傾かしげ、

「どうしました？　里さと見み生徒会長」

「いや、……今の副会長の宣言だが」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあ、うちだったらよくあるような発想だと思いますよ。それが出来るだけの人じん員いんもいると思うので。ええ、外げ道どうばかりですが。でも……」

　でも、と、彼女が微笑になった。

「今まで機会を窺うかがっていたのが、ようやく、表おもてに出せるようになってきた感じですね」

「しかし……、無む茶ちや苦く茶ちやだろう。だって昨夜、伊だ達て・成なる実みには、内ない政せい干かん渉しようしないと、そういう前提で大使を派は遣けんすることにしたんだぞ？　それが抗こう争そうを止めるために介かい入にゆうしろとは……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、大だい丈じよう夫ぶですよ、皆、屁へ理り屈くつつけるのは非常に上う手まいんで」

　否定しろよ、と義よし康やすは思ったが、実際に今までもその通りだった気がする。

　……どうなんだ？　否、もう決定事項なのだろうから、どうなっていくのか、か。

　先のことを考え込もうとして、義康は、

「あ」

「どうしました？　里さと見み生徒会長」

　先ほどと同じ疑問を、しかし今度は微笑で問われ、義康はまず会え釈しやくする。うん、と彼女は前置きし、

「別に、私は部外者だしな。まあ、武蔵むさし勢ぜいのお手並拝はい見けんと行こうと、そんな意地の悪いことを思ったりもしたのだ」

「Ｊｕｄ．、そうですね。里見生徒会長や自分なんか、こういう難しい話、無関係ですもんね。フツーだったら。──ええ、武蔵、フツーじゃないですけど」

・副会長：『じゃ、まずは最上もがみ行きだが、里見生徒会長とバルフェットな。頑がん張ばれよ』

「待てえ──!!」

　義康は一歩目からの全速力をぶち込んだ。
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　皆は見た。義康が青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽのドアを勢いよく開けて、

「何を考えている!?」

　と叫んだら、ドア前にポーズつけて立っていた全ぜん裸らが勢いよくドアと壁に挟まれた。しかし義康は気付くことなく、

「何なに故ゆえに私が!?」
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　問われ、正まさ純ずみは、皆と一いつ緒しよに顔を見合わせた。

　ややあってから、ホライゾンが右手を挙げ、皆の了りよう解かいの頷うなずきをとってからこう言った。

「この反応は、新鮮ですね」

　うん、と頷いた正純は、ふと気付く。

　……あれ？　私、武蔵むさしに染まってきちゃってるのかな……？

「えーと、浅あさ間ま？　出来れば今度、外げ道どうメーターか何かの検けん診しんを……」

　振り向くと、こちらに曲げた背を向けた浅間が、ハナミと一いつ緒しようにメーターが映った表示枠サインフレームを見てこそこそ話をしている。だが、走狗マウスの方がこちらに気付き、慌あわてて表示枠を手しゆ刀とうで割ると、

『な、なんでもないよー　拍手ー』

「え、ええ、何でもないですよ正純！　比ひ較かく的大だい丈じよう夫ぶですから！」

　何を何と比較したんだよ、と思うが、専門家の意見を信じることにしよう。専門家自体がキャリアなのが不安だが。でも、

「どうした里さと見み生徒会長、何か問題があるか？」

　言葉を投げかけた先、里見生徒会長が眉まゆをたてて声を挙げる。

「どうして私が最上もがみ家け担当の大使になる!?　私は里見教きよう導どう院いんの人間だぞ！」

「里見が松まつ平だいらと組んだ、という意味を見せる、……というのが理由の一点だ」

　こちらの即そく答とうに、里見生徒会長が、は？　という口を開けた。

　だから、そこにものを投げ込むように、正まさ純ずみは敢あえて気楽に言った。

「その上で、里見教導院は、自分が奥おう州しゆうの安定と和平のために貢こう献けんしたいという意思を持っていると、そんなことを示すのが別の一点」

「ちょ、ちょっと待て。──うちの方針を勝かつ手てに決めるのか!?」

「え？　……里見は現在の奥おう州しゆうに対して何もしないのか？」

　疑問に、里見生徒会長が、うっ、と息を詰める。彼女は、眉まゆを歪ゆがめて、

「いや、別にそういうわけじゃあないが、領りよう土ど自体が……」

　と、そこに、口を挟む者がいた。直なお政まさだ。壁かべ際ぎわに立っている彼女は、うんうん、と里見生徒会長の方を見て頷うなずいてから、

「まあ、里見の事情も解わからないでもないさね。──正純、無理に里見を巻き込もうとする必要は無いんだろう？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、確かにまあ、無理ならば無理だな。仕方ない、といえる事情もあるし」

「だろうさねえ……」

　そうねえ、と頷いたのは、追加されたテーブルにナイトとついているナルゼだ。彼女は珈コー琲ヒーカップの中にクリームを垂らして絵を描きながら、

「流石さすがに里見の土地があれじゃあ、代表としては鬱うつキャラになってもしょうがないわ。

　まあ、一いつコ下しただし、私達がやることを見てればいいのよ。里見家には世せ話わになったし、その分は返すから、全て終わった後でいろいろと持っていけばいいわ」

　と、そこまで言葉が並ぶと、里見生徒会長が眉を立てた。彼女は息を吸い、こちらを見み据すえてから、

「──馬鹿にする気か!?」





●






　乗ってきたな、と正まさ純ずみは皆と密ひそかなアイコンタクトを行う。

　その上で、先ほどまでの言葉を継いだのは葵あおい姉あねだ。

　彼女は、浅あさ間まの横の席で、昨夜のタルトを手で摘つまみながら、里さと見み生徒会長に視線を向ける。

「でもペタ子、アンタの言う通りなら、里見は何もしないんでしょ？　いや、出来ない訳よね？　だって領土や、民たみや、金とか、胸とか、いろいろと足りないものがあるもの」

　だけど、

「──だけどいい？　ペタ子、それらは別にアンタ自身の理由じゃないわ。」

「────」

　言葉を失った里見生徒会長は、しかし、はっとして、

「いや待て！　胸は関係ないだろ胸は！」

「馬鹿だわこの子」

　葵姉が断言した。彼女は横の浅間を下から持ち上げ、

「私の個人調べの統計では、胸の大きい女は小さい女よりも心が広くて落ち着いてるのよ!?　ほら、浅間、タプタプしても怒らない怒らな～い」

「く……！　喜き美み？　あとで心広ひろめに落ち着いて[image: ]しかりますからね？　超ちよう[image: ]りますからね？」

　無理すんなよ、という皆の呟つぶやきを置いて、正純は里見生徒会長を見る。うむ、と会え釈しやくを送った後で、

「さあ、大体のところは解わかっただろう？」

「解るかあ──！」

　……え？　大体解った気がした私、やっぱ変か？

　視し界かいの隅すみでハナミが表示枠サインフレームを慌あわてて隠かくすのが見えたが、気にしないことにする。ただ、吐と息いきで肩を大きく落とした相手に対し、正純は声を掛ける。

「里見生徒会長、ちょっといいか？」

「……解ってる」

　……え？　結局どっち？

・●　画：『この濃のう縮しゆく空間の外げ道どう気きに当てられて狂ったわね……』

・金マル：『わあお、ガっちゃん、ミルクでナイちゃんの顔描くの上う手まいねー』

・いんび：『でもこれは、素直になれない、指導者と個人の自じ我がの緩かん衝しようというやつだね！』

　大体そんなところだろう。だから、

「解るか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、いや、Ｊｕｄジヤツジ．、と、もう言うべきなのだろうな」

　里見生徒会長は、肩を落としたまま、こちらを睨ねめ上げる。

「国もない、民たみもない、金もない、……そんな私にとってあるのは、それこそ私自身と、私が存続させている里さと見みの歴史再さい現げんだ」

　つまり、

「何も持たない私にも、しかし、出来ることが一つある。──里見の歴史再現という、全てをもって、外がい交こうに望むことだ。そうだな？　武蔵むさし副ふく会長」

「そうだ。国力が無いがゆえ、里見家は歴史再現が交こう渉しよう材料の基礎となる。……が、少しは、お前の損そん失しつ分ぶんを補ほ塡てんすることが可能な方法がある」

「武蔵の代表として、行動することだな」

　里見生徒会長が、吐と息いきをつけて言った。

「武蔵の一員となる。──そうすることで、この外交には私用の予算が出るし、武蔵を〝国〟としてバックにおける」

　里見生徒会長が、改めて肩から力を抜いた。その上で彼女は、こちらを見て、頭を下げた。

「よかろう。──最上もがみ家には私が行くことにする。諸しよ処しよの手配を頼むぞ」
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　よし、と里見側の決断を見た正まさ純ずみは、入口の方に視線を向けた。

　そこにいるのは、

「バルフェット。お前も一いつ緒しよに最上に行ってくれ。但ただし、メインは里見生徒会長だ」

　と、外からこちらを覗のぞき込んでいたバルフェットが、首を傾かしげる。

「英国イギリスの時と同じと、そう考えていいんですか？」

「要よう請せいがないところに押しつけるわけだから、少々事情が違う。だから、今回の外がい交こう作戦は事業的に考え、松まつ平だいらによる奥おう州しゆう上じよう越えつ関かん東とうの安定化を求める外交作戦とし、その実行顧こ問もんとして里見生徒会長を招き入れたことにする。本部長には私が就つく」

　成なる程ほど、とミトツダイラが頷うなずいた。

「つまり、……関東や奥州に詳しい義よし康やすを顧問とすることで、この外交に対しての権力を与えるわけですのね？」

「そういうことだ。更さらにはバルフェットを今回のみ、第五特とく務む補ほ佐さとする。ミトツダイラは最上に行かないが、騎き士しの補佐役としての仕事を、里見生徒会長の補佐として行うものと、そう考えてくれればいい」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とバルフェットが頷いて、里見生徒会長を見た。未だに眉まゆに少々の歪ゆがみを残している彼女に対し、従じゆう士しが笑みを見せる。

「まあ、作戦とかもあるわけでしょうし、何とかなりますよ」

「そうであるといいんだがなあ……」

「安心しろ。そのための手は、打つだけ打つ」

　と、正まさ純ずみは浅あさ間まに対して右手を挙げた。対する浅間が笑みで一つ頷うなずくと、皆の顔かお横よこに小さな表示枠サインフレームが出現する。その中ではハナミを模もした絵が踊っているが、

「とりあえず、全員の表示枠……、あ、うち系列じゃないとこや、旧派カトリツク関係にも通用する汎はん用よう式で、制御情報術式プログラムを送っておきました」

「智とも？　これは一体、何ですの？」

「はい。私達の通つう神しんを、武蔵むさし経けい由ゆだけではなく、主をIZUMO経由にするものです。関かん東とうIZUMOとIZUMO本社の両方を経由し、極きよく東とうの全ぜん神社通神網もうに分ぶん割かつ方式で転送。極東のどこであっても、干かん渉しよう術じゆつ式しきで封じられない限りは通神が可能になります」

　へえ、と皆が頷く中。ミトツダイラが、あまり動かない笑みで問う。

「智？　これって、まさか……？」

　疑問している間に、ミトツダイラの顔横に手を振る人狼女王レーネ・デ・ガルウの笑顔が表示枠で映った。慌あわててそれを貫ぬき手てで割ったミトツダイラは、眉まゆを立てた強ごう引いんな笑みで、

「智、……六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズをバックにつけてますのね!?」

「はい。IZUMOは中立ですけど、これだけやるとなるとスポンサーがあった方がいいですしね。毛もう利りは現在、P.A.Odaと敵対していることもあり、六護式仏蘭西の他、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 改派プロテスタント、そしてムラサイ各派が通神帯ネツトの割り当てを用意して下さってます」

　でもまあ、と彼女は言った。

「ミトのお母かあさんに、ミトの画が像ぞうとか定期的に送ると言ったら一発契けい約やくで。──やっぱり持つ者は協力してくれる友人ですよね」

・現役娘：『ですわよねー』

「協力というか利用されて巻き込まれてますのよー!?」

「落ち着きましょうミトツダイラ様」

　ホライゾンが、ミトツダイラの肩に手を乗せた。

「いいですかミトツダイラ様？　御ご自分の恥はずかしい画像で武蔵が救えると考えれば、それはとても意味のあ……」

　ホライゾンがそこまで言って、額ひたいに手を当て考え込んだ。そして、

「……話を変えましょう。前向きな話がいいですね」

「意味！　意味は何ですの!?」

　まあ待て、と正純は言う。が、ミトツダイラが、こちらに対して首を傾かしげた。

「……大体、義よし康やすとアデーレだけで大だい丈じよう夫ぶですの？　権けん限げんを与えて交こう渉しようは成り立つとしても、場合によっては戦せん地ちとなる場に送るんですのよ？」

「里さと見み生徒会長には〝義ぎ〟も持ち込んで貰もらう」

　おい、と言ったのは、里見生徒会長本ほん人にんだ。

「〝義〟は武装品ひんだぞ？　他た教きよう導どう院いんに容易たやすく持ち込んでいいものではなかろう」

　その言葉に、正まさ純ずみは考えた。少々、厳きびしい内容になるが、と思いつつ、

「……里さと見み生徒会長、お前の所有機き体たいは〝八やつ房ふさ〟だ。前ぜん総そう長ちようから受け継いだわけだからな」

「────」

　言葉を失い、顔から血の気も失うせさせた里見生徒会長を、しかし正純は視し界かいの中央から外さない。いいか？　と前置きを加え、

「現状、〝八房〟がお前の管理下に入っていないこと……、その腰の〝村むら雨さめ丸まる〟も含みで、〝八房〟がお前を主人として認めていないのは解わかっている。

　だが、そのようなこととは別で、お前は里見生徒会長であり──」

　更さらには、

「里見の総長でもあるのだ」
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　義よし康やすは、聞いた。

「お前は、里見の全ぜん権けんだ。一国であり、教きよう導どう院いんそのものだ。ならば、持ち、摑つかんで行けるものは常に共にあれ。〝八房〟が使えなければ〝義ぎ〟を。

　武装が気になるなら式しき典てん装そう備びで臨めばいい。それだけの事だ」

「何な故ぜだ」

「お前は絶対に生せい還かんしなければならないからだ」

「だから、何故だと言っている」

「お前が、里見の全権だからだ」

「そうじゃない。そういう意味じゃない」

　義康は、険けんの一字を己おのれの中に感じながら、問い掛けた。

「何故、そこまで、私を里見の全権として扱う」

「里見前総長との約束だ」

　武蔵むさし副会長が、静かに言った。

「松まつ平だいらの未来に対する莫ばく大だいな補ほ償しようと共に、我々は、お前と、里見を頼まれた。

　そして、将来の極きよく東とうの覇は権けんを歴史再さい現げんに約束された松平、この武蔵は、ゆえに他者との約束を違たがえない。そういうことだ」

「……義よし頼よりの、御お陰かげか？」

「今においては、そうとも言える。だが、私達とて、人のいい保護者ではないぞ」

　武蔵副会長が、奥おう州しゆうを表ひよう示じした表示枠サインフレームをこちらに向けた。彼女は最上もがみの位置を手で叩たたき、こちらには眉まゆを立てた笑みを見せる。

「ここでの成果を見て、今後におけるお前への態度を決めよう、里見生徒会長。お前が、一人でもやっていける里見の全権なのかどうなのかを見て、だ」

「随ずい分ぶんとけしかけるのが下へ手ただな」

　義よし康やすは、ふと、過去を思い出す。こういう時、姉や、彼ならどうしただろうかと、そんなことを回想し、

　……甘い生活だったものだな。

「菓か子しでも寄よ越こして適当に持ち上げとけば、勝かつ手てにやるとも。──しかし、〝義ぎ〟の式しき典てん装そう備びも今はない。IZUMO製のものを手配してくれ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、という武蔵むさし副ふく会長の頷うなずきを確認し、義康はドアに手を掛けた。

「今後は外で聞いている。──だから聞かせてくれ、次、伊だ達てと上越露西亜スヴイエート・ルーシに行くのは誰なのだ？」







[image: 第二十四章『場違いの相談者』]











●






　正まさ純ずみは、里さと見み生徒会長とバルフェットが出ていったドアが、ゆっくりと閉じていくのを見送った。ドアが閉じ、外にいる二人と通つう神しん回線が確かく保ほ出来たのを確認の上で、

「では次、上越露西亜スヴイエート・ルーシに行く人じん員いんだが、ここは正直、少々難しい問題を孕はらんでいる。何しろ、P.A.Odaを相手に抗こう争そう中だからな」

　正純は、表示枠サインフレームの地図を手で触れてスライドさせ、上じよう越えつ地方を出す。

「──更さらには、上越露西亜の上うえ杉すぎ家けは、信のぶ長ながの死後は親しん羽は柴しばとなり、天下分わけ目となる関せきヶ原はらの決戦で羽柴側に回るなど、松まつ平だいらとは長く敵対する勢力だ」

　だったら、と言ったのは、ネンジだ。彼は吐と息いきして、

『そんなところに、重要人物を送るわけにはいかんか』

「そうとも言えない」

　と、正純は腰を上げ、数歩を動く。行く先はまず、

「メアリ、──クロスユナイトは今、ここにいないが、彼と共に上越露西亜に行ってくれ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、点てん蔵ぞう様が一いつ緒しよなら大だい丈じよう夫ぶですね」

　即そく答とうの笑みに正純は安あん堵どを得る。その上で振り向き、

「そして、──ホライゾンと、葵あおいだ」
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　浅あさ間まは、顔を上げた。

　……え？

　こちらから見える正純の横よこ顔がおに対し、浅間は反射的な疑問を放っていた。

「あ、あの、上越露西亜と交こう渉しようしても、得になる部分は無いんじゃないですか？　それに、戦せん地ちでもあるのに、そこにトーリ君とホライゾンに、メアリまで……」

「まあ、そういう意見もあるとは思う」

　という正純の言葉に、横に座る喜き美みが頷うなずいた。彼女はこちらの肩に手を乗せてきて、

「──誰か一人忘れてない？」

「いや、点蔵君は何ど処こに叩たたき込んでも三日以内に帰ってくる気がするんで」

　そうねえ、と喜美が頷き、こちらと視線を同じくする。彼女はテーブルに頰ほお杖づえをつき、

「愚ぐ弟ていを上越露西亜に送りたいのは何な故ぜ？　向こうに行ってもウオツカや清せい酒しゆくらいしか御お土産みやげなくて、浅間くらいしか喜ばないわよ」

「喜びませんよっ。──あ！　何ですか皆、その視線！　トーリ君も何か言って下さいよ！」

　と、先ほどまで彼が挟まれていたドアを見ると、

　……あれ？

「誰もいない？」

　無む人じんだ。

　……うん。

　彼がいない、ということを一いつ瞬しゆん、浅あさ間まは故こ意いに考えてみた。だけど、

　……うん。大だい丈じよう夫ぶ。

　今は、どこかにいる、というか、これは絶対ネタだから、という安心感がある。

　するとこちらの手て前まえ、不ふ意いに動いた者がいる。ホライゾンだ。彼女は壁かべ際ぎわから予備の椅い子すを持ってきて床の中央付近に図るように置くと、ペルソナ君を手て招まねきする。

　……また何か妙みようなことを。

　思っている眼前。無む言ごんで頷うなずいたペルソナ君が椅子に座った。すると、

「────」

　床面、ペルソナ君の椅子がある部分が下から勢いよく打だ撃げきされた。それには馬鹿の声もついていて、

「あれ？　開かねえ！　おっかしいなあ、あれ？　あうーん？　あひぃーん？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ちょっと静かにしていて下さい。これから釘くぎで留めますので」

「人の家をリフォームすんなよ！　あと、俺の仕込みを賞しよう賛さんしようと言う気はねえの？」

　ホライゾンは、無む造ぞう作さに釘を打ち始めた。

「あ、畜ちく生しよう！　匠たくみのように的確な釘打ち始めやがって！　く、くそ、今度はちゃんとやってやるかんな！　絶対！　絶対よ!!」

　地下を何処いずこに逃げていく馬鹿の声に、正まさ純ずみが半はん目めになった。

「とりあえずいるのは解わかったし、上越露西亜スヴイエート・ルーシに注力する意味を示そうか」

　彼女は、一息を入れて壁際を見た。そこにいるのは、

「──オーゲザヴァラー、頼む」
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　正純の促うながしに対し、Ｊｕｄ．Ｊｕｄ．、と頷いたハイディが、表示枠サインフレームを開いた。

　そこに映るのは、やはり極きよく東とうの概がい要よう図ずだ。上越露西亜から関かん東とう南までを映した表示枠を、彼女は皆に見えるように、

「エリマキ、上に出して」

　彼女の頭に載のったエリマキが両の前足をあげると、天井に概要図が大おお写うつしされた。さて、と彼女が腰に手を当てて笑顔で言うには、

「要はもの凄すごく簡単。歴史再さい現げんが進むまでもなく、現状、極東の中央部はP.A.Odaが抑え込んでいる訳ね？　今まで、彼らの東側暫ざん定てい国こつ境きようは清しん武たけ田だとの間になっていたけど、今、清武田は、その武田側勢せい力りよくが滅めつ亡ぼうに入っちゃっていて──」

　西側から、P.A.Odaを示す赤の色が、関かん東とうの西部にまで届いてきた。

　その侵しん攻こうを抑えるように存在するのが、

「北東側では上越露西亜スヴイエート・ルーシ、南東側では北ほう条じよう、東側では清しん武たけ田だの清側勢せい力りよくと、私達武蔵むさしの松まつ平だいら、ということになるのね。──で、この状況、将来どうなるか解わかる？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいたのはミトツダイラだ。彼女は天井を見上げ、何も無い喉のどに手を当てると、

「……清武田は更さらに東に押され、北条も羽は柴しばに滅ぼされますわ」

「だよねー」

　と、ハイディがエリマキを軽く叩たたくと、関東の西側から南、海に面する地域までが一気に赤く示された。

「解る？」

　ハイディが言う。

「いずれ、武蔵にとって、極きよく東とう西側との行き来は上越露西亜を通してしか出来なくなるの。上越露西亜の上うえ杉すぎもやがて親しん羽柴になるけど、上杉家は滅めつ亡ぼうしないから、P.A.Odaに変わるわけじゃあない。露西亜ロシア側がわ勢力として考えると、反ムラサイだもんね」

　それだけではないぞ、と頷いたのは彼女の横のシロジロだ。彼は腕を組み、

「三み河かわの一件以来、武蔵では、極東居きよ留りゆう地ちからの貯ちよ金きんや、そこを経けい由ゆした各国の蓄ちく財ざいを管理している。つまり、武蔵は巨大な銀行になっているわけだ。しかし──」

　と言ったタイミングで、ハイディが極東の概がい要よう図ずを表ひよう示じした。極東の西側に、赤い丸が幾いくつもついている。その内容は、

「しかし、三み方かたヶ原はらの戦い以降、西側勢力の多くが武蔵に預けている金の自己凍とう結けつを指示してきている」

「じこ……、とう、け、つ？」

　鈴すずの疑問詞しに、シロジロは頷いた。

「引き出しはしない。しかし、武蔵側でそれを使うな、ということだ」

　と、そこに間かん髪はつ入いれず、質問の手が上がる。ホライゾンだ。彼女は無表情に首を傾かしげ、

「何がしたいのですか西側諸しよ教きよう導どう院いんは？　金を引き出しもせず、使わせもしないとは」

「P.A.Odaの脅きよう威いだ、ホライゾン」

　正まさ純ずみが告げた。

「金を下ろして使おうにも、　西側勢力にとって、既すでにP.A.OdaはK.P.A.Italiaを乗っ取って目の前にいるんだ。下へ手たに金を動かせば、それを狙ねらって侵しん攻こうされるかも知れないし、もし侵攻されても、金をとっておけば復ふつ興こうは出来るだろう。だから、羽柴に敗北した武蔵に対しては、金を預けたままにしておくが、使うな、という訳だ。

　また、武蔵は再び敗北する可能性が高いから、そんな連れん中ちゆうに預けた金を使わせる訳にはいかないし、武蔵の金を凍結させることは、敵であるP.A.Oda側の益になる。

　P.A.Odaに敵てき愾がい心しんを抱かせないためのパフォーマンスとしても、武蔵むさしの預金凍とう結けつはいい方法なんだ。しかし──」

　しかし、

「西側勢せい力りよくにとって、武蔵という巨大な移動都市は有用だろう。でも、今、武蔵は東側におり、西側へと安全に行く手段が無い。武蔵が羽は柴しばに敗北したという事を鑑かんがみると、現状、西側勢力は、武蔵が西側に来ることは今後無ない、という前提で動かざるを得ない」

「成なる程ほど、だとすれば、上越露西亜スヴイエート・ルーシと武蔵が仲良くなれば──」

　立ったままだったホライゾンが、顎あごに手を当て、右足を不意に膝ひざまで上げた。

「──西側諸しよ国こくは武蔵の金きん融ゆう凍結を解かい除じよして、武蔵は金きん銭せん的てき問題の多くをクリア出来るという証あかしですね？　だから、ホライゾン達要よう人じんが向かう意味がある、と。──ふん!!」

　言うなり、彼女の右踏ふみ足によって床が軽く振動した瞬しゆん間かん。

　天井近くにあった表示枠サインフレームを割って、全ぜん裸らが仰あお向むけ大の字で落ちてきてテーブルに激げき突とつした。
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　店の中から、驚きの声が生じたが、すぐに収束した。

　店の外に立っていた義よし康やすは、

「…………」

　横の従じゆう士しを見ると、彼女がちらりと店側を見た。が、すぐに犬いぬ達たちを相手に、

「はいっ、じゃあ、周囲の巡じゆん回かいを御願いしますねー」

　動じていない。

　……そういうものなのかー……。

　郷ごうに入れば郷に従えとも言う。ならば従うべきだろうか。でも、おかしいしな……。

　どうしたものかと思いつつ、義康は表示枠を見る。と、そこに出る言葉は、

・副会長：『──経済的な面、極きよく東とうの通行という意味でも、上越露西亜とは敵対の関係を作りたくない。何しろ大罪武装ロイズモイ・オプロの保ほ持じ教きよう導どう院いんでもあるからな。それに、上越露西亜を西に抜け、ポーランドを越えればM. H. R. R.神聖ローマ帝国 や、阿蘭陀オランダが近い』

・銀　狼：『阿蘭陀まで行けば、実じつ質しつ、極東一周になりますわね』

　水み戸と領りよう主しゆの言葉に、義康はふと思った。

　……自分は、IZUMO行きで極東を半周したようなものか。

　この連れん中ちゆうよりも、世界の見けん聞ぶんが狭いのは確かだと、そんなことを考えるのは嫉しつ妬とだろうか。

・副会長：『まあ、とりあえずの一周ということになるのだろうな。ただ、出来れば北ほつ海かい通行は獲かく得とくし、ヴェストファーレンの戦せん勝しよう国こく、スウェーデンの女総そう長ちようクリスティナや、阿蘭陀の抵てい抗こう総長オラニエ公こうなどにも会う道を確保したいものだ。

　だからミトツダイラ、お前も上越露西亜に行ってくれ』

・銀　狼：『は!?　──私、ここの領りよう主しゆですのよ？』

・副会長：『護ご衛えい役やくだ。実じつ質しつ上の力量もあるが、立場的にも、お前とメアリは〝護衛〟になる。すまないが、そのように理解してくれ』

「どういうことです？」

　と、横からいきなり従じゆう士しの疑問が来た。

　自分が問われているのだと気付くまで、義よし康やすは一いつ拍ぱくの間を必要とした。だが、

「あ、ああ、──水み戸と領主は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの重じゆう鎮ちんの娘。メアリ・スチュアートは次期英国イギリス王の母だ。極きよく東とうと抗こう争そうをしている訳でもないのに、この二人にもしもがあれば、六護式仏蘭西と英国を敵に回すことにもなる。逆に言えば、この二人に憶おぼえが良ければ、二大国の心しん証しようがよくなるわけでもある。立場として見れば、最強の護衛だろうな」

　使える人じん員いんは、ありとあらゆる策と手段のため、遣つかい尽くす。是ぜが非ひでも、上越露西亜スヴイエート・ルーシとの安定を取り付けたいということなのだろう。

・銀　狼：『し、仕方ありませんわね。我が王の護衛として、参りますわ』

・傷有り：『では、私も、自分の役を得たということで、安心して同どう道どう致します』

　年上の国こく賓ひん級が、武蔵むさしの今後のために動くことを決めた。ならば、自分も、

「……考えを改めるか」

　不安はあれど、役を得たし、することも他に無い。更さらには、その役に不満を得る道どう理りもないとなれば、

　……行くしかないか。

　と、思った顔の横。表示枠サインフレームに文字が流れる。

・俺　　：『しょうがねえ、初夏だっつーのに冬用を用意しねえとな。だけど、おい、テンゾー何ど処こだよ？　あいつ、話聞きかねえでいいのか？』





●






　メアリは、皆の注視を浴びて、どうしようかを迷った。

　注目に対し、浅い緊きん張ちようがあるが、動じるほどではない。心動うごくのは、もっと別のことだ。

　……点てん蔵ぞう様。

　口元に手を寄せ、少し思し案あんしていると、ナルゼが問うてきた。彼女は首を傾かしげ、

「点蔵、昨夜の襲しゆう撃げき現場なんかに行ってるのよね？　独どく自じ調査？」

「え？　ええ、Ｊｕｄジヤツジ．、そのようなことを仰おつしやってました」

　そうなの？　とナルゼが首を傾げる。顔を見合わせたナイトも、

「大体の検けん分ぶんは昨夜で終わってるから、テンゾーが行く意味はあまり無いとナイちゃん思うんだけどなー」

「それは……」

　と口くち籠ごもったこちらを助けるように、ミトツダイラが口を開いた。

「仕方ありませんわ。だって、第一特とく務むの身でありながら、昨夜の情報収しゆう集しゆうなどは後れを取りましたものね。……第一特務としては、少々、思うところもあるでしょう」

　そして、

「メアリは、そのあたり、心配なんですのね？」

　どことなく、期待が籠もっている気もしたが、彼女の言うことは本当だ。今け朝さ方がた、彼は朝食も無言で、ふと気付いたように、

「あ、ああ、考え事をしていてすまんで御ご座ざる」

　と、いつもとは違う風ふうを見せていたのだから。

　彼は、そこから先はいつものように振る舞ってくれたが、こちらとしては、

　……もっといろいろ相談して下さっても、構いませんのに……。

　ほう、と吐と息いきすると、周囲の皆が、何な故ぜかお互いを扇あおぎ始めた。

「喜き美み！　喜美！　とうとう点てん蔵ぞう君もゾーンに突入し始めましたよ！」

「フフフそうね浅あさ間ま！　夏だってのに更さらに温度上昇よ！　脱ぎまくりね!!」

　言っている意味がよく解わからないが、とりあえず、こちらと意志の共きよう有ゆうが出来る人達だとは思う。だから、彼がいない場であることを前提として、メアリは彼のことを相談しようと思った。今朝のようなとき、彼にどんなことをしてあげればいいのかを。だから、

「あの。ちょっと、点蔵様のことで、御ご相談宜よろしいでしょうか。今朝のことなんですが」

「どうぞどうぞ!!」

　女子連れんを中心に前のめりになってくる反応に、メアリは驚きを得る。

　……皆さん、点蔵様のことが心配なのですね……！

　正直に、嬉うれしい、と思ってしまう自分の浅せん慮りよがどうしようもない。彼は何しろ、いろいろなことを思い、気き苦労しているのだから。ゆえに、その一方的な感情を、彼についてのベテラン達に相談出来る安心感に変え、メアリは言葉を作った。

「あの、今日、私が朝に起きたとき、点蔵様が……」

　極きよく東とう弁べんは不ふ慣なれだ。

　……いつもと違う……。

　という言い方は、通じない気がする。彼の朝をいつも見ている人はいないからだ。だからメアリは、端たん的てきに言うために、言葉を選ぼうと思った。

　メアリは考える。

　朝、彼は、ベッドの上で座り込み、俯うつむいていた。

　腕を組むのは考え事の印しるしだが、うーん、などと唸うなっているのが聞こえ、病気かと思ったほどだ。気になって、声を掛けるとビクっとされて、すぐにこちらに振り向き掛けて停とまるのはいつものことだが、今日の彼は、

　……落らく胆たん、というのでしょうか。

　どことなく違います、という、確信にもならない予感がある。そうじゃないですね、と。

　落胆とは、大体は自分以外の何かに対して得る失しつ望ぼうだ。彼が、自己について思うのは、

　……残念、というのも変ですし、自じ戒かい、というのも違いますし……。

「あ」

　あった。確か、このニュアンスだ。落胆、というように、落ちるという言い方を含む失望のこと、それは、

「ええ、点てん蔵ぞう様、今日は朝起きたときから、その……」

　メアリは、頰ほおに手を当てこう言った。苦にが手てな極きよく東とう弁べんだが、意志疎そ通つうに必要だと思いながら、

「点蔵様、──おちんこでてましたので」

「そっちいっちゃったかあ──!!」
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・あさま：『どうしましょうか』

・賢姉様：『フフフ、どうしたいのか、まず先に言うべきじゃないの？　でもアンタの砲ほう撃げきだとオーバーキルじゃないかしら。神社系けいの責め苦って無いの？』

・副会長：『ま、待て！　いくら何でもこれはおかしい！　確認を要求する！』

・●　画：『じゃあ頑がん張ばって。メアリにちゃんと聞くのよ？　テンゾーが出してたかって』
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　皆の沈ちん黙もくの中、正まさ純ずみが一歩を出た。

　彼女は、メアリに対し、

「あ、あ、あの、メアリ？　そ、その、クロスユナイトだが……」

「は、はい、Ｊｕｄジヤツジ．、何でしょう？」

「あの、ほ、本当に、その、あの、ち、ちん……、ち、っていうか、あの」

　顔を真まっ赤かにした正純は、

「珍ちん奇きな状態だったのか!?」

　問い掛けに、皆が嘆たん息そくした。そんな連れん中ちゆうに対し、正純はモーションつきで振り返り、

「わ、悪いか!?　大事なのは意志疎通なんだよ！」

「セージュン君、つまんないでえーす」

　まあまあ、とメアリが言う。彼女は正純に会え釈しやくして、

「Ｊｕｄ．、御ご心配有り難う御ご座ざいます。でも、確かに」

　ええ、

「──点蔵様は今け朝さ方がた早々からおちんこでていましたから」
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・礼賛者：『見事な変へん態たいですな』

・ウキー：『点てん蔵ぞうの奴やつめ、いつの間にか随ずい分ぶんと遠くに行ってしまったようだ……』

・貧従士：『純粋な疑問なんですけど、フツー、朝はどうしてるもんなんですか？』

・男　衆：『えっとお……』
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　正まさ純ずみが肩を落として下がって来るのを、ミトツダイラは見た。

　憔しよう悴すいと言える顔をした彼女に、大変ですわね、と同情の声を掛けようとした。その時だ。

「任す」

　肩を叩たたかれた。

「え？　──な、何なに故ゆえに私!?」

　抗議をするが、正純は視線を逸そらして無視一いつ択たくだ。

　ただまあ、こんなネタ回しでは仕方ない。だから、ややあってから、意を決したミトツダイラは腰を上げて前に出る。とりあえず、メアリの前に立つと、無理に作った笑顔で、

「あの、……ええと」

　ミトツダイラは、どう質問しようか考えた。流石さすがに第一特とく務むの朝の健康状態や硬こう度ど状態などを聞くつもりはない。言うなれば、もっと客観的に、

「メアリが朝起きたとき、第一特務は、どうしてましたの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、点蔵様は、こう、胡座あぐらをかいて、壁の方を向いて俯うつむき、……一人静かに、おちんこでてました、ええ」

・銀　狼：『……朝から壁を相手に何やってるんですの、あの男』

・あさま：『ミト！　ミト！　感情的になっちゃ駄だ目めです！　落ち着いて！』

　ミトツダイラは一つ深呼吸した。そして、笑顔を忘れないように誓ちかいながら、

「他、……見ていて妙みようなことは？」

「Ｊｕｄ．、妙というか……、ええ、私から見たら、──酷ひどく強くおちんこでていたようで」

「ええ？　……酷く強く？　出てましたの？」

「ええ、以前にも時たま、おちんこでていたときはあったんですけど」

「い、以前からって？　あの、いつからですの？」

　え、ええ、とメアリがこちらの食いつきにやや引いた。しまったですの、と思う視し界かいの中、しかし彼女は、ほう、と吐と息いきして、

「御お仕事が忙しくて、配給を取りに行くのに間に合わなかったときとか、一いつ緒しよに散歩に出る機会を失ってしまった時とか、そういう時に、微び妙みようにおちんこでてまして……」

・煙草女：『配給所で何を出してんのさ、あの男は』

・賢姉様：『ククク、微び妙みよう出しとは、……あの忍にん者じや、そこまで忍しのぶつもりね』

・俺　　：『つーか、やべえ、テンゾー新し過ぎるだろＹＯ……』

　あまり同意したくないが、せざるを得ない。ミトツダイラは、この苦く行ぎようがなるべく早めに終わればいいと願いながら、問い掛けた。

「それで、メアリはどうなさいましたの？」

「ええ、〝点てん蔵ぞう様？〟って声を掛けたら、ビクってされて」

・俺　　：『まあ、不ふ意い打うちだったらそうなるよな。俺とか慣れてるけどさ』

・金マル：『いや、ナイちゃん達、流石さすがにそこらへん解わからないかなあ……』

　ですわよねー、と、思っていると、表示枠サインフレームに文字が来た。

・現役娘：『でも、そのくらい元気な方がいいと思いますのよ？　うちも、今け朝さ、私の加か護ごがあるのか、起きる前から〝酷ひどく強く〟という感じなので、〝酷く強く〟してますけど』

・銀　狼：『現在進行形で何なに言ってんですの──!?』

　通つう神しん設定役の浅あさ間まを見ると、ハナミともどもこちらから視線を逸そらしている。

　そして正面ではメアリが、

「点蔵様、朝御ご飯はんの最中もそんな感じですので、私、ちょっと耐えられなくなりまして」

「メアリ様、ホライゾンが思うにそれで正常です。メシがマズくなりますからね」

「Ｊｕｄジヤツジ．。そうですよね。大事な人がおちんこでてたら、心配するのが正常ですよね」

「うんうん！　正常正常！」

　皆の同意が得られて、メアリは安心したらしい。大だい丈じよう夫ぶですのよメアリ、うちには全ぜん裸らとか女じよ装そうとか餃子ぎようざとか一人で叶かなえるのもいますが、普通の異常事態には正常なツッコミ……、いえ、反応を返すものですから。

　だが、メアリは肩をすぼめて、

「でも、点蔵様、どうしておちんこでてるのか教えて下さらないんです」

「説明すると冷めるよな、ああいうのって。……変なもの見る目つきやめろよオメエら！」

　ええと、と、ミトツダイラはそういうときの対たい処しよとして、台詞せりふを述べた。なるべく言葉を選びながら、

「そういうときは、ただ、そばにいてあげた方がいいと思いますの。監かん視しの意味も含めて。それで、あの、第一特とく務むは、それから？」

「Ｊｕｄ．、それから、……おちんこでたまま昨夜の襲しゆう撃げき場所の検けん分ぶんに」

・●　画：『露ろ出しゆつか!?　つーか襲撃場所で何するつもりよ一体』

・金マル：『いやあ、具体的な想そう像ぞうはさせない方がいいんじゃないかなあ』

　と、そのときだった。店のドアが開き、

「遅れてすまんで御ご座ざる。第一特務、合流に御座るよー」
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　点てん蔵ぞうは、皆が向けてきた、初めて見るタイプの視線に軽く引いた。

　……え!?　何で御ご座ざるこの目つき！　蔑さげすみと期待が共になった視線で御座るよ？

　ナルゼが言った。

「サイテー。でも同どう人じん誌しのネタにするわ」

「な、何がで御座るか!?」

「クロスユナイト」

　何な故ぜか顔を赤くした正まさ純ずみが、こちらに対して右手を挙げた。彼女の背後、馬鹿が右腕を肘ひじから立てて強くシェイクしているが、それは無視するとして、

「何で御座るか？　正純殿どの」

「あ、ああ、お前、業務に差し支えがあるし、風ふう紀きにもいろいろあるから、自分をコントロールするときは普通の方法でいけよ？　それと、──表おもてで出すな」

　ストレスのことで御座ろうか。まあ、日々、外げ道どうどもの相手は疲労するものに御座るが。

　と、浅あさ間まが手を挙げた。

「正純、風ふう紀き委員からすると、上越露西亜スヴイエート・ルーシに点蔵君を派は遣けんするのは考え直した方がいいんじゃないでしょうか。……会議の現場で出されると厄やつ介かいなことになると思います」

「ナイちゃん思うに、露西亜ロシアでそんなことやったらソッコで凍とう傷しようになるんじゃないかなあ」

　一体何で御座ろうか、と、横を見ると、メアリが眉まゆ尻じりを下げた笑みでこちらを見ている。

　ああ、と思い至るのは、朝のことだ。だから点蔵は彼女に顔を向け、

「大だい丈じよう夫ぶで御座るよ。少々、思うところあったけど、現場など見て、いろいろ思し案あんしたらスッキリしたで御座る」

「……スッキリですの？」

「あれあれ、何なに故ゆえに引くで御座るか？　ちょっと現場の方、検けん分ぶんしていたものに御座るが、身体からだも動かす結果になって気分スッキリで御座るよ」

「解わかったから二度言わなくていい」

　ノリキの保証が出たので、点蔵は、メアリを真まっ直すぐ見て、こう言った。

「心配掛けてすまなかったで御座る。……今後はなるべく、相談したり、まあ、何というか、何も言わないときがあるかとも思うで御座るが──」

　周囲の反応が恐ろしいが、言うべきだと思い、言葉にした。

「メアリ殿に甘えてもよう御座ろうか」
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　メアリは、ふと、戸と惑まどった。

　……ええと。

　周囲、皆が表示枠サインフレームで何かを話し合ったり、ナルゼがトンボ型表示枠にもの凄すごい勢いで何かを描き始めた動きがある。だが、メアリは、

「あの、それって……」

　甘えてもいいか、という言葉に、戸と惑まどいというか、どう反応していいか解わからない。何な故ぜなら、それは、

　……点てん蔵ぞう様から、初めて私に、そういうことを望まれて……。

　否いや、告白の時も、そうだったと言えば、そうかもしれない。だが、強く欲されたあのときとは別で、

　……今朝のような御ご自分のことを……。

　これからは、強がるときもあるだろうけど、受け入れさせてくれる。

「────」

　自分を全部受け止めてくれた彼を、自分が支えることが出来る。そうさせてくれる。そのことを、甘えるなどと、そんな表現されて、

　……ええ。

　メアリは、己おのれの中に生まれた感情に、素直に従うことにした。もう、自分の思うがままに生きると英国イギリスで決め、それを許してくれる人の元にいるのだから、

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　メアリは笑みで頷うなずいた。

「それを点蔵様が出来るとき、存分に甘えて下さい。それが私の嬉うれしいことでもあります」

「う、うん、……Ｊｕ、Ｊｕｄ．に御ご座ざる」

　帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶって頷く彼に、向かいの椅い子すを示し、座って貰もらう。

　今日はこれからどうしましょう、と、そんなことを考え始めている自分はどうかしてる。ただ、これから先、自分が彼を甘えさせてあげられるなら、彼は己を〝大だい丈じよう夫ぶ〟と言い続けていけるのではないかと、そんなことを思うのは自惚うぬぼれだろうか。

　ただ、気になるのは、

「あの、正まさ純ずみ様？　点蔵様は大だい丈じよう夫ぶですので、ええ、上越露西亜スヴイエート・ルーシ行きの……」

　Ｊｕｄ．、と正純が頷いた。

「詳しいことはログでまとめて送るが、上越露西亜行きの大使として、クロスユナイト、お前とメアリ、ホライゾンに葵あおい、そしてミトツダイラに行って貰う。──頼むぞ」
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　クロスユナイトが、わずかな間をもってから、

「──Ｊｕｄ．」

　と迷い無い了りよう解かいをしたのを正まさ純ずみは確認した。彼の横、メアリが、ほ、と吐と息いきしたのも、

　……まあ、出してたことへの根本的な解決は二人の問題として任せるか。

　そう結論し、正純は告げた。

「次。伊だ達て家へ向かう者だが──」

　正純は、該がい当とう者へ、それぞれ先に視線を向けた。

「向むか井いと、ウルキアガ、二人に頼む」
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　鈴すずは、身を引き締めた。

　……え？

　驚きがある。何な故ぜ自分が、という不ふ意い打うちだ。だが、何となく正しくも思う。その理由は、やはり、

「英国イギリス……、の時？」

「そういうことだ。既すでに外がい交こう役やくとしての前例がある。更さらには、武蔵むさし艦かん長ちよう代理だ。役職としても充分なものがあるだろう」

「フフ、待ちなさい貧ひん乳にゆう政治家。その観点について、鈴には言っておくことがあるんじゃないの？　言い忘れは相手を釣つるために用いるべきで、身内には駄だ目めよ」

「解わかってる。だから〝充分〟と言ったんだ」

　いいか？　と問われ、鈴は頷うなずいた。そして言われたのは、

「武蔵の艦長代理という役職、それを預けるということは、つまり向井、……お前は、伊達側から見たら、人ひと質じちという観点が強い」

「……そう、な、の？」

　人質とは、よく神啓レデイオや神肖テレビのサスペンス演劇で聞く言葉だ。勘かん定じよう銀行に立て籠こもった賊ぞくが丁稚でつちの人達に火ひ縄なわ銃じゆうを突きつけて、逃とう走そう手段などを要求するのだ。大体においては御お奉ぶ行ぎよう様が出てきて、

「ははは賊共どもよ、不ふ慣なれな種たね子が島しまを扱うから、ほら、セイフティがかかったままだぞ」

「え!?　……って、この野郎、騙だましやがったな！　皆、やっちまえ！」

　などといつもの展開になって父と母は満足して「この御奉行様、毎回人を騙すよね」「結けつ構こう個人の解かい釈しやくだよね」と感想をこぼし合うのだった。でも、そうだとすると、

「……人質、た、救たすけてくれるの？」

「え？　あ、いや、人質確定というわけじゃない。万まんが一いちの、という意味だ。つまり、武蔵と伊達が敵対しないよう、セイフティとして、重要人物を預けておくわけだな。

〝その人を失うとまずいから、私達は敵対しません〟ということだよ、向井」

　……えっ。

「わ、私、その、重要じゃ、な、ない……っ」
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・武蔵野：『介かい入にゆうします。ぶっちゃけ、武蔵むさし艦かん橋きようの実務からしますと、鈴すず様＝浅あさ間ま様[image: ]アデーレ様[image: ]その他の御客様[image: ]ネシンバラ様[image: ]総そう長ちよう、という区分です。──以上』

・俺　　：『〝[image: ]〟って、矢やじ印るし!?　先の方が偉いってこと!?』

・武蔵野：『逆です。──以上』

・俺　　：『即そく答とうされたＹＯ！』

・ホラ子：『最下位の人は鈴様と浅間様を見習って反省した方がいいのではないでしょうか』

・あさま：『でも何で私が？　艦橋なんてほとんど入ってないんですが』

・武蔵野：『通つう神しん関係でいつも御お世せ話わになっておりますので。浅間様がおられませんと、武蔵の大部分の通神補ほ助じよが無くなり、私どもの負ふ担たんが大きくなります。鈴様も、艦橋内におられますと、自動人形の侍じ女じよ的役割が頂けて有り難いのと、周囲察さつ知ちによってこちらの負担がかなり軽けい減げんされます。アデーレ様は航こう行こうの実務、ということで。他、内うち訳わけは、


●ネシンバラ様：悲観的推測と強ごう引いんな航行指示がかなり危険

●総長　　　　：邪じや魔ま、スカートをめくる、全ぜん裸ら、寝る、艦橋のモニタでエロゲする等々



　というところですね。──以上』

・あさま：『最後の人は本気で反省した方がいいんじゃないでしょうか』
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　成なる程ほど、と浅間は各おの々おのの重要性を理解した。だから、

「ええと、鈴さん？　伊だ達て家に行くのが難しく感じるなら、代わりに私が行きますけど？」

「え？」

　鈴は、こちらに顔を向け、両の手を胸の前で絡め出す。迷っているのか、絡めの速度と複雑さが上がり、しかし、

「う、ううん、い、行くっ。だ、だって……」

　鈴が手をこねながら正まさ純ずみの方に顔を向ける。

「伊達家の人達、……って、わ、悪い人？」

　彼女の問いかけに答えたのは、正純ではなく、ウルキアガだった。彼は、己おのれの尻尾しつぽを立てて、それに座るようにしながら、

「──姉がいないのが悪だとするならば、悪であろうな」

「ウルキアガ、言っておくが、伊達の総長政まさ宗むねは女性で、弟がいるぞ」

「伊達は善人だ、向むか井い外がい交こう官かん」

　……何か行く気になってますが、いいんでしょうか、それで。

　浅あさ間まは内心で冷や汗をかくが、鈴すずの手の動きが止まっているのは確かだ。彼女は、改めて正まさ純ずみへと顔を向け、

「じゃあ、い、行っても、何もない、よね？」

「その筈はずだ。何しろ伊だ達て家は将来、松まつ平だいらの認可をもって奥おう州しゆうの覇は王おうとなる。この時点で両教きよう導どう院いんに問題が起きるならば、伊達は将来を放ほう棄きしたようなものだ」

「伊達の、ひ、人、達、……いい、ひと、かな？」

「ええ、鈴さんがいつも通りにしてれば、皆、いい人だと思いますよ」

　こちらが笑みで告げた言葉に、鈴が笑みを返してくれた。彼女は手て指ゆびを握って、

「ん……、そ、そう出来るよう、頑がん張ばる、ね」

　……あら。

　鈴の言葉に、自分も、皆も、それを感じた。

　鈴の能のう動どうだ。

　否、今回の話をしている限り、鈴はずっとそのつもりだったのだろう。自分が変に気を利かせてしまって、〝いつもの彼女〟の枠わくにはめようとしていただけに過ぎない。

　……いけないいけない。

　思っていると、横の喜き美みが肩を叩たたいてくる。そして彼女が見せる仕し草ぐさに、何をするべきかが解わかったので、

「あの、鈴さん」

　鈴が改めてこちらに顔を上げた。何？　と問うてくるような雰ふん囲い気きに、浅間は横の喜美と一いつ緒しよの返答として、右の親指を上げて、

「イエ──。頑張りましょう」

　ん、と鈴も、固めていた手をほどき、右の親指をこちらに上げて見せる。

「い、い、いえー……」

　顔を赤く、声が消えていくのが鈴らしい。だけど、そんな彼女をフォローするように正純が言葉を掛ける。えー、と、と彼女は前置きし、

「交こう渉しよう時じは、通つう神しんで私が出る。伊達側との直接通神を浅間に用意して貰もらうつもりで、向むか井いとウルキアガには映えい像ぞうや音声つきで皆と応答が出来るようにしておく。表示枠サインフレーム越しだが、ここや、教室の中にいるのと変わらない状況を提供しよう」

　頑張ります、と、自分の仕事として理解した浅間は、横の喜美が肩を叩いて来るのに振り向く。すると、彼女が口の横に手の平をかざし、小さな声で、

「ねえ、浅間」

「何？」

「良かったわね、することがあって。アンタ、自分が放っておかれるのが苦にが手てだもんね」

「だから、その、……何が？」

　警けい告こくの意味を含め、強めに言ったつもりだった。だが、喜き美みは目を細め、翳かざした手の内側でこちらに囁ささやく。

「泣き虫」

「──ま、またそういうこと言う！」

　いつ見ていたのか。気付かれたのか。こちらにも解わからないことに対し、周囲の皆、トーリだけが右の親指を突き出して見せる。

　それに対し、浅あさ間まは赤せき面めんを感じながら、不ふ機き嫌げんの表情を作って表示枠サインフレームを広げた。

「ハイ、じゃあ諸しよ処しよの設定を送りますから、皆、表示枠や携けい帯たい社務を出して下さいね！」
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　一本の、長ちよう剣けんにも似た槍やりがある。

　玉たま砂じや利りの上で、それを握っているのは宗むね茂しげだ。酒さか井いの屋や敷しきの庭にて、彼は一度、二度とそれを振ってみて、

　……重量バランスは、槍と言うよりも長なが巻まきに近いですね。

　刃やいばの長さと柄えの長さがほぼ同じだからだろう。柄を握る腕の力と動きが、そのまま扱いに出る武器だ。柄の上下を槍のように持つか、柄の下側を長剣のように持つか、宗茂は一いつ瞬しゆん考えたものの。

「──さて」

　右の手て指ゆびに引っかけるようにして回すと、穂ほ先さき近くでバランスがいい。柄が重いということだ。だから彼は、その槍を高速で回し、右手と左手に振っては背や前を通し、

「────」

　広げた右手に勢いよく受けた。

　穂先の側だ。それを持ち、

　……槍として、とりあえずは用いましょう。

　そう思い、刃を横にした握りと立てた握りの、どちらがいいかを計っていると、

「教えることが何もないねえ」

　屋敷の、縁えん側がわに座っている酒井が背を曲げた頰ほお杖づえで言う。宗茂は彼に振り返り、刃を翻ひるがえして見せると、

「刃の手入れなど、良好ですね」

「〝奥おく多た摩ま〟に一度全部見みて貰もらったからね。昔は榊さかき原ばらにやらせていたけど、江え戸どに派は遣けんされてから放ほう置ち状態でさ。不備は無いと思うんだ。──あ、礼はタマ子に言って」

　という酒井の声に、奥で黒くろ盤ばんの消費を続けていた〝奥多摩〟が振り返る。彼女は宗茂に頭を下げ、

「装そう備びの調整や整備は当然のことです。──以上」

「あれ？　俺、遠回しに[image: ]しかられてる？」

〝武蔵むさし〟が茶の湯飲みを人数分ぶん持ってきた。

「解わかっているのに直さないのが問題です。さて、酒さか井い様、あの槍やり、〝瓶かめ貫ぬき〟ですが、その使用法などの伝でん授じゆをされた方がいいのではないでしょうか。──以上」

「そうだねえ。でも、体感から気付いて貰もらった方がいいと思うんだよね、俺。無理に使いこなそうとするより、自分にあった使い方を発見して貰もらった方がいいからさ」

「それは一体どういう事です？」

　こちらの問い掛けに、酒井は答えない。そういう人だというのは解っているので、宗むね茂しげは無理に言葉を重ねない。

　代わりと言うように、屋や敷しきの裏うら手てから、誾ぎんと、着き替がえた〝浅あさ草くさ〟がやってきた。

　誾は、大型の義ぎ腕わんに、薪まきを数本持っていた。まだ割られていないそれを、彼女が、

「宗茂様。──試しを」

　こちらに届くように、高く、ゆっくりと投じる。
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　槍を手にした宗茂に、薪を投じる。

　すぐに生じた結果を見た誾は、

　……当然のことではありますね。

　薪を槍が貫いている。それも、一メートル強はある刃やいばの半なかばにまで、薪は貫かれて達していた。刃が分ぶ厚あついため、薪は貫かん通つう後に膨ふくれたようになり、

「これでは割かつ断だんですね」

　苦く笑しようで言う宗茂の台詞せりふ通り、薪が裂けて二つに割れた。

　ただ、誾には、少し気になることがあった。この結果は当然のことではあるが、

「宗茂様」

「誾さんも気付きましたか？」

　気付いてはいない。だが、彼が己おのれの目の高さ辺りに、左の平ひら手てを翳かざして見せる。そこへ投げて欲しいということなのだろう。

　誾は頷うなずき、ふと、昔を思い出した。かつて、彼がまだ立たち花ばな家に修行に来ていたとき、このような訓練を行ったものだった、と。

　空中にいる敵を捌さばく方法だ、と言った父が、やはり同じように〝こちらに投げてみろと〟と言ったので、バルデス兄並の顔面狙ねらい全力オーバースローでぶち込んだら怒られた。強ごう引いんに叩たたき割ったくせに怒られるのは納なつ得とくがいかないが、宗茂にはゆっくりとアンダースローで投じるように言われ、確かにそうしたのは、

　……既すでにあの頃から、宗茂様には優しくするようになっていたのかもしれませんね。

「誾ぎんさん、オーバースローでも構いませんよ」

　父を超えるおつもりですか！　流石さすがは宗むね茂しげ様。

　嬉うれしくなったのでその通りにすると、彼が柄えを前後に長く持ち替え、縦に振り、

「……っ」

　快音がして、宙に薪まきが二つに割れて左右に飛んだ。

　割ったのだ。それは、宗茂が置くように振った長い穂ほ先さきによるもので、しかし、誾の感想は一つだ。

「──切れ味が落ちましたね」

　先ほどとは違う。

　最初に投げた薪は、音もなく貫かん通つうされた。貫通力が高かったために、薪の繊せん維い構造が裂ける間も無かったほどだ。

　だが、今のは違う。刃やいばに激げき突とつした勢いで割れただけだ。だから音もしたし、二つに割れて左右に飛んだ。最初と同じ切れ味が発はつ揮きされたならば、音もせず、左右に飛ぶことも無かっただろう。同じ刃なのに、この差は何か。

　……これは一体……。

「誾さん、ちょっと高く投げて貰もらえますか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　疑問しているより実じつ践せんだ。それが正しい。だから誾は、昔のようにオーバースローで、

　……昔は、百メートルクラスの遠えん投とうを入れていたものですが。

　とりあえず、宗茂の頭上を高く越える程度の軌き道どうで投げた。すると彼はこちらに背を向け、

「こうですかね」

　頭上を越え、遠ざかるような軌道となった薪を、宗茂は槍やりで貫いた。
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　結果として得たものを、宗茂はまず、手て応ごたえとして理解した。

　……補助と、そういうべきなんでしょうか。

　誾に向き直り、槍を翳かざしてそう思う。長い穂先の中頃、そこに薪が貫かれており、

「最初と同じくらいの貫通力ですね」

　誾に掲げるなり、薪が裂けて割れた。そして、三度の結果で得たものを、こちらよりも先に誾が告げた。

「貫通時じに加速する……、そんな手応えでしょうか？」

　Ｊｕｄ．、と宗茂は応じた。確かにそうだ。

「狙ねらいをつけて突く際、前に進む……、というところですね。一回目は、こちらの挙きよ動どうにやや遅れたようでしたが、そこでこっちの動きに合わせる調整を自分で行ったのでしょうか。

　だからきっと、三度目の方がこの槍やりにとっての本番ですね。何な故ぜなら──」

「〝追いかける〟動きだったのに、一回目と等しい貫かん通つう力でした」

「そういうことです。貫通補ほ助じよの調整が最初から入ったと思います」

　こちらに投じられた薪まきをカウンターで突き刺せば、深く刺さる。それは当然のことだ。

　だが、三回目では、こちらを越えていったものを追い貫いたのだ。薪は軽いものなので、追い打ちとなれば跳ねてしまうこともある。もし貫いたとしても、

「一回目と同様、半なかばまで貫くというのは、まずありません」

「宗むね茂しげ様ならば可能なのでは？」

「今のは、それをしようとしてませんでしたよ。逆に、そうしなければどうなるかを試すつもりだったのですが──」

　予想以上の結果が生じた。更さらに、手に残った手て応ごたえは、

　……貫通の際、抵抗が無くなったような感かん触しよくでした。

　宗茂は酒さか井いを見る。猫ねこ背ぜの頰ほお杖づえを突く彼に、宗茂は〝瓶かめ貫ぬき〟を掲げ、

「一つ、質問して宜よろしいでしょうか」

「ああ、何だろうね、宗茂君」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──何か発動させる際の掛け声など、ありますか？」

「そういうの好き？　恥はずかしくない？」

「誾ぎんさんにアモーレ連れん呼こして慣れました」

「宗茂様、私のは別べつ腹ばらで御願い致します」

　そうですね、と笑みで応えて、宗茂は酒井に視線を向ける。すると酒井は身を起こし、

「流石さすがにそこまで上等なもんじゃないよ。ただ、宗茂君、君はさ、その〝瓶貫〟が、どんな能力を持っていると思う？」

「貫かん通つう攻撃の限げん定てい補助。そのように考えていいのでしょうか」

　惜おしいなあ、と酒井が答えるのを、宗茂は聞いた。

　……惜しい？

　全く違うというなら、発想も変えられよう。だが、微び妙みような差さ異いというなら難しい。しかし、酒井は真相を答えることはなく、

「ちょっとまあ、使ってみてよ。結けつ構こうクセがあるけど、もし慣れたなら、俺なんかよりも断だん然ぜんいい使い手になれると思うんだよね」

　だから、

「身み勝がつ手てだけど、楽しい方に期待しておくよ。うん」

　彼の言葉が終わると同時に、鐘かねの音ねが聞こえた。

　武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんが鳴らす時報の鐘だ。数は八つ。それを聞いた酒井は、

「さて、いつもだったらすぐ授業だけど、今日はどうせ皆、外がい交こうの用意とかで自習だろうね。仕事も山やま盛もり、大変だ」

　そうですね、と宗むね茂しげは頷うなずいた。己おのれの手の中にある槍やりを確かめるためにも握り直し、

「少し、頑がん張ばってみようと思います」







[image: 第二十五章『過去への下がり手』]
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　武蔵むさしの地下、居きよ住じゆう区くなどが収まる基き本ほん構造体の下には、艦かん体たい底部を埋める機き関かん部ぶがある。

　左右舷げんに分かれ、ある程度は前後に区画分わけされながらも、武蔵各かく艦かんの全長に近い長さを持つ長大な空間だ。

　そこはブロック化された巨大な流体駆く動どう機きと、冷れい却きやく施設、それらの制せい御ぎよ施設という、三者が並ぶ広大な場所だった。立ち並ぶ、高さにして二十メートルを超える流体駆動機は、武蔵の燃料槽そうから送られる流体燃料を拝はい気き化かする。その行き場は、福ふく祉しの大部分を司つかさどる艦内加か護ご機関にある加護転てん換かん機きであり、艦表面の海を発生させる紋もん章しよう群であり、

「……更さらに地下に並ぶ重力航こう行こう機関でもある、か」

　呟つぶやく声は、工事の音にかき消される。

　真田さなだ十じゆう勇ゆう士しの一人、伊い佐さだ。彼女は今、左さ舷げん機関部の更に左舷側、重力航行制せい御ぎよブロックの設置された床ゆか上うえにいる。

　朝の一仕事を終え、配給される朝食を食べている最中だった。メニューは海苔のりを当てた握り飯めしと、スティック漬つけ物ものに炒いり豆。紙パックで茶もついてくるのが有り難い。

　周囲の床よりも一段落ちた設置部の床は、金属の編み目として作られている。その構造は三重になっているが、透すかして見える下には、確かに、

　……重力航行機関かー。初めて見るわー。

　将しよう棋ぎの駒こまに似た、しかし十数メートル単位で作られた加速ブロックが、縦じゆう横おうにずらりと並んでいる。重力航行時はこれらを収めた下部区画が翼のように外へ引き出され、加速ブロックがそれぞれ連れん動どうして直ちよく列れつ出力を上げるのだという。

　……凄すごいもんだなあ。

　いいなあ、と伊佐は素直に思う。自分は忍しのびの里さとでも技師系けいの担当だからだ。

　だが、自分が行うのは、作ることではない。改造だ。真田教きよう導どう院いんではそこまでの生産設備も保ほ持じ設備も無いし、需じゆう要ようも無い。基本として、銃じゆうや機き動どう殻かくは大手企き業ぎよう座ざや他た教導院から買ったり、譲ゆずり受けであり、それを自分達なりに改造するのが伊佐の役目だ。

　そんな彼女からしてみれば、

「いいなあ」

「何がですか？　伊佐君」

　ああ、と伊佐は応じた。誰もいない背後に、口を薄く開いただけで、

「穴あな山やまは、完全に自じ前まえの忍にん術じゆつだよねえ。こういうの使わない」

「現地調ちよう達たつでも何とか、というレベルの自前ですけどね。伊佐君は、やはりこの武蔵が気に入りましたか？」

「以前は外から見てるだけだったけどね。今回はホント、面白いわー」

「首しゆ尾びの話をしていいですか？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じて、伊い佐さは右の肩を上げる。肩を巻くようにあるのは、

「流りゆう体たい関係の伝でん導どうをする麻あさケーブルね。目の細かい極きよく東とう麻だから贅ぜい沢たくなもんだけど……」

　と、青黒い樹じゆ脂しでコーティングされた束に彼女は視線を移す。

「さっき、下の概がい要よう聞いてさ、これから重力加か速そく器きの配はい線せん調整。とりあえず、手持ちのケーブルを配線しながら、仕込むとするかねー」

「じゃあ、これを」

　と、いう穴あな山やまの声と共に、座る伊佐の脚あしの間にあるものが落ちた。茶の紙パックに見えるが、中身は違う。伊佐は、それを受け取り、

「……十、十一、十二、か。うん、充分。下の重力加速器の基き部ぶ器きに仕込めば、重力加速器を使用しようとした瞬しゆん間かんに、この武蔵むさし野の左さ舷げん後部の加速器を停止に追い込める筈はず」

「Ｔｅｓ．、後はこの仕込みを、他の大おお手て教きよう導どう院いんに対して売り込んでもよし、自分達で使用して宣伝としてもよし、……というところですか」

「そういうこと。……微び妙みように気が引けるけどねー。ホント、こういういい設備見みて、嫉しつ妬と出来る性格だったら良かったんだけどさあ」

「それは伊佐君のキャラじゃないですからねえ。大体、嫉妬で破壊してやろうって思えるくらいなら、余よ所そから買った銃じゆうとかの改造、しないですよね」

「穴山はよく見てるねー。──って、あと、さ」

　伊佐は、手を、それとなく虚こ空くうを搔かくように構える。

「こっちの仕込みも幾いくつかやってみたかな。とりあえず、自じ律りつ出来るのは作れそう。部品自体は今の有あり明あけだったら何ど処こにでもあるから、こっちが有利だね」

「伊佐君は今回の活動で一番イキイキしてますねえ」

「根ね津づも気分転てん換かんになってるみたいだし、武蔵むさし様々だねえ。由ゆ利りのフォロー、頼むよ？」

　言って笑いそうになるが、堪こらえる。相手は今、他から見えていないのだから。ゆえに伊佐は、握り飯めしを口に入れ、

　……どうだろうなあ。

　これだけ大きい存在を、自分達がどうにかする。

　たった数人の、力のない教導院の、要いらないもの扱いの忍にん者じや達が、どうにかする。

　出来たら凄すごいと、そう思う一方で、そのくらいが出来ずして何の十じゆう勇ゆう士しだとも思う。だけど、その一方では、

　……世界は、もっと上に行っているんだろうね。

　何な故ぜなら、これだけ大きい存在でも、敵かなわない敵がいたのだ。

　怖こわいねえ、と、茶を喉のどに入れて海苔のりの後あと味あじを流し込み、伊佐は一息をついた。

「あのさ、どう思う？　私達さ、真さな田だ教導院に流れ着いて、そしていろいろと点数稼かせぎみたいなことしてきたけどさー……」

　でも、

「どうなんだろうねー。……私達、世界のステージに上がってんのかな」

「上がってますよ。昔から、ずっと」

　穴あな山やまの即そく答とうは、いつものことだと伊い佐さは思う。しかし、自分は皆の中で一番の年長だが、こんなことも思うのだ。

「あのさあ。世界のステージに私達が上がれてるとしたならさ」

　どうだろう。

「〝要いらず〟って、何い時つ、取ろうか」
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　穴山が沈ちん黙もくの気配を作ったことを、伊佐は敢あえて無視する。

「私達はさ、前のトコじゃなくて、真さな田だの人間なんだよね。それをさ、もっと、しっかりと確信していいんじゃないかとも思う訳ねー」

「それは解わかってますとも。だけど……」

　ああ、そこから先も解っている。

「〝要らず〟じゃないと、自分に納なつ得とく出来る働きってのは、何か、ってことだよね」

「そういうことです。私達が〝要る〟と、自分達で確信出来るほどの働き。それはある意味、自分自身の復ふつ権けんです。だから──」

　だから、

「この、武蔵むさしを巡る動きというものは、意味があります。何な故ぜなら、あの羽は柴しばですら、武蔵を傷つけはしましたが、航こう行こう停止には追い込めなかったのですから」

「穴山は意い外がいと自分を盛り上げていくのが上う手まいよねー……」

「演劇好ずきですからねえ。ここでの仕事を終えたら、垢あか落おとしに水み戸と領地の演劇場にでも行ってから真田に帰りたいとこですね」

「今だと、何が演やってるかな。メカものがいいんだけどさあ」

「確か、劇場版ばん〝機き動どう関せき所しよカンジン〟が封切りだった筈はずですよ。関せき所しよを通るためにわざと弁べん慶けいが義よし経つねを打って、義経の身分を隠かくし通すわけですが、神肖テレビ版では弁慶があの都市級スーパー弁慶なので、パンチ誤ご爆ばくで関所破は壊かいしてましたっけ。関所の崩ほう壊かいシーンは見事でしたが、劇場クラスなら他の手て合あいが見たいところですねえ」

「穴山の趣味は広すぎてよく解らないねー……」

　でもまあ、と伊佐は呟つぶやいた。

「そっちはそっちで、根ね津づ達もいろいろと動いてるわけだけど、どうなの？」

「どう、とは？」

「ビミョーに何か、ズレがあるっしょ？　由ゆ利りの方とか、さ」

　穴あな山やまは答えない。皆のまとめ役の穴山としては、お互いの行動への諫かん言げんは避けたいというところだろう。ただ、

　……言っておけば、穴山の私し見けんとしてそれは伝わるからねー。

　中間管かん理り職しよくは大変だ、とも思うが、そういった関係も含めて、皆がそれぞれを信頼し、動いている。だから、

「私は私の仕事をやっていくとしようかね」

　伊い佐さは、荷物をまとめ、最後の漬つけ物ものをかじってから立ち上がる。

「武蔵むさしを物理的に止めるのは、私の仕事だし、さ」

　と、声が聞こえた。周囲の工事の音とは別の、少女の声だ。

「おーい。そろそろ下した行く準備しといてくれるー？」

　大ひろだ。皆に手を振る彼女は、グラブをはめた両の手で下を指さし、

「今日から詰めの作業になるし、新しく来た人も仕事頑がん張ばって貰もらうよー」
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「私の仕事か……」

　薄暗く、広く、しかし高さのある空間に、声が生まれた。

　義よし康やすだ。

　彼女がいるのは、〝武蔵むさし野の地下第一伽藍壇ハンガー〟と書かれた札の立つ格かく納のう庫こだった。武ぶ神しんと機き動どう殻かく、一部大型装そう備びを格納するここは、現在、ほとんどの武神が外に出ているために動きが少ない。あるとしたならば、

「里さと見みの御お嬢じようちゃん、こんなもんでいいのか？　なるべく可愛かわいくしたつもりだがよ」

〝義ぎ〟の入る伽藍前、機き関かん部ぶ代表の泰たい造ぞうが一息をつく。

「最上の趣味に合わせる、ってなると難しいわな。まあ、あるだけ入れてみた」

　青の重じゆう武神がそこにある。犬いぬ顔がおの装そう甲こうをもった〝義〟だ。義康は、鎖くさり太た刀ちを左右に下げたその姿を見て、

「随ずい分ぶんと、無茶な要求をしたが、叶かなえてくれて有り難い。女子用装そう甲こう服ふくの白があるとは思ってもみなかったが」

　と、泰造と見上げる〝義〟は、今までの戦せん闘とう重視の青い装甲服とは違い、スカート部などが長なが目めの白いものを装備されている。

「まあ、朱雀すざくのスペアで染せん色しよくしてないのがあったから、それの丈たけ詰つめて合わせただけだ。御嬢ちゃんにゃあ、ここんとこで〝義〟も〝八やつ房ふさ〟も見させて貰もらってるからな。たまにはプレゼントってやつよ。ほら、あいつらコーディネーター」

　と示す奥。武蔵のデリックマストから吊つる展開帆ほの１ピースを装甲キャンバスから切り抜いている軽けい武ぶ神しん群ぐんがいる。身長三メートル強の彼らは、こちらに気付くと大おお鋏ばさみと待ち針を使う手を休め、片手を上げた。

　こちらも思いついたようにだが、頭を下げ、

「────」

　里さと見みにいた頃に比べ、随ずい分ぶんと腰が低くなったものだと義よし康やすは思う。

　まあ、それは悪いことではない筈はずだ。自分は今、ここの者達を養ったり、護まもったり、導くようなことはせず、ただただ世せ話わになっているのだから。

　無む論ろん、里見の全ぜん権けんを預かってしまっている以上、武蔵むさしという立場から見たら、自分は疎おろそかに出来ない存在になっているのは確かなのだが、

　……客きやく人じんの立場に胡座あぐらをかいていても仕方がない。

　だからなるべく、現場にいようとは思っている。が、

「…………」

　見上げる〝義ぎ〟の横、やはり伽藍ハンガーに入った〝八やつ房ふさ〟からは、何の動きも無い。

「機関部長」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何だい、気に入らねえなら、作り直させるぜ」

　向こう、軽武神達が慌あわてて身体からだを左右に振り、両手で〝抑えて抑えて〟の姿勢を取る。

　どこも上は厳きびしいものだ、と納なつ得とくと同情しつつ、義康は泰たい造ぞうに問う。

「〝八房〟の起き動どう方法は、やはり解わからないか？」

　問いかけに、泰造は、一いつ瞬しゆん動きを止めた。そして、

「うーむ……」

　と、頭を搔かいた。解らない、と言った雰ふん囲い気きは感じない。どう説明したものか、という風ふ情ぜいだ。だから、大体の内容を悟さとった義康は、先回りするように言葉を作る。

「……〝八房〟の制御情報術式プログラム、擬ぎ似じ的な感情が、私を拒こばんでいるのか」

「まあ、そうとしか言えねえ」

　泰造は一息をついた。

「……八はち徳とくか。俺なんかにゃあ無む縁えんだが、正直どうなのか、とは思うぜ。それが揃そろった人間ってのは、どういうものなのか」

「だが、先代も、先々代も、この〝八房〟を動かしていた」

「ああ、だから難しい」

　泰造が言った。

「完かん璧ぺきな人間なんているわけねえ。だから、二人もこれを動かしていたなら、この〝八房〟の求める八徳ってのは、〝八房〟なりの解かい釈しやくなんだろうよ。……無む論ろん、それはそれで、〝別の八徳とは何か〟って疑問がつきまとうんだけどな」

「……調査、感謝する」

　構わね、と泰たい造ぞうが手を前後に振る。

「朱雀すざくも厄やつ介かいだが、こっちも正直、厄介な機体だぜ」

「それほどか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と言った泰造が、〝八やつ房ふさ〟の五体をそれぞれ指さした。いいかよ？　と彼は前置きし、何な故ぜか口くち端はに笑みを作りながら、

「機体を統とう御ぎよする制御情報術式プログラムが、いろいろな部分に絡まり過ぎている。要するに、パーツの交換すら難しいってことだ。全身に八つも出力系を積む時点で、そのくらいのシビアなバランスは覚かく悟ごしておかなきゃいかんが、コイツはつまり、パーツを交換して長く使っていこうという機体じゃあなく……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、、解わかっている。大体の所は、先々代達たちが作り上げた時点で、覚かく悟ごの上だ」

　それは、

「〝八房〟は、現状においては全国クラスで有数の機体だろう。だが、四し聖せいのような神しん格かく系けい技術が本体にあるわけじゃない。そして技術は日につ進しん月げつ歩ぽだ。十年、二十年もすれば、もっと軽量で、しかし戦せん闘とう力は上の機体を作れるようになってくるのは確かだ」

「まあ、量りよう産さん出来るかは謎なぞだがな。そうなるまでは充分に脅きよう威いとなる機体だろうよ、これは」

　フォローなのだろうか。少しの嬉うれしさを感じるが、現実は別だ。

「先々代は言ったよ。〝二年でいい〟と。──二年間でも、この〝八房〟が世界において最強のクラスを保てるならば、いい、と。当時は、何なに故ゆえにそんな弱気なことを言うのかと、そう思っていたが……」

　今なら解る。

「二年前、一六四六年に〝八房〟を完成させたとき、先々代は予期していたのだろう。

　末まつ世せを前にした各国が、一気に動き出すということを。

　そして、末世を前に、この戦せん国ごく時代が終わり、世界が安定するような流れになるのではないかと、そう思っていたのだろうな。だから──」

　だから、

「聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、里さと見み家けは、松まつ平だいらが天下を取った後、私の代で没ぼつ落らくし、ほぼ潰ついえる。

　先々代は、そこで私が不備を得ぬよう、最強の武ぶ神しんを遺のこしてくれたのだ」
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　義よし康やすは吐と息いきした。

　解っていなかったことばかりだと思う。

　二年前、否いや、それ以前から、姉達の背を追っていた。追って、見続けることで、解ったつもりになっていたが、

　……姉達が見ていた先は、当時には気付くことも出来なかった。

　恐らく、もっと先を見み据すえていた彼女達は、何をそこに求めていたのだろうか。計ることすら出来ない。ただ、思うのは、

「……機関部長、私は、何を期待されているのだろうか」

「そりゃあ俺なんかが解わかることじゃあねえよ、御お嬢じようちゃん。……俺は学生でもねえ、一いつ介かいの技師だ。確かに多くの機械扱あつかってきているし、〝八やつ房ふさ〟も〝義ぎ〟も結けつ構こう可愛かわいいと思ってる。こいつら整備して、すぐに出してやるこたあ、俺や俺達には確かに出来る。……だけどな？」

　だけど、

「自分の整備は、自分で感じなきゃあ駄だ目めだ。御嬢ちゃん」

「……感じる？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と機関長が言った。

「自分で得る人間もいるがな？　だが、〝これが救いだ〟と、感じられるようになってなきゃあ、何もかもが無む駄だだ。だから、救いは得るんじゃない。得に行くのもちょっと惜おしい。ちょっとだけな。──だから、多分、こういう事だと俺は思うんだ」

　彼は苦く笑しようで言葉を続ける。

「大事なのは、自分で準備しておくことだ。そろそろ救いが欲しいと、そう思う準備だ。何かが目の前に転がってきたとき、それを思わず拾えるような、そんな準備だ」

　はは、と彼は笑った。

「まあ、まだ駄だ目めだろうな。御嬢ちゃん」

　機関部長が、こちらの背を強く叩たたいた。肺の息が外に漏もれるほどの大きな一発だ。身体からだに入ってくるような響ひびきと痛みに、ふと、義よし康やすは昔を思い出す。

　かつての頃は、こうやって、己おのれの身体に触れてくる存在がいたのだ。

「機関部長。──私は、何が駄目なのだ？」

「年ねん季きが足りねえ」

　彼は笑う。歯を見せ、自分や、後ろの武ぶ神しん達や、ここにいる大人おとな達を指さし、

「どいつもこいつも、別れやオサラバなんて食らって来た連れん中ちゆうだ。それを愚ぐ痴ちって、思い出して夜に呻うめいたり、動きを止めちまったりもする。サヨナラ者もの達ばっかだよ武蔵むさしは。

　しかし、どいつもこいつも後ろ向きだけど、過去の方に歩いてるわけじゃあない」

　いいか、と彼は腕を組んだ。背後の武神達も似たポーズを取り、

「今の内に言っておく。御嬢ちゃん。失ったことを追うな。追えば過去に進んで、今の自分を作る時間を失っちまう。泥どろ沼ぬまのような過去にはまって行って、〝失ってなかった頃〟ばかりを思い出しては過去へ過去へと歩いていき、更さらにはまっていく」

　だから、

「だから、御嬢ちゃん。過去を見たら泣け。真っ正面に過去を見て、今に背を向けて、しかし、泣いて下がれ。こっちに、背を向けててもいいから、今の方に下がって来い。そうやって、泣くごとに過去と距離を取っていけ。それで大体は解決出来る」

「……解わからん説せつ教きようだな」

　義よし康やすは、問うていた。

「何な故ぜ、私にそんな言葉を投げかける」

「機械は噓うそをつかねえ」

　おうよ、と、〝義ぎ〟の入った伽藍ハンガーにいる整備士し達たちが腕を振り上げた。

「アンタの武ぶ神しん、各部に補強が入ってる。見たところ、着ちやく地ちに気を遣つかい過ぎてんだろ」

「だけどこれは、アンタの指示によるもんじゃないと見た。何しろ、他の部分、翼やメインフレームなんて、搭とう乗じよう者しやが解らねえ部分にまで補強が掛かってるからな」

　つまりこういうことさ、と、彼らが言った。

「里さと見みの技師達は、アンタが何も指示しなくても、アンタをちゃんとさせようとしてた。

　機械は噓つかねえ。──そこに掛かった意思を全て見せてくれるよ」

「そういうことだ」

　機関部長は、こちらの肩を摑つかみ、右の方に向かせた。

「里見の全部を任されたのは、学生達ばかりじゃねえ。俺達だって、里見の全部を任されたし、それをどう受け継げばいいかを教えて貰もらった。

　御お嬢じようちゃん、少なくともここは、里見と同じじゃねえが、しかし、同等の〝前〟にある場所だと約束しよう。だからまあ、──いつか俺達をちゃんと見てくれよ」

　さあ、と背を押される。行けと言うのか。ただ、何ど処こへと、そう思うこちらの正面に、

「里見生徒会長ー」

　従じゆう士しが、右の壁にある通用口の前で手を振っている。

「総そう長ちよう達は水み戸とで買い物してから行くみたいですが、私達の組はそろそろ行く用意しませんかー。外がい交こう艦かんの方、部屋が整ったそうなんで、中の売店や食事処どころも営業だそうですよ!?　会計補ほ佐さから馬鹿げた量の支し度たく金きん預かってきたんで思わず家いえ買いそうになりましたが我が慢まんしましたんで！　服とか御お菓か子しとかいろいろ行けますよ！」

　随ずい分ぶんと解りやすいな、と思いながら、しかし義康は、皆に振り向いた。

　頭を下げ、そして彼女は従士の方へと小こ走ばしりに行く。
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　ミトツダイラは、顔を赤くして俯うつむいていた。

　場所は、地上側、水戸の町にある仕立て式の衣い料りよう店だ。表おもて座ざ敷しきでオーダーを行い、奥おく座敷でそれを仕立て上げる。待ち時間はあるが、その間は店が用意した茶なり料理なりを楽しむ、という算さん段だんだった。

　今、自分は、上越露西亜スヴイエート・ルーシ行きの衣い装しようをオーダー中で、

　……上着とスカートの寸すん法ぽう取りで、スカートなど外して渡してるから、畳たたみの感かん触しよくがこそばゆいですわね。

　既すでに鈴すずやウルキアガの伊だ達て組、義よし康やすとアデーレの最上もがみ組は陸りく港みなとから外がい交こう艦かんで出しゆつ航こう準備に入っているらしいが、こちらは総そう長ちようやホライゾンも用意があるため、時間を多く取っている。

　急いだ方がいいが、無理に急いで忘れ物は避けたい。外交艦も、随ずい伴はんする輸送艦も、準備自体は出来ていると言うから、後はこちらがしっかりするだけだ。

　こういうとき、極きよく東とう式のオーダーメイドは早くて確実だと思う。だから、自分の衣い装しようが出来てくるまでの待ち時間として、

　……チョ、チョーカーのデザインですけど……。

　横から、馬鹿とホライゾンが覗のぞき込んでくる。

　母との戦せん闘とうで失ったチョーカーの見み繕つくろいだ。約束した通り、彼とホライゾンが一いつ緒しよについてきている。他、喜き美みや浅あさ間まも来ているが、そちらも混じってのこの状況は、

「フフん。ほらミトツダイラ？　こっちのデザインの服とか可愛かわいいわよお」

　……どうしたものですの──!?







[image: 第二十六章『畳上の感情持ち』]
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　ミトツダイラは色々な意味の汗と緊きん張ちようにまみれながら、品しな定さだめをしていた。

　開けた座ざ敷しきの上、担当の者が持ってきてくれたチョーカーの例を掲かかげて、

「え、ええと、ホライゾン、これとか……」

　と、見本の一品を見せると、彼女は差し出したものとこちらを交こう互ごにじっくり見て、

「Ｊｕｄジヤツジ．、牛ぎゆう革かわ製ですね。表面加か工こうが強くない方が、美お味いしく頂けるかと思いますが」

「……いえ、流石さすがにこれは硬かた過ぎると思いますのよ？」

　まあまあ、とホライゾンは言って、

「基本、これはミトツダイラ様とトーリ様の過去の関係を基礎としたものだと判断出来ますので、そちらを大事にして下さい」

　と、ホライゾンは馬鹿の肩を数度叩たたく。そして彼女は馬鹿に対して、

「いいですか、牛革です。そこだけ外さなければ何とかなります。ミトツダイラ様は肉を出せばチョロいですからね。おっと、高級じゃないといけませんよ？」

　結けつ構こう真実ですけど衣い装しようについてはどうかと思いますの。

　ともあれ、そこから彼の番になるわけだが、

「この、鎖くさりが装そう飾しよくとしてついたのとか、ネイトの芸げい風ふうに合がつ致ちしてんじゃね？」

「え、ええ、それ、いいですわね」

「あ、でもネイトは戦せん闘とうするから、シンプルで銀ぎん色いろ装飾が片側についたやつがいいか」

「え、ええ、それはいいですわね」

「お？　見ろ見ろ、これなんか、〝水み戸と〟ってロゴがあって、格好かつこいいな！」

「え、ええ、それもいいですわね」

　……どれがいいんですの私──!?

　主しゆ導どう権はこちらにあるようだが、いろいろと聞いている内に、主体性を自ら見失ってしまった気がする。更さらには、

「ネイト、喉のど上げてみ？」

　ときたま、無む造ぞう作さに、彼が喉に手て指ゆびを回してチョーカーをつけてくる。手が髪かみに掛かって生まれる揺れも、掠かすって喉に触れる手も、どれもくすぐったくて、声が出そうになって、

　……く！　が、我が慢まん我慢──!!

「ほーらステイステイ」

　不ふ意いに喉を搔かかれた。
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「……!!」

　喉のどを、くすぐるように搔かかれる。

　犬いぬ扱あつかいだ、ということや、いきなりのこともだが、喉を無む防備に搔かれたということに対する獣けものならではの恐怖感や、それを赦ゆるしてもいいという主しゆ従じゆうの感が重なり、更さらには、

　……あ。

　母が父にやってもらってるのを見たことあるが、自分も同じですのねコレ。ええ、コレはその、ええ、かなりマズいというか。その、気持ちいいといいますか。ええと、

「……っ！」

　弱い所がある、ということと、そこを彼に搔かれたことと、気付かれてしまったのではないかということや、我が慢まんしなければ、という思いがないまぜになった。だが、表おもてには出すまいと必死に堪こらえていると、

「よーしそのままステイステイ」

　彼の手て指ゆびが、いきなり喉元にまで差し込まれてきた。その感かん触しよくと驚きに、

　……ひん!!

　何か、確実に体の中、臍へその奥下あたりで分ぶん泌ぴつした。蒸し暑い汗が一気に出て、身が一度震え、喉から口から舌したからが緩みそうになり、

　……ひあ──[image: ]

　悶もん絶ぜつしかけた。ぐったりして床に伏すか、そのまま彼に倒れ込んで喉をこすりつけるか、必死に耐えて床を手で何度も叩たたくかの三さん択たくだ。だが、未だに続くくすぐり痒かゆい喉責ぜめの中、

「ここらへんに振りまくってる尻尾しつぽないかしら」

　喜き美みが、こちらの崩した正せい座ざの後ろ、尻しりの間を下がるラインに沿うように、いきなりその手を差し込んできた。

　……つ！
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　反射的に、ミトツダイラが尻を跳ね上げて逃げると、身体からだが前に倒れた。

　正面。座っている彼が支えようとしてくれるが、間に合わないし、届かない。だから、

「ぐ……」

　ミトツダイラは床に伏して、喉から腹下あたりにまで届く震えを隠かくし堪こらえた。立てた膝ひざ、掲げた形になる尻は恥はずかしいが、今、変に動けば、自分の中で何かおかしくなってしまいそうな気もする。だから、膝を揃そろえ、内うち股ももに力を入れて堪えていると。

「よしよしよし」

　手が、頭を撫なでに来た。

「大だい丈じよう夫ぶか？　何か、露西亜ロシア行きの緊きん張ちようで気分悪くなったか？」

　……気分としては逆！　逆ですのよ!!

　だが、ホライゾンまでもが、頭を撫なでてきて、

「どうどうどう」

　……それは馬うま用よう──!!

　そう思うが、頭を撫でられているというのも、それはそれで嫌なことではない。犬扱あつかいであるのは嫌だが、そこの部分以外は毛け繕づくろいと同じで結けつ構こう好きだ。しかし、

「…………」

　ミトツダイラは、とりあえず、不ふ機き嫌げんという顔で身を起こす。

　おお、と声を作る馬鹿とホライゾンの前で、乱れた髪かみを直し、一息を入れ、

　……あら？

　先ほど彼がつけてくれたチョーカーが、横の姿すがた見みの中、自分の首に見えている。
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　以前につけていたものに似ている。シンプルで、付属の装そう飾しよくとして鎖くさりをつける金かな具ぐもついたものだ。指で伝うと、鏡かがみの中の自分は、打ち込まれた銀の装飾に触れ、

　……ちょ、ちょっとシンプルですけど、装飾をつければ丁ちよう度どいいかもしれませんわね。

　どうしようかと、そんなことを迷っていると、横の馬鹿が鏡を覗のぞき込んで来た。

「やっぱ地じ味みか？　もっと派は手でなのとか、ゴツいのとか考えたりもしたけどさあ」

[image: ]

「似に合あわないと、思いましたの？」

「ううん。御お菓か子しの家で、俺、ママンにそういうの着けられてたから、……拘こう束そく？　そんな感じがケッコーしちゃってさあ」

　……う、うちの親は何してたんですの!?

　ホライゾンが、今回は壁ではなくて畳たたみを外して持ち芸げいをやろうとしているのは止めておく。そしてミトツダイラは、喜き美みと浅あさ間まの微笑がこちらに向いていることに気付きながら、首のチョーカーを両手で軽く持ち上げた。

　彼とホライゾンにチョーカーを掲かかげた自分を見せるようにして、笑みになることが出来て良かったと、そんなことを思いながら、

「──これ、頂く事にしますわ。しっかり作って欲しいので、注文しても、出来上がるのは当分先になるかと思いますけど」





●






　……こいつら何ど処こでも賑にぎやかだなあ。

　と、仕立て屋向かいの茶さ店てんで、正まさ純ずみは湯飲みに入った桃ももネクターを飲みつつ思う。

　自分は武蔵むさしの居残り組だから、別に服など仕立てる用も、日用品などを買う必要もないのだが、葵あおい姉あねが強ごう引いんに引っ張ってきたのだ。

「息抜きしろと言われてもなあ」

　と、見渡す町は、丘にある。下側、東へと向かう通りの先には、左右に広がる町があり、そして更さらに遠くには、田園の緑と、曲がる河川に、海がある。

　町の人口は五千人くらいと聞いた。歴史再さい現げんとして考えると大きいが、実際の規き模ぼとしてみれば、関かん東とうと奥おう州しゆうを結ぶ緩かん衝しよう地帯としては小さな町だ。領りよう主しゆのミトツダイラに言わせれば、

「私の領地ですけど、聖せい連れんの目が厳きびしくて、あまり手を掛けることが出来ませんの」

　とのことだったが、

　……今は、各所で工事なども始まった、か。

　江え戸どと里さと見みが崩ほう壊かいし、水み戸との住人達は自分達の先を危ぶんでいたらしい。ここに武蔵だけが来たならば反感もあったろうが、実際に来たのは武蔵を格かく納のうした有あり明あけだ。

「あの辺りにあるのかな」

　店先の椅い子すから空を見上げても、ステルス状態の有明の姿は解わからない。実際には空に浮いた莫ばく大だいな障しよう害がい物ぶつとして、大気に大きく変動を与えているのだが、逆にその変動パターンを利用して雨を降らせたり、放射冷れい却きやくを地表から抑えて温暖な気候を作ったりもしている。そのため、地上側では初夏の収しゆう穫かく物の出来は良好で、市場の動きもいいと聞く。

　町側のイメージとしては、聖連の影えい響きようを脱した水戸領主が何とか関東に辿たとり着き、有明をもって羽は柴しば達から水戸を護まもってくれると、そんな感覚のようだ。

　それもあってか、たびたび、ミトツダイラは下に降りている。知ち己きの店も出来ているのか、正面の仕立て屋では、

「ネイトー、どっか、出る前に飯めし食える場所ねえの？」

「仕方ありませんわね。でも、流石さすがに長居はいけませんので、御お肉にくを頼んで外がい交こう艦かんの上でジンギスカン鍋なべなど頂きましょうか。一応、外交艦を止めてある陸りく港みなとまでは小型の輸ゆ送そう艦を迎えに来させますので、買い物終わったらすぐに上越露西亜スヴイエート・ルーシに行けますわよ？」

　ほら、とミトツダイラが見る視線の先、北側の森の向こうには、一いつ隻せきの小型輸送艦が空中係けい留りゆう状態で待機している。

「あれを使って移動の時間短たん縮しゆく。少々贅ぜい沢たくが過ぎますけどね」

　……地主は違うなあ。

　と、そんな感想を抱きつつ見る周囲。水み戸とにおいては、物資の流通は確かなようだ。

　武蔵むさし側でも、野菜などの確保を行い、保ほ存ぞん食しよくに加工を開始しているが、

「……あ」

　丘の下の方にある水戸市民用ようの陸港から、輸送艦が上がっていく。それはゆっくりとだが、こちらの頭上を越え、丘の向こう、森の方へと向かう。あの行き先は、

　……武蔵各かく艦かんの住人を、艦ごと割り当てで分ぶん割かつ降下させた陸港か。

　水戸領りよう地ち中央、やや東側の森丘を、臨時で切り開き、陸港を作ってあるのだ。

　数は八つ。陸港と言っても、水場と、黒くろ藻もの獣けもの達による廃はい物ぶつ処理場と、浅あさ間ま神社の投とう下か型がた神社を用意した広場だ。その中に、各艦に住んでいた住民の内、改かい修しゆう作業に関わらない者達を、居きよ住じゆう用に改かい造ぞうした輸送艦で住まわせている。

　担当させている大久保達の報告を聞くからに、各かく陸港での生活は、食料と燃料の供給が安定していることから、落ち着いたものとなっているようだが、

　……こんなこと考えながら観察してる時点で、仕事離れになってないかもなあ。

　だが、

「うん」

　久しぶりの、息抜きとしての地上だ。
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　地上で一息もマクデブルク以来だな、と考えると、足下の確かさも有り難い。そしてまた、

　……地上に来た、と考えるべきなのか、地上に戻った、と考えるべきなのか。

　武蔵は移ろいの航こう空くう都市艦だ。武蔵の住人となったならば、地上に〝来た〟と言うべきなのだろう。

「フフ、どうしたの座り込み政治家。まさかこんなところで物思いに浸ひたってポエムでもルルルル詠よみたくなってるの!?　そうなのね!?　違うじゃない！　やだこの子、じっとしてるのにポエムも詠よまずに乳ちち揉もまないつもりね!?　つまり自己否定……！」

「結論が微び妙みように合ってる気がするが、全体的に何なに言ってるか解わからな過ぎるぞ葵あおい姉あね」

　あのなあ、と、正まさ純ずみは前置きし、向かいの仕立て屋にいる皆を見る。広い座ざ敷しきのこちら側には、仕立て待ちのミトツダイラや、四し方ほうに立てた衝つい立たての陰で服を脱いで寸すん法ぽう計りをしている浅あさ間まがいる。衝立の上から肩かた肌はだを晒さらし、布ぬの尺じやくで肩幅など計っている浅間が、

「どうしたんです？　正純」

「あ、ああ」

　ふと、言おうと思ったのは、足下から来る感覚だ。

　地面がある、という感覚。たびたび、仕事などで地上には降りていたが、一息を入れるとなると、マクデブルクからここまで、随ずい分ぶんと久し振りだ。足あし裏うらを常に押し返す大地があるということは、つまり、マクデブルクからここまで航こう行こうをしてきたということであり、

「────」

　改めて極きよく東とうの概がい要よう図ずを思えば、中ちゆう国ごく地方から関かん東とうまで、一気に抜けてきたことになる。

　……よく、生きてこれたな。

　否、と正純は心の中で言葉を作った。

　……護まもって貰もらったんだよな。

　そのことを実感するのは、これから先だろう。だから、

「やめた」

　肩をすくめ、正純は言う。

「もっと後で、いろいろと終わったら言うよ」

「フフフこの読書家貧ひん乳にゆう！　その振り方、恋愛ものの焦じらし方そのものね！」

　葵姉が、こちらの目を両手で指さし、伸ばした指でこちらの視線を追う。

「こういうとき、見つめた視線の先にラブ相手がいるわ！〝あのね……、いえ、やっぱりやめた〟〝何がだいハニー〟〝ふふ、そ・れ・は・ね〟ってほら！」

「喜き美み！　喜美！　変な世界入ってないで戻ってきて下さい！　武蔵むさし内じゃないんですから！　あと、私のブースの衝立摑つかんで揺すらないっ」

「いいじゃない浅間！　そういうものよ！　そして男だん装そう政治家のスキャンダラスチェゲラーメンな視線の行く先はほら！　これ！　こんなに逞たくましいドチョオオオオオオオ[image: ]」

「葵姉、それはどう見ても人類じゃなくて軒のきの柱だ」

　狂きよう人じんはメゲなかった。半泣き演技を始めた彼女は柱を平ひら手てでバシバシ叩たたきながら、

「いいじゃない、ツルツルの柱にだって人間誰だれしも欲よく情じよう出来るものよ！　擬ぎ音おんで言うとオンバシラァ！　そうよね愚ぐ弟てい！」

「うん！　出来るよ！　出来るよ俺!!」

　即そく答とうかよ！　と思ったこちらの目の前で、姉と弟がイエーとハイタッチした。そして、

「そうよね！　出来るわよね!?　──私出来ないけれど愚ぐ弟ていは頑がん張ばんなさいほら」

「姉ねえちゃん！　姉ちゃん！　俺おれ今ビミョーに狼狽うろたえたけど姉ちゃんエンジン掛かってね!?」

「いいじゃない！　大体ここんとこでちょっと恋愛成せい分ぶん薄いんだからそこの政治家協力しなさいよ、ねえ!?　ミトツダイラもそう思うでしょ!?　アンタいつも私が図書室でバイトしてる時、騎き士し道どう系の本の下に隠かくして恋愛もの借りていくものね！」

「人の領地で何バラしてんですの──!!」

　周囲の店から店主が出てきて、〝御お得とく意い様メモ〟という番ばん頭とう帳ちように今の情報を書き込んだ。皆はそのまま右手を挙げ、

「我らが水み戸との領地の繁はん栄えいは、領りよう主しゆ様と納なつ豆とうのために！」

「──我らが水戸の領地の繁栄は、領主様と納豆のために……！」

　復ふく唱しようの上で、皆は一いつ斉せいにミトツダイラに笑顔と〝是ぜ非ひ当店へ！〟と書いた木板を掲げながら店に戻る。それを見た正まさ純ずみは、口を横に開いているミトツダイラに視線を移し、

「領主と名めい産さん推おしでいいことだな」

「前向きな評価が有り難いですの……」

　ミトツダイラが俯うつむくのを見てから、正純は一息をついた。

「……いつも通りだな」

　仕立て屋の衝つい立たての向こうで、浅あさ間まと喜き美みがきゃあきゃあ言って、そのたびにどちらかの制服のパーツが外に放り出されてくる。それを見ているホライゾンが、うんうん、と静かな顔で頷うなずいているのを見ながら、ふと、正純はこう思った。

　……平へい穏おん、か。
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　平穏。

　当然あるべきもので、しかし、今の時勢と、末まつ世せによって、得られないもの。

　それを確実として得ていくことが出来るかどうかは、今後次し第だいだが、

「大使の役目が増えたわけだな」

　正純は、小さく笑ってミトツダイラに視線を向ける。

「──期待しているぞ」

　そうですね、とホライゾンも頷いた。そして彼女は隣となりの馬鹿の肩を叩たたき、

「あんまし期待してませんので」

「お？　じゃあちょっとは期待してんの？」

「盾たてくらいにはなりますかねえ」

　馬鹿が長なが椅い子すの上で体育座ずわりをして妙みような歌を口ずさみ始めた。大人おとなしくしている分には構わないからまあいいかと、そう思ったときだ。

・武　蔵：『正まさ純ずみ様。──鈴すず様とウルキアガ様、里さと見み様とアデーレ様の外がい交こう艦かんが地上側陸りく港みなとから出しゆつ航こう致します。同時に、まだ微び弱じやく反応ですが、伊だ達て、最上もがみ、上越露西亜スヴイエート・ルーシから受け入れの先せん導どう艦かん隊たいがこちらへと来ております』

　そして音が聞こえた。低く、しかし延びる音だ。木材が軋きしむ音にも似ている。その音に揺られるように、西の方角で森が動き、潮しおの匂においが送られて来た。

　ゆっくりと、外交艦と随ずい伴はんする輸ゆ送そう艦が、二組、それぞれ北西と北へと、進路を取ろうとしていく。伊達と最上行きの二に艦隊だ。

　……行って来てくれ。

「では、そろそろ私達も港の方で用意しないといけませんわね」

　ミトツダイラが指さす先、仕立て屋の中では、店員が出来上がった服を入れた風ふ呂ろ敷しきを掲げている。

　そして正純が立ち上がり、

「──さて」

　皆の方、仕立て屋に向かい、歩き出した瞬しゆん間かん。

　正純が渡っている道路。水み戸との町を東西に貫く主しゆ街道が、東から西へ掛けて、一いつ閃せんの光と共に消しよう滅めつした。

　直撃だった。







[image: 第二十七章『街道上の跳ね娘』]
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　二ふた代よは、水み戸との町で思し案あんしていた。

　……大だい丈じよう夫ぶで御ご座ざろうか。

　自分のことではない。左手に持つ情報草ぞう紙しの内容だ。

　朝、酒さか井いの屋や敷しきにて宗むね茂しげと〝浅あさ草くさ〟の戦せん闘とうを見て、それなりに思うことがあった。一ひと言ことで述べるなら自分の未み熟じゆくというものであり、しかし、

　……何が足りぬのか、それが解わからぬ。

　ゆえに、副ふく長ちようの仕事をしつつ、修しゆ行ぎよう期間としていろいろ試して行こうと考え、〝武蔵むさし〟から、武蔵内にて腕の立つ者が開いている道どう場じようや訓練場、座ざ学がくの場をまとめて貰もらった。

　だが、手て近ぢかな道場に行ってみたところ、そこは空白の場だった。武蔵の改かい修しゆうに従い、当然のように地上側の陸りく港みなとへと移住していたのだ。だから地上の陸港に行き、とりあえず大おお手てだろうと思ってIZUMO系けい列れつの訓練場に行ったら道場破やぶりと間違えられてテンション高く襲おそいかかられたので全員張り倒したら看かん板ばんをくれた。持っているのが面めん倒どうなので質しち屋やに売ったが、

　……道場破りとは失礼な話に御座るな。

　大体、道場破りとは道場生せい全員を張り倒して看板を奪っていくものと決まって御座ろう。

「……おや」

　拙せつ者しや、結果として、しでかしてしまったので御座ろうか。

　……拙者ともあろうものが迂う闊かつな……！

　ともあれ過ぎたことは気にしないようにしようと二代は思った。大体、一カ所行くごとに、自分御ご褒ほう美びとして極きよく東とうスイーツ巡りをすることに決めているのだ。

　……疲れると甘いものが欲しくなるもので御座るしな。

　特に、戦い慣れしていない初しよ心しん者を張り倒した後は疲れが酷ひどい。逃げ出すので追わねばならんで御座るからな。初心者も熟じゆく練れん者も皆均きん等とうに扱うのが本ほん多だ家けの平等に御座る。先日見みた神肖テレビ動画でも、父は負かした輩やから全員を流れ作業で割かつ礼れいの刑けいにして御座ったなあ。あの道場の連れん中ちゆうも上うえ野の神しんの神社に叩たたき込んでおくべきで御座ったか。

　だが、看板を売ったら薪まき代だいくらいにはなったので、そこそこスイーツだと二代は決めた。スイーツ予算獲かく得とくの方法として、道場破りは有りかもしれんで御座ると、そう思いながら、二代は地元情報草ぞう紙し〝こうもんウォーカー〟を見る。

　巻かん頭とう特集は〝水戸領りよう主しゆミトツダイラ様の特とく選せん肉店そうざらい〟だ。掲けい載さいされてる画が像ぞう、笑顔の彼女の背後に必ずうちの連れん中ちゆうが大量に載のって貪むさぼりまくっているのだが、今いま必要なのはスイーツコーナー。メインページでもミトツダイラが笑顔で、

『このお店、食べても食べても御肉が尽きませんの！　素晴らしい挑ちよう戦せんですわ！』

　などと、いろいろな意味で危険な発言をしている横、従じゆう士しが〝水戸の梅うめエクレア〟を食べて『うあー！　すぱ、ウマ、ウパー！　すま、あああああってかおおおおきたきたきたきたあ』などと可哀想かわいそうな感想を述べているが、これなどが本ほん日じつは良かろうと二ふた代よは思う。

　……店の方向はこちらで御ご座ざるな。

　先日、自分もミトツダイラの後ろの一人となって付き合ったため、それなりに水み戸との町にも土地勘かんがある。屋根上の櫓やぐらや、飛ひ翔しよう系種しゆ族ぞくの宿り木などを見つつ、

「……？」

　風が動いたと、そう感じた。
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　……どうしたもので御座ろうか。

　二代は思った。

　この風は、人が動いたときに生まれるもので御座る、と。

　町という、大気や人の行き来する通路が明確な場所。その中で更さらに鮮せん明めいになるタイプの風だ。

　人が作る風は、町の中に決まった流れの風を生む。だから、そこにいつもと違う動きの人間が入れば、全体の流れとは違う、小さな歪ゆがんだ空気の行き来を生む。

　それが、ゆっくりと動く人ならば、歪みも緩ゆるやかで、大人おとなしい。

　しかし、今は違った。

　鋭く、遠くまで届くような動きが二つ。確かにこの町にあり、

「ふむ」

　修しゆ行ぎよう中と今の自分を位置づけているが、己おのれは副長だ。

　ならば、と思い、二代は己も街の中に風を作りに行った。

　鋭く、遠くまで届くような風を、だ。

　そして前に行き、加速を入れた瞬しゆん間かん。二代は見た。

　街の背となっている屋根の並び。街道のある方を、東西にぶった切る光が生まれたのだ。

　……あれは……!?

「神しん格かく武ぶ装そう級の一いち撃げきに御座るな!?」
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　水み戸との街が、東から西に掛けて、その主しゆ街道を一直線に削けずられた。

　上昇し、北へと向かおうと艦かん首しゆを回しながら緩ゆるい螺ら旋せん上昇をしていく外がい交こう艦かんの上。会議にも使われるテラスから、鈴すずはそれを知ち覚かくしていた。

　丁ちよう度ど、下から見えるだろうかと、手を振ろうとしていた瞬しゆん間かんだった。

　鈴の知覚には、刃は物ものの〝鋭さ〟が、水戸の町を東から西に貫いたように捉とらえられた。

　威い力りよくは、長さにして恐らく五百メートル前後、だが、幅が狭い。道みち幅はばぎりぎり六メートルほどの攻撃は、街道の左右にある店の軒のきを吹き飛ばし、道を深く抉えぐっただけとなっている。

　鈴すずが得た感想は、

　……王賜剣二型ＥＸ．カリバーン……？

　一度だけ知ち覚かくしたことがある、英国イギリスを守しゆ護ごする剣。あれは今、英国女じよ王おうエリザベスの手にある筈はずだ。

　だが、エリザベスが水み戸とに来るとは聞いたことがない。武蔵野むさしの艦かん橋きようから日ひ頃ごろ見ていた水戸の陸りく港みなとにも、英国から来る艦かん船せんは無い。大体、エリザベスが来る理由が無い。

　……あるとしたら、点てん蔵ぞう君を酷ひどい目にあわせるとか……。

　人を悪い方に疑ってしまう自分は、よくないと鈴は思う。だが、

「トーリ君達……」

　距離が離れていて、知覚が届かない。熱や風が荒れていることもだが、自分の乗る艦は、任務を重視し、急ぎ離れることを決定したらしい。遠ざかるという動きの中で、鈴は地上を必死に捉とらえようとして、

「──!?」

　風が抜けた、と鈴は思った。

　遠ざかる街道から、吹き荒れていた破壊の熱が、その大きな波が消え去ったのだ。そして、波の下から小さく、弱く知覚出来るのは、

「トーリ君……！」
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　正まさ純ずみは、強い光に眩くらんだ瞳ひとみに、手を翳かざして前を見ていた。

　……生きているのか？

　街道が一直線に、東から西へと破壊されていた。それも、野太い刃やいばで一いつ斉せいに抉り取られたような破は砕さいだ。左右に並ぶ店の軒が、どちらも奥に一メートルほど食われている。壁も同様だ。道も、深さ一メートルほどの浅いＶ字に食われている。

　大気も失われたのか、風が左右から中央へと流れ込んできた。抉られた各店から、店内にある椅い子すや机、売り物の食品や道具が零こぼれて吹き流れ、店員が慌あわてて外へと顔を出す。

　一応、街道を渡ろうとしていた自分は無事だ。更さらに言えば、自分の近く、東側から西側に掛けては、破壊の跡が一切無ない。

　直撃の筈が、何な故ぜかと見れば、東側に、夏服の背がある。ミトツダイラだ。

「ミトツダイラ、お前が護まもって……」

「残念ですが、私だけではありませんのよ？」

　小さく笑って、銀ぎん狼ろうが東の方向、正面へと身構えた。

「水戸領りよう主しゆ、ネイト・ミトツダイラ、──上越露西亜スヴイエート・ルーシに出る前に、我が領地を乱した相手に一つ成せい敗ばいを致しましょう」

　言った彼女が、手にしていたものを掲げる。それは、先ほどの一いつ閃せんを切り裂き、背後にいる自分達を護まもった武ぶ装そうだ。

「──王賜剣一型ＥＸ．コールブランド。メアリ、いえ、第一特とく務む補ほ佐さというべきでしょうね。有あり明あけから飛んできたものと思いますが、有り難くお借り致しますわ」

　直後に、二つの動きが起きた。

　一つはミトツダイラが王賜剣エクスカリバーを防ぼう御ぎよに構えたこと。

　もう一つは、

「……会いました!!」

　浅あさ間まが、通りの向こうにいるであろう敵へと、高速の五斉せい射しやを放った事だ。
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　風を突き抜けて、五本の矢が飛んだ。

　浅間は、己おのれの右肩の上でハナミが身を回しながら柏かしわ手でを五連れん射しやするのを確認。その上で残ざん心しんに入り、ミトツダイラの両横を抜けて飛んだ矢を義ぎ眼がん〝木葉このは〟で追う。

　射しや撃げきは動どう態たい追つい尾び式、高速化は入れてあるが、着ちやく弾だん処理は訓練用だ。しかし、

　……当たって下さい！

　巫み女この場合、対たい人じん射撃は基本的に禁止だ。迎げい撃げき行為ですら、可能となるのは、自分や誰かが命を狙ねらわれた場合と、相手が不法侵しん入にゆうをした場合、そして居きよ住じゆう地ちなどの破壊を行うと判断出来た場合の、防ぼう御ぎよ的迎撃状況である。他に可能だとしたら、

　……訓練の時や、警けい告こくです！

「だから、矢や尻じりを外した訓練用の矢を、今回は持ってきてます！」

「フフフ、浅間、そんなに撃うちたいの？」

「そういう解かい釈しやくもありますけどね!?　ね!?」

　先端に着ちやく弾だんを知らせる程度の衝しよう撃げき術じゆつ式しきの掛かった矢だ。当たったところで傷を負わせることすら難しい。だが、達たつ人じん級同士の戦せん闘とうにおいては、

　……着弾の微かすかな衝撃ですら姿勢を乱しますし、警告としては充分！

　だから迷わず撃った。しかし、

「…………」

　浅間は、一いつ瞬しゆんの中で迷った。自分は高速連射の訓練もしている訳だし、まだ相手が接近も攻撃もしてきていないなら、牽けん制せいのためにも、もう一回くらい射つべきではないかと。

　……うーん。

　と内心で唸うなった時だ。横、右手側から馬鹿の声がした。

「浅間！　射つなら今の内だぜ!!」

　ええ？　トーリ君、な、何なに言ってるんですか。やだ、私、別に射とうだなんて考えていないのにそんなこと言って。でも、今の内というのは確かですし、危険な状況ですもんね。うん。仕方ないですね。トーリ君、そんな期待した顔でこっち見て、ええ、店たな子こがそんなだと大おお家やは応えないとだめですよね。うん。じゃあ、ちょっとだけですよ？　よっしゃ。

「智とも！　智！　何かさっきから変なオーラ感じますのよ！」

　それは恐らく、敵のオーラでしょう。

「──会いましたあ!!」
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　五斉せい射しやの四連れん射しや。

　その全てが、緩ゆるやかな、しかし殴なぐりつけるような弧こを描いて高速に目標に飛ぶのを、ミトツダイラは見ていた。

　高速の二十連射は、そのどれもが術じゆつ式しきによる流体の加速光こうを引きながら、

「……！」

　更さらに術式用表示枠サインフレームを散らして加速した。単純な加速ではない。二段、三段のものもあれば、加速術式を横組して軌き道どうをズラすものまである。

　……エ、エグいですわね……！

　正直引ひいた。M. H. R. R.神聖ローマ帝国 で得た瞬しゆん発ぱつ加速の訓練として、浅間に対たい射しや撃げき回かい避ひなどを一度頼たのもうと思っていたが、どのくらいのことが出来るのかを話し合った上でないと危険でしかない。

　だが、射撃の行く先、破は砕さいされた通りの奥、無事な地形との境きよう界かいをミトツダイラは確認し、

　……いましたわ！

　距離五百メートルの果て。青に染めたM. H. R. R.の女子制服に、装そう甲こう類るいをつけた女が立っていた。金の長ちよう髪はつに、長烏帽子えぼしを被かぶっているのは、

「巨きよ乳にゆうか！」

　我が王うるさいですの、と思うこちらの視し界かいの中、立つ彼女は、武器を一つ持っていた。

　……槍やり？

　十じゆう文もん字じ片かた鎌かま型がた。どちらかというと十文字レ字型ともいうべき、直線の穂ほ先さきの根本に、レ字となるように副ふく刃じんを当てた形だ。

　しかし、石いし突づきの形を、ミトツダイラは異い様ようと捉とらえた。本来ならば柄つかと同じ程度の細ほそ身みとなる筈はずの石突きが、まるで杵きねのように長く太くなっている。

　そして、光が生まれた。長い穂先の刃やいばが、青白い光を帯びていく。その光の色は、

「先ほどの砲ほう撃げき!?」

　光の蓄ちく積せきが成り次第、来ると、ミトツダイラはそう判断した。だが、こちらは身構えるし、浅あさ間まの矢が届くのもすぐだ。

　砲ほう撃げきは間に合わないと思った直後に、視し界かいの先で光が爆ばく発はつした。

　……苦し紛まぎれに撃うちましたの!?

　違う。それを行うには、流体光こうの蓄ちく積せき量りようが足りていない。それに、光の爆発はこちら向きに生じたのではない。敵の背後。脇わきに構えられた槍やりの石いし突づきから背後に放たれたのだ。

　石突きが、槍と、その持ち主を蹴けり飛ばすように、彼女の後ろへと光の爆発を生み、

「……加速器きとして、来ますの!?」

　そこに浅あさ間まの矢が突っ込んだ。先頭の矢や群ぐん五発は直ちよく撃げきコースだ。

　しかし、構うこともせず、敵が跳ねた。前に、こちらに、だ。

　右脇に挟んだ槍の後部。表示枠サインフレームを重ねて加か圧あつされた加速光に押され、敵が、

「王賜剣一型ＥＸ．コールブランドか。──いい相手と当たれますね！」

　前に身を、こちらに一歩を置き、

「──果てろカレトヴルッフ」

　光の爆ばく圧あつが、浅間の矢よりも早く敵を突き飛ばした。

　……え？

　ミトツダイラが敵を見失ったのは、大量に直下へと行く浅間の矢が邪じや魔まだったからでも、Ｖ字に抉えぐられた道の溝みぞ底そこという、一段下を敵が選択したからでもない。

　速度だ。

　投げ放たれた槍やりのように、敵が来た。Ｖ字となった道の底を、一直線に金の髪かみが滑かつ走そうしてくる。槍を挟んだ右みぎ脇わきを締しめ、腕を組んだ直立で、まるで立てた爪つま先さきで氷の上を滑るように、一気に突っ込んできたのだ。

　一ひと呼吸で距離五百メートルの内、二百メートルを埋められた。だが、

「追つい尾び式しきです！」

　浅間の声と同時に、擦すれ違いの後こう続ぞく二十発が敵を振り返って追った。弾はじけるような流体光の破は片へんを生み、速度をほぼ落とすことなく、跳ちよう弾だんとして矢群が敵に飛ひ翔しようする。

　上から、下から、道の溝底を走り這はい、左右の宙を加速の鎌かま首くびとして矢が敵に向かった。

　追つい撃げきする。
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　かわせない、と浅間は判断した。あのカレトナントカという槍は、強力な加速器であるが、基本原げん理りは魔女テクノヘクセンの箒ほうきと同じだ。加速力は持続的なもので、瞬しゆん発ぱつ的な方向転てん換かんは不可能だ。

　かわすなら、前に加速するしかないが、

「ミト！　カウンターで〝ぐちゃあ〟ですよ！　それで勝てます！」

「……オメエ、敵と酒のツマミの作り方をいっしょにしてねえ？」

「ち、違いますよ！　お酒のツマミは〝だだだだぐちゃべしゃあ〟ですよ!!」

「敵が来てますのよー!!」

　そうでした、と前の街道を見た時だ。浅あさ間まは、破壊された街道の東に光を見た。青白い流体の加速光こうだ。だが、それは街道を破壊した敵が脇に挟んでいた槍やりの加速光ではない。

　敵が、組んでいた腕を解き、開いた左手を背後に回し、取り出したもの。

　……二本目!?

　もう一本の逆ぎやく片かた鎌かま形の槍だった。敵は対ついとなる追加を振り回し、

「果てろ」

　斜め上方向。新しく追加した加速光に蹴けり飛ばされる動きで、敵が身を回しながら跳んだ。一歩で上空、浅間から見て街道右みぎに並ぶ屋根の上へ、だ。
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　金の髪かみを大きく回し、彼女は動いていた。

　今、位置は、高いところ。右に街道があり、足下には前後に屋根が並ぶ場所だ。

　街道沿いの左並びとなる屋根上に、飛び乗った形だった。

　右後ろ、街道の方からは光の尾を引いて矢の群が飛んできた。

　追つい撃げきだ。追いつかれる、と言っていい速度だ。だが、こちらが狙ねらう敵は、三百メートルほど前にいる。そこまで、無事で辿たどり着かねばならない。

　だから、彼女は、右脇わきに抱えていた右片鎌を右の手に、左手のはそのままに、

「はて」

　追ってくる矢や群ぐんの前方。右の宙へと、

「右」

　彼女は右槍の加速を入れて飛んだ。

　行く。

　使うのは屋根を蹴る足。回す全身。振る首と、右槍の片かた側がわ加速。動きは、まるで右の空に全身で落ちていくように、しかし、足下へと矢の先端が追いすがった時、

「左！」

　彼女は右を止め、左槍の穂ほ先さきを逆さか手てで後ろに突き込んだ。攻撃のためではない。左の前を向いた石いし突づきから、後ろ向きの加速光が放たれ、

「……っ！」

　身体からだが左の槍に振り回され、宙で高速の旋せん回かい。後ろを向く。だが、停とまることのない回転運動を利用し、彼女は右手の槍を下からスナップ。

　追いつこうとした矢の一本を打てば、それは跳ねた魚のように挙きよ動どうを乱した。群の先頭で力を失えば、後から来た二本が先に行けと言うように激げき突とつする。

　力が破は裂れつした。二本の着ちやく弾だん点てんは小さいものだったが、そこに術じゆつ式しき用表示枠サインフレームが五枚重ねで展開。順に加速して砕くだけて散った。


《訓練用衝しよう撃げき圧あつ：実行：確認》



　訓練用らしく、着ちやく弾だんを知らせる快音と光が響ひびいた。光は刹せつ那なの輪を描き、二重の大たい音おんが建物や地面を打って跳ね返る。

　しかし、後続の十七は阻はばまれない。曳えい光こうしながら、快音の余よ韻いんすら食う勢いで十七連続の矢し光こうが大きく絡むように彼女を追った。対する一いつ対ついの槍やりは、

「……来なさい！」

　ベッドに倒れ込むかの如ごとき動きで、彼女はもはや回かい避ひではなく、追ってくる矢や群ぐんを纏まとう動きでの迎げい撃げきを望んだ。

　至り行く。

　使うのは通り両側の屋根を一いつ瞬しゆんの足場として跳ちよう弾だんする足。反射の動きで回避と跳ちよう躍やくを叶かなえる全身。行き先を向いては獲え物ものを見返す首と、両の槍の連続した交こう互ご加速。それらを用いた動きは、左右の屋根を交互に跳ね、

「──！」

　高速の残ざん像ぞうが生まれた。

　一瞬、影のように、両者の中間に跳躍で身を伸ばしたり、宙で方向転てん換かんをする姿が見える。

　だが、基礎は、左右の屋根の上を連続で跳躍する姿だ。

　音が響ひびく。両りよう槍そうによる加速の連続音が宙を貫き、もはや一つの楽がつ器きで打ち鳴らされる鼓こ動どうのような叫びをあげる。その中で吠ほえるのは炸さく裂れつの衝撃だ。

　右の屋根上のターン中に、左の槍で三本の矢を打ち崩す。

　跳んだ。そしてかわし、左で纏まとうように誘ゆう導どうし、右で振りたくって二発を鳴らして前に行く。追いすがられては打ち貫く間に、追加で砕いた二本の快音が空や大地を洗い流す。

　音が背を押す。

　移動は跳ねながらのものだ。だが、前を見逃していない。

　ただただ彼女は、左右の屋根を跳躍し、脇の下や、脚あしの間、上げた顎あごの下にまで矢をくぐらせ、しかし矢や尻じりを見せれば払い打った。腹を見せれば蹴けり上げた。誘ゆう爆ばくは三つずつ起き、連続し、だが、確実に距離は進み、

「……っ！」

　前に出る。追いつこうとする矢を宙で薙なぎ払い、爆ばく圧あつを敢あえて受けることで身体からだの旋せん回かいの速度とし、やがて、

「……これで終わりです！」

　跳んだ。腹を空に仰のけ反ぞらせ、オーバーヘッドの浴びせ蹴りで打った一本が残りの三本を誘爆させた。今までで一番大きな音が生じ、しかし彼女は己おのれをも洗う風と音の中、通りの溝みぞに全身を着ちやく地ちさせる。

　空に光の輪が三さん連れんで広がった直後。彼女は顔を上げ、正面を見る。獲え物ものまでの距離は五十メートルを切っていた。だが彼女は迷うことなく両りよう槍そうの先端に光を与え、

「──果てろカレトヴルッフ！」

　加速した瞬しゆん間かん。正面から影が来た。

　輸ゆ送そう艦かんだ。

　避けようもなく、直ちよく撃げきする。
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●






　ミトツダイラが街道へとぶち込んだ輸ゆ送そう艦かんは、小型のものだった。幅にして七メートル。全長は三十メートルほどの、大型木箱コンテナや人を運ぶための船だ。

　ミトツダイラが領地の備び品ひんとして私し有ゆうするものの一つで、水み戸との町から外がい交こう艦までを渡す足にしようとして、陸りく港みなと上空に待機させていたものだった。だが、

　……避ひ難なんの余よ裕ゆうはありませんわ！

　この敵の移動力、戦せん闘とう力は、輸送艦での離り脱だつを容易としない。自分だけならばともかく、正まさ純ずみや王が一いつ緒しよとなると、

「食らいなさい!!」

　飛ひ来らいする船を銀ぎん鎖さで摑つかみ、ここは力任まかせにぶん投げた。

　船の軌き道どうが下方向に変わり、ミトツダイラの正面、街道についたＶ字の溝みぞをガイドとするように突っ込んで行く。

　行った。

　ガイドが正確であったがゆえ、一いつ瞬しゆんで船は行く先を捉とらえて街道を滑った。

　敵までは距離五十メートル。全長三十メートルの輸送艦なら一いつ瞬しゆんだ。更さらには敵は、前方加速をしていようとしていたため、

「智ともの望んだ通り、カウンターで〝ぐちゃあ！〟ですわ！」

　あれは望みじゃなくて提案、提案です！　という智は恐らく現在狂きよう人じんタイムだ。日に何度かそうなることがあるので、聞く耳を持たない方がいい。

　土を削けずり、道を刮こそいで、船が高速で街道を突っ走る。その行く先は、

「敵に命めい中ちゆうですのよ！」

　言ったなり、輸送艦が真まっ二ぷたつに切り裂かれた。

　向こうからこちらへと、両りよう断だんの勢いで、だ。





●






　……は!?

　一瞬の破は砕さいの中、ミトツダイラの背後にいた浅あさ間まが見たのは、巨大な光の刃やいばだった。

　激げき音おんと構造材ざいの千ち切ぎれる音の向こう。敵が長さ十メートルはくだらない光の片かた刃ばをこちらに突き込んでいるのが見える。

　……あれは──。

　槍やりではない。右に持ち、今まで槍のように見えていたものがあるが、それは今、光の刃を放つことで、違う姿を持っていた。

　直線に伸びた刃と片かた鎌かまの、その内ない縁えんから、前方へと光の一いつ刀とうが放射されているのだ。

　槍やりではない。刃やいば自体が巨大な光こう剣けんの放出器きであり、加速器だ。

　敵はその巨大な光の片かた刃ばを全身で前に突き込み、結果として、

「……！」

　輸ゆ送そう艦かんが滑かつ走そう状態のまま左右に断たれた。





●






　敵は前に出ようとした。己おのれの両横を今、輸送艦の断面が後ろへと高速で突っ走っていく。石いし礫くれや土の破は片へんが飛び散り、部品の欠片かけらも舞ってくる。

　彼女は、右に摑つかんだ光の刃を押し込みながら、左の加速器を後ろに展開。術じゆつ式しき表示枠サインフレームによる加か圧あつを重ね、前に身を飛ばそうとして、しかし、

「……!?」

　正面に突き込んだ光の刃が、先端から上下真まっ二ぷたつに砕くだかれていく。

　砕さい音おんと光を散らしながら、極ごく厚あつの光剣が上下に割られ、散って消えていくのだ。

　何な故ぜだ、という疑問の答えはすぐに来た。

「王賜剣一型ＥＸ．コールブランド！」

　二つに割れた輸送艦の、左さ舷げん後部。こちらから見て右の艦かん尾びに、相手がいる。

　銀の髪かみを持った武蔵むさし第五特とく務むだ。彼女が、銀ぎん鎖さで艦尾壁に身体からだを寄せ、王賜剣一型をフルスイングしているのだ。輸送艦を投げた際、銀鎖のホールドを解かず、自分を引き寄せたのだろう。そして艦尾の陰から、こちらの攻撃を砕くと同時に一いち撃げきを見舞おうとは、

「見事な攻こう防ぼう一体……！」

　賛さん美びの声の先、英国イギリス王の剣は信頼出来る騎き士しに全力を貸す。その刃はこちらの攻撃力に加か熱ねつしながら、確かに光剣をぶった切った。

　振り抜かれる刃の高さはこちらのウエストに正確だ。横は輸送艦の残ざん骸がいが谷を作っていて、左右にも、下にも行く余よ裕ゆうはない。ならば、

「果てろカレトヴルッフ！」





●






　水み戸との街に住む者達は、街の街道を高速に下っていく輸送艦の残骸に、二つの影を見た。

　一つは、その間から上に飛び出した青の装そう甲こう付きM. H. R. R.神聖ローマ帝国 制服を着込んだ金きん髪ぱつの女子。

　もう一人は、

「我らが領りよう主しゆ様ぞ……！」

　おお、と皆が見る視線の先、気軽ともいえる跳ちよう躍やくで輸送艦の右う舷げん残骸に着ちやく地ちしていく銀の髪がある。彼女は、領地の皆に見えるように宙で身を回して一礼。人々の歓声を浴びながら、そのまま滑かつ走そうする輸送艦の右う舷げん上を、

「……！」

　瞬しゆん発ぱつした。





●






　ミトツダイラが己おのれの速度を上げていく。そんな光景を遠ざかる輸ゆ送そう艦かん上に見ていた浅あさ間まは、ふと風の音を聞いた。

　……この音は──。

　鋭い鳴り響ひびき。遠く、一直線に来る音だ。これは、

　……高速の加速術じゆつ!?

　どこからです、と思った瞬しゆん間かんだった。不ふ意いに、自分達の背後に風が来た。

　人だ。見知らぬ少女が後ろに飛び込んできたのだ。その手には、槍やりのようなものを持っているように見えた。だが、全ては高速過すぎて定かではなく、ただあるのは、

「──え？」

　気付けば、何な故ぜか、背後にあった風や、見知らぬ少女や、何もかもが不意に消えていた。

　……ええ!?　消えた？　今いたのに!?

　いきなりだ。先ほどまで聞こえていた風音も、背後に来た風も、人ひと影かげも、どこかにいなくなっていて、起き動どうした義ぎ眼がん〝木葉このは〟の追つい跡せき機能が、その照しよう準じゆんを迷っている。

　……えーと。怪かい奇き現象、じゃないですよね？

　どういうことです？　と浅間が思った時だ。ホライゾンがこちらに顔を向けた。

「あちらでは？」

　疑問詞しで彼女が言った先は、自分達の右手側。そちらに見える路地の奥。そこにある材木倉庫だった。だが、倉庫に何があるんでしょう、と浅間が視線を確かに向けるなり、

「……!?」

　材木倉庫が爆発し、空に数メートルの木材が無数に跳ね上がった。

　そして、木材と同じように、空に跳んでいる二つの影がある。

　一つは、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の女子制服を上着無なしで着込んだ槍やり持もちの少女。

　もう一つは、

「……二ふた代よ!?」

　二代だ。彼女は蜻蛉とんぼスペアを右手に、左手には薄い情報草ぞう紙しを手に、宙に身を舞わせていた。

　二代は、空中にある木材を蹴けり、高い一回転を入れ、身体からだの制せい御ぎよを行っている。

　槍を身構える姿は、既すでに戦せん闘とうの準備を終えたものだった。
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　二代は、激げき突とつの際に生じた爆発から宙に舞っていた。

　好きで爆発に巻き込まれた訳ではない。

　正まさ純ずみ達に向かおうとする敵、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 制服の女子に攻撃を叩たたき込んだ時、

　……槍やりで受けられたで御ご座ざるか？

　多分、そうだと思う。多分、と前につけたのは、その瞬しゆん間かんに爆発が生じたからだ。

　どういう仕掛けかは解わからない。

　だが、今、自分も敵も、木材や倉庫の破は片へんと共に空に舞っており、

「……と！」

　敵と、ほぼ同じタイミングで、二ふた代よは、宙にある木材を蹴けって下に跳んだ。

　並ぶ屋根の上に、お互いが着ちやく地ちする。

　距離にして約十二メートル。

　次に動く体勢を整えながら、しかし二代は思し案あんしていた。

　敵は二人という、そのことは解っている。こちらが一人を引き受け、ミトツダイラが一人を引き受ける、ということも解っている。だが、

　……どうで御座ろうか。

　拙せつ者しやは、腑ふ抜ぬけて御座らぬか、と、そんな疑問が腹の底にある。

　しかし、とも二代は思う。そのような疑問よりも、今はまず、敵だ。腑抜けていようがいまいが、副ふく長ちようは外がい敵てきを倒さねばならない。

　正純達の方にいるのは、正純と浅あさ間ま、姫ひめホライゾンと馬鹿と、喜き美みの五人。不安はあるが、

　……正純の判断力は確かで御座ろうし、防ぼう御ぎよ系けいならば浅間殿どのもいる。全ぜん裸らは知らん。

　ならば大だい丈じよう夫ぶ、と思った瞬間だ。周囲に音が落ちた。

　舞い上がった材木の群が、落ちる雷らい光こうのように町の各所に突き立ったのだ。そして、

　……上に御座るか！

　近くに立った材木の陰、それも上から、いきなりの銀ぎん光こうが、視し界かいの中央を貫いてきた。

　槍だ。敵が、材木を飛び越え、上からこちらに槍を突き込んできたのだ。

「……！」

　……全く。

　腑抜けて御座らぬか、と自問しながら、二代は敵の攻撃を槍で弾はじき受けた。

　鋭い一いち撃げきだ。目が醒さめるような力の反射は、二代にあることを確信させる。

　……この御ご仁じんもまた強つわ者ものに御座るか……！

　世界は広いと、そう思いながら、つい問いかけた。

「拙せつ者しや、武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん副長、本ほん多だ・二代！　貴き公こうは!?」

　……あ。

　いかん、と二代は思った。強敵に会えた嬉うれしさに、つい呼びかけてしまった、と。

　しかし、こちらが放った疑問に、敵が身を震わせた。だが、その震えは、戸と惑まどいのものではない。何かを堪こらえ、力を入れるような、己おのれを直すようなもので、

「Ｔｅｓテスタメント．……！」

　敵は、力を入れた視線でこちらを見た。

「拙せつ者しや、A.H.R.S.所しよ属ぞく、羽は柴しば麾き下か十じつ本ぽん槍やりが一番、──福ふく島しま・正まさ則のり!!」

　叫びを作り、敵、福島が来た。

「──本ほん多だ・二ふた代よ！　この槍、〝一いちノの谷たに〟をもって貴女あなたを倒す役目に御ご座ざります！」
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　……羽柴の十本槍ですの!?

　ミトツダイラは、福島と名乗る二代の相手の声を聞いた。

　だから自分も、輸ゆ送そう艦かんの上に飛び乗りながら、カレトブルッフを構えた相手に問うていた。それは今いま更さらながらの、

「何者ですの!?　武蔵むさしの騎き士し、ネイト・ミトツダイラが問いますわ！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　ならば答えましょう！」

　遠く、艦かん首しゆ側に下がった相手が、カレトブルッフを振り抜きながら叫び名乗った。

「私は、A.H.R.S.所属、羽柴麾下十本槍が二番、──加か藤とう・清きよ正まさ!!

　──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの血を引く水み戸と領りよう主しゆ！　貴女との相あい対たいは私の課題の一つです！」

[image: ]

　彼女は、金の髪かみを風に巻きながらこう言った。

「勝負と参りましょう……！」

　頷うなずくまでもない。ミトツダイラは、速度を身体からだに弾はじいて突っ込んだ。
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　遠く、町に突き立つ柱ちゆう上じようの戦せん闘とうを見聞きしていた正まさ純ずみは、敵の名乗りを確かに聞いた。

　福ふく島しま・正まさ則のりに、加か藤とう・清きよ正まさ。聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、この二人は、

　……羽は柴しば勢か!!

　それは、この水み戸と領地に、羽柴ではなく、麾き下かが乗り込んで来たということだ。

　横、葵あおい姉あねが仕立て屋の作った服を眺ながめながら笑う。

「フフ、解わかるわね。羽柴のサル子はこの水戸領地が生まれた時代に生きていないんだもの。だから、気を利かせた部下達がやってきたってことでしょ？　いい主しゆ従じゆう愛あいだわ、セクースにまで至るような人間関係を恋愛にしか見れない子供とは違う大人おとなの関係ね！　英語で言ったらこういう多様な合がつ体たい関係何なんていうの!?　ハイ浅あさ間ま！」

「え!?　ええ!?　え、ええと、た、確か、フ、フリー……」

「アンタたまに私でも引くようなこと言い出すわね……」

「浅間様、ハナミ様のヨゴレメーターが二秒で五本くらい満まん充じゆう塡てんを」

　一応はヒューマンリレーションズのディープってやつな？　と内心で答えておいて、正純は正面を見た。

　向こう、東方向へと滑っていく分ぶん割かつの輸ゆ送そう艦かん上じようで、ミトツダイラが加藤・清正との相あい対たいに入ったのだ。

　左さ舷げん側の残ざん骸がい甲かん板ぱん上にて、銀ぎん狼ろうが双そうの槍やりの使い手に加速し、突っ走っていく。

　名乗りを終え、戦闘の時間が改めて始まったのだ。
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　高速で連続加速するミトツダイラは、清正が構えるのを確認した。

　カレトヴルッフと名付けられた双の槍そう剣けんの内、彼女は一本を背に収め、右一本での対決を望んだのだ。

　構わなかった。

　ミトツダイラは全身を弾はじき跳ばす。

　右前、左前、右前、前、右前、そして左前に行けば、

「正面ですの」

　王賜剣一型ＥＸ．コールブランドの刃やいばを、弾くように放つ。

　瞬しゆん発ぱつした一いち撃げきは、しかし、

「と」

　清きよ正まさが振ったカレトブルッフによって、金属音つきで上に弾はじかれた。

　輸ゆ送そう艦かんが滑かつ走そうして生む風の中に、擦さつ過かで燃ねん焼しようした金属の匂においが走る。

　更さらには、跳ね上げられた王賜剣エクスカリバーに引っ張られ、上がったこちらの右みぎ脇わきに、敵がそのまま槍やりの穂ほ先さきを叩たたき込んで来る。

　鋭い一発だ。丁てい寧ねいなことに、片かた鎌かまの斜め刃やいばで、こちらの胸を水平に突こうともしている。

　正面からの水平の一いち撃げきは余り良いものではない。何な故ぜなら、

・賢姉様：『駄だ目めよミトツダイラ！　その攻撃に貧ひん乳にゆう回かい避ひは使えないわ！　巨きよ乳にゆう防ぼう御ぎよよ！』

　いつから正式名めい称しようになりましたのソレ。と、そんな事を考えるのも一いつ瞬しゆんだ。ミトツダイラは即そく座ざの判断を下した。

　王賜剣を手放したのだ。

　ただ手放したのではない。広げた手を、王賜剣の柄つかよりも上に掲げ、

「……っ！」

　下へと瞬しゆん発ぱつした。肩、肘ひじ、手首を、鞭むちのように放ち、真下へと突っ走らせる。

　そうして生まれる高速のスナップは、以前に母がやった技の真似まねだ。

　マクデブルクの丘で相あい対たいした時、母はわずかな距離のスナップで手を高速化し、立ち上がろうとするこちらの頭を上から押さえ込んだのだ。

　同じだ。こちらは押さえ込むのではなく、返す手首で、

　……王賜剣一型ＥＸ．コールブランド！

　摑つかむのは手の平ではなく人差し指と中指の間。動かすのは振りではなく、真まっ直すぐに下に引く流れ、だ。

　身体からだの右前において、柱のように立った王賜剣一型に片鎌の刃が当たった。

　快音が飛んで火花が散る。

　風の中、しかし清正は動きを緩ゆるめない。槍を全身で引いて踵かかとを上げ、爪つま先さき立だちになった。足あし捌さばきを使いながら打ち合うつもりだろう。少し気に掛かることがあるが、

　……すぐに決着をつけますわ！

　と、ミトツダイラは敵に対して右の半はん身みとなる。素早く回した王賜剣一型を、やはり握るのではなく、指でつまむようにして垂直に掲げた。

　そして後ろに回した左肩からは、腕を上に上げ、鎌かま首くびのようにして力を抜く。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに伝わる騎き士しの決けつ闘とう剣けん技ぎ。突とつ剣けん用の構えだ。

　その上でミトツダイラは、鎌首の左手を顔近くに寄せると、手て袋ぶくろを嚙かんで、

「────」

　お互いの間に首のスナップで捨てた。

　決闘の、正式な申し込みが完了する。

　応じる動きで、清きよ正まさが頷うなずき、槍やりを突き込んできた。

　直後、ミトツダイラは王賜剣エクスカリバーの柄つかから手を離し、

「Debut!!」

　手首と肘ひじの瞬しゆん発ぱつの連続による、高速の刺し突とつを連れん射しやした。







[image: 第二十九章『不安定足場の疾走者』]
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　滑かつ走そうする輸ゆ送そう艦かんの上で、銀の色と青の色が激げき突とつする。

　半はん身みを崩さず、柄つかを離しては発はつ射しやするミトツダイラと。

　槍やりを短く持ち、防ぼう御ぎよを主体としながら下がり、攻撃する清きよ正まさと。

　火花が散り、剣けん音おんが走り、そして動きが跳ねては押し合う。

　槍は、押されているようでいて、放たれる攻撃の率が落ちない。防御を主体としていることもあるが、ミトツダイラの横に回り込もうとする脚あし捌さばきがあるからだ。

　対するミトツダイラには、背後の、護まもるべき存在がある。輸送艦の滑走は、風が流れた時間と共に王達から敵を遠ざけるものだが、この敵には移動力がある。

　後に逃したら、追いつくことは難しい。だから、清正が己おのれの身を守り、しかし攻撃を放つのと同様に、ミトツダイラは攻撃を放ち続けて背後をも護らねばならない。

　両者の利害は真まっ向こうから激突し、

「……！」

　二人は左右に割れた甲かん板ぱん上を、片方は脚捌きで立ち回り、片方は己を弾はじいて位置を取った。

　剣けん戟げきの火花は、双そう方ほうの間に弧こを描き、連発する金属音が乱れ咲く。

　お互いは加速し、共に全身を移動方向へと叩たたき込み、しかし、

「……るぁ！」

　ミトツダイラが身体からだを前に押し込んだ。今まで、清正の攻撃をかわしやすいように身を逸そらしていたものを、一いち撃げきを撃うち込むごとに前へと倒していく。そして、

「──が」

　る、と犬けん歯しを剝むき、確かに一歩を前に出た。

　突き進んでいく。その耳に、今、遠くの剣戟が聞こえていた。それは、

　……二ふた代よ！

　ミトツダイラは思った。敗戦の流れはあるものの、遂ついに、武蔵むさしの主力である自分達が、羽は柴しばの構える主力達と攻撃を交わし合うようになったのだと。だから、

「二代！　この敵は止めねばなりませんわ……！」
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　……確かに！

　と、二代は、ミトツダイラの叫びに頷うなずきながら、福ふく島しまとの攻防を交わしていた。

　町の上。屋根の上。障しよう害がい物ぶつとして突き立つ柱の間を、お互いはくぐるように走り抜けては攻撃の火花を交わし合う。

　いい敵に御ご座ざる、と二代は思った。攻撃の打ち筋すじがいい、と。

　嚙かみ合っている感覚が、少し、ある。

　こちらは女で、敵も女。こちらはポニーテールで、向こうもポニーテール。こちらは槍やりで、敵も槍だ。お互いの槍には蜻蛉とんぼスペアと一いちノの谷たにという名があり、更さらには、

「なかなか出来るで御ご座ざるな!?」

「そちらこそで御座ります……！」

　……こちらも向こうも御座る語ご尾びで御座る……！

　これは驚きよう愕がくだ。うちの忍にん者じやのようにキャラが薄いのを何とか濃くしようとして御座る系の語尾キャラになる者はいるが、この相手は違う。サムライゆえの御座る語尾だ。何と貴き重ちような。

「二ふた代よ！　ボーっとするな!!」

　は？　と遠く、街道の方から聞こえた正まさ純ずみの方を二代は見る。

「ボーっとして御座らぬぞ正純。拙せつ者しや、周囲が気にならぬ程に考え事をして御座ってな」

「前まえ見ろ──!!」

　正純に言われた通り、二代は前を見た。すると、

　……おや、敵が攻撃を。
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　正純は、右手側、南の方の戦せん闘とうを見ていた。

　遠く路地の向こう。五十メートルほど先の屋根の上で、福ふく島しまが一ノ谷という名の槍を前へと振り抜いている。上半身を回した片手打ち。リーチと威い力りよくを重視した変へん則そくの攻撃だ。

　対する二代は、どうも散さん漫まんに見え、

　……まさか、当たったか!?

　だが、福島の槍が走った先、その軌き道どう上にいるべき二代が、いなかった。

　吹っ飛ばされたのか、と思ったときだ。正純は、不ふ意いに肩を右後ろから叩たたかれた。

「心配めさるな」

　え？　と振り向いた視し界かいに見えたのは、前へと流れていく二代の髪かみだった。だがそれも、一いつ瞬しゆんだけ撓たわんで、跳ねるように前に出て、

「──！」

　冷風とも言えるものが、通りを、敵に向かって突っ走っていった。
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　二代は前に出た。

　福島までの助走距離は長い。だから、

　……行けるで御座る……！

　自分の加速術じゆつ式しき〝翔しよう翼よく〟は累るい積せき加速型だ。接せつ敵てきまでの助じよ走そう距離が速度を決める。

　敵、福ふく島しまは今、全身で槍やりを振り抜いた姿勢だ。右みぎ片手突きの一いち撃げきは、石いし突づき側を持っているために最大限のリーチを活いかしている。

　だが、隙すきだらけだ。本来ならば片手打ちは攻撃に芯しんが入らないのと、戻しが遅くなるがゆえの危険から、邪じや道どうとされている。そのリスクを冒おかしたのは、

　……拙せつ者しやを討うつために御ご座ざるか！

　隙すき有ありに御座る。

　二ふた代よは福島までの距離が三十メートルを切った時点で跳ちよう躍やくした。路地には店がある。風のある路地だ。右手側に桶おけ屋やがあった。段を作るように重ねられた桶を踏み台にして、

「……翔しよう翼よく！」

　足前に出した術じゆつ式しき用の表示枠サインフレームは、こちらの加速を妨さまたげる一切を排はい除じよした。

　跳ぶ。

　七メートルを一歩で消費して左の屋根上に身を跳ばす。翔翼を展開し、二歩目で十メートルを消費。更さらに翔翼を打ち、三歩目で十四メートルを消費し、

　……む？

　二代はこう思った。跳び過ぎたで御座るな、と。

　行く先、福島は、こちらが槍を突き込んで来るものと思っていたらしい。だから彼女は槍を戻すことを放ほう棄きしていた。柄つかから手を離し、身を低くしてかわそうとしていたのだが、

「え!?」

　わ、という形に口が開いたのを、二代は見た。その直後。

「おや」

　跳び過ぎたあまり、二代は膝ひざから入った。





●






　二代は、己おのれの動きに乗じて右膝をぶち込んだ。

　空中で、身を一度仰のけ反ぞらせてからの膝蹴げりだ。

　狙ねらいは福島の顔面。横に渡した槍の影に入る彼女を追うために、身体からだの捻ひねりを調整した。

　膝を放つ。だが、夏服のスカートが翻ひるがえる音の行く先で、

　……消えた!?

　福島が居なくなっていた。否、跳躍したのだ。その行き先は、

「右……！」

　槍だ。宙に手放した槍を摑つかみ直し、福島はそれを引いていた。まるで宙に浮いた手て摺すりのように槍を伝い、身を起こし、右へと距離を取ろうとしている。

　背を躊躇ためらわず向けた福島の姿に、二代は相手の熟じゆく練れんを悟さとる。何しろ現在のこちらの姿勢では蜻蛉とんぼスペアを振ることは出来ないのだ。こちらを見ながら下がるよりも、全力で距離を取った方が正しい。更さらには、

　……加速術じゆつに御ご座ざるか！

　福ふく島しまは、ただ逃げているのではない。槍やりを伝って初速を得ると、加速術を発動させ、前に出ていくのだ。彼女は一いちノの谷たにと名付けた槍を右みぎ脇わきに挟むと、軽く跳ちよう躍やくし、

「〝逆さか落おとし〟……!!」

　加速術じゆつ式しき〝逆落とし〟。その名の通り、明らかに、敵は落ちた。

　二ふた代よの目に見えたのは、加速ではあるが、

　……落下……？

　初しよ速そくは遅い。まるで、浮いたような動きが見えた。しかし次の瞬しゆん間かん、福島の身は、

　……前方に落下するので御座るか！
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　二代の目に見えたのは、抜け落ちる、というのが正しいような、力りき感かんの無い、だが、確かな加速だった。

　槍を摑つかみ、福島が前に落ちていった。

　手を伸ばせば摑み取れる錯さつ覚かくすら与える、緩かん急きゆうのある加速だ。だが二代は、

「……甘いで御座る！」

　かわされた膝ひざ蹴げりを思い切り前に出し、身を空中で左に半はん旋せん回かいさせた。その動きで、左腕を後ろに伸ばし、バックハンドで振り払うのは敵の槍の石いし突づきだ。

　届いた。

　指どころか、爪つめをも引っかけるようなやり方で、二代は敵の槍、一ノ谷を払い打つ。

　……間に合う筈はず！

　当たった。指が掛かり、確かに弾はじいた。

　回す。

　福島が、こちらに振り払われた槍に、己おのれの身を回され、姿勢を崩した。

　行ける、と二代は思った。

　神しん道とう式の加速術は、累るい積せき型が基本だ。だが、累積する際、加速が上う手まく繫つながらなければ、加速術は壊こわれ、加速は失われる。よくて失しつ速そく、下へ手たをすれば吹っ飛ぶことになる。

　今、こちらは福島の姿勢を崩した。だから、

　……福島殿どのは、失速か、転倒をする筈！

　だが、二代は見た。姿勢を崩した敵が、平然と加速し続けているのを、だ。





●






「は？」

　二ふた代よの視覚は、敵の足下に青い表示枠サインフレームがあるのを見ていた。

〝逆さか落おとし〟と表ひよう記きされたものだ。

　しかし、それは、福ふく島しまが姿勢を乱したのに、消えても砕くだけてもいない。

　無事だ。

　おかしい、と二代は思った。そんな事は無い筈はずだ、と。だが、

「〝逆落とし〟……！」

　再び声が響ひびき、福島が追加で跳ねた。それもこちらの、背後へと、だ。

　そして二代は理解する。〝逆落とし〟という加速術じゆつのシステム。それは、

　……落下という、そのものに御ご座ざるか！

　落下とは、初しよ速そくは緩ゆるやかで、後から加速していくものだ。しかし、実際の加速自体は、初速の段階で発生している。

　ならば、〝逆落とし〟の加速方向制せい御ぎよとは、こちらが干かん渉しようしたような、速度が上がっているときに行われるのではなく、

　……緩やかな初期加速時じに、既すでに次の進行方向を制御しているので御座るか!!

　後から干渉しても、先行制御された加速が補正する。姿勢が乱れたとしても、先に約束された加速が、強ごう引いんに身体からだを拾っていくのだ。

　落ちる、という大おお雑ざつ把ぱな加速法なのは、干渉を受けた際の身しん体たい制御を楽にするためだろう。

　そして今、福島がこちらの背後に落ちた。

　彼女は既すでにこちらへと、長方形の穂ほ先さきを持った槍やり、一いちノの谷たにを向けており、

「……！」

　いきなり、福島がこちらに槍を発はつ射しやした。

　投げたのではない。

　……伸しん縮しゆく機き構こう!?

　穂先の到とう達たつ距離は、九メートルを超えた。
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　二代の判断は、反応よりも、予測にして行われた。

　右に抱える蜻蛉とんぼスペアの石いし突づきを後ろに向けると、

　……間に合うで御座るか!?

　伸縮機構を真まっ直すぐに発射した。狙ねらいは屋根ではない。それでは間に合わない。今いま打つべきは、一ノ谷の先端だ。

　……当たれ！

　当たった。

　火花が咲き、音が鳴り、反動とわずかなズレの結果として、二代は宙に舞った。
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　正まさ純ずみは見た。宙に高く跳んだ二ふた代よが、

　……お。

　身を翻ひるがえし、足場を踏んだのだ。

　足場は、町の中に突き立った木材の柱だった。柱の上ではなく、側面に足をついた彼女が、身体からだを大地と水平に、力を貯ためることなく、〝翔しよう翼よく〟に乗って、

　……おおお。

　正純の感心を超えるように、二代が加速跳ちよう躍やくした。それも、敵の頭上へと、

「柱を使うか！」

　正純の視し界かいの中、無数に立ち並ぶ材木の柱の側面を、二代が渡り跳ねた。
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　身体を地面と水平にして走る二代は、〝翔翼〟を途と切ぎれさせていなかった。

　柱の足場を利用し、〝翔翼〟の加速累るい積せきを、ただただ、

　……繫つなげていくのみに御ご座ざる！

　行うのは、速度の累るい積せき。

　そして二代が選択したのは、柱の側面を渡り跳ね、走ることだった。

　柱の側面に対し、身を垂直に立て、己おのれの身体を地面と水平にする。その上で、材木の階段や足場を行くように、進行方向を前まえ上方や前下方として一歩一歩を加速する。

　福ふく島しまの周囲をぐるりと回った頃には、足下側へと押しつける力が安定し、身が立った。そして一歩を跳ね、

「……っ！」

　伸しん縮しゆく機き構こうを用い、二代は、振り抜いた蜻蛉とんぼスペアの穂ほ先さきで福島を薙ないだ。

　風を割る。

　だが、福島は既すでに己の槍の伸縮機構を戻していた。

　……来るで御座るか。

　思うより早く、一気に頭上へと〝落ちて〟跳ばれた。影の行く先は並ぶ柱の上。垂直に立った先端だ。そして、向こうが柱の上、こちらが柱の横という構こう図ずで、

「参るで御座ります」

　追ってくる。こちらの〝翔翼〟の加速累積の方が速度が上だが、敵は一歩目から、

「──〝逆さか落おとし〟！」

　柱の上を落ち渡り、最さい短たん距離となる渡り方を連続し、福島が追って来た。

　来る。

　こちらの一歩が向こうの五歩となり、こちらの一歩が向こうの四歩となり、こちらの一歩が向こうの三歩となり、そこで一度交こう叉さした。

　攻撃のタイミングは、ほぼ同時だった。

　福島は水面下の魚を討つような動き。こちらは横方向へと走り穿うがつ動き。お互いの一いち撃げきはぶつかり、火花と散り、

「お……！」

　こちらの一歩が向こうの二歩となり、再度の攻撃が重なって一歩となって、

「おお……!!」

　二ふた代よは、追われる動きのまま、跳んだ。

　加速する。
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　両者の疾しつ走そうは、町に突き立った材木の柱の上と横を、弧こを描き続ける軌き道どうで追い合った。

　柱の太さは約二十センチ。その側面を二代が蹴けって前に飛び、上を福ふく島しまが蹴って前に落ちる。二代が前に伸びるような加速を行って槍やりを後ろに放てば、福島は落ちる瞬しゆん間かんの揺らぎを利用して回かい避ひし、落下の勢いで槍をカウンターに突き込んでいく。

　両者の攻撃は、追っては離れるものの、半歩分ぶんを越える距離を遠ざかる事はない。

　福島は二代の足を上から狙ねらった。膝ひざ裏うらからアキレス腱けんに掛けてを、短く持った槍で追つい撃げきする。

　対する二代は、置くような動きで、福島の腹を下から狙った。

　二代は柱の側面に足をつく位置を変えていき、時には大きく跳んで、

「……と！」

　三つほど向こうの柱に足をつくと、また一気に加速する。

　追う福島も、二代が拍ひよう子しを外して置いてくるカウンターの突きに対し、

「……応！」

〝逆さか落おとし〟を合わせて入れ、身を捻ひねり込んで回避とする。そして両者は、時たまに、

「──！」

　お互いの顔面や腕などを狙い打ち、相手の挙きよ動どうを乱すことを狙う。そのたびに二人は回避として、二代が柱の頂上を駆かけ、福島が柱の側面を行くことすらした。

　数合を重ねた二人は速度を上げ、

「行くで御ご座ざります……！」

　福島が柱の側面に下り、二代に並んだ。点てん在ざいする柱の左右を、左が二代で右が福島という並へい列れつで、二人は槍を真下に打ち合い、身体からだを起こしては水平に薙なぎ合い、同時に跳ちよう躍やくし、

「……と」

　二代が先に柱へと足をついて先行し、福島が後ろについて追った。次の着ちやく地ちでは、お互いの位置が左右逆ぎやくになっており、しかし福ふく島しまが、

「……追いつきましたで御ご座ざります！」

　柱の頂上から飛び込むようにして、側面右側を行く二ふた代よの逆側へと回った。

　並ぶ。柱の側面を、二人は蹴けりながら、

「おお……！」

　火花を散らし、行き交った。
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　二ふた代よは宙を跳ねた。柱と柱の間を一歩の疾しつ走そうで埋め、身を前に吹っ飛ばす。

　同じように、敵である福ふく島しまはずっと水平に落ちて来る。身を翻ひるがえし、永遠に続く落下運動を行うように、一定のテンポでずっと柱を水平に落ち渡って来るのだ。

　二代が攻撃を放つと、福島が受け、福島が攻撃を放つと二代が受ける。両者は槍やりを短く持ち、足あし捌さばきは前へと進みながらしかし身を回し、交こう叉さしながら町の各所の空を跳ねた。

　二代は思う。福島の動きは、ただただひたむきだ、と。

　……きっと、この戦いを望んで御ご座ざったのだろう。

　そして二代は思う。先ほどに福島が告げた台詞せりふを思う。拙せつ者しやを倒す役か、と。

　それは、ここだけの話だろうか。そうではないとしたならば、この相手は、ずっとこの相あい対たいを望み、訓練など尽くしてきたのだろう、と。

「しかし──」

　二代は、この相手を知らない。今日が、一応は初しよ見けんだ。

　一応と言うのは、三み方かたヶ原はらの戦いの際、この相手も、羽は柴しばと共に安あ土づち城の上に居た筈はずだからだ。あの時、自分は羽柴に注ちゆう視ししていたがため、

　……他の九人、どうだったで御座ろうか。

　憶おぼえていない。記き憶おくに無いという、そのことに、二代はこう思う。

　……拙せつ者しやとしたことが迂う闊かつな……。

　否、と攻撃をかわし、穂ほ先さきを指で押すように叩たたき込みながら、二代は更さらにこう思った。

　……最近、拙者、迂闊タイムが多くないで御座ろうか。

　以前は日に三回くらいだと思ったが、今日は既すでに二回だ。確実にペース配分が早い。ここ数日は、早朝迂闊やただいま迂闊までやってしまっており、どちらかというと慢まん性せい迂闊だ。

　迂闊は一日三回まで。そう思った二代は、

「……と!?」

　福島の攻撃が眼前にまで来ていたのを、慌あわてて回かい避ひした。首だけの動きでかわせたのは、僥ぎよう幸こうというよりも、福島の攻撃が正確過ぎるからだ。

　正まさしく確かな動きに御座ると、二代は敵を評した。

〝逆さか落おとし〟の方向転てん換かんにおける足捌きも、落ちるときの身の制せい御ぎよも、そして攻撃の幾いくつかも、どれもが真まっ直すぐだ。

　ならば、と二代は思った。

　……拙者を倒すという、この敵の心情は──。

　どうなのか、と思ったときだ。ふと、柱を蹴けった二代は、声を聞いた。

「く……」

　それは、苦く悶もんとも、呻うめきとも、憤いきどおりとも感じる声だ。

　……？

　どうして、そんな声を敵が出すのか。そう思うなり、敵が俯うつむき、落ちてきた。掲げた槍やりにて表情は見えず、ただ聞こえるのは、

「本ほん多だ・二ふた代よ様……！」

　名前を呼ばれ、二代は戸と惑まどった。様、とつけられる意味が解わからなかったからだ。だが、続く瞬しゆん間かんで福ふく島しまが叫んだ。

「拙せつ者しや如ごときに、本気で打ち合う気が御ご座ざらぬのですか!?」

　その問いかけが、どういう意味の言葉の並びか、一いつ瞬しゆん、二代は考えられなかった。

　……本気で打ち合う気がない？

　誰を相手に？　いや、それは、目の前の相手に、だろう。

　誰がだ？　それは無む論ろん、目の前の敵と攻撃をかわし合っている自分だ。ならば、

「────」

　しまった、と二代は思った。そして思ったのは、

　……そんなことは無いで御座る……。

　こちらは、福島のことを強つわ者ものだと認めている。こちらと戦うのにも、意味があるのだろうと、そう理解もしている。

　敵だと、そう感覚している。だが、福島は言うのだ。

「その腑ふ抜ぬけた攻撃は一体何なんで御座るか！」

　柱を蹴けり、こちらに飛び込みながら告げられた言葉に、二代は身が竦すくむのを感じた。





●






　いかん、と二代は短く心に告げた。

　すまぬ、とも、短く心に告げた。

　ふと思い出したのは、昨日の夕刻のことだ。外壁を昇る訓練を行おうとして、自分は宗むね茂しげの後をついていくような形となり、しかし、

　……あの時は──。

　腑抜けていた。

　心の中に、何か解らない、確かに出来ない引っかかりがあり、そして、しくじった。

　腑抜けていたのだ。

　そのように、自分に対して気を抜き、原因も定かではなく失敗をきたす人間が、他者との相あい対たいを制することが出来るのだろうか。もし相対の場に立てたとしても、腑抜けた身で戦うと言うことは、正式な相対の場を、穢けがすことになる。

　勝った、負けた、ではない。戦いに赴おもむく身として、戦せん闘とうの場に居る者として、穢けがれが無いか、それともあるか、だ。

　腑ふ抜ぬけた心は、戦せん場じように対しての穢けがれでしかない。

　昨日、宗むね茂しげは、こちらが附抜けているということに気付いていた筈はずだ。ゆえに、落ちるこちらに手を伸ばしたのだ。

　あのとき、自分はどうしただろうか。

　手を伸ばし返し、救たすけを相手に求めただろうか。

　解わからない。そして二ふた代よは、こう思い、呟つぶやいた。

「──ま、そうであっても、十秒くらいは気も入るで御ご座ざろう」

　何も考えないことにして、上半身を後ろに捻ひねり、全力のカウンターを福ふく島しまに叩たたき込んだ。
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　福島が感じたのは、光のようなものだった。

　暗い、沈んだような、はっきりと表おもてに出てこない相手の力。打つと振り払うように返し、攻撃の手としては伸ばし切ってこないような敵の一いち撃げき。そんな槍やりの放ちを、ずっとこちらは受けていたのだが、そしてそれを、腑抜けていると告げたのだが、

　……これは──。

　光ったと、そう思った。まるで、闇やみの中から小さな光が、しかしこちらを正確に差すようにして、真まっ直すぐに、

「──!?」

　明らかに伸びの違う一発が、こちらに来た。

　先行する相手の身体からだの動きは、今までと同じように見える。だが、各部の関かん節せつが全て僅わずかなりにこちらに伸びている。それらの伸びを統とう合ごうすれば、十数センチのリーチの追加だ。

　美しい、と福島は思った。身体の各部を伸ばし切るには、力が入っていては駄だ目めだが、攻撃としては、やはり芯しんとなる力が必要だからだ。余分な力を入れず、ただ、攻撃のための芯となる部分にだけ、線にも似たものが見える。それは、相手が、武器と一体化し、攻撃という行動に特とつ化かしたということであり、

「それでこそ……！」

　二代を追って飛び込んでいた福島は、宙で身を右に翻ひるがえした。二代の槍が狙ねらっているのはこちらの顔面やや下の位置。首元だ。ここは顔近きん辺ぺんにおいて、気にせざるを得ない位置でありながら、視線を動かして確かめるのも難しい場所だ。

　回かい避ひは、視線を切って、勘かんで行わねばならない。

　福島は身を回す速度を上げた。首一つ分にも足りない頰ほお一つ分の回避を狙う。

　これから自分が狙うのは、相手のカウンターに対し、それをかわした上で身体ごとぶつかっていく突とつ撃げきだ。落下速度を利用した最大の攻撃ともなる一発。そんな力を生むために、

　……避け一いつ択たくに御ご座ざります!!

　宙で膂りよ力りよくをもって身を回し、脚あしをも振って、

「……た!!」

　反そるようにかわした。そう思った。何な故ぜならば、相手の穂ほ先さきはこちらを追い、耳元をかするくらいではあったが、確実に回かい避ひしたのだから。しかし、

　……え？

　回避とは別に、眼前にて、一つの異い変へんが生じていた。

　自分達が次に足場として使うべき木材の柱。その一本が、向こうへと倒れていくのだ。

　行くべき足場が、失われていく。
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　福ふく島しまは疑問した。

　何故、次の足場が倒れていくのかと。そんな己おのれの中に生まれた疑問を解くのは、音だった。

　堅い響ひびきが聞こえてきていた。相手の持つ槍やりの石いし突づきが、伸しん縮しゆく機き構こうによって伸び、

　……こちらに攻撃をしながら、石突きで先にある木材を穿うがった!?

　木材の倒れる勢いは、こちらの疑問の答えを雄ゆう弁べんする。

　タイミング的に見て、先行する敵は次の足場が倒れるのに間に合う。

　こちらは駄だ目めだ。

　卑ひ怯きような、という思いは浮かばなかった。何故なら、己が先行していたならば、相手を崩すためには同じ方法をとった筈はずだからだ。

　敵の方が前を行き、冴さえていた。それは、こういうことだ。

　……腑ふ抜ぬけが、今は消えて御座りますか!!

　だから福島は、応じようと思った。現状の危機に対して、全力と全ての手を尽くすことを相手への礼とするため、自分の中にある制限のようなものを解かい除じよした。

　あらゆる手段をもって、全力で勝利する。

　そして福島は、一つの解決を用いた。

　かわしたばかりの二ふた代よの槍を、左手一本で摑つかんだのだ。

　敵の武器を奪うように握る。

　取った。鉄の柄つかの、穂ほ先さき近くを左手でホールドした。次の瞬しゆん間かんには、左腕をたぐり、引き寄せる動きで己を前に飛ばす。逆の右手は、胸から前方へと行く動きに続くように、五ご指しで締しめた槍を片手打ちだ。

　狙ねらいは敵の首元。前に右肩を入れ、肘ひじから先を脇わき下したから前に伸ばす動きで、

「お……！」

　伸縮機構を用いた。

　当たれと、福ふく島しまは思った。強く思わねば通じない。だが、福島はある光景を見た。

　敵が、己おのれの槍やりを手放したのだ。
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　バランスのわずかに崩れた片手打ちの槍。その穂ほ先さきを首の振りでかわした二ふた代よは、

「と」

　敵の槍を手に取った。穂先の根本を摑つかみ、そして、先ほど生じたであろう事実を確かめる。

　前だ。敵の向こうにある、先程まで自分達が足場としていた木材が倒れていく。

　その理由は簡単だ。敵の槍の石いし突づき側が、

　……伸しん縮しゆく機き構こうを放って、石突きで打ったので御ご座ざるな！

　敵は、こちらを攻撃しただけではない。伸縮機構を用い、石突きで向こうの足場を打ち、反動で跳ちよう躍やく距離を追加している。

　こちらが次の足場を倒したのを見て、即そく座ざの判断を下したのだ。

　見事と、そう思い、二代は敵の槍を手に収めた。

　直後に、敵が眼前に飛び込んでくる。

　倒れ行く柱の斜面に足をついたのは、二人同時。双そう方ほう手にするのは敵の槍。

　手を使えば襟えり首くびでも摑つかめそうな距離だが、お互いはまるでＶを描くように柱の斜面に己を位置し、

「おお……！」

「──おお！」

　両者は、槍を回し、倒れていく柱を頂上側に走りながら攻撃を交こう叉さした。
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　疾しつ走そうの攻撃が円えん運動の交わし合いとなっていた。

　二代は敵の一いちノの谷たにの穂先を手に、福島は蜻蛉とんぼスペアの穂先を手に。お互いの武器を変へん則そく持ちし、更さらにはそれを交換するように叩たたきつけては奪い取り、または取られながら、打ち合った。

　両者の動きは走りながら連動した。

　片方が槍を旋せん回かいさせ、○円弧を描いて敵を薙なげば、その軌き道どうを回かい避ひしたもう片方が相手の槍の穂先をたぐって奪う。そして相手は、奪った槍を背に回し、合計で８の字として切り返してくる。

　お互いは、まるで二本のバトンを身体からだの外を通して渡し合うように交わしあった。二重の８の字が連続で交叉して風を鳴らして止まらない。

　大気が裂かれ、金属の光こう沢たくが宙を装そう飾しよくする。しかしやがて、二人の位置は柱の頂上に至る。

　最後の一歩を踏んだ時。お互いは、それぞれの武器を手に戻した。

　一度武器を身体の外に回し、それぞれ、全力の一ひと薙なぎを敵にぶち込もうとする。

　穂ほ先さきが、二人の間で激げき突とつした。

　片方ずつの半はん弧こがぶつかり合い、描かれたＳ字の中心で火花と激げき音おんが散った。

　敵の身には届かない。ただ金属音が宙に舞っていく中で、お互いが叫んだ。

「結べ、──蜻蛉とんぼ切ぎり！」

「落ちろ、──一いちノの谷たに！」

　両者の武器の刃やいばが、お互いの相手を映した瞬しゆん間かん。

　二人の勝負が決した。

　直後に、福島の影が二ふた代よのものと交こう叉さした。
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　……二代!?

　遠くから高速で響ひびいてきていた剣けん戟げき音おんが消えたのを、ミトツダイラは悟さとった。

　最後に響いた音は、しかし、二代の攻撃タイミングで終わっていなかった。

　一体どうなったのか。気にはなるが、しかし、こちらも清きよ正まさと戦せん闘とう中だ。

　真まっ直すぐに清正へと、ミトツダイラは加速を続ぞつ行こうした。

　……行きますのよ!!

　速度が上がる。引くのではなく、逸そらすのではなく、前に身体からだを曲げて倒し、全身を弾はじく動きでしなやかに前後させ、王賜剣エクスカリバーを発はつ射しやする。

「る、ら、ら……！」

　獣けものの咆ほう哮こうをもって、全身が前へと連動した。足の瞬しゆん発ぱつが生む身体の揺れを、腰から背骨に通して増幅。その反動を肩から先に流して手首を連れん射しやし、刃を放つ。

　ある程度の速度の累るい積せきと、身体の温まりがあってこそ、可能な動きだ。

　母と相あい対たいしたときの速度には至らないが、一発一発は高速化する一方で重くなり、

　……押せます!!

　思いを叶かなえるように、ミトツダイラは確実に清正を押した。

　対する清正は、もはや前にした手で槍の穂ほ先さき側を持ち、

「く……！」

　弾くので精せい一いつ杯ぱい、という状態をミトツダイラは敵に与えた。

　だが、狼おおかみは容よう赦しやをしなかった。下がれと、しかし道を空けるような素そ振ぶりはするなと、狼は弧を描いて敵を中央へと追いつめ下げさせる。正せい対たいしたままに退しりぞけ、と。

　送り狼は、縄なわ張ばりから相手が出るまで追い続けるのだ。

　そして狼が新たな歩を踏み、弾いた。

　一気に押す。銀ぎん狼ろうは、己おのれが作った火花を浴びるように出て、

「────」

　前に身を弾はじいた瞬しゆん間かん。清きよ正まさが動きを取った。

　こちらから見て左。残ざん骸がいの左さ舷げん側へと、逃げるように身を飛ばしたのだ。

　だが、ミトツダイラは既すでに動いていた。反射神しん経けいと言うよりも、清正の初しよ動どう以前、彼女の防ぼう御ぎよから返る手て応ごたえをもって、

「……逃しませんわ！」

　身を左に跳ばした時だ。ミトツダイラはその視し界かいで、あるものを見た。

　清正が、こちらから見て右へ跳んでいるのを、だ。

　……え？

　逆だ。





●






　どういうことですの、とミトツダイラは思った。

　敵からくる手応えも後から見た動作も、全て、こちらの左側、分かたれた船の左舷側に跳ぶものだった筈はずだ。だが、確かに清正はこちらの右に跳んでいる。空中にて側そく転てんを入れている。

　……これは……！

　槍やりだ。

　清正は、左舷の残骸へ跳んだ瞬間。向かいとなる左舷残骸の縁へりに、槍を叩たたき込んだのだ。

　残骸の甲かん板ぱん縁に、レ型の穂ほ先さきを嚙かませ、それを足場に、

「──蹴けり戻りましたのね!?」

　腕力と、背はい筋きん力と、全身のバランス感。それらを総そう動員する動きで、清正が反射した。

　跳んだ。カレトヴルッフの右側を捨てる決断だ。

　そうやってこちらから一いつ瞬しゆんの時間を奪い、わずかな距離を得て行うのは、

　……左の一本。

　構えているのでは間に合わないと、清正は判断したらしい。背のハードポイントに下げたカレトヴルッフを、背後に回した左手で操そう作さしていた。

　彼女の身は、跳ちよう躍やくの勢いで側そく転てんを入れている。下を向いて装そう着ちやくされたカレトヴルッフの穂先が身体からだの回転運動でこちらに向く。

　ミトツダイラの視し界かいに光が見えた。

　光こう刃じんの一いち撃げきではない。それはもはや砲ほう撃げきだ。

　側転を捻ひねることで、よじるような薙なぎ払いの、

「……果てろカレトブルッフ!!」





●






　一直線の剣に似た光こう砲ほうの持じ続ぞく発はつ射しやが、ミトツダイラのいた位置をスラストした。

　王賜剣エクスカリバーの構え直しも間に合わない、直ちよく撃げきする軌き道どうだった。





●






「成なる程ほど、羽は柴しばの手て勢ぜいが水み戸とにて武蔵むさし勢と戦せん闘とうを開始した、か」

　空の高い位置。草が伸び、荒れた野の中で、声がした。

　マルファだ。高空を行く浮上都市、ノヴゴロドの女おんな市長は、市の南側にある野原を歩いていた。彼女が行き先とするのは、腰まで伸びた草くさ群むらの間。草を刈り取って作った道だった。

　遠く、ノヴゴロドの町を囲む丸まる太たの壁と、寂さびれた町並が見えている。彼女はそちらへと歩きながら、野原の上に手を伸ばした。

　千ち切ぎり、手に取るのは、

「今年もまた勝かつ手てに麦が出来ている。要いらぬ草に食われ、細りながらも、やはり麦とて人のためのものではないな。己おのれを生かすために背を高くしようとして、故ゆえに細くなる。

　──武蔵も、上越露西亜スヴイエート・ルーシも、奥おう州しゆう勢も、そうだと思うか？　トビー」

「そうではないならば、今の世は生きていけますまい」

　と、マルファの背後に影が立つ、初しよ老ろうの男だ。彼は、マルファの背に一いち度ど頭を下げ、

「上越露西亜、伊だ達て、最上もがみ、三さん国ごくの艦かん群ぐんが武蔵の外がい交こう艦かん受け入れに動き出したとか」

「ああ、どれも武蔵のために細ろうとするものではなかろうな。──しかしトビー、こちらも、客きやく人じんを迎える用意はどうなっている？」

「西部の港の準備が出来ました。いつでも着ちやつ港こう可能としてあります」

「Ｔｅｓテスタメント．、先客も来ておるしな。なかなか面白い話を聞けた。──このノヴゴロドが何のためにあるのか。それも、まさか、私も知らぬところまで踏み込むとは」

「あの者達……」

　トビーの声と身構えに、マルファが小さく笑った。

「貴き様さまの敵かなう相手か？　相あい打うちならば勿もつ体たいないからやめておけ。今いる先せん客きやくは、後の客人が来たらいずれ去る。去る者を咎とがめる必要はない。去った者をただ待つのも、私だけで充分だ」

　さて、とマルファは言った。

「このノヴゴロド、歴史の処しよ遇ぐうはどうなるか。P.A.Oda、信のぶ長ながは既すでに先を見み据すえているようではあるが、後は、連れん中ちゆうの対極がどうなるか、だな」

　マルファは前を見る。市の中央にある石造りの四角い市し庁ちよう舎しやと、丸まる木きの屋根を見上げ、

「歴史の深しん淵えん、運命の行き先、そして全てを決める因いん縁ねんと意志の行き来。それら全てを──」

　彼女が行く先、町の入口にある門が開いていた。その向こうにあるのは、人ひと気け無く、薄うす闇やみに満ちた町だ。しかしマルファは、笑みをもってそちらに歩を進め、こう言った。

「──嗚あ呼あ、全てを知ることが貴様らに出来るか？　武蔵勢」







あとがき




　という訳でお待たせしました。『境きよう界かい線せん上のホライゾン』、第四巻の上巻を御届け致します。

　舞台は関かん東とう、東とう北ほくに移り、伊だ達てや最上もがみ、上うえ杉すぎというメジャーどころが出てくる状況になりました。この三さん国ごくの領りよう土ど争いは史し実じつで見ていても結けつ構こうなところを最上が取っており、伊達も上杉も〝狐きつね〟である最上・義よし光あきに振り回されていますな。

　また、世界史の方では露西亜ロシアの登場となる訳ですが、十六世紀の露西亜はモンゴルによる一時支配を抜け、〝雷らい帝てい〟イヴァン四世の元で急速に勢力を拡大していくところでした。周辺国がかなり警けい戒かいしていたんですが、英国イギリスは友好に貿易しており、エリザベス宛あてに露西亜との貿易をやめるよう書しよ簡かんが送られたりもしています。周辺国にとっては、宗しゆう教きよう改革やオスマントルコの拡大などもあって、一いつ触しよく即そく発はつの状態だったわけです。

　そういう感じで、極きよく東とうも各国側も火ひ種だねを抱えた奥州航こう路ろ、さてどうなるかというところですが、そこから先は本編で、ということでいつものチャット。

「中学か高校時代の嫌な思い出ってある？」

『ああ、中学時代、帰り道の途と中ちゆうでカレーの匂においさせる家があったんで、クンカクンカしてたらドア開けて当時好きだった女の子が出てきて人生詰つんだ』

「もはやキャラ固定だもんなあ……。でも帰き宅たく途と中ちゆうって夕ゆう飯はんの匂いが付き物だよなー」

『あるある。油で揚げる音とか聞こえて、何かやたらと〝うちもだ！〟と期待して帰宅したらテーブルにカールだけが置いてあって俺は乱れたことがあるね』

「カール揚げ菓が子しじゃないもんな（本当）。つーか何でカール」

『いや、うちは親が共とも働ばたらきだったから。怒ろうにも誰もいないしメシも無いからトランスフォーマー見ながらカール食って乱れたね。あれは俺の大人おとなの階段だったと思う。

　大人になってカールで米食うような人間になるとは思ってもなかったけど、親はよく解わかってたんだなあ……』

　そうじゃねえだろ。

　ともあれ今回のBGMは、アジアンカンフージェネレーションで〝サイレン〟（歌詞が二種類あるのですが、存在証明の方です）。再さい起きを始める前の合あい図ずとして。

　燻くすぶりの火はゆっくりと起きていくものですが、

「一体、誰が一番大きな火を隠かくしているのだろうか」

　というところで一つ。

　さて、そんな感じで、中巻の来月まで、少々お待ち下さい。





平へい成せい二十三年　六月　いきなり暑い朝っぱら

川かわ上かみ　稔みのる
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